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　プロローグ








二○二[image: えっくす]年一二月九日

琵び琶わ湖　彦ひこ根ね港沖おき八・六キロ地点






　琵琶湖を包む闇やみは深く重い。

　波が打ち寄せる度、百五十トンに満たない船体は上下に大きく揺ゆさぶられる。だが、ブリッジの外に広がる景色は常に黒一色のまま代わり映ばえしない。暗幕のような夜空と墨ぼく汁じゆうを垂たらしたような湖面、それらが境界さえ分からぬほど一体に溶け合っていた。少しでも気を抜くと船が水上を進んでいるのか、それとも湖底に沈んでいっているのかさえ分からなくなる。

　サルベージ船『甲こう陽よう丸まる』の船長は、胸ポケットの煙草たばこに手を伸ばしかけて止めた。灯あかり一つ無い夜の琵琶湖で煙草の火はひどく目立つ。そう言って船員達に禁煙を申しつけたのは、他でもない彼だった。今、この船の姿を他の船せん舶ぱくに見られるわけにはいかない。だからこそブリッジの照明は落とされ、他の船舶のエンジン音を聞き漏もらさぬよう私語も慎つつしませている。それでも床下から響ひびく機関音はやかましく、まるでオーケストラの楽団を引き連れているような錯さつ覚かくを彼に抱いだかせた。

「もう少し機関の音、絞しぼれないか」

　そう抑おさえた声で傍かたわらの操そう舵だ手しゆに呼びかける。無ぶ精しよう髭ひげを生はやした操舵手は苦く笑しようしつつ肩をすくめた。

「これ以上、出力落としたら船ふな足あし止まっちまいますぜ」

　言いながらスロットルにかけた手を離してみせる。操舵輪脇わきのスロットルレバーは限界寸前まで引き絞られていた。

「それに」と操舵手は声を潜ひそめた。

「今のペースでも、あの人達にゃ気に入らないんじゃないですか」

　船長は眉まゆをひそめた。その声が引き金となったように、ドタドタと騒そう々ぞうしい足音がブリッジに入ってくる。続いて怒ど鳴なり声が狭せまい室内に響ひびき渡った。

「何をちんたらやってるんだ、おまえらは！」

　船長はうんざりした表情で振り返った。ブリッジの入り口に矮わい軀くの男が立っている。目鼻口が不自然な程中央に寄った、ハムスターを思わせる顔立ちの男性だった。太ふとり肉じしの体を真新しいスーツに包んでいる。船長は努めて平へい板ばんな口調で男に呼びかけた。

「どうされました、社長」

「どうもこうもあるか、さっきから全然動いとらんじゃないか。こんな調子じゃ朝になっても仕事が終わらんぞ。いったい何を考えてるんだ、おまえらは。え？」

　社長──この甲こう陽よう丸まるを所有するサルベージ会社のオーナーは、そう言って彼を睨にらみつけた。船長は嘆たん息そくした。だからこいつを乗せるのは嫌いやだったんだ。騒さわぐばかりで仕事の邪じや魔ましかしない。出港前、どれだけ陸おかに残るよう頼み込んだろう。だが重要な依頼だと言い張り、強引に乗り込んできてしまった。

　重要な依頼──、確かにでかいヤマだった。居きよ留りゆう区くの領域に進入し、〈十じゆう字じ架か〉の周辺をサルベージする。そこには四よん・一いち八はちの終末期、自じ衛えい隊たいの総攻こう撃げきで剝はく離りした〈十字架〉の外壁が多数沈んでいるはずだった。人類の水準を遙はるかに超ちよう越えつした超テクノロジーの産物。欲しがる連中は山程いる。もちろん大きな破片は既に回収されているだろうが、琵び琶わ湖は広く散乱した破片も多い。数センチ四方の破片でも見つかれば天文学的な値段がつくはずだった。

　だが見返りが多い分リスクも大きい。琵琶湖の湖上は滋し賀が県警と居留区警察の警備艇ていがひっきりなしに行き交かっている。見つかれば即座に停船を命じられるだろう。居留区への不法侵しん入にゆうは重罪だ。船を取り上げられ、長期の刑務所暮らしもありえる。だからこそ慎しん重ちように、万全を期して臨のぞまなくてはならない。

「お言葉ですが社長、このあたりはもう〈十字架〉の警戒水域なんですよ。いつ居留区警察と出くわしたっておかしくありません。警備艇の乗組員が人間ならいいですけどね、アポストリどもに捕まったらどうするんですか」

　言った瞬しゆん間かん、ブリッジの空気がすっと冷え込んだ。

　アポストリ──、宇宙からやってきた異い種しゆ異い相そうの生命体。超絶的な身体能力を有し二百万の人間を虐ぎやく殺さつした忌いむべき存在。講和から十九年が経過したものの、ここにいる人間は四よん・一いち八はちの惨さん劇げきを忘れていない。彼女達に捕まったらどうなるのか、理屈で考えるより先に恐怖が体を縛しばる。流石さすがの社長も一いつ瞬しゆん、色を失った。だがすぐに嚙かみつくような勢いで反はん駁ばくする。

「だ、だから怖おじ気づいたとでも言うのか？　情けのない連中だ。それが仕事をしない言い訳になるか！」

「仕事はしてますよ。さっきからソナーで下を探さぐってます」

「同じ所ばかりぐるぐる回ってか？　そんなへっぴり腰で結果が出るわけないだろう。いいか、おまえら。今回の件がいくらのヤマだと思ってるんだ。こんなところをクライアントに見られたら──」

　社長が言い終わるより早く、すっと背後に人影が現れた。長身の、ひどく鋭するどい眼まな差ざしをした男だった。瘦こけた頰ほお、ヤスリで磨いたように細い顎あご。身長に比して肩幅がないためか、どこかカマキリのような印象を受ける。男は無言でブリッジを見渡した。途と端たん、社長が慌あわてた様子で男に向き直る。

「も、も、申し訳ありません。タナカさん。今丁度発はつ破ぱをかけてたところでして。大丈夫です、すぐ作業に入りますから」

「───」

　タナカと呼ばれた男は、暗い眼差しで社長を見下ろした。その様子を見て船長は何とも嫌いやなものを感じる。

　怪あやしげな男だった。出港前からこの方ほとんど言葉を発していない。職業柄ヤクザ者や密輸業者と接触する機会も多いが、この男はそうした連中とも違う。一種薄うす気き味み悪い雰ふん囲い気きを持っていた。タナカというのもおそらく偽ぎ名めいだろう。どのくらい報酬を積まれたのか、社長はこの男を神しん仏ぶつのように崇あがめ奉たてまつっているが船長は気に入らなかった。後頭部がちりちりと通電したような痛みを訴える。危険を感じた時に出る警戒のシグナルだった。

　そういえば一度、男が電話をかけているところに出くわした。声を潜ひそめていたため細部までは聞き取れなかったが、耳慣れないイントネーションだったように思う。そう、方言とは違う、まるで外国語か何かのような──

（……まさか、大陸の連中じゃないだろうな）

　冗談じゃないと思う。居きよ留りゆう区の警戒水域を侵おかしただけで十分リスキーなのだ。この上、外国のスパイなど乗せていたらどんな面倒に巻き込まれるか分かったものではない。適当な理由をでっちあげて引き返すか、警備艇ていを見かけたと言えば社長も逆らえまい。そう思った時だった。

「Ｇ６に突起物の反応」

　ソナーに張りついていた航海士が低い声を上げた。瞬間、ブリッジに緊張が走る。「おお」と表情を明るくして社長がソナーに駆かけ寄った。船長はため息を吐つきながらその後に続いた。闇やみに慣れた目を細め、航海士の肩越しにソナーの画面を覗のぞき込む。

　単調な色彩で表現された湖底、その中に一箇所幾何学的な陰影があった。端はしの尖とがった方ほう形けいの物体。曲面で構成された画像に現れたそれは、まるで湖底にこびりついた瘤こぶのようにも見えた。

「それか！　それだな、よしさっさと潜もぐって引きあげるんだ」

「まだです、社長」

　船長はたしなめた。

「周囲を確認して、警備艇ていがいないことをチェックしてから無人探査機ＲＯＶを下ろします。ダイバーを潜らせるのはその後ですよ」

「あぁ？　何を言ってるんだ。ここにくっきり映ってるじゃないか。まどろっこしいこと言わず、引きあげればいいだろ」

「ソナーの画像なんて半分も信用なりませんよ。探査機で目視確認してからじゃないとなんとも言えません」

「あぁ、あぁもういい。おまえの言うことはよく分からん。わしが直接伝える。おい、おいダイバーはどこだ！」

　社長は虫でも払うように腕を振り回して、彼に背を向けた。船長は慌あわてて社長の肩を摑つかみ引き留とめようとした。ダイバーを下ろせば、しばらく身動きが取れなくなる。探知した物体が目当ての物ならともかく、木の根や何かだったら目もあてられない。そんなもののために逃げ切れなくなるのは御ご免めんだった。

　だがその時、背後で「船長！」と切せつ迫ぱくした声が上がった。振り向くと、航海士が強こわばった表情でこちらを見ていた。船長は航海士を睨にらみつけた。

「どうした」

「突起物が……動いてます」

「なに？」

　眉まゆをひそめてソナーの画面を見る。船の左手に存在する突起、それが先程より近づいて見えた。丁度その時、エコーの受信音が響ひびき画面が最新の探知結果に切り替わる。わずかな間隔をおいてもう一度画面がフラッシュ、間違いない。突起は徐じよ々じよに浮かび上がりつつあった。

　いや──

　船長はごくりと唾つばを飲み込んだ。浮かび上がる？　だとすればこんなに長く突起の影が伸びているわけない。音波が広い範囲で遮さえぎられている、それは湖底に本体を据すえたまま伸び上がるようにして湖面を目指していた。生き物──魚だろうか、そう思って首を振る。ここの水深は六十メートル以上ある。その深さであれほど巨大なシルエットを持つ生物は、この湖に存在しない。

　エコー音。

　食い入るように画面を見つめていた船長は、ぴくりと眉まゆを震わせた。最新の探知結果、巨大な白い影が船の前方を塞ふさぐように移動している。

　瞬しゆん間かん、船底から地鳴りのような震動が響ひびいてきた。びりびりと窓が震える。湖が揺ゆれていた。何か巨大なものが湖面に姿を現そうとしている。船長はとっさに手すりを摑つかみ叫さけんだ。

「全速後退フルアスターン！　急げ！　ぶつかるぞ！」

　叫び声と同時に、床が大きく後方に傾かしいだ。裏返った悲鳴を上げながら社長が床を転がっていく。だが構っている余裕はない。前方の湖面が割れた。漆しつ黒こくの波飛沫しぶきをあげながら、小山のような何かが水上に屹きつ立りつする。それは夜の闇やみよりなお暗く、光という光を全て吸い取りながら彼らを見下ろしていた。

　全高にして数十メートルはあるだろうか、末すえ広ひろの胴体を湖面に沈め、甲こう陽よう丸まるの視界から完全に夜空を覆おおい隠している。その姿はまるで湖上にそびえる城じよう郭かくのようだった。

　船長は呆あつ気けにとられて眼がん前ぜんの奇き怪かいなシルエットを眺ながめていた。

　なんだ、一体なんなんだあれは？

　答えはなかった。呆ぼう然ぜんとしている彼らの前で、その物体は腕とも翼ともつかぬ何かを高々と振り上げた。そのまま一切の躊ちゆう躇ちよなしにこちらへ振り下ろす。衝しよう撃げき、破は砕さい音。船体があり得ない角度に傾かたむき、割れたガラス片がブリッジ内に降り注いだ。

　衝撃で手すりを摑む手が離れる。船長は壁面に向けて室内を落ちていった。激痛、背中から叩たたきつけられ息が止まりそうになる。朦もう朧ろうとした意識の中で彼はブリッジの外に視線を向けた。窓の向こうでそれは無言のまま船内を覗のぞき込んでいた。虚うつろに開いた二つの空洞が見える。まるで髑どく髏ろのような。あれは──目？

　それ以上考えている余裕はなかった。浸水がブリッジを蹂じゆう躙りんしていく。暴力的な冷気に身体からだを侵おかされながら、船長は意識を失った。







　第一話








二○二[image: えっくす]年一二月一○日

彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く　城じよう南なん高校






「南みなみ方かた君、ちょっといいかな？」

　席についた瞬しゆん間かん、そう声をかけられた。六時間目の後、共きよう棲せいオリエンテーションから教室に戻ってきた直後のことだった。

　とある事情で今日きよう葉は桜ざくらは学校を休んでいる。普段ならやれ「ショッピングセンターに寄りたい」だの「部活の生徒を見学したい」だの騒そう々ぞうしい少女は、この日に限り傍そばにいない。久しぶりに静かな下校時間を過ごせる、そう思っていただけに南方学まなぶは怪け訝げんな表情で声の主を見上げた。

　落ち着いた色合いのイートンジャケットに胸元を飾る青のリボン、明るい色の髪をポニーテールにまとめた少女が彼の前に立っていた。彼女は色合いの薄うすい唇くちびるを綻ほころばせ学に笑いかけた。

「いいかな？」

　そうもう一度問いかける。学はぱちぱちと目をしばたたいた。顔は分かる。だが名前が出てこない。おそらくまともに会話したこともないはずだった。そんな人間がなぜ自分に話しかけてくるのか。

　沈ちん黙もくする学を見て不安になったのか、少女は顔を曇くもらせた。スカートの前で指を組み顎あごを引く。

「あの……忙しいならまた後にするけど」

「あ？　いや、ああ。その」

　学は慌あわてて手を振った。

「悪い、いきなりだったから、それで、えっと──」

「ひょっとして……、私が誰か分からないとか？」

　図星を指された。押し黙だまる学に少女は苦く笑しようして肩の力を抜いた。

「あはは、やっぱりそっかぁ。噂うわさ、本当なんだ」

「噂？」

「南方君、クラスメイトの名前、誰も覚えてないって。有名だよ」

「………」

　学は渋じゆう面めんを作った。そんな噂がたっていたのか、だがまぁ半分以上は事実なので何も言えない。もともと彼は同年代の友人を一切作っていなかった。〈片かた腕うで〉捜そう索さくに全力を注いでいた彼にとって、部活や恋愛に情熱を燃やすクラスメイトはさながら異世界の住人だった。葉は桜ざくらと出会い、学校生活に対する思いも幾分変わったが、だからと言ってすぐクラスに馴な染じめるはずもない。公務だ式典だと学校を休んでいたこともあり、二学期終わりかけの今になっても学まなぶはまともな知人を作れずにいた。

　別段それで不自由もない。どうせ来年になれば三年のクラス替えがあるのだ。今いま更さら周囲の人間と親交を深めても仕方がない。そう思っていたが、あらためて他人の口から自分の没ぼつ交渉ぶりを告げられると複雑な気分だった。だが少女はそんな学の思いに気づいた様子もなく胸ポケットから生徒手帳を取り出した。裏表紙の身分証をかざして名前を名乗る。

「──で、このクラスの学級委員です」

　そう言って胸を張った。学はきょとんとした表情で目を瞬またたいた。学級委員と名乗った少女は肩越しに振り返ってちろりと舌を出した。こちらを見守っていたクラスメイト達が一いち様ように大きなため息を漏もらす。彼女は学に向き直り肩をすくめた。

「いくらなんでも自分のクラスの委員長くらい知ってると思ったんだけど、ダメかぁ。ううん、本当他人に興味ないんだね。南みなみ方かた君は」

「……悪かったな。で、なんの用だよ。人の名前も覚えられない奴やつがいるって笑いにきたのか」

「違う違う、えーっとね〈十じゆう字じ架か〉見学の件、南方君どうするのかと思って」

「〈十字架〉見学？」

「さっきオリエンテーションで話してたやつ、ほら、今度の土曜日に予定されてる」

「……ああ」

　学は記憶を掘り起こした。共きよう棲せいオリエンテーション──三年生になり、新しく共棲生活を始める生徒達にアポストリとの接し方や日常の注意点を教える授業。既に葉桜と暮らし始めている学には関係ない内容だが、必修単位のため出席を余儀なくされている。その授業の課外活動で、今度の土曜日に〈十字架〉見学を実施するとのことだった。

　見学と言っても〈十字架〉の中を見て回れるわけではない。彦ひこ根ね港から連絡船に乗り、〈十字架〉を囲むメガフロートに上陸する。そこで税関や出入国管理業務に携たずさわるアポストリの話を聞き、共棲相手の暮らしてきた環境に理解を深めるという趣しゆ旨しだった。もっとも休日に実施することもあり強制参加ではない。見学費用を別途徴ちよう収しゆうする自由参加制だった。

「俺おれは別に行くつもりないけど」

　そう答えると、委員長は「やっぱり」という表情になった。だがすぐ顔を上げ、学の机に掌てのひらを突く。そのまま身体からだを乗り出すようにして彼を見み据すえた。

「そんなこといわないでさ、一いつ緒しよに行こうよ」

「は？」

「二学期ももう終わりじゃない。クラスのみんなで動ける機会なんてそんなにないよ？　三学期になったらみんな進路でバタバタし始めるし。今しかないと思うんだな、私は」

「………」

「私、南みなみ方かた君といい思い出作りたいなぁ。ね、みんなもそう思うよね？」

　奇き妙みように弾はずんだ声で言って振り返る。クラスメイト達は引きつった微び笑しようを浮かべ、こくこくとうなずいてみせた。学まなぶは露ろ骨こつにいぶかしむ表情となった。わずかに考え込んだ後、押し殺した口調で訊たずねる。

「……で？　本当は何が目的だ？」

「も、目的？」

「俺おれを誘いたいってのは口実だろ。なんか他に目的があるなら言えよ」

「そ、そんなもの……」

「言えないならこの話は終わりだ。じゃあな」

　そう言って席を立とうとした時だった。「わぁ」と叫さけんで委員長が腕を広げた。学の横に立ち、行く手を遮さえぎるように胸を反そらす。

「わかった、わかったから！　ちょっと座って。本当にもう気難しい人だな。君は」

「何の理由もなしにちやほやされる程、愛あい想そう良くしてきたつもりはないんでね」

　眉まゆ根ねに皺しわを刻みながら腰を下ろす。鼻から息を抜き、上目遣いに委員長を睨にらみつけた。

「ったく、いきなりなんだっていうんだよ。他の連中までそろって」

「……あー、うん、えーっと、そのね」

　委員長は頰ほおにかかった髪を弄いじって、ばつ悪そうな笑えみを浮かべた。

「葉は桜ざくらさんに来て欲しいんだ」

「葉桜？」

「彼女、一学期の終わりに来て二学期も休みがちだったじゃない。あんまり学校の行事とか参加できてないし、いい機会だから今回の見学くらい一いつ緒しよにって思ったのよ」

　学は首を傾かしげた。話がよく見えない。それでなぜ彼に声をかけるのか。

「そんなの……あいつに直接言えばいいだろ」

「だめよ、南方君来ないと彼女来るわけないじゃん」

「？　なんでだ」

「なんでって……」

　委員長は呆あきれ顔で彼を見返した。無言で視線を受け止めていると、彼女はすっと身体からだを引いてため息を漏もらした。

「とにかくさ、さっきのオリエンテーションでも言ってたでしょ？　共きよう棲せい相手のアポストリを居きよ留りゆう区くに馴な染じませることも私達の役目だって。ちゃんと葉桜さん誘って来てよね。はい、これ見学会のしおり」

　そう言って緑表紙の冊子を押しつける。思わず受け取ってしまってから、学は慌あわてて抗議した。

「おい！　俺おれはまだ行くなんて」

「申込みは私の方でやっておいたから。あ、費用は当日でもいいんで土曜日に二人ふたり分持ってきてね。じゃ、葉は桜ざくらさんによろしく」

　悪戯いたずらっぽい微び笑しようを浮かべ彼女は離れていった。そのままクラスメイト達と合流し手を打ち合わせる。どうやら友人の間で誰が学まなぶに声をかけるか議論していたらしい。委員長の何かをやり遂とげたような表情が腹立たしかった。まるで度ど胸きよう試しに猛もう犬けんの頭を撫なでてきたと言わんばかりの顔。自分を一体なんだと思っているのか、学は唸うなり声をあげながら手元のしおりを見た。

　厚手の上質紙に〈十じゆう字じ架か〉のイラストが描えがかれている。黒一色のコミック調にデフォルメされたシルエット。その上に太文字で「城じよう南なん高校普通科二年　〈十字架〉見学のしおり」とプリントされている。そのまま何気なく表紙をめくり、彼はぎょっとなった。

　見返しの空白にびっしりと手書きの文章がある。一つ二つ三つ──、数え切れない。それは寄せ書きだった。クラスメイト達が葉桜に向けて綴つづった歓迎のメッセージ。

（これを、俺に渡せって？）

　学は暗あん澹たんたる気分になった。勘弁してくれ、と思った。




　彦ひこ根ねの冬は寒い。

　頰ほおを刺す風は冷たく、寒かん気きがコート越しにじわじわと染み入ってくる。学は護ご国こく神社前の交差点で立ち止まると、口元を両の手で覆った。指の間から白い呼こ気きが漏もれる。乾燥した大気の向こうに寒々とした夕空が見えた。

　つっと手首の腕時計に視線を落とす。時刻は午後四時、見学会絡がらみでごたごたしたせいか、すっかり下校が遅くなってしまった。

　葉桜は──もう帰っているのだろうか。

　ぼんやりとそう思う。

　彼女は今け朝さ早くから〈十字架〉に向かい、アポストリ側の共きよう棲せいオリエンテーションに参加していた。といっても生徒としてではなく、一足先に〈十字架〉を出た先輩として、どちらかと言えば教える側の立場で出席しているらしい。つんと澄すまし顔で周囲のアポストリに講釈を垂たれる彼女の姿が思い浮かぶ。

　余計なこと教えてなきゃいいんだけどな──

　不安が学の脳のう裏りを過よぎる。初めて学の家に来た頃、彼女は朝食の準備を張り切り過ぎた挙げ句、家中の食材を調理してしまった。他にも買い物の仕方を知らなかったり、ファッションショーに出るような格かつ好こうで登校しようとしたり、とにかくありとあらゆる非常識を披ひ露ろうしてくれたのが葉桜という少女だった。最近は流石さすがに居きよ留りゆう区くの生活にも慣れてきたようだが、他のアポストリに教えられるほど常識があるとも思えない。妙みような知識を広めた挙げ句、あれは南みなみ方かたが教えたらしいと噂うわさされるのはごめんだった。

（……戻ってきたら、一応何喋しやべったか訊きいておくか）

　ため息混じりに一人ひとりごちて、学まぶたは横断歩道を渡り始めた。

　居きよ留りゆう区く駅に向かう大通りは夕刻の喧けん噪そうに満ちている。クリスマスを再来週に控え、道路沿いの並木は鮮やかなイルミネーションで彩いろどられていた。空に広く伸びたケヤキの枝にはロープ状の電飾が巻きつけられ、ちかちかと明めい滅めつし始めている。

　クリスマスが終われば大おお晦日みそか、そしてすぐ新年が巡ってくる。なんだろう、去年と同じ景色なのにひどく感かん慨がい深い。夏に葉は桜ざくらと出会い秋には東京での事件、そしてこの冬。気がつけばあっという間の一年だった。だがその短期間に彼を取り巻く環境は大きく変わった。いや、変わったのはむしろ彼の方か。ただひたすらに母と妹の仇かたきを追い爪つめを研といでいた日々。あの頃はクリスマスや正月を楽しむことなど考えもしなかった。

　今年は──どうなのか。

　学は考える目になった。居留区を満たす慌あわただしくも華はなやいだ空気。そこに彼が混じって悪い理由は何もない。他の学生達と同じように浮かれ、騒さわぎ、楽しむ。たとえばそう、葉桜を連れて夜の町を歩いてみるとか。

　………。

　どくりと疼うずきにも似た感情が身体からだを満たす。

　いや、ない。それはない。

　頰ほおに熱を感じながら、彼は首を振った。

　クリスマスに二人ふたりで歩く？　それじゃあまるであいつと自分が、その──なんだ、付き合っているみたいではないか。馬ば鹿か馬鹿しい。自分と葉桜はただの共きよう棲せい者、それ以上の何ものでもない。だが、東京での一件以来妙みように彼女を意識している自分がいる。あの悪夢のような事件の最中、一人の少女に言われた言葉。『葉桜と仲良くしろよ』、『あんたらの方がよっぽど不器用だ』。その言葉をどう捉とらえるべきか今でも学は決めかねている。自分があいつをどう思っているのか。どう思われたいのか。

　どくどくと鼓こ動どうが脈打っている。落ち着け、いいから落ち着け。学はもう一度頭を振り、脳のう裏りに浮かんだ考えを追い出した。

　だいたい、あいつはショッピングセンターに連れて行っただけで大騒ぎするような奴やつなのだ。クリスマスの町など歩いたらショックでどうかなってしまうかもしれない。まぁ家で南みなみ方かた家のハウスキーパー──千ち紗さのケーキを食べるくらいが丁度よいだろう。

　そういえば、クリスマスを千紗さん以外と過ごすのは久しぶりだった。六年前、母親がまだ生きていた時以来だ。これで父親もいればさぞかし窮きゆう屈くつな食卓になるのだろうが、幸いと言うべきか彼は昨日きのうから日本を離れていた。アポストリ問題の専門家としてアメリカで安保関係の打ち合わせに出席するのだという。その後はヨーロッパ、次いでＡＳＥＡＮの臨時会議。まったく、次から次へと慌ただしいことだ。

　さぁっと、冷気を孕はらんだ風が吹きつけた。

　寒い──

　学まなぶはぶるりと身体からだを震わせコートの前を合わせた。横断歩道の中程で立ち止まった瞬しゆん間かん、視界の端はしに鮮やかな光を捉とらえる。交差点の角に据すえられた電光掲示板、そこにテロップが浮かび上がっていた。

『多た景け島しま沖に船せん舶ぱくの破片と油。転てん覆ぷく、沈ちん没ぼつか。九日夜』

　沈没？

　学は眉まゆ根ねを寄せた。

　自家用のプレジャーボートか何かだろうか。この時期、湖から見る居きよ留りゆう区くの夜景は見事だから、誰かがそれ目当てで船を出したのかもしれない。こんな寒い時期に物好きなことだ。もっとも、そのために沈没したのではどうしようもないが。

　気がつくと信号が赤に変わりかけていた。学は今見たニュースを意識から振り払い、足早に横断歩道を渡り始めた。




「あら、学、お帰り」

　家に帰りリビングの扉を開けると、そこにはもう葉は桜ざくらがいた。

　長い足を組み、優ゆう雅がに椅い子すに腰掛けている。左手には湯気を上げるティーカップ、食卓の上には本や書類が広げられていた。

　彼女は裾すそにレースをあしらった白のニットとチョコレート色のフレアスカートを着ていた。上品だが活動的な服装と貴族的な容よう姿しがよく調和している。紅くれないの瞳ひとみに豪ごう奢しやな金きん髪ぱつ、処しよ女じよ雪のように白い肌は滑なめらかで産うぶ毛げ一つ見あたらない。端たん正せいでどちらかと言えば繊せん細さいな顔立ちだが、眉まゆはきりりと吊つり上がり凛り々りしささえ感じられる。座っているだけでこれほど絵になる少女も珍めずらしいだろう。彼女は身体をテーブルに残したまま、首だけをこちらに向けていた。

　学は一いつ瞬しゆんだけその姿に見み惚ほれた。先程の感情が脳のう裏りに蘇よみがえり息苦しくなる。畜ちく生しよう、妙みようなことを考えていたから何か意識してしまう。

「なんだもう帰ってたのか。丸一日って話だったから、もっと遅くなると思ったのに」

　意識して声のトーンを落ち着かせながら、学は荷物をソファーに投げ出した。脱いだコートを二つ折りにして上からかぶせる。葉桜は肩をすくめ、手に持ったペンをテーブルに置いた。

「湖が荒れそうだから早めに出てきたのよ。船が止まったら今日きよう中に帰れなくなるでしょ」

「それならそれで泊まってくればいいだろ。久しぶりの〈十じゆう字じ架か〉なんだし」

　何の気なしに言うと、葉桜はひどく不ふ機き嫌げんな表情になった。薄うす紅べに色の唇くちびるを尖とがらせて彼を睨にらみつける。

「……学は私が帰ってこない方がよかったの？」

　なんでそうなるんだ。

「そんなこと言ってないだろ。たまの里帰りだし、ゆっくりしてくればいいのにって思っただけだ」

「うー」

「──それでどうだったんだ？　オリエンテーションは」

　雲行きが怪あやしくなりそうだったので学まなぶは話題を切り替えた。葉は桜ざくらは「ん……」と押し黙だまって視線を彷さ徨まよわせた。片肘ひじをテーブルに突き手の甲こうで細い顎あごを支える。

「みんな、まだ緊張してる感じね。ちょっと雰ふん囲い気き硬かたかったかも」

「緊張……？」

「ほら、初めて〈十じゆう字じ架か〉の外に出る子ばかりだから。人間と暮らすのも初めてだし」

　学はわずかに考えて、それはそうかと思った。居きよ留りゆう区くの人間にとって共きよう棲せい相手は迎え入れるものだ。周囲の環境は変わらず異い邦ほう人が一人ひとり増えるだけ。だがアポストリは違う。住み慣れた〈十字架〉を離れ異世界に投げ出される。頼る相手は見知らぬ共棲者一人。気の合う人間なら良いが、そうでなければその生活は地獄だ。もちろん共棲対象の選定は何度もの面談を経へて慎しん重ちように行われるが完全ではない。そこまで考えて学はふと思った。

「おまえはどうだったんだ？　緊張してたのか。その……最初の頃」

「それは、ね」

　葉桜は苦く笑しようした。

「でも私は伯お母ば様が一いつ緒しよだったから」

　何気ない口調で言う。だが言葉とは裏腹に大変なプレッシャーがあったことは間違いなかった。評ひよう議ぎ長ちようの姪めいと大たい使しの息子、馬が合わないからといって逃げることは許されない。おまけに当時の学は全力で彼女を拒否し、そばに寄ることさえ嫌いやがっていた。時期外れの共棲で相談できる同胞もいない。そんな状況でもし自分が彼女の立場なら耐え続けることができただろうか。

「学はどうだったの？　そっちのオリエンテーション」

　問われて学は思考から引き戻された。記憶を探さぐり回答する。

「まぁ別にいつも通りだよ。みんなアポストリはおまえで見慣れてるし、今いま更さら不安もないんじゃないかな。……あ、そうだ」

　学は鞄かばんを取り上げると中から冊子を取り出した。安っぽい緑の表紙に〈十字架〉のイラスト、見学会のしおりだった。

　今の内に、さらりと話して欠席の言げん質ちを取ってしまおう。クラスの連中も葉桜が「ＮＯ」と言えば無理強じいはできないはずだ。適当にごまかして断る方向に話を誘導する。そうすれば彼も行かずにすむ。

「なにそれ？」葉桜が小首を傾かしげた。学は表紙を向けた。

「今日きようのオリエンテーションで話が出てさ。まぁなんだ、社会科見学みたいなもんだよ。必修単位じゃないし、休日の開催だから無理に出る必要は──」

「社会科……見学？」

　葉は桜ざくらがぽつりとつぶやく。瞬しゆん間かん、ひどく嫌いやな予感がした。大きな、紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみが輝きを増している。固く結ばれた口元がむずむずと動いていた。期待に満ちた眼まな差ざし、わずかに紅こう潮ちようした頰ほお。

　やばい、これは非常にまずい。

「あ、悪い。やっぱこの話なし。聞かなかったことで」

　言って彼は踵きびすを返した。鞄かばんとコートを持ち上げリビングを出ようとする。途と端たん、後ろから強い力で押し倒された。胸が床に押しつけられ、肺の中の空気が残らず吐はき出される。何かがのしかかっている感触、彼は奥歯を嚙かみしめ肩越しに振り返った。険けわしい表情で彼を見下ろす葉桜と視線が合う。彼女は両手を床に突き、覆い被さるような姿勢で彼の背に乗っていた。

「なんで逃げるのよ！」

　葉桜の問いかけに学まなぶは悲鳴のような声で答えた。

「なんで追いかけてくるんだよ！　ていうか人の背中に乗るな！　どけ！」

「学が説明してくれたら、どく」

「そんな楽しみにするようなもんじゃないぞ。〈十じゆう字じ架か〉の入り口にちょっと寄るだけだ。おまえ今日きよう行ってきたばかりだろ!?」

「そ、それはそうだけど……。でも社会科見学で行くのは違うもの！」

　何が違うというのか。学は眉まゆ尻じりを持ち上げた。

「おまえ……、社会科見学ってなんだか分かってるのか？」

「知ってるわよ！　おやつは三百円まででしょ!?」

「それは遠足だ！」




　………。

　結局、全てを説明するまで彼女は学から離れようとしなかった。

　洗いざらい喋しやべらされ、ようやく葉桜が腰を浮かせた時、がちゃりと扉が開いて千ち紗さが顔を出した。両手に買い物袋をぶらさげたまま、ぽかんとした表情で学と葉桜を見下ろす。

　団どん栗ぐり眼まなこがぱちぱちと瞬またたき、次いで顔から急速に血の気が引いた。一体自分達が何をしていたと思ったのか、彼女は強こわばった表情で電話機に向かうと、どこへともなくダイヤルし始めた。

　慌あわてて起き上がり彼女を押し止とどめた。事情を説明し夕食の準備が始まる頃には、夜はもう大分更ふけてしまっていた。




　　　　＊




　瞬く間に二日が過ぎた。

　見学会の当日、学まなぶと葉は桜ざくらは彦ひこ根ね港にいる。

　直線的な岸がん壁ぺきの向こうに、抜けるような青空が広がっていた。休日だというのに港はひどく混雑している。駐車待ちの車が列を成し、敷地の外──並木の向こうまで続いていた。時折係員に誘導されて路線バスが車列の横を行き来している。

　学は腕時計に視線を落とした。時刻は午前八時十五分、集合時刻にはまだ少し間がある。

　岸辺には何人か釣り人の姿が見えた。悠ゆう然ぜんと糸を垂たらす彼らの向こうを、シャープなデザインの連絡船が横切っていく。続いて搭とう乗じようを告げるアナウンス、荷物を抱かかえたアポストリが慌あわてた様子で乗り場に駆かけていった。

　なんというか、ひどく騒そう々ぞうしい場所だった。年末というのも影えい響きようしているのか。子供の頃、家族で観光に来た時はもっと閑かん散さんとしていた気がする。人混みは嫌いだ。学は早くも回れ右して帰りたい気分に囚とらわれた。

　ちらと視線を横に向ける。金きん髪ぱつの少女──葉桜はひどく気合いの入った服装をしていた。

　袖の短いウールのショートコートにロングブーツ、フレアスカートの裾すそからのぞく足は黒のストッキングに包まれている。彼女は両手に大きなバスケットをぶらさげ、肩から高そうなハンドバッグを提さげていた。興奮のためか、白い頰ほおがほのかに色づいている。

　結局逃げ切れなかった。寸前まで色々理由をつけごねてみたが、彼女は学の欠席を許そうとしなかった。そんなに行きたいなら一人ひとりで行けよ、そう言うと彼女は学校行事に参加する意義を滔とう々とうと語り出した。曰いわく、自分達は他の共きよう棲せい者の模範となるべき存在であり、そうした行事には率先して参加する義務がある。曰く、学はアポストリのことについて無知すぎであり、こうした機会に彼女達の生活環境を学び、真しんの相そう互ご理解を育はぐくむべきだ。曰く──

　そのまま聞いていると説教で土日が終わってしまいそうだったので、学は渋しぶ々しぶ腰を上げた。それが今け朝さのことだ。以来学の気分が落ち込むのと反比例して、葉桜のテンションは上がっている。好こう奇き心で大きく見開かれた目を見る限り、相互理解とか学校行事の意義とかもはやどうでもよくなっている気がした。

「あ……南みなみ方かたくん……？」

　背後で声が上がり、学は振り向いた。

　学校指定のダッフルコートを着込んだポニーテールの少女が立っていた。青のスポーツバッグを肩にかけ、驚いたような表情でこちらを見ている。委員長だった。

　彼女は傍かたわらの葉桜と学を交互に見た後、ぱちぱちと目をしばたたいた。

「本当に……きたんだ」

「来ちゃ悪いのかよ」

　学はむっとした。誰のせいでこんなことになったと思っているのか。委員長は慌あわてて手を振った。

「あ、違う。違うの。ほら、南方君こういうの嫌いじゃん。だからダメもとでお願いしてたんだけど、本当に来てくれるとは思わなくって。葉は桜ざくらさんも──」

　名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、葉桜がすっと前に進み出た。改まった仕草で一礼する。

「今日きようはお誘いありがとう。寄せ書き、とっても嬉うれしかったです」

「え？　あ、や、そんな改まらないで。こっちこそ無理にお願いしてごめんね。〈十じゆう字じ架か〉なんて葉桜さんもう見慣れてるはずなのに」

「港フロートのあたりをじっくり歩いたことはなかったから大丈夫。〈十字架〉を出る時は、すぐ船に乗る感じだし」

「そう？　そう言ってもらえると嬉しいな」

　委員長は照れくさそうに言って、頰ほおを赤らめた。スポーツバッグを肩にかけなおし身体からだの正面を彼らに向ける。

「えーっと、それじゃ行こうか？　南みなみ方かた君、ここは詳くわしいんだっけ」

　学まなぶは首を振った。委員長は胸を張り「それじゃあ私が先導するね」と言って歩きだした。

　気のない返事をし、彼女の後についていこうとした時だった。不意に横から「学」と声をかけられた。振り向くとすぐそばに葉桜の顔があった。長い睫まつ毛げ、匂におい立つように白い肌、強い光を放つ瞳ひとみが真っ直すぐに彼を見上げている。彼は狼ろう狽ばいした。

「な、なんだよ」

「ネクタイ」

「あ？」

「曲がってる」

　そう言って、葉は桜ざくらは細い指を彼の襟えり元もとに絡からめた。そのまま器用に結び目を直し始める。学まなぶは肩の力を抜いた。なんだ、それならそうと言ってくれれば──
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　ふっと視線に気がつく。委員長が大きく目を見開いていた。両手を口に当て「うわぁ……」と喘あえぐような声を漏もらしている。瞬しゆん間かん、学は自分達が他人からどう見えているか気づいた。慌あわてて葉桜から身体からだを離す。彼女はきょとんとした表情でこちらを見た。

「学……？」

「大丈夫だよ、自分でやるから。おまえ、荷物一杯あるだろ」

　言いながら両手でネクタイを直す。

　不覚だった。ここ最近、どうにも葉桜との距離感が麻ま痺ひしている。以前の自分なら絶対に人前でこんなことをさせたりしない。危険な兆候だった。クラスの連中に見られたら、なんと噂うわさされるか分かったものじゃない。

「ほら、行くぞ二人ふたりとも」

　棒立ちなままの二人に声をかけ、学は歩きだした。




　連絡船乗り場は五階建ての近代的なビルだった。ガラス張りの壁面が陽ひの光を浴びてキラキラと輝いている。〈十じゆう字じ架か〉へのイミグレーションも兼かねているためか、構内にはアポストリ語の表記が溢あふれていた。人間の数が多い居きよ留りゆう区くでも、ここだけはアポストリとの比率が逆転している。入管局員や居留区警察、制服姿のアポストリが行き交かう様子は、まるでどこかの女子校のようだった。

　吹き抜けのホールに入ると、そこにはもう他の生徒達がいた。見慣れたブレザーやコート姿が、人混みを避けるように壁にへばりついている。

「あ、みんなー！」

　大声で呼びかけながら委員長が手を振る。こちらを向いたクラスメイト達の目が学の傍そばに吸いつけられた。ほうっと、ため息のような声が漏もれる。彼らの視線の先には豊かな金きん髪ぱつを揺ゆらして歩く少女──葉桜がいた。

「今日きようはよろしくお願いします」

　葉桜は生徒達の前に立つと頭を下げた。気のせいか、それだけで周囲の空間が華はなやいだように思える。クラスメイト達は美しく着飾った彼女を眩まぶしそうに見つめていたが、一人ひとりがふと気づいたように声を上げた。

「それ、お弁当？　葉桜さんが作ったの？」

　両手にぶらさげたバスケットを指さす。それは小さなトランクケースほどの大きさで、明らかに彼女と学二人で消費できるサイズを超えていた。葉桜はバスケットを持ち上げると小首を傾かしげた。

「あ？　ええ。ちょっと余分に作ってきたの。よかったらみんなにも食べてもらえないかと思って」

　どよめきが起こった。

　クラスメイト達が顔を見合わせ嬌きよう声せいを上げる。一部の男子はガッツポーズまで決めていた。

　学まなぶは無意識のうちに後あと退じさっていた。物もの凄すごい盛り上がり方だった。「期末試験が無くなった」と言われてもこれほどの騒さわぎにはならないだろう。たかが弁当くらいでなんだというのか。ついていけない。そう思い立ち尽つくしていると、不意に背後から声をかけられた。

「なんだ、えらく早いな。もう全員そろってるのか」

　振り向くと、すぐ後ろに担任が立っていた。薄い唇くちびるを結び、眼鏡めがねの奥から神経質そうな目を覗のぞかせている。担任は学を見るなり意外そうに眉まゆを持ち上げた。

「ん？　どうした南みなみ方かた。今日きようは必修授業じゃないぞ」

「………」

　もう帰っていいんじゃないだろうか、自分は。

「先生！」

　憮ぶ然ぜんとする学の横を、風のように委員長が駆かけ抜けていった。両手を広げ右の掌てのひらを葉は桜ざくらに向ける。

「葉桜さんも来てくれたんですよ。これで〈十じゆう字じ架か〉の案内もばっちりですね！」

「ん……、ああ」

「？　どうかしたんですか？」

　委員長の問いに、担任は気まずそうな表情を浮かべた。眉まゆ根ねを寄せ生徒達を見渡す。

「あー、おまえらな。ちょっと冷静に聞いて欲しいんだが」

「？」

「〈十字架〉の港……な。どうも上陸できなくなったらしい」

「……は？」

　生徒達が一いち様ように目を瞬またたいた。言われた内容が理解できないのか、ぽかんと口を開けている。一人ひとり委員長だけが慌あわてた様子で担任に詰め寄った。

「ど、どういうことですか!?」

　担任は肩をすくめた。

「俺おれにもよく分からんよ。なんだか警備上の都合とかいうことで、アポストリ以外の上陸は全部差し止められてるらしい」

　差し止め……？

「何か聞いてるか？」

　学の問いに葉桜は頭を振った。紅くれないの双そう眸ぼうが困惑気味にすぼめられる。

「さぁ……一昨日おとといは全然そんなこと言ってなかったけど……」

「それじゃあ今日きようは中止ですか？」

　生徒の一人ひとりが沈んだ声でそう訊たずねた。余程楽しみにしていたのか、先程までの興奮が噓うそのようにうちひしがれている。

　担任は大きく手を振った。

「あー、待て待て。中止はしない。船自体は出てるから〈十じゆう字じ架か〉の周りをぐるりと一周する。あとは多た景け島しまだな。あそこも特別に上陸させてもらえるみたいだ。あの島、居きよ留りゆう区く警察の施設があるとかで普段は近寄れないからな、いい経験になるぞ」

　担任の言葉にも、だが生徒達の反応は薄うすい。一度盛り下がった気分は容易に立て直せないのか、言葉少なに互いの顔を窺うかがっている。

　その時、「あの……」とためらいがちに葉は桜ざくらが片手を挙げた。周囲の視線が集中する。彼女は身体からだを縮こまらせた後、控ひかえめな口調で言葉を継いだ。

「──船の上からでよければ、〈十字架〉のこと説明できますけど。どこに何があるかとか、どういう構造になってるとか」

　沈ちん黙もくの帳とばりが落ちる。葉桜は花が萎しおれるように手を下ろした。

「ええっと……、実際に上陸するのと比べたら、やっぱり色々違うと思います……けど」

「いーじゃん！　いいよ、それ！」

　突然、委員長が声を張り上げた。ぎょっとなって後あと退じさる葉桜に、拳こぶしを突き出し親指を立ててみせる。

「葉桜さんに教えてもらえるなら全然大歓迎だよ！　むしろ、船の上でゆっくり話聞ける方が贅ぜい沢たくかなーなんて。ね、みんな？」

　振り向き様ざまに尋たずねる。クラスメイト達はきょとんとしていたが、すぐ弾はじかれたように首しゆ肯こうした。そのまま二ふた言こと三み言こと言葉を交かわすと、級友達はもう元の明るさを取り戻していた。

　学まなぶはその様子を眩まぶしげに眺ながめていた。本人は意識していないが、葉桜にはいるだけで周囲を明るくする性質がある。無意識の言動が空気を華はなやがせ、雰ふん囲い気きを和やわらげる。クラスの連中が仲良くしたがるはずだ。上品で明るく気遣いも欠かさない。人気が出るのも当然だった。自分にはとても真ま似ねできそうにない。というより今回、学は本当に彼女を呼ぶためのオマケだった。南みなみ方かたを呼べば葉桜がついてくる。だから声をかけられた。逆に言えば彼女──葉桜がいなければ相手にもされていなかったはずだ。まぁ、それならそれで休日に出かける必要もなかったはずだが。

　丁度その時、ロビーに搭とう乗じよう開始を告げるアナウンスが鳴り響ひびいた。

　担任が手を叩たたき学生達の意識を向けさせる。学はため息を吐つくと、床に置いたバスケットを持ち上げた。




　船着き場は予想以上に混雑していた。

　臨時周遊船には一般の観光客も乗り込むようで、年齢も服装もばらばらな男女が乗船口に並んでいた。セキュリティチェックをクリアした順から列の後ろに回される。程なく乗船口のロープが解かれ、慌あわただしく乗船が始まった。

　全員が乗り終えると船は警けい笛てきを鳴らし滑すべるように動き出した。湖面を渡る風は冷たかったが乗客は半分以上デッキに出てきている。岸がん壁ぺきに立つアポストリが大きく手を振りこちらを見送っていた。

　学まなぶと葉は桜ざくらは一階デッキの後部に移動した。見晴らしの良い二階はもう観光客が鈴なりになっている。

　水面が近い。手すりのすぐ向こう、緑がかった湖面に白い航こう跡せきが長く尾を引いていた。船ふな足あしは思ったより速く、見る間に陸地が遠ざかっていく。風になびく金きん髪ぱつを押さえながら葉桜が手すりの向こうを指さした。

「ねぇ、見て！」

　伸ばした腕の先に彦ひこ根ねの町並みが広がっていた。向かって左手に松まつ原ばら新都心の高層ビル群、右手には湖こ畔はんのショッピングセンターが見える。市街の中央にこんもりと緑の丘が隆りゆう起きし、その頂いただきに小さく彦根城の天てん守しゆが載のっていた。

　居きよ留りゆう区くの後こう背はいには鈴すず鹿か山脈の峰みねが連なっていた。こうして眺ながめると彦根の市街が山々と琵び琶わ湖の間、わずかな面積に密集していることが分かる。

　あんなにちっぽけなのかというのが学の感想だった。二ヶ月前、壁の外──東京に出た時も同じようなことを感じた。世界は広大で、彼が生まれ育った場所はあまりにも小さく頼りなげだった。絶対に越えられないと思った壁は影も形も見えず、ただ直線的な汀みぎわだけが視界の切れ目まで続いていた。

　だが、傍かたわらの葉桜はそんな感傷と無縁のようだった。見覚えのある建物を見つけては無む邪じや気きに声を上げ喜んでいる。学は手すりに腕を預け、頰ほお杖づえを突いた。

「おまえさぁ、連絡船なんていつも乗ってるんだろ？　今いま更さら何はしゃいでんだよ」

　そう言うと葉桜は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。顔を正面に向けたまま、目だけで学を睨にらみつける。

「普ふ段だん乗る船には、こんなデッキないもの」

「そうなのか？」

「そうよ、席にじっと座ってるだけ。窓から見える景色は湖だけだし、すぐに見飽きちゃうわ」

「ふぅん」

　気のない声で言って学は顔を正面に戻した。

　周囲にクラスメイトの姿はない。デジカメを持参している人間が多かったから、今頃あちこち走り回って撮影ポイントを探しているのだろう。朝から元気なことだ。こちらはまだ起き抜けの怠だるさが抜けきっていないというのに。

　手すりに寄りかかり外を眺ながめていると、不意に視線を感じた。葉は桜ざくらが憮ぶ然ぜんとした表情で彼を見つめている。

「……どうした？」

　片かた眉まゆを持ち上げて問いかける。葉桜はいよいよ不ふ機き嫌げんな表情になって、スカートの前を摑つかんだ。

「楽しそうじゃない」

「は……？」

「学まなぶが楽しそうじゃない」

　学は目をしばたたいた。いきなり何を言ってるんだ？　こいつは。

　呆あつ気けにとられて沈ちん黙もくしていると、彼女はすっと学の顔に手を伸ばした。そのまま頰ほおの肉を摑つかみ、笑えみの形にぎゅうとつねり上げる。

「があああ！」

　学は悲鳴を上げて飛び退のいた。頰を押さえ、両の目を見開いて身構える。

「な、な、何するんだ！　いきなり！」

「ちょっとは笑ってくれてもいいじゃない、滅めつ多たにない機会なんだから」

「あ？」

「朝からずっと不機嫌な顔して。そんなに来たくなかった？　私とこうしてるのが嫌いや？」

「おまえ──」

　抗議しようとして学は口ごもった。葉桜の目は真剣だった。彼の心を見み透すかすように、真っ直すぐな視線でこちらを見つめている。

「なんだよ……藪やぶから棒に。俺おれはおまえが行きたいって言うからついてきたんだぞ。俺が楽しんでようが退屈してようが、おまえさえ楽しければ別にいいだろ」

「よくない」

「よくないって」

「私は学と一いつ緒しよに楽しみたいの」

「……はぁ」

　学はため息混じりの声を漏もらした。何を言っているのだこいつは。子供のように駄だ々だをこねて。つきあっていられない。

　げんなりした表情で立ち尽つくしていると、彼女は頰を膨ふくらませてそっぽを向いた。手すりに近づき湖面へと視線を戻す。

　しばらくの間、彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたが、やがてその瞳ひとみがキラキラと輝き出した。視線の先に養よう殖しよく場と思おぼしき木製の柵さくがある。何もない湖面に現れたそれは、水すい没ぼつした荒あばら屋のようだった。

「本当、おまえは幸せそうでいいよな」

　学まなぶはしみじみと言った。この程度のことで大喜びできるなんて、羨うらやましいほどお手軽な思考回路だ。だが葉は桜ざくらは彼の言葉に、なんの衒てらいもなく「ええ」と答えた。

「ええ幸せよ、私は」

　学は沈ちん黙もくした。葉桜は両手を手すりに預けたまま、長い髪を風になびかせている。その横顔に先程までの無む邪じや気きさと異なる何かが感じ取れた。

「夏に学と会ってから本当色々なことがあったけど、危ない目にも何度かあったけれど、私達二人ふたりとも元気でここにいる。普通の高校生みたいな生活を送れてる。──幸せよ私、本当怖いくらいに」

　そう言う彼女の声はひどく静かだった。葉桜は背筋を伸ばしたまま、つっと首だけをこちらに向けた。紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみが学を捉とらえる。

「学は──幸せじゃないの？」

「………」

　予期せぬ質問に学は言葉を返せなかった。

　幸せ？

　そんなこと考えてもみなかった。葉桜と出会って以来、ひたすら毎日が慌あわただしく過ぎていっている。式典やパーティー、外がい交こう使し節せつとしての東京行き、慣れない行事に振り回されるうち、気づけばもう一年が終わりかけていた。新しく覚えること、学ぶことが多すぎてそれ以外のことを意識する余裕もなかった。

　自分は──幸福なのだろうか。

　そっと胸の奥に質問を投げ込む。明確な答えはない。不幸かと問われれば違うし、心の底から湧わき立つような幸せを感じているわけでもない。

「さぁ……な。よく分からないよ」

　考えあぐねた挙げ句そう答えた。葉桜が口元を歪ゆがめて何か言おうとする。だがそれより先に、頭上から響ひびいてきた靴音が彼らの会話を遮さえぎった。

「あ！　葉桜さんに南みなみ方かた君、そこにいたんだ！」

　二階のデッキから身を乗り出し、委員長がこちらを見下ろしていた。片手を大きく振り身を翻ひるがえす。ほどなく見慣れたコート姿が階段を下りてきた。彼女は学達の前に立ち、大きく肩で息を吐ついた。

「もー、気がついたら二人ふたりともいなくなってるんだもん。探しちゃったよ。って、あれ……？　なんか、お邪じや魔まだった？」

「いや……」

　横目で葉桜を窺うかがいながら、学は首を振った。葉桜はまだこちらを見つめている。委員長は怪け訝げんな表情で彼らを眺ながめていたが、思い出したように声のトーンを上げた。

「あ、あのね。そろそろ〈十じゆう字じ架か〉だから葉は桜ざくらさんに来てもらえないかと思って。ほら、さっきお願いしてた説明の話」

「え……？　あ、ええ。えっと……」

　やや不意を打たれた様子で葉桜は委員長に向き直った。ちらと、学まなぶに視線をやる。学は肩をすくめた。

「いいよ、行ってこいよ。俺おれはここにいるから」

「あれ？　南みなみ方かた君はこないの？」

「俺はちょっと……、朝からあんまり体調がよくないんだ。ここで休んでるよ」

「そうなんだ？」

　学はうなずいた。それ以上の質問を封じるようにひらひらと手を振る。

「ほら行ってこいよ、ぼやぼやしてると〈十字架〉に着いちまうだろ」

　委員長は躊躇ためらいがちな表情でたたずんでいたが、ややあって諦あきらめたように「じゃあ」と葉桜を見た。

「行こっか、葉桜さん」

「……ええ」

　葉桜は最後まで学の方を気にしつつ階段を上っていった。

　靴音が遠ざかる。二人ふたりの気配が頭上に消えるのを待って、学は肩の力を抜いた。

　体調が悪いというのは言い訳だ。騒さわがしいことに巻き込まれるのが嫌いやで、つい噓うそを吐ついてしまった。多分葉桜は学の真意を察しているだろう。知っていながら注意しなかったのは傍かたわらに委員長がいたせいか。

　去り際の彼女は少し悲しそうに見えた。なんだろう、悪いことをしたとも思わないが、妙みように後味が悪い。

　その時だった。

「ねぇ君」

　若い男の声が響ひびいた。

　最初、学はそれが自分に向けられたものだと思わなかった。だが周囲に人影はなく、いつまでたっても声に対する返答はない。学は怪け訝げんな表情で振り向いた。学の右後方、やや離れた場所に立つ男と目があう。

　線の細い男性だった。優やさ男おとこ──と言っていいだろう。面おも長ながですっきりした目鼻立ち、七三で無造作に分けられた長い前髪。長身の身体からだをダークグレーのスーツに包み、大柄なスーツケースを足あし下もとに置いている。一見して出張中のビジネスマンに思えた。ただノータイでシャツの第一ボタンを外しているためか堅苦しい印象は受けない。顎あごと口に薄うすく伸びた髭ひげも全体の雰ふん囲い気きを気安いものにしていた。

　男は左さ舷げんの手すりに寄りかかり煙草たばこを吹かしていた。眠たげな瞳ひとみをすっとすぼめ、彼に笑いかける。
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「さっきの金きん髪ぱつの子、あの子もアポストリ？」

　学まなぶは面食らったが、素直に「そうです」と答えた。別に隠すようなことではない。男は「へぇ」と感心したような声を上げた。

「僕が見たことのあるアポストリは、みんな日本人みたいに真っ黒な髪の子ばかりだったけど。そっかぁ、彼女達にも人種みたいなものがあるのかな」

「……あるんじゃないですか？　よく知りませんけど」

　学のぶっきらぼうな答えに男は頰ほおの肉を弛ゆるめた。

「君は彼女の──ええっとなんだっけ、同どう棲せいじゃなくって、共同……でもなくて」

「共きよう棲せい」

「そう、それだ。そういう関係なのかな？」

　学はうなずいた。男は眩まぶしそうに目を細め、唇くちびるから紫し煙えんを吐はき出した。「そうかぁ」と感かん慨がい深げにつぶやく。

「いや、羨うらましいもんだね。あんな綺き麗れいな子と一いつ緒しよにいられるなんて。僕がもう少し若かったら、移住審査でも何でも受けて居きよ留りゆう区くに引っ越してきたんだけど。もうこの年じゃ無理だな。たとえ居留区民になれても共棲の条件からは外れるし」

「……壁の外の人なんですか？」

　男は「うん」とうなずいた。煙草たばこの燃えかすを湖に投げ入れ、手すりから身体からだを引く。

「出張中でね、時間に余裕ができたからあちこち観光してるんだ。話し相手もいないから上の人混みには混ざりにくくってね。ここでボンヤリしてたら君達のやりとりが聞こたんだ。金きん髪ぱつのアポストリなんて珍めずらしいから、つい話を聞きたくなってね。すまないね、いきなり」

「いえ……」

　謝られるようなことでもない。それより、会話を聞かれていたというのが気になった。一体いつから傍そばにいたのだろう。葉は桜ざくらに頰ほおをつねられたあたりとか、あんなところを見られていたらひどく気まずい。

　複雑な表情で沈ちん黙もくしていると、頭上でどよめきが起こった。

「おや」と男が視線を持ち上げる。

「そろそろ到着かな」

　言われて学まなぶは自分達の目的地を思い出した。彦ひこ根ね港の沖合、約六キロメートル。水深五十メートルの湖底につきささる巨大な構造物、〈十じゆう字じ架か〉──。学達を乗せた船はその周辺水域に辿たどりつきつつあった。




　全長二キロ、差し渡しの腕の長さ一・五キロメートル。傾斜角二・八六度で琵び琶わ湖底に沈下。恒こう星せい間宇宙船として約十万人のアポストリを収容可能、共きよう棲せい制度が始まった現在も五万近い人口を擁ようしている。

　データを書き連ねるだけならわずかに数行、それで〈十字架〉の概要は説明できる。無論、その数字が途方もないものであることは学も理解していた。日本最高峰ほうである富ふ士じ山の標高が約三・八キロ、彦根城天守のある丘が高さ百三十六メートルと聞けば、その桁けた外れな大きさも想像できる。実際居きよ留りゆう区くから見ても雲をつくような構造物なのだ。その巨大さについてはよく承知しているつもりだった。だが──

　学は呆ぼう然ぜんと目の前に広がる光景を見つめていた。

　壁がそそり立っていた。湖の中に忽こつ然ぜんと長大な壁面が浮かび上がっている。それが〈十字架〉の脚部であることに学はしばらくして気づいた。あまりに巨大なため、左右の端はしが視界に入ってこなかったのだ。壁の表面は鏡のように磨き上げられ、周囲の湖面や空の色を映うつし込み深い青色に染まっていた。

　空色の柱は天を貫つらぬくように高々とそびえていた。腕の部分より上は雲間に隠れぼんやりとしか見えない。だがその偉い容ようは高こう空くうでも全く失われていなかった。左右に伸びた腕は広い範囲で陽光を遮さえぎり、まるで天てん蓋がいを支える梁はりのようにも見えた。

　圧あつ巻かんだった。

　学はただただ息を吞のみその姿を仰あおぎ見ている。こんなものが現実に存在してよいのかと思った。次いで、これほどの物を造り出した技術と力に彼は戦おののいた。

　アポストリ──、空の彼方かなたより現れた異い種しゆ異い相そうの民たみ。普ふ段だん何気なく接している彼女達が、地球上の存在でないことを再認識した瞬しゆん間かんだった。

　自分達人間は、こんな代しろ物ものと戦ったのか──。

　ぞわりと背筋に戦せん慄りつが走る。よく講和まで持ち込めたものだ。一歩間違えばこの国はアポストリ達に蹂じゆう躙りんされ、全ての人間が血を収穫するための家か畜ちくになっていた。そう考えるとわずかに、ほんの少しではあるが壁の外の人々の恐怖が理解できた。

　学まなぶは右う舷げんの手すりに寄りかかったまま、ちらりと傍かたわらの男を窺うかがった。

　壁の外から来た男性の顔に恐怖の色はない。そこには単純な驚きと感かん銘めいだけがあった。

「港だ！」

　二階デッキから響ひびいてきた声に、学は視線を戻した。

〈十じゆう字じ架か〉の麓ふもと、湖面との境界に白い陸地が見える。埋うめ立て地のように角張った汀みぎわ、おそらくあれがメガフロートだろう。林立する建物や停泊中の船せん舶ぱくを見る限り、かなり大規模な港湾のようだった。少なくとも彦ひこ根ね港の数倍はある。だが、それがミニチュアかディオラマのようにしか見えないところが〈十字架〉本体の巨大さを表していた。

　フロートの上を豆粒のような人影が行き交かっている。何人かは足を止め、こちらを注視していた。その手前を警備艇ていと思おぼしき船が一隻せき、波飛沫しぶきを上げて横切っていく。

「本当なら、あそこに上陸できるはずだったんだよねぇ」

　男が無念そうな口調で言った。

　確かに、見学会など興味のなかった学でも、ここまで見せられて上陸できないではどうにも座りが悪い。ましてやクラスメイト達の落らく胆たんはひとしおだろう。

「代わりに、近くの島に上陸するみたいですよ」

　教師の言葉を思い出しながら、彼は応じた。男は「ん」と不服そうに唇くちびるを巻き込んで、頰ほお杖づえを突いた。

「港の方がいいなぁ」

「……そりゃそうでしょう」

「そうだ。君、あの金きん髪ぱつの子にお願いして、上陸させてもらえないか頼んでもらったらどうだい？　アポストリなら今でも上陸できるんだろう？」

「そんなこと言ったら、あいつ無茶苦茶怒りますよ。横よこ紙がみ破やぶりとか大っ嫌いな奴やつですから」

「マジメなんだねぇ」

「……ええ、うんざりするくらい」

　それで会話は途切れた。

　船のエンジン音が高鳴り、身体からだが右舷の手すりに押しつけられる。港を迂う回かいするように船が面おも舵かじを取ったのだ。周遊船は〈十字架〉の引力に捕まった衛えい星せいのように、ゆるやかな旋せん回かいを開始した。

　程なく、先ほど行き過ぎた警備艇ていが寄り添ってくる。灰色を基調とした船体には「居きよ留りゆう区く警察」の文字がペイントされていた。甲かん板ぱんの上に数人のアポストリが見える。作業服の上にライフジャケット。子供のような容よう姿しの船員達は、首からかけた双そう眼がん鏡きようを顔に当て厳しい表情でこちらを窺うかがっていた。

（………？）

　学まなぶは眉まゆをひそめた。なんだろう……、周遊船を前にしているとは思えない、ひどく物々しい雰ふん囲い気きだった。

　だが他の観光客は違和感を抱いだいた様子もなく、歓声を上げ無む邪じや気きに手を振っている。警備艇のアポストリが一人ひとり、片手を挙げてそれに応えた。

　気のせいか──そう思い、学は肩の力を抜いた。




　多た景け島しまは、島よりも岩がん礁しようと呼ぶ方がふさわしい小さな陸地だった。

　ごつごつした岩肌の上に、背の高い木々が生おい茂しげっている。中央には石せき碑ひと思おぼしき人工物がそびえ、崖がけ下したに小規模な桟さん橋ばしが設けられていた。

　島の形状は細長く、舳へ先さきのように突き出した崖がけのせいもあり古い軍ぐん艦かんのようだった。居留区警察が設置したアンテナや通信設備もその印象を強めている。

　眺ながめているうちに、船は速度を落とし桟橋の横に取りついた。スピーカーから上陸時間を告げるアナウンスが流れてくる。今から三十分、島の面積を考えればまあ十分な時間だった。

「ほら、集まれおまえら。階段の前に広がらず一般の人優先でな」

　桟橋奥の岸がん壁ぺきで担任が声を張り上げた。周囲には他の学生や委員長、葉は桜ざくらもいる。気がつけば辺りに男の姿はない。先に行ったのだろうか、そう思いながらクラスメイト達に合流すると委員長が「あ」と声を上げた。

「南みなみ方かた君、もう体調大丈夫なの？」

「……ん、ああ」

　学は曖あい昧まいな口調で答えた。そういえばそんな話をしていたっけ。委員長の傍かたわらにいた葉桜が白い目で彼を見つめた。

「それじゃあ、これからは一いつ緒しよに行動できるわね。学も元気になったことだし」

　学はむっとした表情で彼女を睨にらみつけた。葉桜は拗すねたように視線を逸そらした。

「おまえなぁ……」

　子供かよ、という台詞せりふを学は辛かろうじて飲み込んだ。怒っている彼女にそんなことを言っても逆効果だ。人前で「学の噓うそつき」と言い出さない分、まだましだろう。

「全員集まったか？　それじゃあ見学の注意点を説明するからな。よく聞けよ」

　担任が声のトーンを上げた。左手で眼鏡めがねをかけなおしプリントに視線を落とす。

「えー、まず階段を上がったところにあるお堂、ここは柱や壁の腐食が進んでるのであまり近くに寄らないこと。それから五ご箇か条じようの御ご誓せい文もんが書かれた『誓ちかいの御み柱はしら』、かなり傾かたむいて危険だから離れて見学するように。題だい目もく岩いわの周りは坑あなが開いてるから気をつけるようにな。それから──」

「ちょっ、ちょっと待てください！」

　途中まで聞き流していたが、担任の台詞せりふのあまりな内容に学まなぶは声を上げた。担任が「ん？」と顔を上げる。

「どうした？　南みなみ方かた」

「どうしたじゃないですよ。なんですかそれ、ボロボロじゃないですか、まともに見れるとこあるんですか？」

「なんだおまえ、ちゃんとしおりに目を通したか？」

「………？　しおり……ですか？」

　担任はため息を漏もらした。葉は桜ざくらが肘ひじで脇わき腹ばらを小こ突づいてくる。学は眉まゆをひそめて彼女を見た。

「なんだよ」

「……この島はね、〈十じゆう字じ架か〉着水の時に一度水すい没ぼつしてるのよ。津波と衝しよう撃げき波はを受けてね。地形もかなり変わっちゃって、上の木も折れたり流されたりしたみたいだけど、四よん・一いち八はちが終わってから植林で元に戻してるんだって」

「そうなのか？」

「そうよ、ほらしおりに書いてある」

　葉桜はしおりのページを開いた。見ると確かにそういう記述がある。『破損した建造物は四・一八の記憶を残すため、あえて復元せずに残されています。観察して当時の情景を想像しましょう──』クラスメイト達は全員目を通していたのか、くすくすと笑いを嚙かみ殺している。

　かっと顔が熱くなる。嫌いや々いやついてきたため、しおりなど開けてもいなかった。というか史し跡せきとして残すつもりならきちんと修しゆう繕ぜんするべきだろう。崩れかけで放置するなど怠たい慢まんにしか思えない。だがそんな彼の憤ふん慨がいに気づいた様子もなく、葉桜は怒ったように眉を吊つり上げた。

「もう、だから来る前一いつ緒しよに読もうって言ったのに」

「………」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで押し黙だまる学をよそに、担任は説明を再開した。

「──以上だ。足あし下もとが悪いのと周囲が崖がけになってるから、とにかく気をつけて怪け我がしないように動くんだぞ。いいな？」

　はぁいと間延びした返事をして生徒達が動き出す。狭せまい岸がん壁ぺきで背後には周遊船しかない以上、学も一緒に移動するしかない。傍かたわらにはぴったりと葉桜が寄り添っていた。

「……なんだよ、もう少し離れろよ」

「だめよ、学、逃げるでしょ」

「逃げないよ」

「じゃあ、早く行きましょう」

　二の腕を摑つかまれ引きずられるように階段を上っていくと、すぐに古びたお堂が見えてきた。

　小さな建物だった。壁には斑まだらな染みが浮かび、瓦かわら屋根は巨人の手で殴なぐられたようにひしゃげている。黒ずんだ賽さい銭せん箱の手前には立ち入り禁止のフェンスが置かれ、建物の下半分を隠していた。

　お堂手前の道は左右に分かれ、殆ほとんどの観光客は右側に進んでいる。しおりを見ると、どうもそちらに史し跡せきが集中しているらしい。学まなぶ達は特に話し合うことなくその後に続いた。道筋には石いし灯どう籠ろうや鐘しよう楼ろうが点在し鬱うつ蒼そうとした竹林が視界を遮さえぎっている。途中、道が細くなり左右が崖がけになっている箇所があった。手すりの下は切り立つような絶ぜつ壁ぺきで、深い緑色の湖面が眼下にたゆたっている。

　足あし下もとが悪い。突き出した岩や木の根が靴底越しに足裏を圧あつ迫ぱくする。道は所々斜めに傾かたむき右側が湖面にむかって落ち込んでいた。元気一杯に進んでいた葉は桜ざくらも、ここだけは手すりに摑まり慎しん重ちような足取りで進んで行く。

　隘あい路ろを抜けるともう島の北端だった。小高く盛り上がった丘の麓ふもとに石造りの鳥とり居いが見える。右手にはどこかの僧そう侶りよと思おぼしき銅像、それにお経きようのような文字の刻まれた巨大な岩があった。

「〈十じゆう字じ架か〉、どっちの方向かな？」

　委員長がそう言った。いつのまに取り出したのか、胸の前にデジカメを構えている。

「多分、こっちじゃないかしら」

　葉桜が示した先は急きゆう峻しゆんな丘だった。岩肌に生はえた樹木のせいで、その向こうは見えない。委員長は見て分かるほど落らく胆たんした表情になった。

「あー、これじゃあ見えないね」

「？　あ、写真？」

「……うん、みんなで〈十字架〉をバックに集合写真とれないかと思って。でもそんなスペースなさそうだねえ」

「あそこ、上れないかしら？」

「あそこ？」

　委員長がぱちぱちと目を瞬またたく。葉桜は真っ直すぐに腕を伸ばし丘の頂いただきを指さしていた。確かに、そこなら遮さえぎる物はないように思える。全員は無理としても、数人ずつなら肩を寄せ合って立てそうだった。だが──

「む、無理だよ。上る道もないし、それにものすごく急だよ？」

「でもそんな高さないし、ちょっと見てくるわね」

　言うなり葉桜は岸がん壁ぺきを上り始めた。両手で岩肌を摑み、するすると斜面を駆かけ上っていく。程なく彼女は頂上に立った。陽ひの光を浴びてブロンドがきらきらと輝く。彼女は西風に髪をなびかせながら、青空を背に身体からだを伸ばした。

「あ、見える」

　額ひたいに手を当て伸び上がるような動作を見せる。学まなぶはひやりとした。ただでさえ足場の悪い場所だろうに、ひどく危なっかしい。

「おい葉は桜ざくら、もういいから下りてこいよ」

「え？　何？」

　学の声に、葉桜はよく聞こえないのか耳に手を添えた。そのまま崖がけの縁ふちに後退してくる。

「だから──」

　言いかけて学はぎょっとした。スカート姿で急斜面に立っているため、葉桜の長い足がかなり上の方まで露あらわになっている。気がつくと、周囲の男子生徒が凍こおりついたように彼女を見上げていた。

「ストップ！　ストップ！　戻れ！　葉桜、こっちにくるな！」

「？　どうしたの？」

「いいから下がれ！　あと下りる時は反対側からにしろ、こっちは通行止めだ！」

「はあ？」

　葉桜は不審も露に彼を見下ろしていたが、やがて首を傾かしげながら岩場の向こうに消えていった。靴音が遠ざかるのを待って学は深い嘆たん息そくを漏もらした。

　右手の甲こうで額を拭ぬぐう。周囲の寒気にもかかわらず、肌にはじんわりと汗が滲にじんでいた。眉まゆ根ねを寄せ相方の無防備さについて低い声で毒づいていると、不意に背後から視線を感じた。

　振り向くとクラスメイト達がそろってこちらを見ていた。口元に意地の悪い笑えみが浮かんでいる。

「南みなみ方かた君ってさぁ」

　委員長が目を細めた。口の端はを大きく持ち上げて彼に詰め寄る。

「な、なんだよ」

「彼女の水着姿とか、他の男に見せたがらないタイプ？」

「は……？」

　学は目をしばたたいた。意識が空白化する。ぽかんと口をあけた彼の前で委員長は拳こぶしを口に当て、くつくつとくぐもった笑い声を上げた。

「んー、ちょっと意外かも。クールそうな顔してる割には結構独占欲強いんだ？　南方君もやっぱ男の子なんだねぇ」

「何言ってるんだよ」

　声こわ音ねに怒ど気きをこめて凄すごむが、委員長は気にした様子もない。気がつけば他のクラスメイトも「共きよう棲せい相手の水着姿を他人に見せるか」など、わけの分からない議論で盛り上がっていた。気安げに肩を寄せ「いや、気持ちは分かる。俺おれは味方だ」などと励はげましてくる奴やつまでいる。

　かっと顔が熱くなった。奥歯を嚙かみしめ、沸騰する感情を抑おさえつけながら視線を逸そらす。委員長がふっと真顔に戻ってこちらを見た。

「南みなみ方かた君……？」

「悪い、ちょっと俺おれ手洗い行ってくる」

「ちょ、あ、待って南方君。南方君──！」

　追いすがる委員長の声を振り払い、彼は早足で来た道を戻り始めた。




　崖がけ上の隘あい路ろを渡り、石いし灯どう籠ろう手前の分かれ道を右に入る。急な石段を上り、鐘しよう楼ろうの横まで来て学まなぶは足を止めた。

　動どう悸きが激しい。身体からだの奥底からなんとも形容しづらい感情が湧わき上がってくる。むずむずと、背中や首筋が疼うずきにも似た感覚を訴えていた。

　怒いかり、ではない。憤いきどおりとも違う。強しいて言えば混乱──戸惑いだろうか。クラスメイト達の言葉、親しげな態度を思い起こす度、なんとも落ち着かない気分になった。

「南方君！」

　後ろから息を切らして委員長が追いかけてきた。その顔に先ほどまでの笑えみはない。彼女は硬かたい表情で、石段の下から彼を見上げていた。

「ごめん、怒ったよね？　南方君ああいう話嫌いだって分かってるのに、私達調子にのっちゃって──」

「いや──」

　学は首を振って、だが続けて何を言ったら良いか分からず沈ちん黙もくした。自分でもなぜあの場から逃げ出したのか分からなかった。委員長はすっと面おもてを伏ふせた。

「葉は桜ざくらさん来てからさ、南方君少し明るくなったよね。だから、今ならみんなで仲良くできるんじゃないかって、そう思って見学会に誘ったんだけど。……南方君の気持ちも考えるべきだったよね。私達だけで盛り上がっててもしょうがないのに」

　学は眉まゆをひそめた。

「………？　ちょっと待てよ、俺を誘ったのって葉桜に来て欲しかったからだろ？」

　学の問いかけに、だが委員長は苦く笑しようした。

「ああ……あれはね、口実」

　学は絶句した。彼女は頰ほおを搔かきながら、ばつ悪そうに視線を逸そらした。

「口実は言い過ぎか。うん、葉桜さんにも来て欲しかったよ？　でもそれより南方君に来て欲しかった。だって四月に一いつ緒しよのクラスになってから、南方君、クラスのみんなと全然話してなかったじゃない。岡おか町まちさんとは仲良くしてたみたいだけど、彼女も夏休み前には転校しちゃったし」

「………」

「私達ね、南方君ともっと色々話をしたかったんだよ。でも南方君いつも怖い顔してたし、昔お母さんや妹さんに何があったか聞いてたから、中ちゆう途と半はん端ぱな気分で話しかけちゃいけない気がして……。だけど、葉は桜ざくらさんと会ってからの南みなみ方かた君は少し変わった感じがしてたから、それで──」

　そこまで言って、喋しやべり過ぎたと思ったのか委員長は口をつぐんだ。瞑めい目もくして微かすかな吐と息いきを漏もらす。薄うすい唇くちびるにふっと寂さびしげな笑えみが浮かんだ。

「とにかくみんな悪気があった訳じゃないから、それだけ伝えたくって。色々ごめんね。今日きようは来てくれてありがとう。もしまだ付き合ってくれるなら無理に私達の相手しなくても、一いつ緒しよにいてくれるだけでいいから。ね？」

　一気に言い切ると委員長は頭を下げた。そのまま止める間もなく踵きびすを返す。靴音が竹林の向こうに消えるのを、学まなぶは呆ぼう然ぜんと見送っていた。

（俺おれに……来て欲しかった？）

　頭の中で委員長の言葉を反はん芻すうする。

　自分など厄やつ介かいがられているとばかり思っていた。それはそうだろう。無ぶ愛あい想そうで攻こう撃げき的、常にぴりぴりして周りの干かん渉しようを拒絶してきた。共きよう棲せいや居きよ留りゆう区くでの進路を当たり前のように受け入れるクラスメイト達、彼らとは決して分かり合えないと思っていたし、今でもその考えは変わっていない。

　だからこそ見学会に誘われた時、彼はからかわれているのだと思った。何か別の意図があるのではと考えた。だが、違ったらしい。クラスメイト達はずっと前から彼を気にかけ距離を縮めようとしていたのか。

　そこまで考えて彼は気づいた。

　先程までの居い心ごこ地ち悪さ、あれは気恥ずかしさによるものだった。肩肘ひじを張り、誰の助けも借りないと凄すごんでいた子供が実は後ろからこっそり親に支えられていた気分。

「……ああ、……ったく、もう」

　苛いら立だった声を上げて髪を搔かきむしる。なんというお節介どもだろう。こちらは彼らの名前さえろくに覚えていなかったというのに。

　一緒に楽しみたいと言った葉桜、みんなで仲良くしたいと言った委員長。なんのことはない。周囲のわがままに付き合っていたつもりが、実は学の方こそ気を遣われていたのだ。その事実が彼をひどく情けない気分にさせた。

　お節介どもめ。

　もう一度低い声でつぶやいて顔を上げた。額ひたいや頰ほおが熱を持ったように火ほ照てっている。多分、外から見ても分かるくらい赤くなっているだろう。このまま戻るのはまずい。水場で顔を洗ってから引き返した方がよさそうだった。

　しおりを広げ現在地を確認する。島の南側、船着き場から続く道を左折したところに手洗い場の表示があった。ここからなら丘を越えて南から回り込んだ方が早い。

　学まなぶは鐘しよう楼ろうを離れ石段を上り始めた。道は竹林の間を縫ぬうようにくの字に折れ曲がっている。不ふ揃ぞろいな段差に苦労しながら、なんとか頂上に辿たどりついた時だった。正面に現れた景色に彼は息を吞のんだ。

　巨大な鉄色の柱が天を突いていた。

　高さにして十、いや二十メートルはあるだろうか。断面は五角形で、それぞれの側面に文字が浮き彫りされている。巨大な質量を支える台座は頑丈な石造りの物で、小さな家程の大きさがあった。

　だが、それだけなら学は大して驚かなかっただろう。彼を立ち止まらせたのはその柱が真っ直すぐ──あるべき方向に空を向いていないからだった。

　柱は傾かたむいていた。南側の台座が陥かん没ぼつし、柱の本体が大きく岬みさき側に傾斜している。鋭く尖とがった先端が斜めに空を睨ねめつけている様子はまるで発射寸前のミサイルのようだった。

　なんだこれは、そう思いかけて担任の説明を思い出す。『五ご箇か条じようの御ご誓せい文もんが書かれた』『傾いて危険だから離れて見学するように』──ああそうだ。確か『誓ちかいの御み柱はしら』とか言ったか。

　学は恐る恐る距離を取りながら柱を見上げた。

　危険という単語が控えめに思えるくらい危なっかしい眺ながめだった。いつ倒れてもおかしくない。正直、立ち入り禁止にしていないのが不思議なくらいだった。

　どうしよう、一いつ旦たん引き返してお堂のところから回り込むべきだろうか。眉まゆ根ねを寄せ、このまま進むべきかどうか悩み続けていた時だった。




　──ふっと、歌声が聞こえた。




　気のせいだろうか、一いつ瞬しゆんそう思ったくらいに小さな声こわ音ねだった。だが耳をそばだてると歌声は確かに聞こえていた。透明感のあるのびやかな声、憂うれいを含んだ旋せん律りつが風に乗って流れてくる。女性──それもまだどこか幼さを感じさせる声音だった。周囲に人影はない。どこから響ひびいてくるのだろう。学は視線を巡らせた。

　柱の右手、台座の横をえぐるようにして下り階段が続いている。歌声はそちらから響いてきていた。学は一瞬迷った後、階段に向かって歩きだした。

　道は丘の斜面を迂う回かいするように左折していた。このあたりは正規の観光ルートと異なるのか、石せき碑ひやめくれ上がった石畳が雑然と放置されている。右手は断だん崖がいで、重なり合った枝の間からちらちらと琵び琶わ湖の湖面が見えた。

　茂しげみを搔かき分け木の根を踏ふみ越えながら進んでいくと、不意に視界が開けた。

　歌声が大きくなる。

　そこは岬だった。狭せまい岩場が空に向かって突き出している。木こ陰かげの暗さに目が慣れていたせいか、一瞬あたり全てが真っ白に見えた。その白い空へ溶け込むようにして、一人ひとりの少女が岬の突とつ端たんに立っていた。

　少女──いや、女児と言ったほうがよいだろうか。体つきは幼く、小学校の低学年程度に見える。華きや奢しやな体たい軀くは丈の短いスリップに包まれ、剝むき出しの肩が艶つやめいた光を放っていた。だが真っ先に目を引かれたのは彼女の髪だった。癖くせのない見事なブロンドが背中と腰を隠し、踝かかとまで真まっ直すぐに伸びている。その様子はあたかも黄こ金がね色に煌きらめく滝のようだった。

　彼女は湖に向かって歌声を上げ続けている。ややあって、少女の足下が濡ぬれていることに学まなぶは気づいた。スリップの裾すそから水滴が一滴、二滴と地面に落ちている。彼女は靴を履いていなかった。小さな足が裸足はだしのまま岩肌を踏ふみしめている。

「おい──」

　思わず声をかけていた。

　瞬しゆん間かん、鋏はさみで断ち切ったように歌声が止やんだ。

　ゆるゆると女の子が振り向いた。小振りだが形のよい鼻び梁りようと、すっきりした顎あごの線が露あらわになる。ひどく大人おとなびた顔立ちの少女だった。表情は年相応で幼いのに、なぜか美人という単語がしっくりくる。瞳ひとみの色は吸い込まれるようなエメラルドグリーン、二ふた重えの目がわずかにすぼまり学を見み据すえている。
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　正面から向き合うと、彼女は本当に下着のようなスリップ一枚しか身につけていなかった。濡ぬれた生き地じが肌に吸いつき、起き伏ふくに乏とぼしい体型を浮かび上がらせている。胸から腹の部分が所々透すけ薄うす桃もも色に染まっていた。

　学まなぶは顔を強こわばらせた。どう見ても尋じん常じような様子ではない。

「おい、大丈夫か？」

　迷子なのかと思った。

　観光客の誰か──多分、親だろうが──からはぐれたのだろうか。濡ぬれているところを見ると湖に落ちたのかもしれない。この寒空の下でこんな格かつ好こうをしていたら凍こごえてしまう。どうしよう、とりあえず船に連れて行くべきか。

　そう思っていると不意に女の子が笑った。すっと眦まなじりを弛ゆるめ邪じや気きのない笑え顔がおを学に向ける。

「あなたは──だれ？」

　突然の問いかけに学は面食らった。

「だれって……」

「わたしは白びやく夜や」

　口の端はが大きく持ち上がった。笑うとえくぼができて、ひどくあどけない表情になる。彼女は小首を傾かしげ押し黙だまる学を見上げた。

「ねぇ、あなたはだぁれ？」

　学はまじまじと彼女を見下ろした。

　先ほどまでの抜け殻がらめいた様子とは別人のような人懐なつっこさだった。会話も成立しているようで微び妙みように成立していない。ひょっとして少しおかしくなっているのでは、そう思い眉まゆをひそめた時だった。

「学！」

　聞き慣れた声が背後で響ひびいた。重なりあった枝を搔かき分けて、金きん髪ぱつの少女──葉は桜ざくらがこちらに歩いてきている。彼女は直線的な眉を吊つり上げ彼を睨にらみつけた。

「もう、こんなところで何してるのよ！　いきなりどこか行っちゃって、みんな心配してるんだから。早く来てよね」

　言いながら学の腕を摑つかもうとする。と、その視線が学の背後に吸い寄せられた。真しん紅くの双そう眸ぼうが大きく見開かれる。学は狼ろう狽ばいした。葉桜のことだ、半はん裸らの少女など見たらまた何か勘違いしかねない。この間の東京ではそれでえらい目にあった。今度は違う。いや前回も違うが、とにかく自分は何もしていない、そういちはやく説明しようとした時だった。

「うそ……」

　葉桜の唇くちびるからかすれた声が漏もれた。

　紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみが揺ゆれている。愕がく然ぜんとした表情、白い頰ほおが凍えたように震えている。

「……葉桜？」

　学の呼びかけに、だが返事はない。葉桜は唇くちびるを開けたまま無言で学の背後を見つめている。一体なんだというのか、学は混乱して振り返った。

　白びやく夜やと名乗った少女がこちらを見ていた。淡い微び笑しようを浮かべ、二ふた重えの眼まなこを優しげに細めている。その表情は大人おとなとも子供ともつかぬもので、あどけなさと品格が奇き妙みように混ざり合い同居していた。

　彼女は腕を伸ばした。上に向けた掌てのひらが葉は桜ざくらに差し伸べられる。

　蕾つぼみのような唇くちびるがふっと綻ほころんだ。金髪の少女は心底から嬉うれしそうに、慈じ愛あいに満ちた声で言った。

「やっと会えた──、葉桜」







　第二話







　結局、見学会は中ちゆう途と半はん端ぱな終わり方をした。

　原因は言うまでもない、学まなぶが見つけた女の子のせいだった。白夜と名乗った彼女は、自分の名前以外何一つ語ろうとしなかった。担任や周遊船の乗員、最後は学達も彼女の親を探し回ったが、島のどこにもそれらしき人物は見あたらなかった。

　仕方なく見学を切り上げ彦ひこ根ね港に戻った。待ちかまえていた救急車に女の子を乗せて病院へと向かう。付き添いが必要というので発見者の学と葉桜が一いつ緒しよに乗り込んだ。当初は担任もついてくるはずだったが、付き添いが二名までだったこと、少女が葉桜から離れようとしなかったこともあって彼ら二人ふたりが選ばれた。

　道中、葉桜はひどくぼんやりしていた。学が話しかけても上の空で「ええ」「うん」と曖あい昧まいな言葉を返してくる。白夜を目にして以来、ずっと同じ調子だった。周囲に救急隊員がいる中では岬みさきでのことを問い詰めることもできず、思い悩んでいるうちに車は病院に着いた。

　救命センターの入り口で学と葉桜は待つように言われた。所在なさげな彼らの前で、観かん音のん開きの扉が音を立てて閉まる。後には周囲の喧けん噪そうのみが残された。学はついと傍かたわらの葉桜に視線をやる。彼女は相変わらず夢ゆめ現うつつな表情をしていた。

「おい、葉は桜ざくら」

　心配になり声をかけた。葉桜がこちらを見る。その瞳ひとみは微び妙みように焦しよう点てんが定まっておらず、どこか遠いところを見つめていた。

「え……？　何、どうかしたの？」

「どうかしたのじゃないだろ、大丈夫か？　おまえ。さっきから様子が変だぞ」

「そんなこと──」

　ないわよ、と言って葉桜が顔を伏ふせた。その言葉を馬ば鹿か正直に受け取る程おめでたくない。学まなぶは葉桜の顔を覗のぞき込んだ。

「あの女の子……おまえの知り合いなのか？」

　ぴくり、と肩が震えた。

「──どうして？」

「あの子、おまえの名前呼んでただろ。それにおまえも何か知ってる感じだったし」

「………」

　葉桜の顔が曇くもった。彼女はたっぷり十秒ほど押し黙だまった後、ゆるゆると首を振った。

「わからない」

「わからない？」

「知り合いに似てる気もするけど──、でもやっぱり違う。知らない人よ。だってそうじゃないと──」

　彼女は口ごもった。それ以上、どれだけ問い詰めても答えようとしない。しばらくして学は諦あきらめた。仏ぶつ頂ちよう面づらで口をつぐみ視線を逸そらす。

　なんなんだ一体。一方的に黙だまりこくって。さっきまではうんざりするほどつきまとってきた癖くせに、こういう時は黙だんまりを決め込むのか。

　居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが流れた。

　どのくらい時間が過ぎただろう。救命センターの扉が開いた。若い看護師が顔を出す。彼女は学達に目を留とめると、片手で扉を支えながら手招きした。

「あの女の子の付き添いの方ですか？」

　学は「はい」とうなずいた。看護師は傍かたわらの葉桜を眩まぶしそうに見つめ、学に視線を戻した。

「診察が終わったので先生から説明があります。中へどうぞ」

「あ、あの」

　葉桜がうわずった声を上げた。その顔にわずかだがすがるような色がある。

「あの子、何か言っていましたか？　どこから来たとか、あそこで何をしていたとか」

　口調にただならぬ物を感じたのか、看護師は顔をしかめた。気け圧おされたように口をつぐみ両の目から感情を消す。

「それも含めて先生からお話します。どうぞ中へ」

　看護師は扉の開きを大きくした。葉は桜ざくらがぎゅっと拳こぶしを握りこむ。その様子を学まなぶはなんとも言えない違和感とともに眺ながめていた。




　医者は三十代半ばの、恰かつ幅ぷくの良い男性だった。大きな尻しりを丸椅い子すに乗せ、やや猫ねこ背ぜ気味にカルテを確認している。

　彼は学達を認めるなり、「やぁこんにちは」と気さくに挨あい拶さつしてきた。勧すすめられるまま腰掛けながら学は室内を見渡した。救命センターは広く慌あわただしい様子で、何人もの医師や看護師が足早に行き交かっている。部屋の奥は布製のパーティションで区切られ、その向こうに施せ術じゆつ用のベッドが見えた。きらりと黄こ金がね色の滝がシーツにこぼれ落ちる。ベッドの上に横たわりながら金きん髪ぱつの女の子がこちらを見ていた。にかっと笑えみを浮かべ、小さな手を振ってみせる。

　白びやく夜やだった。

「体調は問題ないです。あんな格かつ好こうで水みず浸びたしになっていた割には具合の悪いところもなし。まぁもう少し様子を見たほうがいいでしょうけどね、人間とは身体からだの造りも違うし大丈夫でしょう」

「人間と……違う……？」

　学は医師の言葉を聞き咎とがめた。

「ひょっとしてあの子、アポストリなんですか？」

「ですよ」

　何でもないことのように医師は言った。

「でも、あの──目の色が」

　煌きらめく碧みどりの灯あかり。吸い込まれるようなエメラルドグリーンの瞳ひとみ。アポストリなら瞳の色は赤のはずだった。ひょっとして、コンタクトでもしているのだろうか。だがそれならあんな不自然な色を選ぶ理由がない。

　医師はカルテを見ながら鼻の下を搔かいた。

「うん、それは確かにちょっと気になってるんですけどね。遺い伝でん子し検査の結果は間違いなくアポストリなんですよ。ただまぁあくまで簡易的な検査なので、きちんと調べたらもう少し違う結果が出るかもしれません。若じやつ干かん妙みようなデータも出てますし」

「妙なデータ……？」

　学の問いかけに医師はうなずいた。カルテをサイドテーブルに置き、身体からだを学達の方に向ける。「少し専門的な話になりますけどね──」そう前置きして彼は話し始めた。

「アポストリのＤＮＡ塩えん基き配列は成人前と後で大幅に異なるんです。成人前──つまり外見的な成長が止まる前、十六歳頃までは人間との遺伝子配列は似たところが多いんです。大体違いは五パーセントくらいですか。それが成人したタイミングで十二パーセントに増加する。身体の組そ成せいが変わるんですよ。人間離れした筋力、瞬しゆん発ぱつ力、持久力、僕らが一般的にアポストリと聞いて想像する超人的な存在にね。この違いをもって僕らはアポストリの塩えん基き配列を成せい体たいシークエンスと幼よう体たいシークエンスに分類しているんですが──、あの子の配列はね、成体のものだったんです」

「成体……」

　それが何か問題なのだろうか。アポストリの年齢が外見と不一致なことなど珍めずらしくない。だが医師は首を振った。

「確かにアポストリの外見は個体差がありますよ。中学生程度に見える成人だって珍しくない。ただそれにも限度があります。さすがに七歳や八歳児の姿をしたアポストリの成人はいません。あの体格や筋量じゃ、成体の遺い伝でん子しが生み出すパワーやスピードに耐えられない。発作とそれに続く繁はん殖しよく活動にも、おそらく身体からだが保もちません」

　繁殖活動というあけすけな言葉に学まなぶはうろたえた。だが傍かたわらの葉は桜ざくらは表情一つ変えず、医師の話に聞き入っている。彼女はぐっと身体を乗り出した。

「つまり、どういうことなんでしょうか」

「可能性は二つあります。検査結果が間違っているか、彼女がなんらかの疾しつ患かんで成長に異常を来きたしているかです。この場合は日常の動作で体組織が破壊されないよう、慎しん重ちように経過を見守る必要があります。矯きよう正せい器具を使って長期のリハビリをすることになるでしょうね。正直、後者のケースなら今普通に動けているのが奇き跡せきみたいなもんです。早急に入院させる必要がありますが──」

　医師は言いづらそうに言葉を切った。頰ほおの肉を歪ゆがめ、窺うかがうような表情になる。

「あの子、あなた達に両親の話とかしてませんよね？」

「……はい」

「どうもね、多た景け島しま──でしたっけ、あの子が見つかったの。そこに来る以前の記憶が無いみたいなんですよ、彼女」

「記憶が……ない？」

　医師はうなずいた。

「外傷はないから心因性の健けん忘ぼうによるものだと思いますけど。とにかくね、どこから来て親がどこにいるかも分からない。つまり、入院するために必要な保証人や身元引受人がいない状態なんです。保険に入ってるかどうかも分からないですしね」

「そ、それじゃあどうなるんですか、あの子は」

　学はうろたえた。今までの説明を聞いた限り、白びやく夜やの入院は避けられないように思えた。もちろん診断の結果が覆くつがえる可能性はあるが、それも精密検査を受けてからの話だ。まさか何もせずに放り出すというのか、医師は足を組んで難しい表情となった。

「真っ当に考えれば、児童相談所か養護施設に預けることになるんでしょうけどね。ただ、そういう場所では専門的な治療・検査設備はないから、何かあった場合のケアは難しくなります」

「難しくなりますって──」

　淡たん々たんとした物言いに学まなぶは声を荒げた。自分を睨にらみつける視線に、医師は気まずそうに肩をすくめた。

「本来なら、ここで『どうしましょう？』って訊きくんですけどね。あなた方は学生だし第一発見者ということで付き添っただけですから、判断を預けるのもおかしな話ですよね。とりあえず警察に知らせて、あとの指示を仰あおぐ形にしましょうか」

「待ってください」

　立ち上がりかけた医師を澄すんだ声が押し止とどめた。学は横を向いた。葉は桜ざくらが強い視線で医師を見み据すえている。

「警察に連絡した場合、あの子はどうなるんですか？」

「……引き取られて事件性がないか確認されるでしょうね。それで親が名乗りを上げればよし、もし出てこなかったら」

「施設に預ける、ですか」

　医師はうなずいた。葉桜はわずかに逡しゆん巡じゆんした後ぐっと眦まなじりに力を込めた。そして、信じられない台詞せりふを口にした。

「私が身元引受人になります」

「は……？」

　学はぱちぱちと目をしばたたいて葉桜を見た。彼女は毅き然ぜんとした表情で医師と向き合っていた。

「私は十七歳ですから、法的にはアポストリの成人です。保証人や身元引受人になる資格はあります」

「いや、……でもしかし」

　医師は戸惑ったように視線を彷さ徨まよわせた。

「身元不明なわけですから、警察にも届けずいきなりあなた個人で預かるっていうのも──」

「それなら心配ありません。私の身分は〈十じゆう字じ架か〉の評ひよう議ぎ会かい付けになっていますから。居きよ留りゆう区く警察との調整はこちらで実施しておきます」

「ひょ、評議会……？」

　予期せぬ単語に、医師の口がぽかんと半開きになった。

「お、おい葉桜」

　さすがにうろたえて学は声を上げた。いきなり何を言い出すのか。だが葉桜は眉まゆ一つ動かさず、首だけを傾かたむけて学を見た。

「学、私は入院の手続きをするから先に帰ってもらっていいわよ。先生達も心配してるでしょうし、もう大丈夫ですって伝えてあげて」

「大丈夫ですって……」

　状況がさっぱり分からないのに何をどう伝えればよいのか。だが彼の困惑に気づいた様子もなく葉は桜ざくらは具体的な手続きの話を始めていた。その横顔は真剣そのもので、脇わきから話しかけられそうな雰ふん囲い気きではない。

　仕方なく彼は席を立った。釈しやく然ぜんとしない気分のまま救命室を出ようとする。

　不意に背後で「あ」と声が上がった。続けて「ちょっとすみません」と立ち上がる気配。後ろから足音が追いかけてくる。ふりむくと、すぐそばに紅くれないの双そう眸ぼうがあった。

「……ごめんなさい、一つ言い忘れてた」

「なんだよ」

　学まなぶの不ふ機き嫌げんな口調にも葉桜は怯ひるまなかった。硬かたい表情のまま、まっすぐに学を見み据すえる。

「今日きようのこと」

　彼女は言った。これ以上ないくらい真剣な声こわ音ねで、必死ささえ感じられる口調で囁ささやく。

「誰にも言わないで。特に伯お母ば様やあなたのお父とう様には」

「……なんだってそこで茉まつ莉り花かさんやうちの親おや父じが出てくるんだよ」

「理由はまた後で説明するから。とにかく、お願い」

　そうすがるような目で言われると、学もそれ以上問い詰めることはできなかった。葉桜の背後で、医師や看護師が所在なさげにこちらを見ている。

「わかったよ」

　学は嘆たん息そくした。葉桜はほっとしたように肩の力を抜き、「じゃあ」と丸椅い子すに戻っていった。　学はその後ろ姿をぼんやりと見つめていた。胸の奥になんとももやもやした思いが残っている。彼はわだかまりを抑おさえつけると、観かん音のん開きの扉を開き救命センターを出た。




　病院を出ると、陽ひは大分高くなっていた。

　澄すんだ青空の下、彦ひこ根ね城の緑が濠ほりの水面に淡あわい影を落としている。道みち端ばたの休きゆう憩けいスペースには観光客が集まり、天守に向けてわいわいとカメラを構えていた。

　時計を確認する。時刻はまだ昼の十二時だった。朝から走り回っていたせいか時間の感覚がどうもおかしい。体内時計ではもう一日分動いた気もする。だが本当なら今頃は多た景け島しまで昼食を取っている頃なのだ。食事が終われば午後の見学、なんだかんだであと四時間くらいは居きよ留りゆう区くを離れているはずだった。それがどうだろう。彼は昼時に一人ひとり彦根城の堀ほり端ばたを歩いている。

　こんなことなら最初から家で寝ていれば良かった。そう思ったところで今いま更さらどうにもならない。

　とりあえず何か食べて帰ろう。考えてみれば朝から何も腹に入れていない。葉は桜ざくらの弁当も結局お目にかかれなかった。そこまで考えた瞬しゆん間かん、盛大な音を立てて腹の虫が鳴る。学は赤面した。

　照れくさくて本人には言えていないが、葉は桜ざくらの料理は美味うまい。やたらに手間をかけるのと材料にこだわるせいで、食事の時間に間に合わなくなるのは困りものだが、出てくるものは文句なしに美味い。昨日きのうの夜も散々仕込みをしていたから、さぞ豪ごう勢せいな弁当だったのだろう。正直食べ逃したのはかなり悔くやまれる。

（かといって、弁当をもらいに戻るのも間抜けだよな）

　我ながらひどく情けない思考だった。これじゃあまるで、あいつに餌え付けされてるみたいではないか。

　ため息を吐つきながら駅方向に向かい歩きだす。ここから近い繁はん華か街と言えばキャッスルロードだろうか。安い店を探すなら湖こ畔はんのショッピングセンターか駅前の商店街だが、どちらも少し距離がある。多少値は張るが、キャッスルロードならここから何分もかからない。適当な店に入って温かいそばでも食べれば少しは気が晴れるだろう。

　通りを東に、京橋の交差点を右折すると、そこはもう目的地だった。近代的な町並みが途切れ、一気に時代がかった風景となる。白壁やいぶし瓦がわら、格こう子し戸で外観を統一した建物が道路の左右に並んでいた。元々は観光名所として整備されていた場所だが、壁の外の人間が気軽に訪れられなくなった現在では地元民向けの店も多い。どちらかといえば居きよ留りゆう区く大の学生がデートコースに選ぶような所だった。

　さて、と。

　学まなぶは左右を見渡した。昼時ということもあり、店はどこも混んでいる様子だった。早く食事をしたくて高い値段を覚悟して来たのに、待たされるのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。彼は空すいていそうな店を探し軒のき先を覗のぞき込んでいった。

　どのくらい歩いただろう、彼は一軒の店先で足を止めた。風にそよぐ暖の簾れんの向こうにガラスのショーケースがある。高そうなルージュやフェイスクリームがオレンジ色の照明にライトアップされていた。化粧品店だろうか、何の気なしに店内を覗き込んで彼は視線を止めた。

　サイズの大きいポスターが店内の壁に貼はられている。白一色の背景に外国のモデルと思おぼしき女性が写っていた。色白で見事な金きん髪ぱつはどことなく葉桜を思い起こさせる。

　そういえば、アポストリの金髪は珍めずらしいんだっけか──

　学はぼんやりと思った。

　今こ年としの夏以来、葉桜以外にも結構な数のアポストリと顔を合わせているが金髪は一人ひとりもいない。周遊船で会った男の言葉ではないが、アポストリにも人種のようなものがあり、葉桜は少数派なのかもしれない。そこまで考えて、ふと疑問に思う。だとすればあの白びやく夜やという少女はどうなのか。医者の言うことを信じるなら彼女はアポストリでそして金髪だった。

　身内──なんだろうか。

　あの女の子は葉桜の名前を知っていた。そして葉桜は『知り合いに似ている』と言った。だとすればやはり親族と考えるのが自然だろう。葉桜の妹──従妹いとこでもよいが──が何らかの事故で記憶を失い、あの島に流れ着いた。

　普通に考えれば、葉は桜ざくらのとるべき行動は〈十じゆう字じ架か〉への連絡だろう。茉まつ莉り花かさんか他の身内か、とにかく誰かに連絡をとり白びやく夜やを迎えに来てもらう。それで話は終わるはずだった。

　だが──

『誰にも言わないで。特に伯お母ば様やあなたのお父とう様には』

　学まなぶは渋じゆう面めんを作った。訳が分からない。一体全体彼女が何にこだわっているのか。何を心配しているのか。警察の話が出てきた時もそうだ。居きよ留りゆう区く警察はアポストリと人間の混成で組織され、両種族の事案を分け隔へだてなく扱う。事情を説明すれば問答無用で白夜を施設に連れて行くことはないはずだった。なのに、あの異常な反応。

　物思いに沈んでいたせいか、彼は背後に現れた人影に気づかなかった。だからその人物がぬっと肩越しに顔を出し、ショーケースを覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、学は飛び上がりそうになった。

「彼女へのプレゼントかい？」

　落ち着いた声が耳元で響ひびいた。長い前髪を七三に分けた青年が背後に立っている。垂たれ気味の目が興味深そうに店内を眺ながめていた。

「な、な、な」

　学は弾はじかれたように身体からだを翻ひるがえしショーウィンドウに張りついた。顔中の筋肉を引きつらせて男を見つめる。ダークグレーのスーツ、襟えり元の大きく開いたシャツ、手には大きなスーツケース。それで、ようやく学は目の前の男が周遊船に同乗していた人物だと気づいた。男は魅力的な微び笑しようを浮かべ「やぁ」と挨あい拶さつしてきた。

「やぁじゃないですよ！　なんですか、いきなり」

「このあたりを観光してたら知ってる顔が見えたんでね。つい声をかけちゃったんだ。驚かせたようならごめん」

　なんだか同じような台詞せりふを数時間前にも聞いた気がする。というか、この男観光ばかりでいつ仕事をしているんだろうか。学は荒い息を整えながら身体の力を抜いた。

「せめて声をかけてから近づくとかしてもらえませんか。心臓に悪いです」

「それ、良く言われるんだよね。おまえはとにかく距離が近いとか、他人のパーソナルスペースを無視しすぎるとか」

　だったら直せと思う。

「……で、話は戻るけど、こんなお店覗いて何をしてたんだい？　ここ結構高いよ。学生の財布じゃきついと思うけどな」

「ちょっと何の店か見てただけですよ。別に何か買おうとか思ってませんから」

「お金、少しなら貸してあげてもいいよ？」

「……人の話、聞いてます？」

　男は「冗談だよ冗談」とひらひら手を振って見せた。上体を起こし、ズボンのポケットに手を入れる。

「それで？　買い物じゃないなら君は何をしてるのかな。あの金きん髪ぱつの子もいないみたいだし」

「別に──、そんなことあなたに説明する必要ないと思いますけど」

　さすがに鬱うつ陶とうしくなって言った瞬しゆん間かん、腹の虫が盛大な音をたてて鳴った。

「………」

「昼ご飯かぁ」

　学まなぶはうなだれた。男は愉ゆ快かいそうに口の端はを歪ゆがめ、スーツケースを持ち上げた。

「丁度いい。僕もこれから昼ひる飯めしだから一いつ緒しよに食べようよ」

「なんでそうなるんですか!?」

「僕は土地勘がない。君はお金がない。奢おごってあげるからさ、良い店教えてよ。いやほら、アポストリの郷土料理とか出てきたら、どうやって食べたらいいか分からないでしょ」

「そんな店ありませんから。ていうか、お金ないとか勝手に決めつけないでください」

「さぁ、話もまとまったことだし早く店を探そうよ。僕もう腹ぺこでさぁ」

「だから、ちょっとは人の話聞けよ！」

　悲鳴のような声を上げる学の前で、だが男はニコニコと気にした様子もなくたたずんでいる。結局、そんな調子で十分以上やりとりした挙げ句、学は彼と店を探すことになった。

　男を引き連れ、とぼとぼとキャッスルロードを歩き始める。店先のメニューを覗のぞき込みながら、彼はなんでこんなことになったのだろうと考え続けていた。




　小こ洒落じやれた町屋造りのレストランだった。

　黒を基調とした内装に柱時計や行あん灯どん、蒔まき絵えの皿といったアンティーク調の調度品が配置されている。高い天井には太い梁はりが張り巡らされ、その向こうに小さな高窓が一つ覗いていた。

　学は奥の和室に通され、掘りごたつを挟はさんで男と向かい合っている。外の光を受けて壁面の障しよう子じ窓が淡あわく光り輝いていた。広い店内に見えるのは年配の客ばかりで、学の制服姿は明らかに浮き上がっている。

「お勧すすめは何かな」

　男はにこにこしながら言った。メニューには、学が普ふ段だん昼食に使う金額の十倍近い数字が並んでいる。迷った後、高い順から二、三品を適当に選んだ。麦とろ膳ぜんに近おう江み牛の焼き肉、ついでぜんざいを二つ頼む。

「意外に普通だねぇ。もう少し凄すごい料理があるのかと思ったよ」

「……何を期待してたんですか、一体」

　言いながら、おしぼりの載のった皿を差し出す。男は「あ、悪いね」と頭を下げてそれを受け取った。

「〈十じゆう字じ架か〉饅まん頭じゆうとかさ、なんだかよく分からない宇宙生物の活いけ作りとか」

「壁の外じゃ、そんな与よ太た話が広まってるんですか？」

「いや、これは僕の勝手な期待」

「……お願いですから、そういうこと外で言わないでくださいね。ただでさえ変な偏見もたれてるんですから、俺おれ達」

　男は興味を引かれたように片かた眉まゆを持ち上げた。

「？　なんか言われたことあるのかい？　外の人達に」

「いえ……」

　学まなぶは口ごもった。二ヶ月前、東京での出来事を思い出す。フォーラムに出席していた人々の好こう奇きに満ちた視線。悪意こそ感じられなかったが、まるで珍ちん獣じゆうでも見るような目つきだった。

「ああ、そうだ」

　男が胸ポケットを探さぐった。革かわ製の入れ物から名めい刺しを取り出し学に差し出す。テレビのＣＭでよく見かける電器メーカーの名前がプリントされていた。

「水み無な瀬せ──王おう寺じ」

　学は名刺の名前を読み上げた。その上に市場開発チーム、シニアマネージャーなどとよく分からない肩書きが並んでいる。

「遅ればせながらご挨あい拶さつ。水無瀬といいます、よろしく」

　そう言って男が会え釈しやくする。学ははぁと頭を下げ名乗り返した。

「南みなみ方かた学です」

「ミナミカタ……？」

　水無瀬は眉をひそめた。整った顔を歪ゆがめ、記憶を探るように視線を彷さ徨まよわせる。

　学はひやりとした。父親──駐ちゆう彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く大たい使し、南方恵けい吾ごは有名人だ。彼の名を思い出された挙げ句、関係を詮せん索さくされるのも面倒だった。

「水無瀬さんは仕事大丈夫なんですか？　なんか、ずっと観光しているみたいですけど」

　取って付けたように訊たずねると、水無瀬は眉を曇くもらせた。細い指先で顎あごの髭ひげをつまむ。

「んー、実を言うと仕事自体は昨日きのうの夜に終わっていてね。本当なら周遊船に乗った後、東京に戻るつもりだったんだけど──」

「？　だけど？」

「いや、何か特別警戒とかで駅が封ふう鎖さされていてね。電車が止まってるんだ」

　学は眉をひそめた。またそれか。〈十じゆう字じ架か〉周遊航路の中止といい、警備艇ていのただならぬ様子といい、一体今日きようはなんだというのだろう。まるで不可視の霧きりが居留区全体を包み込んでいるようだった。

　ひょっとして、またテロリストでも潜もぐり込んだのか。

「周遊船も早くに切り上げちゃっただろう？　それで時間があいちゃってさ。観光くらいしかすることないんだよ」

「彦ひこ根ね城でも行ってきたらどうですか？　あれ江戸時代の建物らしいですよ」

「もう行った」

「……本当に昨日きのうまで仕事してたんですか？」

　そろそろ突っ込むのにも疲れてきた頃、仲なか居いさんがお盆を持ち部屋に入ってきた。手際よく卓上に料理を並べ、お茶を入れ替えていく。勧すすめられるまま箸はしを持ち上げ、小こ鉢ばちの煮に付つけに手をつけようとした時だった。

「そういえばさ」

　と水み無な瀬せが言った。

「周遊船が中止になったの、あれ迷子が見つかったからなんだってね」

「──みたいですね」

　学まなぶは気のない口調で答えた。箸から里芋の煮に転ころがしが滑すべり落ちる。つるつるして妙みように取りづらい。

「親もひどいよね、あんな場所で子供を置き去りにして」

「置き去りじゃないと思いますよ。水に濡ぬれてましたから、どこか──船とかから落ちたのかも」

「？　知ってるのかい？　その子のこと」

「最初に見つけたの、俺おれですから」

　水無瀬は目を丸くした。

「そうか……そりゃ大変だったね。にしてもその子、体調とか大丈夫だったのかい？　今の時期、湖の水も半はん端ぱ無く冷たいだろう」

「だからすぐ病院に連れて行きましたよ。まぁ人間じゃなくてアポストリみたいだし、平気じゃないですか」

「アポストリ？」

「ええ、年は見かけ通りか分かりませんけど。どっちにしても普通の子供じゃないです。とりあえず入院して検査もしてるんで、心配ないと思いますけど。───？」

　ふっと視線に気づいて顔を上げた。

　卓上に両肘ひじを預け、組んだ手の上に顎あごを載のせて水無瀬がこちらを見ていた。箸は箸置きの上に残されたまま料理に手をつけた様子もない。垂たれ気味の目がすっと細まっている。その視線になんともいえない冷えた物を感じて、彼は眉まゆをひそめた。

「……なにか？」

「ん？　いや、居きよ留りゆう区のテーブルマナーを勉強しようと思ってさ。なんかこうほら、二に刀とう流りゆうで取り分けたりとかしないのかい？」

　おどけた様子で箸を取り上げ先端を打ち鳴らす。気のせいか──、学は肩の力を抜いた。

「するわけないでしょ、そんなこと。それより早く食べてください、冷めますよ」

　で、とっとと出ましょうという台詞せりふを学まなぶは危あやういところで飲み込む。この水み無な瀬せという男、悪い人間ではないのだろうが一いつ緒しよにいるととにかく疲れる。早く食事を終わらせて別れたかった。

　だが学の思いも空むなしく、男は少し料理に手をつけては会話を再開し、それは昼時の客が残らずいなくなるまで続いた。




　午後六時、学はようやく家に帰り着いた。

　結局、あの後もやれ喫きつ茶さ店だケーキ屋だと連れ回され続けた。夕食だけはさすがに固こ辞じして引きあげたが、別れ際に携帯の番号を押しつけられた。『まだしばらく滞在してるから、いつでも電話ちょうだいよ。ご飯くらいなら奢おごるからさ、なんならあの金きん髪ぱつの子も一緒に』ということらしい。

　慣れない土地に一人ひとりで余程人恋しいのか。自分が東京に行った時の心境を思えば分からなくもないが、かといって付き合う義理もない。何よりあの男の相手をしているとひどくくたびれる。学はブレザーの胸ポケットに名めい刺しをねじり込み、それきり彼の存在を忘ぼう却きやくした。

　家の電気は消えていた。

　廊下の灯あかりをつけリビング、次いで二階への階段を覗のぞき込む。人の気配はない。葉は桜ざくらはまだ帰ってきていないようだった。

　あいつ、ずっと病院にいるんだろうか。

　リビングの床に荷物を置き、脱いだコートをソファにかける。携帯を確認したが着信履歴はない。さすがに夕食に遅れそうなら連絡してくるはずだから、今頃こちらに向かっているところかもしれない。まぁ急せかす必要もないか、そう思って彼はソファーに腰掛けた。

　テレビの電源をつける。けたたましい爆発音とともに子供向けのアニメ番組が映し出された。次のチャンネル、どこか外国のゴルフ中継、バラエティの予告、掃除機か何かの通販。時間帯が中ちゆう途と半はん端ぱなせいかロクな番組がやっていない。仕方なく彼は海外の天気予報にチャンネルをあわせ、リモコンを投げ出した。

　変な一日だった、と思う。

　午前中の慌あわただしさと、昼以降の予定の唐とう突とつな消しよう滅めつ。まるで壮そう大だいな前奏とともにはじまった交こう響きよう曲きよくがクライマックス手前で断たち切られた気分だった。

　認めたくないが、なんだかんだ言って楽しみにしていたのかもしれない。周囲があまりに騒さわぐからげんなりしていたが、よく考えればまともな学校行事に参加したのは久しぶりだった。中学の時以来──いや、もっと前だろうか。そう思うと今いま更さらながらもう少し愛あい想そうよくしてもよかった気がする。

　実際、最後の方は彼もそうするつもりだった。すぐクラスメイト達と馴な染じむのは無理にしても、彼らの傍そばにいて一いつ緒しよに雰ふん囲い気きを楽しんでもよいと思っていた。それができなかったのは〈彼女〉が現れたせいだ。緑色の眼めをした少女、白びやく夜やと名乗るアポストリ。

　───。

　どのくらい時間が経過しただろう、学まなぶはうっすらと目を開き視線を彷さ徨まよわせた。いつの間にかうたた寝していたらしい。気がつけば時計の針は午後七時を指していた。葉は桜ざくらはまだ帰ってきていない。

　さすがにおかしいと思った。

　身体からだを起こし携帯を取り上げる。着信はなし。彼はアドレス帳から葉桜の番号を探さぐり、通話ボタンを押した。呼び出し音が一回、二回、三回。七回まで数えたところで、留守電が自動応答を開始する。電話を切ってもう一度ダイヤル、今度は三回目で留守電。

（何やってるんだ、あいつ）

　不安がちりちりと胸を焦こがし始める。わずかに思い悩んだ後、病院に電話をかけようとして番号が分からないことに気づく。連絡先が書かれている物──自室に戻れば診察券があったかもしれない。そう考えてリビングを出ようとした時だった。軽かろやかなチャイムの音が室内に響ひびき渡った。

　……葉桜、か？

　瞬まばたきを一つ、すぐ廊下に出て玄関を目指す。ひょっとしたら鍵かぎを忘れていったのかもしれない。歩いているうちにもう一度チャイム。ああ、分かった分かった。今開けるからちょっと待てって。

　走る鼓こ動どうを抑おさえ、努めて何気ない表情で扉の前に立つ。迂う闊かつに心配な顔でも見せたら、後で何を言われるか分かったものじゃない。彼はこほんと咳せき払いして、頭の中で何を言うべきか復唱した。冷静に、感情を面おもてに出さず。よし。

「遅いぞ、何やってたんだこんな時間ま、で──」

　扉を開けた瞬しゆん間かん、言葉が途切れた。

　そこに立っていたのは黒髪の童どう女じよだった。煉れん瓦が色の和装コート、華きや奢しやな首筋を覆う毛皮の襟えり巻き。綺き麗れいに切りそろえられた前髪の下で柔にゆう和わな瞳ひとみが優しく微笑ほほえんでいる。小さな唇くちびるは薔バ薇ラのように赤く瑞みず々みずしい。肩までのおかっぱ頭がどことなく古風な和人形を思わせる。

「茉まつ莉り花か……さん？」

「こんばんは、学さん」

　そう言って童女──〈十じゆう字じ架か〉評ひよう議ぎ会かい議ぎ長ちよう、茉莉花はにっこりと笑いかけた。門もん扉ぴの外には黒塗りの乗用車が止まり、護ご衛えいのアポストリが厳しい表情で周囲を警戒している。混乱する学に、茉莉花は小さく会え釈しやくした。

「連絡も無しでごめんなさい。丁度近くに来る用事があったので──お邪じや魔までしたか？」

「いえ……」

　学は口ごもった。言葉とは裏腹に疑問が脳のう裏りを埋うめ尽つくしている。なぜ茉莉花がここにいるのか。ひょっとして葉は桜ざくらに何かあったのか。

「あの……何かあったんですか？」

　学まなぶの問いかけに、だが茉まつ莉り花かは頭を振った。

「大した用じゃありません。少しあの子の……葉桜の顔を見られたらと思って」

「葉桜の……？」

「あの子、最近全然私の所に顔を出さないんですよ。このあいだ〈十じゆう字じ架か〉に戻ってきた時もとんぼ返りでしたし。余程こちらでの生活が楽しいんでしょうね。それで少し気になって、──葉桜は中ですか？」

「あ、いえ」

　学は慌あわてて茉莉花を押し止とどめた。一いつ瞬しゆん、どう事情を説明するか思い悩む。正直に話すなら、多た景け島しまでの出来事──あの白びやく夜やと名乗るアポストリのことを言う必要がある。だがそれでは葉桜との約束を破ってしまう。とっさに彼は適当な言い訳を口にしていた。

「あ、あいつ、今買い物に出てるんです。すぐ戻ると思うんですけど、ちょっと何軒か店を回ってくるみたいで──」

「あら」と茉莉花は眼めを丸くした。眉まゆ根ねを寄せ考え込んだ後、彼女はふっと息を吐はいた。

「そうですか。では葉桜に伝えてください。たまには〈十字架〉にも顔を出すようにと。あと、電話でいいから一度連絡を寄こすようにって」

　学はこくりとうなずいた。茉莉花は頰ほおを弛ゆるめた。

「本当なら学さんとも色々お話したいんですけれど。ごめんなさいね、今日きようはこのあとすぐ予定が入っているので……。またの機会にゆっくり。それでは、お邪じや魔ましました」

「あ、あの……！」

　一礼して引きあげようとする彼女を学は呼び止めた。茉莉花が振り向く。半月型の瞳ひとみが学を見上げた。

「すいません、ちょっと変なこと訊きくんですけど。葉桜って、あいつ妹か従妹いとこがいたりしますか？」

　それくらいなら訊いてもいいだろうと思った。あの少女が誰かはっきりすれば、葉桜があれほどムキになっている理由も分かりそうに思える。ひょっとしたら、その身内が今まさに行方ゆくえ知れずとなっているかもしれない。

　だが茉莉花は学の問いにこくりと首を傾かしげた。

「妹……ですか？」

「はい」

「いいえ、あの子にそういう身内はいませんが」

「従妹とか……そういう年下の親しん戚せきとかは」

　茉莉花はやや戸惑った表情になり、ゆるゆると首を振った。

「あの子の身よりは私一人ひとりです。それはあの子の母親が死んで以来変わりません」

「そう、ですか──」

　学まなぶは肩を落とした。では、一体あの娘は何者なのか。知人、友人、顔見知り。果たしてそんな関係のために、人はあれほど真剣になれるものだろうか。

「どうかしましたか？」

　絹きぬのような声が学の耳じ朶だを打った。顔を上げると、茉まつ莉り花かが心配そうにこちらを見つめている。学は「いえ──」と首を振った。瞬しゆん間かん、白い小さな手が彼の頰ほおに触ふれた。

「顔色が悪いですよ」

　茉莉花が眉まゆ尻じりを押し下げる。ほっそりした指先が優しく頰を撫なでた。処しよ女じよ雪を塗り込めたように真っ白な指先、だがその内には確かな温ぬくもりがある。彼女は学の体温を確かめるように掌てのひらを動かした後、ふっと唇くちびるを綻ほころばせた。

「そういう難しい顔はお父とう様にそっくり。あの人も悩み事がある時はいつも眉をひそめてますから」

「……あんなのと一いつ緒しよにしないでください」

　学は憮ぶ然ぜんとした口調で言った。茉莉花はくつくつと喉のどをならし、手を離した。襟えり巻きの前を合わせ一歩後あと退じさる。

「悩み事があるなら言ってください。私でよければいつでも相談にのりますよ」

「………、はい」

　なぜだろう、そう素直に答えられた。父親にも友人にもロクに頼ったことのない自分が母親を前にした幼おさな子ごのように大人おとなしくなっている。茉莉花評ひよう議ぎ長ちよう──外見こそ年下に見えるが彼の倍以上の年月を生きてきた女性。優しく細められた瞳ひとみが母の面おも影かげにだぶって見えた。

　茉莉花はすっと会え釈しやくして背を向けた。護ご衛えいのアポストリがきびきびした動作で車の後部ドアを開け彼女を迎え入れる。くぐもったエンジン音を上げて車が動き出した。その姿が路地の向こうに消えるのを、学はぼんやりと見送っていた。

　気勢をそがれた思いだった。なぜ葉は桜ざくらに連絡がつかないのか、どうして帰りが遅くなっているのか。疑問は相変わらず胸の奥にある。だが、それほど神経質にならなくてもよい気がしてきた。

　彼女も子供ではないのだ。何か事情があって遅くなっているのだろう。電話が繫つながらないのだって、まだ病院にいたからかもしれない。あいつのことだ、時計を見忘れていて慌あわててこちらに向かっているのかも。だとしたら、今病院に連絡しても入れ違いになる可能性が高い。

　もう少し、もう少し待ってみるか。そう思って彼は家の中に戻った。




　午前零れい時──。

　静まりかえったリビングで、学はぐるぐると思考を巡らせている。気づけばつまさきが小刻みに床を叩たたいていた。心配する必要はない、ここは居きよ留りゆう区くであいつは無敵のアポストリだ。二ヶ月前──東京に滞在していた時とはわけが違う。そう何度となく自分に言い聞かせているが、不安は黒くろ雲くものように心を満たしていった。

　食欲がない。夕方から何も口にしていないが空腹感はなかった。目は冴さえ渡り、気晴らしにつけたテレビも内容が頭に入ってこない。

　一体自分はなぜこうも苛いら々いらしているのか。葉は桜ざくろが心配？　たったそれだけの理由で？　馬ば鹿かな。なんであいつの帰りが遅くなったくらいで、こんな。

　──午前二時。

　さすがに耐えきれなくなって学まなぶは席を立った。

　警察に連絡するべきだ。そう思った。評ひよう議ぎ長ちようの姪めいの失しつ踪そう、大ごとになるだろうが気にしていられない。もし彼女が何かの事件に巻き込まれていたら、今連絡しても遅いくらいだ。むしろ茉まつ莉り花かに頼んで特別な捜索体制を組んでもらった方がよいかもしれない。

　だがその場合、白びやく夜やのことを茉莉花に話す必要がある。そう考えてまだ葉桜との約束を気にしている自分にうんざりした。そんなこと言っている場合じゃないだろうに。今は葉桜の安全確認が第一だ。それさえ分かれば、約束を破ったことなど後からいくらでも謝ってやる。

　よし──

　茉莉花さんに話そう。そう決心して携帯に手を伸ばした時だった。

　玄関の方で小さな物音がした。

　学は動きを止めた。彫像のように身体からだを固まらせ耳を澄すます。ガチャリと、もう一度くぐもった音。誰かが鍵かぎを差し込み回している。続いて扉の開く気配──今度こそはっきりと聞こえた。幻げん聴ちようではない。

　弾はじかれたように学はリビングを飛び出していた。電気をつけるのももどかしく暗い廊下を駆かけ抜ける。玄関まで行って彼は眼めを見開いた。外がい灯とうの明かりを背に、見慣れた金きん髪ぱつが淡あわい光を放っている。

「葉桜！」

　切せつ迫ぱくした口調で呼びかけた。葉桜が顔を上げる。紅くれないの双そう眸ぼうが、ぱちぱちとしばたたかれた。

「あ……学？」

「あ、学じゃないだろ！　何してたんだこんな時間まで。携帯にかけても全然繫つながらないし」

　葉桜はハンドバッグに手を差し入れた。携帯を取り出し「ああ」とかすれた声を上げる。

「ごめんなさい。電話もらってたのね、気がつかなかった」

「気がつかなったって……」

　学は絶句した。何度電話をかけたと思っているのか、いやそれ以前に彼女の淡たん々たんとした物言いはどうだろう。まるで買い物の品を一つ忘れてきたと言わんばかりの素っ気なさだった。

　啞あ然ぜんとする彼の前で、葉桜は靴を脱ぎ廊下に上がった。そのまま脇わきを通り過ぎ階段を上っていこうとする。

　かっとなった。頭に血が上り気がつくと彼女の腕を摑つかんでいた。ふざけるな。一体どれだけ心配したと思っているのか。どんな事情があったにしろ説明して一言謝るのが筋だろう。そう言おうとして、だが彼は葉は桜ざくらの異常に気づいた。

　金きん髪ぱつが揺ゆれ青白い顔が露あらわになる。陶とう器きのような頰ほおは血の気が失うせ、虚うつろな瞳ひとみがぼんやりと宙を見つめていた。普段の彼女とは別人のような、生気の抜け落ちた面おもてがそこにあった。

「はざ……くら？」

　一いつ瞬しゆん薄うすら寒い物を感じて学まなぶは表情を固まらせた。葉桜はゆるゆると首だけを学に向けた。くすんだ赤色の眼めが夢から覚めたように数度瞬またたく。

　ややあって彼女は顔を伏ふせた。視線を逸そらし、かすれた声でつぶやく。

「……ごめんなさい、今日きようは少し疲れてるから。話は明日あしたでもいいかしら」

　葉桜は彼の手から腕を引き抜いた。そのまま覚おぼ束つかない足取りで階段を上っていく。細い肩に、疲労が質量を持ちのしかかって見えた。とても声をかけられる雰ふん囲い気きではない。

　気がつくと彼女の姿は階上に消えていた。ばたんと扉の閉まる音、それきり周囲は静せい寂じやくに満たされる。

　学はその中にしばらく、ただ一人ひとりたたずんでいた。




　　　　＊




　正直、この時の学はまだ事態を甘く見ていた。

　もちろん葉桜の様子を見て不審に思ったことは確かだ。だがまた明日話をしようと言われて、その言葉を疑いもしなかった。多分彼女は本当に疲れ切っていたのだろう。夜が明けて朝になればまたいつもの調子に戻るはず、そう思っていた。彼女の無事な姿を見て気が抜けたというのもある。学は疲労に突き動かされるまま、その夜は眠りについた。

　だから翌朝目が覚めてリビングに下り、一人朝食の準備をする千ち紗さを見た時、彼は当然のように訊たずねた。

「おはよう千紗さん、葉桜は……まだ寝てるの？」

　だが千紗はきょとんとした表情でこちらを見た。

「葉桜お嬢様なら、もうお出かけになりましたけど」

「出かけた……？」

「ええ、病院に行かれるとかで。遅くなるから夕食は必要ないとか」

　学は啞あ然ぜんとした。時計に視線をやる。時刻は午前八時、日曜日ということで目覚ましをかけていなかったが決して遅い時間ではない。一体いつのまに出かけたのか。

「それっていつの話……？」

「一時間程前でしょうか、かなり急いでいたご様子で朝食も必要ないということでした。……というか学まなぶさん、葉は桜ざくらお嬢様がお出かけになるってご存じなかったんですか？」

　知るわけがない。あいつはそんなこと一言も言っていなかった。そもそも昨日きのうの今日きようでなぜまた病院に行く必要があるのか。ひょっとして入院の手続きが残っていたのか、だがそれにしてもこんなに急いで家を出る理由はない。

　混乱している。葉桜が何を考えているのか分からなかった。

「ああ……いや」

　半ば上の空で答える。自分の声がひどく遠くに聞こえた。

「そういえば、そんなこと言ってたかもな。昨日バタバタしてたから、ちょっと忘れてた」

　千ち紗さに心配をかけたくないのか、それとも自分が混乱しているところを見せたくないのか。気づけばそうごまかしていた。だが千紗は彼の言葉を疑いもせず、相そう好ごうを弛ゆるめた。

「社会科見学……でしたっけ。学さんがああいう行事に出られるのって珍しいから心配してたんですよ。でもその様子だと十分楽しめたみたいですね。……懐なつかしいですわぁ、社会科見学。クラスの子と一いつ緒しよにねぇ、どこ見て回るか話し合ったりして、はぁ」

　そう言って夢見る少女のように目を輝かせる。学は曖あい昧まいな微び笑しようを浮かべた。

「俺おれ、ちょっと着替えてくるから。食事出来たら適当にテーブルの上並べといて」

「はぁい」と千紗の明るい声、学はリビングを出ると後ろ手に扉を閉めた。

　大きく深呼吸を一つ、手の中のドアノブをぎゅっと握りしめる。

　もう一度、昨日の葉桜の台詞せりふを思いだす。「話は明日あしたでもいいか」そう言っていた。別に夜が明けたらとは言っていない。病院から戻ってきて、落ち着いた後に事情を説明するつもりかもしれない。だとすれば、彼が腹を立てる筋合いはなかった。

　だが、それならなぜ事前に言ってくれなかったのか。二日続けて病院に行くと言ったら自分が反発するから？　説明する気力が無いほど疲れ切っていたから？　それとも──

「───」

　どうにも納得がいかない。胸の奥に強烈な違和感がある。それはしこりのように硬かたさを増し、学の神経を苛さいなんでいた。

（くそっ）

　低い声で毒づき扉から離れた。廊下を進み、重い足取りで階段を上っていく。

　自室の前に辿たどりついて彼は視線を止めた。隣の部屋──葉桜の居室の扉が開いている。いつも几き帳ちよう面めんなほど戸締まりをする彼女にしては珍しい。余程急いで外出したのか、学は眉まゆをひそめて扉に歩み寄った。

　ドアノブをつかんだ瞬しゆん間かん、室内の様子が垣かい間ま見えた。近代的な内装とは不釣り合いなアンティーク調の家具、その向こうに柔やわらかそうな幅広のベッドが鎮ちん座ざしている。壁際には古い外国映画に出てきそうな本棚と執しつ務む机、気のせいか以前見た時より物が増えているように思えた。

（あいつ、いつの間に家具なんか買い足してるんだ──）

　学まなぶはため息を吐ついた。

　葉は桜ざくらが引っ越してきたばかりの頃、とんでもない量の家具を持ち込もうとして慌あわてて制止したことを思い出す。そう言えば駅前デパートの家具売り場に行くたび、彼女は目を輝かせていた。放っておけば、近いうち置き場の無くなった調度品が廊下に溢あふれ出してくるかもしれない。

　──戻ってきたら、その話もするか。

　吐と息を漏もらしながら扉を閉めようとした時だった。ふっと視界の端はしに異物を捉とらえた。綺き麗れいに整頓された部屋の中、執務机の周囲に紙し片へんのようなものが散乱している。重なり合うようにして一枚二枚三枚。よく見れば机の上には大判の冊子が開かれ、その周りにも紙片が数枚散らばっていた。光沢のあるカラーのプリント面、あれは……写真？

　なんというか、急いで調べ物をして後片付けを忘れた感じだった。

　そんなに慌てて何を確認する必要があったのか、一いつ瞬しゆん部屋に入って写真を覗のぞき込みたい衝しよう動どうに駆かられる。だが学はその思いを抑おさえつけて扉を閉めた。

　泥棒のような真ま似ねはしたくない。聞きたいことはきちんと面と向かって訊たずねればいい。今日きようの夜、葉桜が戻ってきたら訊ねよう。そう自分に言い聞かせて彼は自室に戻った。




　結局、その晩も葉桜の帰りは遅かった。

　夕食は必要ないと言っていたので、八時以降になることは覚悟していた。だが夜十時を過ぎ台所を片づけ終えた千ち紗ささんが引きあげると再び落ち着かない気分になってきた。昨晩と違い明日あしたは学校だ。あまり遅くなると朝が辛つらい。

　繫つながらないことを覚悟で携帯に電話するべきか。あいつのことだ、「遅くなるって言ったでしょ」と怒り出すかもしれないが、何時頃戻るか聞くくらい問題ないだろう。そう思って携帯に手を伸ばすが、寸前で躊ちゆう躇ちよする。自分が過剰反応しすぎている気もした。年頃の娘を待つ父親ではあるまいし、帰りが遅くなったくらいで取り乱すのもみっともない。

　千紗も葉桜もいない家は広くガランとしていた。昔ならどうとも思わなかった静せい寂じやくが、妙みように居い心ごご地ち悪く思える。

　電話をかけるべきか、やめておくべきか、悩みながら自室を歩き回っていると唐とう突とつに玄関の開く音がした。慌てて廊下に飛び出し階段に辿たどりつく。ややあって、コート姿の葉桜が階下に姿を見せた。

　人の気配に気づいたのか葉桜が顔を上げた。割れた金きん髪ぱつの間から疲れた面おもてが現れる。青白い顔は、心なし昨日きのうよりやつれて見えた。

「……ただいま」

　彼女は短くそう言った。

「ああ」

　と辛かろうじて学まなぶは答えた。

　葉は桜ざくらはそれきり無言のまま階段を上ってくる。半ばまで歩を進めて、階上を塞ふさぐ学にふっと怪け訝げんそうな視線を向けた。

「学……？」

「なにか言うことないのかよ」

　押し殺した声で学は言った。葉桜は眉まゆ根ねを寄せた。

「なにかって？」

「ここ二日のおまえの行動、あの白びやく夜やとかいう子のこと、少しは説明してくれてもいいだろ。今け朝さだって何も言わずに出ていっちまうし」

　葉桜はやや居い心ごこ地ち悪そうに視線を逸そらした。白い顔を俯うつむかせ一言。

「ごめんなさい」

　と告げる。だが、その後すぐ彼女は信じられない言葉を漏もらした。

「でも……特に話すことはないわ」

　学は耳を疑った。ぽかんと口を開け彼女を見つめる。

「は……？」

　一体何を言われたのか、訳も分からず立ちすくむ彼の前で、葉桜は唇くちびるを結んだ。

「学が変に思うのは当然だし、私がおかしなことしてるのも分かってる。でも、今話せることは何もないの。ごめんなさい」

「なんだよ……それ」

　ふつふつと怒いかりが湧わき起こってくる。学はぎりっと奥歯を嚙かみしめた。

「ふざけるな。じゃあ昨日きのう言ったことはなんだったんだよ。『話があるなら明日あした』って、あれは噓うそかよ。その場限りのでまかせかよ」

「………」

「葉桜！」

　怒ど声せいが天井まで響ひびき渡る。葉桜はぎゅっと下唇くちびるを嚙みしめ、それから顔を上げた。

「学だって──私に話してくれないこと一杯あるじゃない」

「な……」

「一昨日おとといだってそう、黙だまってどこかに行っちゃったり、話しかけてもまともに返事してくれなかったり。ううん、一昨日だけじゃないわ。何考えてるのか分からないこと、今までもたくさんあった」

　寂さびしそうな目で言われて学は怯ひるんだ。口から喘あえぐような声を漏もらし、葉桜を見返す。

「いきなり何の話だよ。それとこれとは──」

「違う？　ううん、同じよ。学はね、自分の中に他人が入ってくることをとても嫌いやがってる。だから必要以上に自分を晒さらさない。腹を割って話をしない。いつも一枚鎧よろいをかぶって、どこまで話していいか、感情を出していいか考えてる。それが悪いと言うつもりはないわ。誰にでも立ち入って欲しくないこと、訊きいて欲しくないことはあるもの。今回はそれが私の方だっただけ」

「………」

「危ないことはしてないし、学まなぶに迷惑をかけるつもりもないわ。だから、しばらくこのままでいさせて。お願いします」

　彼女は頭を下げた。見ず知らずの他人にするような、仰ぎよう々ぎようしい礼だった。

　しばらくして、絶句する彼を押しのけるように葉は桜ざくらが歩を進める。気け圧おされるまま学は道を空けた。すぐ傍そばを葉桜が無言で通り過ぎていく。

　学は拳こぶしを握りしめた。混乱が体内を駆かけ巡っている。どうするべきか、何を言うべきなのか、判断がつかないまま、ただ葉桜との話を止めたくない思いがある。ここで会話を終えたら何かが終わってしまう、切れてしまう。そう思った瞬しゆん間かん、彼は口を開いていた。

「そういえば、昨日きのう茉まつ莉り花かさんが来たぞ」

　伝言を受けていた。だから伝えねば、その程度の何気ない台詞せりふだった。だが返ってきた反応は激げき烈れつだった。ばっと葉桜が振り向いた。強こわばった表情が学を見み据すえる。大きく見開かれた目に射貫くような光を認めて、彼はぎょっとした。

「話したの……？」

　かすれた声でそう囁ささやく。

　何を訊たずねられているか分からず学は混乱した。ややあって、白びやく夜やのことだと気づき首を振る。

「……何も言ってないよ。最近、おまえの顔を見ていないから連絡が欲しいって、そう言われただけだ」

「……そう」

　明らかにほっとした面おも持もちで葉桜が肩を落とした。それきり彼を顧かえりみることなく部屋に入っていこうとする。

「おい」

　学は細い背中に声をかけた。岸がん壁ぺきに石を投げつけているような気分になりながら、気になっていたことを訊ねる。

「明日あしたは学校に行くんだろうな」

　───。

　答えは「まだ、分からない」だった。

　扉が閉まる。そして、廊下はまた昨夜と同じ静せい寂じやくに満たされた。




　半ば予想していた通り、葉桜は翌朝も病院に出かけた。

　学校は欠席、夜も何時に帰るか分からないとのことだった。

　さすがに千ち紗さも異常に気づいたようで、登校前の食卓は重苦しい空気に満ちていた。朝食後一いつ旦たん自室に戻り出かける準備を整える。学まなぶは制服のネクタイを締めながら廊下に出た。葉は桜ざくらの部屋はひっそりと静まりかえっている。彼女はもう三十分以上前に身み支じ度たくをすませ家を出ていっていた。

　腕時計に視線を落とす。時刻は午前七時四十分、家を出るのは八時だからまだ少し時間がある。

　少し思い悩んだ末、彼は葉桜の部屋に赴おもむきドアノブに手をかけた。湧わき上がる罪悪感を抑おさえながら扉を開く。ごくりと唾つばを飲み込み、朝日の差し込む室内に足を踏ふみ入れた。

　一晩考えた。

　葉桜の言うことももっともだ。誰にだって立ち入って欲しくない領域はある。心配という言葉を免めん罪ざい符ふに、相手の心を土足で踏みにじるような行為は慎つつしむべきだ。もし葉桜が学の秘密を嗅かぎ周り白はく日じつの下に晒さらけ出そうとしたら、自分は間違いなく反発するだろう。だから彼女の言葉は正しい。それは分かっている。だが──

　学は下唇くちびるを嚙かみしめた。

　茉まつ莉り花かの名前を出した瞬しゆん間かん葉桜が見せた反応──あれは明らかに異様だった。怯おびえ、疑惑、不安、それらが混然一体となった表情。茉莉花は伯お母ばとして、アポストリ全体の指導者として敬愛すべき人物のはずだ。だがあの時の表情は、およそそうした相手に対するものでなかった。

　机の前に立つ。ダークブラウンの天板には昨日きのうと同じように冊子と写真が置かれていた。冊子は大判のアルバム帳で、写真はそこから取り出した物のようだった。

　ここ二日の彼女の異常と、この写真を結びつけるのはあまりに強引かもしれない。だが普ふ段だん神経質なほど几き帳ちよう面めんに部屋を片づける彼女が机の上を乱雑なまま放置している、そのこと自体既におかしかった。

　何もなければそれでいい。

　誰にともなくつぶやきながら、学は冊子に手をかけた。一枚、一枚めくりながら視線を落としていく。

　それは葉桜の子供時代のアルバムだった。ページの左上に、その時々の年齢が書かれている。筆跡はかっちりしたもので、ひょっとしたら彼女の父親の直じき筆ひつかもしれなかった。

　五、六歳頃の彼女は、まったくため息を吐つきたくなるほど愛らしかった。小さな顔に不釣り合いな程大きな目、瞳ひとみには星のような光が瞬またたき、きょとんとした表情でこちらを見ている。髪はこの頃から癖くせ毛げで、大きく波打ちながら細い肩にこぼれ落ちていた。柔やわらかそうな頰ほおがぷっくりと膨ふくれ、鮮やかな薔バ薇ラ色に染まっている。

　この写真を撮った人間は葉桜のことを余程愛いとおしく思っていたのだろう。どの写真も彼女だけを大きく写し、他の景色や人物は殆ほとんど写っていない。赤ん坊の彼女、四つ這ばいになって進む彼女、壁に摑つかまりながら歩く彼女。アルバムのページをめくるごとに、彼女に対する愛情が溢あふれ出してくるようだった。

　だが、成長の軌き跡せきは唐とう突とつに断たち切られた。

　アルバムの中程で写真がなくなっている。丁度八歳のところだった。そこから先、どれだけページをめくっても白紙が続いている。

　学まなぶは眉まゆをひそめた。

　葉は桜ざくらが八歳というと九年前のことだ。学が小学校に入った翌年、〈十じゆう字じ架か〉に学校があるなら丁度二年生くらいだろう。そんな時期に一体何が起きたのか？　怪け訝げんに思いページをめくっていくと、一枚の写真がひらりと宙を舞った。裏表紙に張りついていたのか、学は何の気なしにそれを捕つかまえ目の前にかざした。

　二人ふたりのアポストリが写っていた。

　一人ひとりは葉桜だろう。小学校低学年くらいで、ワンピースの上に黒のボレロを羽織っている。頭にはリボン付きのセーラー帽。何かの式に出るところなのか、やたらに緊張した面おも持もちで身体からだを強こわばらせている。

　横にいるのは背の高い金きん髪ぱつの女性だった。パンツルックで一見して快活な印象を受ける。彼女は葉桜の肩を押さえながら、腰を低くかがめてこちらに笑いかけていた。

　学は眉まゆをひそめた。その女性にどこか見覚えがあった。すっと通った鼻び梁りよう、すっきりした顎あごの線、柔にゆう和わに細められた二ふた重えの目。腰のあたりまで伸びた癖くせのない金きん髪ぱつ──、そこまで視線を走らせて学ははっとなった。

　あの少女だ。多た景け島しまで見かけた女の子、エメラルドグリーンの瞳ひとみを揺ゆらし、微笑ほほえみながら彼を見た少女。

　──白びやく夜や。

（……馬ば鹿か馬鹿しい）

　学は脳のう裏りに浮かんだ考えを振り払った。

　そんなことがあるわけない。確かに少し似ているものの年齢が全然違う。あの少女は七歳か八歳くらい、対してこの写真の女性は二十代手前、学より少し年上という感じだった。何よりもその目、この女性はアポストリらしく真しん紅くの双そう眸ぼうをしている。別人だ、間違いない。

　疲れているのだろうか──、神経がささくれ立っているから何でもないことまで関連づけてしまう。

　ほうとため息を漏もらし写真を置こうとした時だった。写真の裏側、白紙部分に何か書かれているのが見えた。アルバムと同じ角張った筆跡、一文字一文字丁寧に書かれた日本語の文章。




『愛する白夜と、僕らの愛まな娘むすめ葉桜に永久の祝福を　二〇一[image: えっくす]年四月[image: えっくす]日　〈十じゆう字じ架か〉にて』




　………。

　ひらりと、手から写真が落ちる。だが学まなぶはそのことにしばらく気づかなかった。それくらい衝しよう撃げきを受けていた。

　白びやく夜やという名前が記されていたこと、それがどうやらこの写真の女性らしいこと。その事実が彼の精神を徹底的に混乱させていた。だが何より彼にショックを与えたのは、次の言葉だった。

　──僕らの愛まな娘むすめ、葉は桜ざくら。

　僕らとは誰のことなのか。一人ひとりは筆跡の人物、おそらくこの写真を撮影した人間だろう。だがもう一人は？

　………。

　悩むまでもない、素直に考えれば白夜だろう。この写真の人物、長く美しい金きん髪ぱつを持った女性。そして多分、葉桜の──母親。

「……どういうことだ？」

　ぽつりと出した問いかけは、誰もいない部屋に拡散し空むなしく消えていった。







　第三話







　潑はつ剌らつとした人だった。

　手足は長く見事な八頭身体型。背中に流れ落ちる髪は枝毛一つなく、彼女が動く度さらさらと砂金のように煌きらめいた。明るい目元は理知的な光に彩いろどられ、いつも周囲を愉たのしげに眺ながめている。感情に喜き怒ど哀あい楽らくという要素があるなら、彼女には喜と楽しか存在しない。そう思わせるほど、彼女はいつも生き生きと光り輝いて見えた。

　身なりを整え黙だまっていれば、お伽とぎ噺ばなしの姫君といっても十分通用しただろう。だが葉桜は、彼女のスカート姿を見たことがなかった。常に動きやすいスラックスかジーンズ姿。背筋をのばし、きびきびした足取りで歩く彼女は姫君というよりお転てん婆ばな女性冒険家のようだった。もちろん周囲の格式張ったアポストリ達は、そんな彼女にいい顔をしなかった。

　あのやんちゃ娘ときたら──

　というのが〈夏エスターテ〉氏し族ぞくの重じゆう鎮ちん達の口くち癖ぐせだった。

　四よん・一いち八はちが終わるなり早々と共きよう棲せい相手を定め、評ひよう議ぎ会かいの仕事を名目に壁の外を飛び回り続けた。旅先で買い込んだ奇き妙みような風物──写真週刊誌や携帯ゲーム機──を〈十じゆう字じ架か〉に持ち込み、頭の固い長老達を卒倒させかけたこともある。

　また白夜か。

　そんな台詞せりふを何度聞いただろう。

　そう周囲がざわめく度、葉は桜ざくらは彼女が何をやらかしたのか、わくわくしたものだった。大体周りがそう騒さわぐ時に限って、彼女は葉桜にびっくりするようなプレゼントや土産みやげ話を用意しているからだ。

『ねぇ葉桜、昨日きのうすごいことがあったのよ。聞いてくれる？』

　目を閉じれば思い出せる、彼女の朗ほがらかな笑え顔がお。大きな瞳ひとみの奥に輝く開放的な灯あかり。

　白びやく夜や──母かあ様。

　葉桜はその名前を砂糖菓子のように、舌の上で転がす。口に出した瞬しゆん間かん、甘い思い出がいっぱいに広がり心を包み込んでいく。それくらい、白夜との思い出は幸せに満ちたものだった。

　もっとも白夜を取り巻く環境は、必ずしも明るいものでなかった。彼女は四よん・一いち八はちの戦災孤児であり、〈夏エスターテ〉氏し族ぞく内の後ろ盾だてを全くと言ってよい程持っていなかった。更さらに彼女の姉、茉まつ莉り花かが〈秋アウトウンノ〉氏族の実力者──評ひよう議ぎ長ちよう鶺せき鴒れいの養女になったこともある。嫉しつ妬とと疑念、蔑さげすみと畏い怖ふが彼女の周囲には渦うず巻まいていた。後から知ったことだが、〈夏エスターテ〉氏族の上層部より茉莉花の監視を打診されたこともあるらしい。

　だが白夜はそんな裏幕を一切見せなかった。

　彼女が話すのは、どこまでも広がる外の世界のこと。そこに暮らす何十億という人間達のことだった。

　平野を埋うめ尽つくす摩ま天てん楼ろう、青い裾すそ野のを長く引いた山々。雪の降る平原、通り雨の後、田園の上にかかる大輪の虹。

　この人はどこにでも行けるんだと思った。まだ〈十じゆう字じ架か〉を出られない自分と違って、地の果て海の向こう空の彼方かなたまで、あらゆるところに行ける。その白い手はこの世の全てを摑つかみ、宝石のような瞳ひとみに映せぬ景色はない。

　だから自分は言ったのだ。

　仕事でしばらく帰れないという彼女に、何か欲しい物はないかという彼女に。使い終えた香水瓶びんを手渡して。無む邪じや気きに、何一つその言葉の結末を考えることなく。

『海の水が欲しいの！』

　と。




　　　　＊




　暗い病室で葉桜は目を覚ました。

　いつの間にか眠ってしまったらしい。彼女は椅い子すに腰掛けたまま、上体をベッドに突っ伏していた。室内には灯あかり一つなく、窓から差し込む光だけがぼんやりと床を照らしている。今──何時だろう。頰ほおにかかる髪を搔かき上げながら、彼女は時計を見た。

　時刻は午後九時、もうすっかり夜だった。

（もう、こんな時間なんだ──）

　覚かく醒せいしきっていない頭でそう思う。日付や時間の感覚がひどく混乱していた。今が何曜日で、自分が何日病院に通っているかも判然としない。クラスの子達や学まなぶと多た景け島しまを訪れたのがひどく遠い昔に感じられる。

　自分は……一体何をやっているのだろう。

　学校を休み、学との会話を避け、息を潜ひそめるようにして病室でたたずんでいる。異常だ。今の自分は明らかにおかしい、それは誰に言われるまでもなく十分自覚している。

　だが、おかしいといえば目の前に眠るアポストリ、彼女はどうなのか。

　葉は桜ざくらはあどけない顔で眠る少女を見下ろした。小作りだが整った顔立ち、蕾つぼみのような唇くちびるからわずかに覗のぞく白い前歯。柔やわらかな曲線を描えがく頰ほおは陶とう器きのように艶つややかで白く透すき通っている。二ふた重えの目蓋まぶたはぴったりと閉じられ、黙だまって見ていると本当に生きているか心配になるくらいだった。ただシーツに包まれた薄うすい胸は規則的に上下し、彼女の生存を控えめに主張している。

　白びやく夜や──

　彼女はそう名乗った。母親の面おも影かげを残した顔で、やや甲かん高だかいが母親と同じ声こわ音ねで。

（そんなこと、あるはずない）

　理性ではそう思う。母親は死んだのだ。九年前、彼女の父親だった人間とともに。

　葉桜はその事実を茉まつ莉り花かから聞いた。母親の帰りを待ちわびる彼女に、茉莉花は沈ちん痛つうな面おも持もちで言った。

『葉桜、落ち着いて聞きなさい。白夜は、あなたのお母さんは──』

　その後の記憶は判然としない。耳を塞ふさぎ、差し伸べられた手をはねのけ、ただひたすら母親に会わせろと泣き喚わめいた。信じられなかったのだろう。あの母親が、どこにでも行って何でも手に入れてくる彼女が死んだなど到底受け入れられなかった。今に何事もなかった顔で帰ってくる。そう信じて、葉桜は食事も睡眠も取らず待ち続けた。

　やがて彼女は倒れた。疲労か心の衰すい弱じやくによるものか、とにかく彼女は高熱を出し病院に担かつぎ込まれた。

　気がついた時にはもう葬そう儀ぎは終わっていた。がらんとした病室で、彼女はベッドに横たわりぼんやりと天井を見つめていた。遺灰は湖に撒まかれ、いくつかの遺品だけが彼女のもとに戻ってきた。その中に空っぽの香水瓶びんを認めて、初めて彼女は母親の死を実感した。壁の外で仕事を済ませた後、海の水を持ち帰ろうとして反アポストリ派の人間に襲おそわれたのだという。その事実を知ったのは随ずい分ぶん後のことだが、とにかく母親がもう約束を守れないことだけは理解できた。

　もう一度泣いて、暴れて、自分が何か悪いことをしたのではと考え、神様に祈り、神様を罵ののしり、泣いて、叫さけんで、泣き疲れて黙だまり込んで。そういうことを何十回何百回と繰り返した挙げ句、彼女は全てを受け入れた。

　母親が死んだこと、彼女を殺したのが人間だったこと、その人間達と友好を築いていかなければいけないこと。それら全てを飲み込んだ。あたかも不慮の事故で刻まれた傷を受け入れるように。あるがまま、誰も恨うらむことなく、ただ胸を張って。

　全ては失った物が戻ってこないと知っていたから。一度無くした命が蘇よみがえらないと分かっていたから。だから彼女は強くあろうとした。悲しみにも憎にくしみにも流されないよう自分を抑おささえつけてきた。なのに、それなのに──

　すっと懐ふところから空の香水瓶びんを取り出す。冷えたガラスの感触を確かめながら葉は桜ざくらはもう一方の手で白びやく夜やの額ひたいを撫なでた。絹きぬ糸のような金きん髪ぱつがこぼれ、小さな耳たぶを撫でる。見れば見るほど母親に似ていた。何かの勘違いではと思いアルバムをひっくり返してみたが、久しぶりに見る写真は、目の前の少女が成長すればこうなるだろうと思わせる物ばかりだった。

　ずっと考え続けている。この少女は何者なのか。母親の名を騙かたる赤の他人なのか、見知らぬ血縁者なのか。考えあぐねた挙げ句、一つの可能性が脳のう裏りを過よぎる。もし、この子が本物の母かあ様だったら？　何かの事情で外見を違たがえているが、それでも紛まごう事なき彼女の母親だったら？

　考えてみれば葉桜は白びやく夜やの遺体を見ていない。口頭で死んだと聞かされただけだ。検死や葬そう儀ぎの準備で慌あわただしいから──、そういう話だったが今となっては真しん偽ぎを確かめる術すべもない。

　白夜は生きていた、その事実を茉まつ莉り花かは隠していた──、そう考えてみたらどうだろう。

　馬ば鹿か馬鹿しい。伯お母ば様がそんなことするわけない。

　だが、それなら目の前の少女はなんなのか。死んだはずのアポストリが生き返り、九年間誰の目にも留とまらず彷さ徨まよっていたというのか。

　思考がループする。同じことをいつまでも考え続けている。出口のない迷路をぐるぐる回っている気分だった。せめて目の前の少女から話を聞ければよかったが、彼女は葉桜の名前以外何一つ覚えていなかった。一いつ緒しよにいれば何か思い出すのでは、そう考え病院に通い続けてもう二日になる。明日あすまた学校を休めば伯母様に連絡がいくかもしれない。じわりと、焦あせりにも似た思いが胸の奥から湧わき上がってくる。

　もし、伯母様がこの子の存在を自分に隠していたのなら──

　嫌いやな考えが脳裏を過る。

　白夜の所在が分かった瞬しゆん間かん、茉莉花は彼女を連れ戻しにくるかもしれない。そして、どことも知れぬ〈十じゆう字じ架か〉の深しん奥おう、葉桜の目が届かぬ所に連れて行くかもしれない。

（……っ）

　何を──何を考えてるのよ、私は。

　荒い息を漏もらしながらベッドのシーツを摑つかむ。額にじっとりと汗が滲にじんでいた。動どう悸きが激しい。普通に呼吸しているのになぜか息苦しかった。

（今日きようは──もう帰ろう）

　そう思った。

　疲れているから、こんな恐ろしいことを考える。家に帰り少し眠って、それから今後のことを検討しよう。朝日の下で考えれば何か良い方策が思いつくかも知れない。

　白びやく夜やの頰ほおを撫なでシーツを引きあげる。床に置いたハンドバッグを取り上げ、腰を浮かせかけた時だった。

　人の気配がした。

　扉の外、廊下を誰かが歩いてきている。足音を殺し一歩、また一歩。にじりよるように気配が近づいてくる。

　葉は桜ざくらはぎょっと身体からだを強こわばらせた。気のせいか、一いつ瞬しゆんそう思ったが靴音は確かに聞こえている。看護師や巡回の医師──ではない。彼らなら足を忍ばせる必要はないはずだ。それは迷うことなく、確実にこちらを目指していた。

「……っ！」

　意識が覚かく醒せいする。不安や疑念が意識の隅に追いやられ、感覚が澄すみ渡っていく。彼女は椅い子すから立ち上がると扉の脇わきに張りついた。背中を壁につけ極限まで聴覚を研とぎ澄ます。足音は一人ひとり分、音が軽いからそれほど重装備ではない。歩幅はやや広め、警戒はしているがこちらの存在まで察知していない感じか。

　足音が近づく。それは部屋から数歩の距離に迫り、耳を澄まさなくても聞こえるレベルになっていた。葉桜はごくりと唾つばを飲み込んだ。カッ、とつんのめるような音を立てて気配が静止する。続いてドアノブを回す音、ゆっくりと内側に向けて扉が開いていく。

　人影が室内に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、葉桜は稲妻のような勢いで飛び出し背後をとっていた。腕を摑つかみ後ろ手にねじりあげる。もう片手を首筋に回し、前腕を喉のどに押しつけた。

「動かないで」

　彼女は耳元で囁ささやいた。衣服越しにがっちりした骨格が感じ取れる。アポストリではない。背の高い、人間の男性だった。喉元に当てた腕がざらざらした髭ひげの感触を覚える。長く真っ直すぐに伸びた髪が耳元を覆っていた。背中を向けているため顔はよく見えない。

「この子に何の用？　誰に頼まれたの？」

　男はわずかに身じろぎした。すっと首だけを傾かたむけてベッドに眠る白びやく夜やを見つめる。その余裕に満ちた態度が癇かんに障さわり、葉桜は両腕に力を込めた。

「答えなさい。素直に話さないと、腕の一本くらいはねじ切るわよ」

　葉桜の脅おどしが効きいたのか、男は顔を正面に戻し身体の力を抜いた。観念したか、そう思って気を弛ゆるめたのが誤りだった。

　男の左手、自由な方の腕がすっと動いた。ベルトのホルダーから黒い携帯電話のような物を取り出し、彼女の脇わき腹ばらに押しつける。瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな震動が身体からだを襲おそった。

「……っ!?」

　異様な痺しびれに全身を貫つらぬかれ、彼女は飛び退のいた。目の奥がチカチカする。顔の筋肉が痙けい攣れんし歯の根が合わない。暗い病室の中で青白い光が眩まばゆく明めい滅めつしていた。小さな爆竹が連続で破裂するような音、それにあわせて踊るように舞う火花。

　スタンガン──！

　気づいた時にはもう男は走り出している。横たわる白びやく夜やには目もくれず、扉を開け廊下に飛び出していった。

「待ちなさ……っ」

　追いかけようとして、葉は桜ざくらはその場にへたりこんだ。痺れが取れない、かなり強力なスタンガンだった。民生用ではない、おそらく対アポストリ用に電圧を引きあげた物だ。

「くっ……」奥歯を嚙かみしめながら身体を起こす。既に足音は遠ざかっていた。今から追いかけてももう間に合わないだろう。

　油断した。相手が人間だと思って甘く見ていた。

　人間でも、道具を使い技術を磨けば自分たちを傷つけられる。そんなことは二ヶ月前の件で十分わかっていたことなのに。

「ん……ううん……？」

　ベッドの方から気の抜けた声がした。白夜が上体を起こしている。ずりおちたシーツを押さえ、寝ね惚ぼけ眼まなこをこすりながら周囲を見渡していた。

「……どうしたのー？」

　舌足らずな声、葉桜は廊下に意識を残しながら彼女に寄り添った。

「なんでもない、なんでもないわ」

　白夜の頭を撫なでる。彼女はくすぐったそうに首をすくめた。葉桜は強こわばった笑えみを浮かべながら、内心で自分の甘さを痛感していた。

　疲れたから家に帰る？　病院に預けたからもう安心？　どれだけ自分はおめでたいのだろう。もし本気で白夜を連れ戻したいと思っている連中がいたら、彼らは些さ細さいなセキュリティなど気にもとめないだろう。人ひと気けのない時間を選び、装備を整え、迅じん速そくに目的を達するはずだ。

「はざくら……？」

　気づけば白夜の身体を抱き寄せていた。腕の中に小さな温ぬくもりが感じられる。かつて母親がしてくれたように、両腕と顎あごで包み込むように抱きしめる。白夜はやや窮きゆう屈くつそうに身をよじった。彼女が本物の母親かどうかは分からない。だが何かしら関係があるのは確かだ。母親と同じ名前・顔を持つ理由。あの島にたった一人ひとり、行く宛もなくたたずんでいた理由。それが分かるまで、自分は彼女を守らなければならない。

　だが、ここはもう安全でない。彼女を狙ねらう存在は遠からず十分な装備と人員を整えて襲しゆう撃げきしてくるだろう。自分一人ひとりで二十四時間それに備え続けるのは不可能だ。何か別の方法を取る必要がある。

　葉は桜ざくらは自問する。

　では、それはなんだ。




　空あいている時間は明日あした──火曜日の午前中しかない。

　そう言われて、学まなぶは躊ちゆう躇ちよせず学校を休んだ。相手は想像を絶する激務の中にいる。昨日きのうの今日きようでアポイントメントを取れたこと自体、奇き跡せきのようなものだった。

　担任には葉桜が体調を崩したのでその付き添いと告げてある。〈十じゆう字じ架か〉見学ではしゃぎすぎ風か邪ぜを引いたようだと。本人が聞いたら怒るだろうが、ことを大きくしないためだ。苦情は後でいくらでも受けてやる。

　時刻は午前十時、学は彦ひこ根ね城にいる。待ち合わせ場所のメモを確認しながら佐さ和わ口ぐちの櫓やぐらを抜け駐車場に自転車を駐とめた。土ど塀べいと濠ほりに挟はさまれた砂利じやり道を進み、右手に日本庭園の入り口を認める。古びた門もん扉ぴには臨時休業の札がかけられていた。

　辺りに人影がないことを確認し、学は園内に足を踏ふみ入れた。庭園は広くがらんとしている。周囲をぐるりと木々に囲まれ外の町並みは見えない。大きな池を中心に丘や川、それに数す寄き屋や造りの日本家屋が配置されている様子は、まるでこの庭園だけ数百年前から時間が止まっているようだった。

　学は古びた反そり橋を渡り築つき山やまの上──ひなびた茶室の前で立ち止まった。縁側の障しよう子じからうっすらと灯あかりが漏もれている。どうするべきか悩んでいると、中から柔やわらかな声が響ひびいてきた。

「どうぞ、お入りください」

　引き手を摑つかみ、わずかに開いた隙すき間まから中を覗のぞき込む。縦長の、こぢんまりとした和室だった。床とこの間には掛け軸が飾られ手前に白い花が一輪活いけられている。

　天井には和紙張りの照明がぶらさがり、室内を淡あわい光で照らしていた。その下に待ち合わせの相手が座っている。黒髪をおかっぱにした柔にゆう和わな顔立ち。半月型の瞳ひとみに知性の光を宿し、口元に穏やかな笑えみをたたえている。和装の童どう女じよ──茉まつ莉り花かだった。

「いらっしゃい、お待ちしてました」

　彼女はすっと一礼した。学は恐縮して彼女を押し止とどめた。

「いえ、こっちこそすみません。無理言って時間あけてもらっちゃって」

「構いませんよ。こういうことでもないとなかなか外に出られませんから。私も少し気分転換するくらいの気持ちで参りました」

　茉莉花はやや悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ「それに」と言葉を続けた。真しん紅くの双そう眸ぼうがすっと細まる。

「どうも──、お急ぎのようでしたし」

「………」

　学まなぶはぎゅっと唇くちびるを結び、座敷に上がった。茉まつ莉り花かの手前の畳たたみが四角く切り取られ釜かまのようなものが据すえられている。彼女は学が腰掛けるのを待って腰を浮かした。

「少しお待ちください。お茶をいれましょう」

　おかまいなくと言う間もなかった。彼女は襖ふすまの奥に消えると、両手に道具を携たずさえ戻ってきた。炉ろを挟はさみ学の斜はす向かいに腰掛け、慣れた手つきで茶ちや碗わんを並べ始める。

「どうしました？　ぽかんとした顔で」

　布のようなもので漆しつ器きを拭ふきながら茉莉花が言う。学は目をしばたたいた。

「あ、いえ……、茉莉花さんみたいな偉い人でも、こういうことするんだと思って」

「座って箸はしの上げ下ろしまでやらせていると、そう思われましたか？」

「そんなことは──」

　口ごもる学に茉莉花はくつくつと笑い声を上げた。並べた道具から、竹製の小さな匙さじを取り上げ器に置く。続けて釜のつまみを持ち上げると、ふっと白い蒸気が学の前に立ち上った。

「これも勉強すると、なかなか面白いんですよ。一つ一つの動作に無む駄だが無く、前の動きが次の所作に繫つながっている。そうですね……踊りなどと似ているかもしれません。上じよう手ずな方の作法は見ているだけで綺き麗れいなんですよ。どうですか学さんも？　この機会に少しやられてみては」

「俺おれは……無理です。こういうややこしいの苦手ですから」

「あら、意外になんとかなるものですよ。なんでしたら私がお教えしますし」

　どこまで本気か分からない台詞せりふを口にしながら、茉莉花は匙で粉末をすくい茶碗に入れた。湯を加え茶筅せんで泡立てる。ややあって彼女は学に向き直り茶碗を差し出した。一いつ瞬しゆんどうしてよいか分からず学は身を強こわばらせる。器に満たされた抹まつ茶ちやの表面を覗のぞき込んでいると、茉莉花が助け船を出した。

「そのまま普通に持ち上げて、飲んでいただければ結構です」

「………」

　器を持ち上げ口をつける。甘く、ほろ苦い香りが口の中を満たした。一気に飲み干し顔を上げると、こちらを見つめる茉莉花と目が合った。学は一瞬表情を強ばらせ、言うべき言葉を探した。

　ありがとう──じゃないよな。ご馳ち走そう様、でもないし。えっと、こういう時は確か──

「け、結構なお点て前まえで」

　硬かたい声で言った瞬しゆん間かん、茉莉花がくすりと微笑ほほえんだ。何か間違ったのか、不安げな表情でいると茉莉花は優しい眼まな差ざしを学に向けた。

「そんなにかしこまらなくても大丈夫ですよ。お茶というのはお客様にくつろいでもらうのが目的ですから。細かな作法は二の次です」

「はぁ……」

「もう一服いかがですか」

　茉ま莉つり花かは学まなぶの飲み干した器を手元に引き寄せた。「お願いします」と頭を下げて、学はやはり落ち着かない気分になる。くつろぐといっても、こんな仰ぎよう々ぎようしい道具に囲まれてどうしろというのか。まさか足を投げ出すわけにもいかない。

「それで──」

　二杯目の茶を点たてながら茉莉花が言った。手元の碗に視線を落とし、静かな声で問いかける。
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「今日きようはどういうお話でしたでしょうか」

　そうだった。学が学校を休み茉莉花を呼び出したのは、慣れないお茶と格かく闘とうするためではない。学は居住まいを正した。

「俺おれも、何がなんだかよく分かってないんですけど──」

　そう前置きして、学は話し始めた。

　三日前、学校の行事で多た景け島しまに出かけたこと。そこで白びやく夜やと名乗る少女と出会ったこと。それ以来葉は桜ざくらの様子がおかしいこと。そして、昨日きのう葉桜の部屋で母親の写真を見つけたこと──

　正直、今でも葉桜との約束を破ることには抵抗がある。だが茉莉花の名前を出した瞬しゆん間かんの、葉桜の怯おびえにも似た表情が気になっていた。

『あなたが間違ったことをしそうになったら止める義務がある』

　かつて葉桜はそう言った。それが共きよう棲せい者である彼女の義務だと。だとすれば自分も同じだ。あいつが道を踏ふみ外すのを黙だまって見ているつもりはない。だが、手持ちの情報はあまりに少なかった。周囲で何が起き、葉は桜ざくらが何を考えているのかも分からない。悩み抜いた末、彼は茉まつ莉り花かに相談することを選んだ。葉桜が何を心配しているとしても茉莉花なら悪いようにはしない。そういう確信があった。

　茉莉花は黙だまって学まなぶの話を聞いていた。瞳ひとみを閉じ俯うつむき加減になり、白い手を膝ひざの上に重ねている。一度だけ白びやく夜やの名前が出た瞬しゆん間かん、彼女の頰ほおがぴくりと震えた。だがその後は一切の表情を消して学の言葉に耳を傾かたむけている。

　全てを聞き終わってから、彼女はゆっくりと目を開けた。感情の読み取れない眼まな差ざしが真っ直すぐに彼を捉とらえる。

「白夜は死にました」

　彼女はそう言った。外の天気でも告げるような淡たん々たんとした口調だった。

「その子供が何者かは分かりません。ですが私の知る白夜──葉桜の母親は九年前に死亡しました。それは確かです。あの子の亡なき骸がらを確認したのは他でもない私ですから」

「それは──」

　学は言葉を無くした。眉まゆをひそめ、だがすぐ別の疑問に突き当たる。

「なら、なんで葉桜はあいつのことを隠そうとしてるんですか。母親の死が確実なら、名前が一いつ緒しよだろうが、葉桜のことを知っていようが別人に決まってるじゃないですか。警察に預けて何者かきちんと調べてもらえばいい。なのにあいつ、茉莉花さんにも内ない緒しよであの子を匿かくまって──。異常ですよ。あれじゃあ……あれじゃあまるで」

「母親が生きてたと、信じ込んでいるよう？」

　茉莉花の問いに学はうなずいた。彼女はふっと口元を弛ゆるめた。

「それは多分──、あの子が母親の死に顔を見ていないからでしょう」

「見ていない？」

　思わず訊たずね返していた。茉莉花はこくりと首しゆ肯こうした。

「ええ、白夜の亡骸は葉桜に見せないまま荼だ毘びに付ふしましたから」

「なんで──」

　学は面食らった。それじゃあ葉桜は母親に別れを告げることもできなかったのか。表情を強こわばらせる学の前で、茉莉花はふっと視線を落とした。

「──学さんは人を殺そうと思ったら、どうしますか？」

「なんですか、いきなり」

「いいから少し考えてみてください。人間を確実に殺そうとする時、学さんならどんな手段を考えつきますか？」

　重ねて問いかけられ、学は口ごもった。悩んだ末、思いついたことを口に出す。

「それは……首を絞しめたり、心臓を突いたり、とか」

「なぜですか？」

「なぜって……」

　心臓も呼吸もなしで生きられる人間などいないからだ。そう言うと、茉まつ莉り花かはうなずいた。

「そう、呼吸ができなくなれば人は死ぬ、心臓が止まれば生きていられない。当たり前の事実です。では相手が人間以外ならどうでしょう」

「………」

「何をすれば息の根を止められるか分からない。頭を砕くだけばいいのか。心臓は一つなのか、血をどれだけ流せば死ぬのか、どのくらいの時間呼吸を止められるのか。それが全て分からないとしたら、学まなぶさんはどうしますか」

　ぞわりと背筋を寒気が伝った。唐とう突とつに茉莉花の言いたいことが理解される。何をすれば殺せるか分からないなら、こちらはどこまでも肉体を破壊し続けるしかない。砕き、引き裂さき、押し潰つぶし、可能であれば細胞の一いつ片ぺんまでも燃やし尽つくす。血の気を失った彼に、茉莉花は柔にゆう和わな表情のまま言葉を継いだ。

「襲しゆう撃げき者達が白びやく夜やにしたことはまさにそれです。彼らも不安だったのでしょう。手を弛ゆるめればいつ目の前のアポストリが起き上がってくるか分からない。だから、その不安がなくなるまで彼らはあの子を傷つけ続けた。ひどいことになっていましたよ。元が綺き麗れいな子だったから特に──。とても、葉は桜ざくらに見せられる状態ではありませんでした」

「………」

「私は今でもあの時の白夜を、あの子に──葉桜に見せなくてよかったと思っています。あの子は白夜のことを大好きでしたし、変わり果てた姿を見たらきっと心に消えない傷を負ったと思います。ですが、そのせいであの子が母親の死を信じられないでいるとしたら。私達があの子のことを欺あざむいていると思われていたら」

「で、でも茉莉花さんがそんなことするわけないじゃないですか」

　茉莉花はふっと唇くちびるを弛めた。

「ええ。ですがあの子はそう思っていないのでしょう。あの子は、私が肉親の情や家族の絆きずなとは無縁の世界にいると知っています。何か公おおやけにできない理由で母親の死が隠された。そう考えているのかもしれません」

「そんな……」

　学は下唇を嚙かんで俯うつむいた。確かに彼の父や茉莉花は、政治に携たずさわる者として非情な決断を下すこともある。だが、いたずらに理由もなく周囲の人々を欺くようなことはない。彼はそう思っていたし、葉桜も同じはずだった。

　学は絞しぼり出すような声で言った。

「俺おれには……よく分かりません。あいつは確かに思いこみの激しいところもあるけど、基本的には冷静だし。感情に流されて周りの人間を疑うとか、そんなことないはずです。俺もあいつと同じ状況になったら混乱すると思いますけれど、だからっていきなり茉まつ莉り花かさんを疑い始めるとか……、そんなの……あいつらしくないです」

「あの子らしくない……ですか」

　茉莉花は小さな吐と息いきを漏もらした。

「そうかもしれません。でも、あの子は学まなぶさんが思っているほど強くありませんよ」

「……どういうことですか？」

「感情を律りつし、私情を廃し、使命感に燃え、いつも真っ直すぐに前を向いている。学さんから見た葉は桜ざくらはそんな感じでしょうか。でも、あの子も学さんと同じ十七の子供です。どんなに強い心を持っていても、全ての感情を捨て去ることなどできません。不信、猜さい疑ぎ、疑い、そうした当たり前の気持ちをあの子も持っています。もしそれが見えなかったとしたら、それは、あの子がそうあろうと努力してきたからでしょう」

「努力──」

　茉莉花はうなずいた。

「大切な物を失った時、人は無意識のうちに他の何かで埋うめ合わせようとします。足を失った人間が杖つえを頼るように。視力を失った人が聴覚を研とぎ澄すますように。あの子は母親を失った痛みを乗り越えるため、自らに過大な使命と責任を課してきました。それが、もし仮に失われたはずの物が戻ってきたとしたら」

　茉莉花は言葉を切った。沈ちん黙もくの帳とばりが室内に落ちる。学は彼女の言葉をじっと考え続けていた。

　死んだ人間が戻ってくる。そんなことはありえないはずだ。だが、そのありえないことが起こったらどうだろう。葉桜は変わってしまうのか。彼の知る真っ直ぐで理屈っぽい彼女、気き恥はずかしい正論を堂々と口にする彼女。それが、変質してしまうとしたら。

　嫌いやだ──と思った。

　たとえ悲しみから目を逸そらすための強がりだったとしても、学にとってこの半年一いつ緒しよにいた堅かた物ぶつで小うるさい少女こそ葉桜だった。いつだって真っ直ぐに正面からぶつかってきた彼女。そんな奴やつだったからこそ自分は、あいつを──

　ぎゅっと胸がしめつけられるように痛む。視界が揺ゆらぎ、足あし下もとの大地が抜け落ちていく気がした。あいつがいなくなったらどうなるのか、変わってしまったらどうなるのか。不安が増ぞう殖しよくし意識を埋うめ尽つくしていく。自分では制御できない感情の昂たかぶりに彼は狼ろう狽ばいした。

　沈黙する学の前で、茉莉花はほうとため息を漏もらした。

「話が脱線してしまいましたね。とにかく、その白びやく夜やという子供は葉桜の母親とは別人です。ただ、それをまともに言ってもあの子が聞き入れると思えませんから、まずは病院経由で調べてみましょう。お医者様はその子のことをアポストリと言っていたんですよね？」

「はい……」

「であれば、〈十じゆう字じ架か〉居住者の記録とも突き合わせてみましょう。その子の年齢は分かりませんが、生まれてから今まで痕こん跡せきがゼロということもないでしょう。時間はかかりますが、何か手がかりは見つけられるはずです」

　学まなぶは無言で頭を下げた。解決の糸口が見えたことにほっとする一方で、自分の無力さが痛感されてくる。この件について、今の学にできることは何もない。自分はあいつの心の闇やみに触ふれさせてもらうこともできなかった。自分がやったのはただ彼女の古傷を暴あばき第三者に知らせただけだ。半年近く一いつ緒しよに暮らし、あいつのことなら何でも分かっていると思っていた自分が恥ずかしかった。葉は桜ざくらにとって自分は一体なんなのか、どういう存在なのか。

　思い悩んだ挙げ句、彼は内心の思いを吐はき出していた。

「共きよう棲せいって……何なんでしょう」

　馬ば鹿かなことを訊きいたと思う。共棲が何か、そんなことは分かりきっている。異い種しゆ族ぞく間の相そう互ご理解、血と安全保障を媒ばい介かいとした相互依存関係。

　だが茉まつ莉り花かは微び笑しようを浮かべると、ふっと小首を傾かしげた。艶つややかな黒髪が音もなく揺ゆれる。

「私にもよく分かりません」

「分からない？」

　学は耳を疑った。冗談かと思ったが、茉莉花は困ったような眼まな差ざしで学を見ていた。

「宿やど主ぬしと寄き生せい者、守る者と守られる者、あるいは対等のパートナー──。口さがない方は捕ほ食しよく者や餌えさなどとも言いますが。その全てが正しく、また一方で全部を表していないと思います。たまに顔を合わせるだけの関係なら、例えば学校で一いつ緒しよにいるだけの間柄なら、あるいはそういう表面的な言葉で二人ふたりの繫つながりを説明できるかもしれません。ですが共棲者達は寝しん食しよくを共にし、公私の別にかかわらず行動を同じくします。小こ綺ぎ麗れいな正論だけですませられるほど疎そ遠えんな関係ではないでしょう」

「………」

「数多くのアポストリと人間がお互いの関係に悩んできました。自分たちは果たして友人なのか、恋人なのか、それとも契約関係にあるだけの赤の他人なのか。人間社会の常識で考えれば一番近い関係は夫婦なのでしょう。二人の人間が同じ屋根の下で暮らし、新しい命を育はぐくむ。そう考えればお互いのことをもっとよく知りたい、悩みがあるなら共有したいと思うのは当然です。ですが学さん、どれだけ共棲者同士が愛を育み、互いを慈いつくしみ、夫婦に近い関係を築いても、日本の法律は人間とアポストリの婚こん姻いんを認めません。なぜだか分かりますか？」

「さぁ……」

「父親が人間であっても、それ以外の生物であっても、アポストリから産まれるのはアポストリだけだからです」

　あ、と吐と息いきが漏もれた。言われてみれば確かにそうだった。学の異い母ぼ妹まい、星ほし祭まつりを見ても分かる通り、人間とアポストリの間に産まれた子はアポストリだ。ハーフのアポストリは存在しない。

「人間がアポストリのみを伴はん侶りよとすれば、生物としての種は途絶えます。そうなれば私達アポストリも番つがいを失い絶ぜつ滅めつの道を辿たどることになる。だからこそ共きよう棲せいは一定の期間で終了し、あなた方は普通の生活に戻ることが義務づけられています。そこにはもうかつての共棲相手は存在しない。いえ、存在してはならない。なぜなら──」

　その後の台詞せりふを茉まつ莉り花かは口にしなかった。だが学まなぶには彼女が何を言おうとしたのか分かった。星ほし祭まつりの母親──鶺せき鴒れいは、学達家族の前に一度として姿を現そうとしなかった。学が彼女と会えたのは全くの偶然、彼が父親の言いつけを守らず彼女の入院する病院を歩き回ったからだった。

　南みなみ方かた恵けい吾ご──鶺鴒の共棲相手。会いたくないはずはなかっただろう。だがそれを押し止とどめたのはおそらく恵吾の家庭、妻や子供に対する気遣いだ。かつての共棲相手の生活を壊こわしたくない、その思いが彼女を恵吾から遠ざけた。

　学は俯うつむいて下唇くちびるを嚙かんだ。

「なんだか……、すごく理り不ふ尽じんに聞こえます」

　何が理不尽なのか、よく分からないまま彼は言っていた。茉莉花は眦まなじりを弛ゆるめた。

「そうですね、多分共棲というのはひどく歪いびつな制度なのでしょう。だからこそ多くの共棲者達はお互いの関係に悩んでいる。丁度今の学さんと同じように」

「……俺おれはよく分かりません。葉は桜ざくらとどういう関係でいたいとか、あまり真ま面じ目めに考えたことなかったですし──」

「あの子のことが嫌いですか？」

　唐とう突とつに聞かれて、学は顔を上げた。

「ち、違います！　……って、それは別にあいつが好きだからとかそういうことじゃなくって、だから……その、とにかく今のあいつは危なっかしくて見てられないっていうか、なんとかしなきゃいけないと思って、それで……」

　真っ赤かになって俯くと、茉莉花はころころと鈴を転がすような声で笑った。

「あの子は幸せですね」

　そう言って、彼女はひどく優しい表情で学を見た。

「大丈夫ですよ、少し時間を置けばあの子も落ち着くでしょう。母親の死は、誰に言われなくてもあの子が一番分かっていることですから」

「そう……でしょうか」

「もちろん、その子供が何者かはきちんと調べます。その素す性じようが分かった上で、あの子にどう話をするかですね。その時はまた学さんにもご相談させてください」

「はい」

　うなずいた瞬しゆん間かん、外で人の気配がした。茉莉花は片方の眉まゆを持ち上げた。

「そろそろ時間のようですね。ごめんなさい、慌あわただしくて」

「いえ……、こちらこそありがとうございました」

　頭を下げて、ふっと思う。今まで茉莉花は他ひ人と事のようにアポストリと人間の関係を語ってきた。彼女自身はどうなのだろう？　誰か人間と共きよう棲せいをしたことがあるのだろうか。同じような思いを経験したのだろうか。

　そう訊たずねると茉まつ莉り花かはふっと口元を弛ゆるめた。いつものように優しい、だがどこか憂うれいを含んだ微び笑しようだった。

「私は共棲をしなかったんですよ。立場的な問題もありましたし、それに──」

「それに……？」

「私の恋は──決して叶かなわないものでしたから」

　え……？

　学まなぶは眉まゆをひそめた。だがその言葉の意味を訊ねるより前に、外で茉莉花の名前を呼ぶ声がした。ぽかんとする彼の前で、茉莉花は無言で立ち上がり障しよう子じ戸に向かい歩いていった。




　随ずい分ぶん長く話し込んでいたように思ったが、実際には家を出てから一時間程しか経たっていなかった。

　昼時にはまだ時間があり、腹も減っていない。かといって今いま更さら学校に行く気もしなかった。

　悩んだ挙げ句、一度帰宅することにした。茉莉花の言葉をじっくり考えてみたかったこともある。葉は桜ざくらの過去、母親の話、共棲という言葉の意味。それに茉莉花が最後に漏もらした一言。

『私の恋は──決して叶わないものでしたから』

　聞き間違いではない、確かにそう言っていた。あれは誰のことを言っていたのだろう。見知らぬ人間か、それとも──

　考えあぐねた挙げ句、学は首を振った。

　そんなことを思い悩んでも仕方がない。今考えるべきは葉桜とのことだ。

　経緯はどうあれ彼女との約束を破ってしまった。これをずっと隠し通すわけにもいかない。後になればなっただけ話しづらいし、噓うそを吐つき続けられる自信もない。幸い葉桜の事情も分かった。その辺りをうまく説明すれば彼女の警戒も解けるのではないか。

　楽天的に思う一方、それほど簡単にいくかという気もする。ただでさえ今の彼女はナーバスになっているのだ。話をした結果、余計追い込んでしまうことにならないか。いや、でもだからと言って──

　ぐるぐる考えているうちに自宅に到着した。扉を開け廊下に荷物を置いた瞬しゆん間かん、玄関に見慣れたロングブーツを認める。踵かかとの高い、女物の靴。

　葉桜、帰ってるのか？

　てっきり今日きようも遅くなるのかと思っていた。何かあったのだろうか──疑問に思いながら廊下を進んでいった時だった。

　唐とう突とつに両足が何か柔やわらかい物にぶつかった。身体からだを強こわばらせて足あし下もとを見下ろす。そこに、きょとんとした表情でこちらを見上げる小さな顔があった。

「………」

「………」

　しばらく見つめ合った後、最初に動いたのは子供──彼の足あし下もとにいる女の子だった。一杯に息を吸い込み、肩をすぼめ、天井に向かって、割れんばかりの声こわ音ねで叫さけぶ。

「どろぼー！」

「なにぃっ!?」

　想定外の台詞せりふに学まなぶは狼ろう狽ばいした。慌あわてて彼女から離れようとして、だががっちりと両足を抱かかえ込まれていることに気づく。彼女は床まで伸びた金きん髪ぱつを揺ゆらし、必死の形ぎよう相そうで叫び続けた。

「どろぼー！　どろぼー！　はやく、だれかきてー！」

「ば、馬ば鹿か！　大声出すな！　近所に聞こえるだろ。ていうか、手を離せ、離せってば！」

　なんとか彼女を黙だまらせようと口に手を当てる。瞬しゆん間かん、力一杯指を嚙かまれた。激痛が骨まで突き抜ける。彼は悲鳴を上げて今度は彼女の腕を摑つかんだ。懸命に引きはがそうとしていると、廊下の奥から呆あきれたような声がした。

「なにやってるの……？」

　女の子の動きが止まる。学まなぶは顔を上げた。

　廊下の奥に金髪の少女が立っていた。胸元の大きく開いたフレアカーディガンに膝ひざ丈たけのスカート、薄うす紅べに色の唇くちびるをぽかんと開けてこちらを見ている。

「葉は桜ざくら……」

　これはどういうことだ、そう問い詰めようとした時だった。女の子が頭を大きく後ろに引いたかと思うと、そのまま渾こん身しんの力を込めて彼の腹に頭ず突つきした。

「……っ!?」

　息が止まった。指を嚙まれた時とは別種の痛みがじわりと身体からだを満たしていく。悶もん絶ぜつする彼の前で、女の子が肩越しに振り返り叫ぶ。

「葉桜、いまのうち！　どろぼーつかまえて！」

「え、えええ？　あ、はい──」

「……っ！　は、はいじゃないだろ！　ふざけんな！」

　結局、そのドタバタは気を取り直した葉桜が女の子を引きはがすまで続いた。




「で……？　これは一体どういうことだよ」

　騒そう動どうが落ち着いた後、学達三人はリビングに移動した。机を挟はさみ込むようにして、学と葉桜は座っている。女の子──白びやく夜やはリビングの調度品が珍しいのか、目をきらきらさせて室内を走り回っていた。

　葉桜はばつ悪そうに視線を落としている。本人にも負い目があるのだろう。実際、今の学はひどい状態だった。手には歯形、ズボンにはほつれ、腹が痛むためやや前のめりになっている。満まん身しん創そう痍いだった。

「あの子を退院させようと思って」

　ぽつりと葉は桜ざくらが言った。

「もう具合も良さそうだから、いつまでも病院にいさせる必要はないかなって」

「？　成せい体たいのリハビリがどうしたとか、あの話はもう大丈夫なのか？」

「ええ……もう心配ない、と思う」

　妙みように歯切れの悪い言い方だった。だが、彼女が大丈夫というなら疑う理由もない。彼は片かた肘ひじを椅い子すの背に預けた。

「いいんじゃないか？　元から怪け我がもないって話だったし。で、記憶は戻ったのか？」

「えっと、それはまだ」

「じゃあ、三日前と同じじゃないか。どうするんだよ、記憶がないんじゃ親に連絡取ることもできないだろ。施設や警察に預けるの、おまえ嫌いやがってたじゃないか」

「ええ……そう、その、だからね、学まなぶ、これはお願いなんだけど」

　葉桜はすがるような目で学を見た。真しん紅くの双そう眸ぼうが不安げに揺ゆれている。彼女は躊躇ためらうように顎あごを引き言った。

「あの子、しばらくここに置いてもらえないかしら」

「……は？」

　学はぽかんと口を開けた。

　なんだそれは、なぜいきなりそういう話になるのか。

「冗談だろ？」

　だが葉桜は首を振った。スカートの膝ひざを摑つかみ、上体を乗り出すようにして学に詰め寄る。

「冗談でこんなこと言わないわ。お願い、学しか相談できる人いないの。この子をしばらく家にいさせてあげて。面倒は私が見るし、学には迷惑かけないから」

「迷惑かけないって、千ち紗ささんになんて説明するんだよ。しばらくしたら親おや父じだって帰ってくるんだぞ。その時なんて言うんだ？　島で拾ってきた子供を引取先が見つかるまで預かってます、そう言うのか!?」

「そ、そのあたりは上う手まくごまかせば。ほ、ほら、知り合いの子供とかなんとか言って──」

「ばれるに決まってるだろ！　どこの知り合いが期間も決めずに子供を預けるんだよ。しかもその噓うそは俺おれも口裏合わせることが前提だろ？　冗談じゃない」

「………」

　葉桜はぐっと唇くちびるを引き結んだ。学は荒い息を整え、口元を歪ゆがめた。猛たける感情を抑おさえつけ極力平静に言葉を紡つむぐ。

「だいたいおまえ、そこまで俺を巻き込むつもりなら、きちんと説明してくれるんだろうな。その子が何者か、なんだっておまえがそこまで面倒を見ようとしてるのか」

　それを聞けば、もう少し建設的な話ができる。茉まつ莉り花かの協力を得るよう促うながすことができる。だが葉は桜ざくらはしばらく沈ちん黙もくした後、首を振った。

「ごめんなさい、それはまだ話せない」

　瞬しゆん間かん、学まなぶはかっとなった。

　一昨日おとといの晩、彼女に拒否された時とは別種の怒いかりが身体からだを満たしていた。あの時はなぜ彼女が彼の手をはねのけたのか分からなかった。だが今は分かる。つまるところ彼女は彼を信用していないのだ。「学しか相談できない」などと言って、結局は頼るべき相手として認めていない。そのくせ白びやく夜やを家に置くとか、都合のいいところは利用しようとする。ふざけるなと思った。

「そうか、じゃあ俺おれも協力できないな」

「………！　学！」

「俺のこと信用してない奴やつを、なんで噓うそまで吐ついて助けなきゃいけないんだよ。大体、そんなに周りを騙だましてまで匿かくまうような相手かよ。いくら母親に似てるからって──」

　言ってからしまったと思った。葉桜の目が大きく見開かれ、ついで顔からすうと血の気が引く。

「なんで……それを」

　絞しぼり出すような口調でそう言った。学は顔を背そむけた。だが葉桜は掌てのひらを机に叩たたきつけて、椅い子すから立ち上がった。

「学！」

「………」

　居い心ごこ地ちの悪い沈黙が室内に満ちた。学はしばらく押し黙だまった後、やや開き直った口調で言った。どうにでもなれと思った。

「おまえの部屋にあった写真を見た」

「！」

「茉莉花さんにも話を聞いた。おまえとおまえの母親のこともな」

　葉桜の顔が蒼そう白はくになり、次いでのぼせたように赤くなった。ぎりぎりと眉まゆが吊つり上がり、唇くちびるの端はしがめくれる。彼女は憤ふん怒ども露あらわに学を睨にらみつけた。

「信じられない……、あれだけお願いしたのに。伯お母ば様には言わないでって。し、しかも人の部屋に勝手に入って、わ、わ、私の写真を」

「見られるのが嫌いやならきちんとしまっとけよ。あんなふうに置いてあったら気になるに決まってるだろ。大体、お願いしたって言うけどな。理由も言わず一方的に押しつけただけじゃないか。こっちが詳くわしく話を聞こうとした時は、眠いだの疲れただの言って取り合わなかったくせに。こういう時だけは被害者面づらかよ。ったく、ふざけんなって言うの」

「そういうふうにすぐ開き直って突っ走るから信用できないのよ！　自分の理屈ばっかり押し通して、私の気持ちなんか全然考えてくれない！　私だってね、ちゃんと説明するつもりだったわよ。でも今はまだ自分でも何がなんだかよく分からなかったし、あの子が何者かきちんと調べてから話すつもりだった。なんでそれまで待っていてくれないのよ!?」

「それまでっていつまでだよ！　気持ち気持ちって言うけどな、おまえこそ俺おれがどれだけ心配したか分かってるのか!?」

「分からないわよ！　学まなぶったら、いつもみたいに仏ぶつ頂ちよう面づらして怒ってただけじゃない！　ほら、今だって目つき悪いし、眉み間けんに皺しわ寄ってるし」

「これは生まれつきだ！　……って、ああもうとにかくだ。茉まつ莉り花かさんには事情を話して、あの子のことも調べてもらうよう頼んである。だからおまえはもうこの件に関わるな。あとは茉莉花さんに任せておけ」

「はぁ!?　なんでそんなこと学に決められないといけないのよ。わけが分からない。私がどうするかは私が決めるわ。学には関係ない」

「関係ないなら俺の家まで連れてくるなよ！　何言ってんだ、おまえ。もう少し考えてから物を喋しやべれよ、この馬ば鹿か」

「ば、馬鹿って何よ！」

「馬鹿だろ、一度で分からなければ何度でも言ってやる。この馬鹿、馬鹿、馬鹿」

「さ、三回も馬鹿って言ったわね！　……なんて侮ぶ辱じよく、こんな辱はずかしめを受けたのは初めてだわ。許せない、撤てつ回かいしなさい」

「嫌いやだね、馬鹿を馬鹿と言って何が悪い」

「ま、また馬鹿って言ったぁ！」

　気づけばお互い摑つかみかからんばかりの距離に詰め寄っていた。テーブルを挟はさみ、両の手を天板に突き、額ひたいが触ふれ合う程に顔を近づけている。可燃性の気体が、彼らの間に充満しているようだった。何か少しでもきっかけがあれば、それは火花と化して爆発の引き金になるだろう。

　学はぎりっと奥歯を食いしばった。青筋を立てた葉は桜ざくらを見る限り、彼女が折れる可能性は少ない。かといって学も引くつもりはない。今回ばかりは大概腹に据すえかねていた。

　摑み合い？　上等だ。そう思って、言葉を続けようとした時だった。

　視界をいきなり白い小さな手が塞ふさいだ。

「!?」

「なっ……！」

　呆あつ気けにとられて口を半開きにする。いつの間に現れたのか、学の右手、台所側に置かれた椅い子すの上に白びやく夜やが立っていた。薄うすい胸を張り、学と葉桜を押さえつけるように両手を伸ばしている。彼女は幼い顔を強こわばらせて、順じゆん繰ぐりに彼らを睨にらみつけた。

「葉桜」

「は、はい」

「どろぼう」

「はい……って、誰が泥棒だこら！」

　学まなぶの抗議に耳をかさず彼女はすとんと椅い子すに腰掛けた。腕組みをし、薄うすい唇くちびるをへの字に歪ゆがめる。そのまま首だけを回して彼らを睥へい睨げいした。

「けんかはいけません」

「は……？」

　学は目をしばたたいた。だが白びやく夜やは大真ま面じ目めな顔で言葉を続けた。

「けんかをしてもなにもかいけつしません。みんな悲しくなるだけです」

「いや、だから俺おれたちは別に喧けん嘩かをしてるわけじゃ──」

「くちごたえしない！」

　びっと指先を突きつけられた。押し黙だまる彼の前で白夜は葉は桜ざくらを見た。エメラルドグリーンの瞳ひとみがきゅっとすぼまる。

「葉桜、あなたからごめんなさい」

「わ、私!?」

　白夜はこくりとうなずく。葉桜は見て分かる程に狼ろう狽ばいした。

「わ、私は悪くないです。学が約束を破って伯お母ば様に話したりするから──」

「はぁ？　だからそれはおまえが挙動不審で、隠す必要もないこと隠してたからだろ」

「隠す必要があるとかないとか、なんで学に決められなくちゃいけないのよ！」

「決めつけてるんじゃなくて、単純におまえの様子が変だったって言ってるんだよ。その違いも分からないのか！」

「分からないわよ！」

「分かれ馬ば鹿か！」

「ま、また言ったわね！　馬鹿って言う方が馬鹿なのよ！」

「なんだと！」

「なによ！」

「どっちもわるい！」

　ばっさりと切り捨てられた。

　悄しよう然ぜんとする彼らの前で、少女はため息を一つ漏もらし、それからもう一度葉桜に呼びかけた。

「はざくら」

「………」

　葉桜は憤ふん懣まんやるかたない顔をしていたが、ややあってぎゅっと下唇くちびるを嚙かんだ。瞳ひとみに不満を残したまま、絞しぼり出すようにぽつりとつぶやく。

「ごめん……なさい」

　白夜は満足そうにうなずき、ついで学の方を見た。学はたじろいだ。

「お、俺もかよ」

「どろぼうも」

　だから泥棒じゃないって言うのに。学まなぶはため息を吐つきながら、ちらと葉は桜ざくらを見た。彼女は頰ほおを薔バ薇ラ色に染め、むくれた表情でこちらを見ている。なんだろう、何かほっとする自分がいた。気分屋で見栄っ張りで面倒くさいことこの上ない少女、だがそれは彼のよく知る葉桜だった。少なくとも夜闇やみの中、幽ゆう鬼きのような表情で彷さ徨まよっていた彼女ではない。

「悪かった」

　口に出した言葉は、半分以上本音だった。葉桜がやや驚いたように目を見開く。

　沈ちん黙もくする彼らの前で、白びやく夜やは結んだ唇くちびるの端はしを持ち上げた。年齢相応のあどけない表情に戻り「じゃー」と彼らの手首を摑つかむ。

「なかなおり」

　言って、学と葉桜の手を近づける。彼らは互いの様子を窺うかがいながら、やがてどちらからともなく手を握った。




「はい……、それで今二人ふたりとも家にいます。……ええ、……ええ、葉桜は落ち着いています。ただ、まだ少し頭を整理したいとかいうことで、茉まつ莉り花かさんには後で自分から連絡するって。……はい、……はい」

　むくれ顔の白夜をなだめ葉桜と一応の和解を遂とげた後、学は茉莉花に連絡した。午前中の話では茉莉花が病院に問い合わせることになっていた。退院の事実を伝えておかないとややこしいことになる。学の話を聞いて茉莉花は最初こそ驚いた様子だったが、事情を飲み込むと声を和やわらげた。

『安心しました。最初に学さんからお話を伺うかがった時は、どうなることかと思いましたけど』

「……心配かけてすみませんでした。それであいつ──白夜のことなんですけど」

　学は肩越しに振り返った。リビングの床に葉桜と白夜が向かい合わせで座っている。二人ふたりの間にはカラフルな大判の図面があった。居きよ留りゆう区くの地図を見せて、学の家がどこか説明しているらしい。

　学は声を潜ひそめた。

「葉桜の話だと、どうも襲おそわれたみたいなんです」

『襲われた？』

「はい」

　学はうなずき、葉桜から聞いた内容を説明した。病院で正体不明の人間に襲われたこと。その人物が高電圧のスタンガンなど、対アポストリ装備を整えていたこと。不意をつかれたとは言え、あの葉桜が手もなく取り逃がしてしまったこと。

『……そう……ですか』

　茉莉花は考え込むように沈ちん黙もくした。学は言葉を続けた。

「それで、葉は桜ざくらがしばらくあの子を手元に置きたいって」

『手元に？』

「ええ。つまり俺おれの家にってことなんですけど。なんか心配だから一いつ緒しよに行動したいらしくって。警察にまかせろとは言ったんですけど」

　学まなぶは言葉を切り茉まつ莉り花かの返事を待った。理屈で考えれば彼の方が正しい。テロリストや犯罪者があの子供を狙ねらっているとしたら学や葉桜だけではとても対応しきれない。専門の組織や人間に任せるのが一番だった。

　だが先ほどの白びやく夜やの様子、まるで本当の母親のように葉桜を諭さとす様子を見ていると、無理矢理引き剝はがすのも気が引けた。もちろん彼だって白夜が本物とは思っていない。だが二人ふたりの間には赤の他人同士とは思えない、絆きずなとでも言うべき物が感じられた。

　ややあって茉莉花の吐と息いきが聞こえた。静かな、だが迷いのない口調が学の耳じ朶だを打つ。

『分かりました。その子はしばらくそちらにお預けします』

「いいんですか？」

『どのみち調査の結果が出るまではまだ時間がかかりますから。念のため、警備の者に学さんのご自宅を警戒させましょう。それでしばらくは安心だと思います』

「……すいません、何から何まで」

『こちらこそ、不出来な姪めいがご迷惑をおかけして申し訳ありません。頑がん固こで頭の固いところもありますけれど、どうか見捨てないでやってください。あの子にとって学さんは本当に大切な存在でしょうから』

「そんなことは……」

　学は否定して、その後なんと言ってよいか分からず口ごもる。受話器の向こうで、茉莉花の微笑ほほえむ気配がした。その時、何かが騒そう々ぞうしい足音を立てて彼の下半身にぶつかってきた。

「どろぼー！」

　学は危あやういところで踏ふみ止とどまり、足あし下もとを睨にらみつけた。そこに、にかっと無む邪じや気きな笑えみを浮かべる白夜がいた。

『泥棒？』

「あ、いえすみません。こちらの話なんで」

「どろぼーもいっしょにあそぼー！」

「今忙しいんだよ。見れば分かるだろ。ほら、あっちに行って葉桜と一緒に遊んでろ」

「いそがしいふりだー」

「ふりじゃない！　おい、おい葉桜何やってるんだ。早くこいつ連れてけってば」

「はざくらー、どろぼーがふりんしてるー。おんなのひととでんわー」

『あら』

「あらじゃないです！　ていうか、どこでそんな言葉覚えてくるんだ！」

　学まぶたは悲鳴のような声を上げた。耳元で茉まつ莉り花かのくすくす笑いが聞こえる。彼は泣きそうになった。勘弁してくれと思った。




　その後も色々と騒そう動どうがあった。

　夕食の準備に来た千ち紗ささんが白びやく夜やを見つけて悲鳴を上げ、走り回る白夜が調度品を床に落とし、騒さわぎを聞きつけた警備のアポストリが家に踏ふみ込んできた。

　千紗に事情を説明し、警備のアポストリに謝罪して引き取ってもらい、割れて散らばった調度品を回収した頃には、すっかり日が暮れていた。

　さんざんはしゃぎ回って疲れたのか、食事が終わってすぐ白夜は眠りについてしまった。長い金きん髪ぱつを身体からだの下敷きにして両の手足を丸め縮こまっている。その様子はまるで黄おう金ごんのベッドに横たわる妖よう精せいのようだった。とりあえず空あいているベッドに寝かしつけリビングに戻る。学と葉は桜ざくらは、どちらからともなくソファに腰掛けた。どっと疲労がこみ上げてくる。学は両腕をソファの背もたれに預け、天井を仰あおいだ。言いたいことは色々あったが文句を言う元気もなかった。ややあって傍かたわらの葉桜がぽつりとつぶやいた。

「なんか……すごく疲れた」

「……おまえが言うな」

　うんざりした口調で言うと、葉桜は眉まゆ尻じりを吊つり上げた。

「なによ、私だけが悪いって言うつもり？」

「……自覚ないのか？」

「学こそ自分は全然悪くないって思ってるの？」

「なんで俺おれが悪いんだよ」

「なんで私だけが悪いって思うのよ」

「………」

「………」

　二人ふたりは一いつ瞬しゆんだけお互いを睨にらみつけ、それから面倒くさそうに視線を逸そらした。

「今日きようはもうやめよう。くたびれた」

「そうね……」

　葉桜はずるずると椅い子すから滑すべり落ち身体を傾かたむけた。姿勢を崩した拍子に、細い肩が学の二の腕に触ふれる。普ふ段だんなら抗議するところだが、学は何も言わなかった。シャツの生き地じ越しに葉桜の体温が感じられる。しばらく沈ちん黙もくした後、彼女は言った。

「私──、ちょっと変よね」

「いつも変だけどな」

　葉桜の視線が頰ほおに突き刺さる。学は顔を逸らしたまま押し黙だまっていた。葉桜はむくれたように唇くちびるを尖とがらせ、それからふっとため息を漏もらした。

「自分でも分かってるの。母かあ様が生きてるわけないって。だから何度もそうじゃない理由を探そうとして。目の色が違うとか年格かつ好こうが違うとか、そう自分に説明してたんだけれど。でもあの子と話していると、やっぱり似てるのよ。口調とか性格とか」

「あんなふうに説教好きだったのか？　その──おまえの母かあさんって」

　葉は桜ざくらは肩をすくめた。何かを懐なつかしむような表情で答える。

「説教好きっていうか……、黙だまって見守ることが苦手な感じね。言いたいことがあったら何でも言っちゃう感じ。それでよく共きよう棲せい相手にもたしなめられてた」

　ああ……と学まなぶは得とく心しんした。確かにあの子供──白びやく夜やはそんな感じだった。深く考えるより前に行動してしまうタイプ。自分の行動が悪い方向に転ぶとは考えてもみない前向きさ。

「ずっと、あの人みたいになりたいって思ってた。あんなふうに前向きで明るくて、世界に怖い物なんか何もないって思える人になりたかった。だから母様が死んだって聞いた時、とても信じられなかった。あの人が死ぬわけない、帰ってこないわけがない。そう思ってたから」

「………」

「私もね、あの子が母様だなんて思ってない。ううん、正直言うと一度はそう思いかけたけど。母様は死んだ、それは確かなことだから。だからあの子は別人で何かの偶然で私の名前を知ってるだけ。そう思おうとしたの、でも、でもね──」

　言葉が途切れた。学はついと葉桜の方を見た。彼女は顔を伏ふせ、肩を震わせていた。

「葉桜……？」

「ごめん……ごめんなさい……」

　スカートの上に置かれた拳こぶしがぎゅっと握りしめられる。その甲こうにぽたりと滴しずくが落ちた。一滴てき、二滴、続いてもうひとしずく。

「気持ちに整理がついたら、ちゃんとあの子のこと警察に届けるから。伯お母ば様にも謝りにいくから。だから、だから──」

　耳元で嗚お咽えつが響ひびく。学は鼻から息を抜くと、左肩に葉桜の重みを感じながら天井を見上げた。




　　　　＊




　どこからそういう話になったのかはよく覚えていない。

　白夜をショッピングセンターに連れて行きたい、そう葉桜が言い出した。

　危険だと学は言った。例の襲しゆう撃げき者は未だにその正体も知れない。今のところ学の周辺には現れていないようだが、ひょっとしたらまだ外で白夜を探し回っているかもしれない。茉まつ莉り花かから連絡があるまでは、可能な限り危険を冒すべきでなかった。

　だが妙みようなところから葉桜の援えん護ご射しや撃げきが出た。

　千ち紗さだった。

『学まなぶ様達が学校に行かれている間、あの子がどうなるかご存じですか？　机から天井の照明の紐ひもにですね、ぴゅーっと飛び移るんですよ。本当にこう、ムササビか猿さるのようにぴゅーっとですね。慌あわてて捕まえようとすると、今度は棚の上を走って廊下に逃げていってしまいまして。その後始末やら何やらで私、まったく仕事になりません。後ご生しようですからあの子を外に連れて行って、思う存分走り回らせてやってくださいまし。さもないと私、ペットショップで檻おりを買ってきて、あの子をぶち込んでしまいそうです』

　そう鬼き気き迫せまる表情で言うので学としても反論のしようがなかった。

　それに加えて葉は桜ざくらが『いい加減自分のお下がりではなく白びやく夜やの服を買ってあげたい』と言い出した。確かに白夜は同年代の子供と比べても肩幅が狭せまく、歩く度に肩紐ひもがずり落ちている。フリルやレースのついた服をぞろぞろと着崩している様子は、お世辞にも見み栄ばえが良いと言えなかった。

　何度か話し合った挙げ句、学は根負けした。今度の休日、日用品の買い出しに白夜を連れて行こう。そういう話でその日は決着した。

　──四日後。

　学と葉桜、それに白夜はショッピングセンターへの道を歩いている。

　学は白夜の右手を握らされていた。左手は葉桜が押さえ、二人ふたりで挟はさみ込むようにして白夜と並んでいる。学にしてみればきわめて不本意な情景だが、この元気の塊かたまりのような少女は手を離した瞬しゆん間かん、風のように走り去ってしまう。余程家の中で体力をもてあましていたのか、彼女は目を輝かせて周囲を見渡していた。

（こういうところは、葉桜とそっくりだな）

　学はため息混じりにそう思った。

　母親であるはずないのに。血の繫つながりなどない、赤の他人のはずなのに。気づけば学は二人の間に共通点を見つけている。陽ひの光を浴びて煌きらめく金きん髪ぱつ、興奮するとむずむず動く口元、宝石のような瞳ひとみに瞬またたく好こう奇きの灯ともしび。

「どろぼー、あるくのおそい」

　咎とがめられて意識が引き戻される。気づけば彼一人ひとり遅れた形となっていた。慌あわてて歩調を速め白夜の横に並ぶ。眉まゆ根ねを寄せ、傍かたわらの彼女に囁ささやきかける。

「その、泥棒って言うのやめろってば。人聞き悪いだろ」

「どろぼーはどろぼー」

「………」

「でも、どろぼーはそんなにわるいひとじゃないとおもう」

「……そりゃどうも」

　諦あきらめ気味に嘆たん息そくして顔を上げる。

　最初多た景け島しまで会った時の印象が薄うすかったのか、あるいは彼女の記憶力に問題があるのか、白夜は彼のことを全く覚えていなかった。彼女にとって学まなぶは自宅に突然現れた泥棒であり、葉は桜ざくらの喧けん嘩か相手だった。

　自宅で再会して以来、何度となく名前を覚えさせようとしたが結局上う手まくいっていない。それでも泥棒と認識されているだけマシかもしれなかった。千ち紗さなど、未だに「知らないオバサン」扱いである。

　彼は首周りを覆うマフラーを引きあげながら、顔を上げた。

　土曜日のショッピングセンターは混雑していた。クリスマスを来週に控え、店てん舗ぽのあちこちがイルミネーションで彩いろどられている。サンタ姿の店員が入り口脇わきに控え、来店した客に何かを配っていた。

「あのひと、なにしてるのー？」

　白びやく夜やが目を大きく見開きながら、店員を指さす。学は「ん」と目をこらした。

「チラシか……福引き券じゃないか。どうせ、いくら以上買わないとクジ引けないとかそういうのだろ」

「ほしー！」

「いや、だからあれだけもらっても、意味が……」

「ほしー！」

　聞いていない。

　渋い顔でたたずむ学に、葉桜は澄すました視線を向けた。

「いいじゃない。どうせ服買うんだし、何回かクジ引けるくらいは買い物するでしょ」

「まぁ、そりゃそうだけど」

「葉桜、あれほしー」

「はいはい、じゃあもらいに行きましょうね」

　そう言って、学の答えを聞くことなく入り口に歩いていく。学はため息を吐ついて後に続いた。

　メリークリスマースと、脳天気な声が彼らを迎えた。自動ドアの周囲はごてごてした電飾とデコレーションに覆われている。サンタ姿の店員はずり落ちかけた帽子を持ち上げ、白夜を見下ろした。白夜はにかっと笑えみを浮かべ片手を差し出した。

「ちょうだい！」

「はぁい、ちょっと待ってねー」

　付け髭ひげの奥から外見不相応に若い声が漏もれる。店員は足あし下もとの袋からチラシを取り出し、白夜に手渡した。派手な印刷の紙面を手袋に包まれた指がなぞる。

「五百居留区円毎Ｋに一個スタンプね。五個集まったら一回福引き券として使えるよ。商品は一等携帯ゲーム機、二等が折り畳み自転車で三等が商品券。お嬢ちゃんなら四等の特製クリスマスカードがいいかもねー」

「それ、外れだろ」

「細かいこと気にしない。はい、じゃあ無くしちゃダメだよ。特別に三枚あげるから、パパとママにいっぱいおねだりしてねー」

「……っ！」

「!?」

　予期せぬ爆弾発言に学まなぶと葉は桜ざくらは凍こおりついた。顔面を引きつらせたまま、言葉もなく立ち尽つくす。だが店員はそんな彼らの異常に気づいた様子もなく、次の接客を始めていた。

「………？　どうしたの？」

　白びやく夜やが不思議そうに彼らを見上げる。

　学は心音の高鳴りを感じながら葉桜を見た。彼女は真っ赤かになって俯うつむいている。学はわざとらしい咳せき払いを一つ漏もらした。びくりと、葉桜の細い肩が震える。

「ほら、行くぞ。立ち止まってたら邪じや魔まだろ」

「え……ええ」

　そのまま、彼らは視線を合わせることなく店内に歩きだした。




　子供服売り場は店に入って左手奥、玩具・文具コーナーの手前にあった。明るい照明の下、小柄なマネキンやカラフルな服が並べられている。周囲を行き交かうのは親子連ればかりで、学はひどく落ち着かない気分になった。先ほどのサンタ──店員の言葉もある。自分達が周囲からどう見えているか、考えるだけでも気が滅め入いった。せめて学生服でも着ていたら見え方も違っただろうが、私服ではある程度誤解されてもしょうがない。

　もっともそのあたりを気にしているのは彼だけのようで、葉桜と白夜は売り場に入るなり目の色を変えていた。

「ツイードのワンピにベルベットのリボン、ファーつきのボレロもいいかしら。わ！　このブルゾン素敵。フードもついてるし、なんかパッチワークっぽくて可愛かわいい」

　黄色い声を上げながら、売り物の服を取り上げては白夜に合わせ、戻してはまた新しい服を摑つかんでいる。学は呆あきれ顔で彼女に呼びかけた。

「おい、そんないくつも買う訳じゃないだろう。あれもこれも持ってくるなよ」

「いいじゃない、ちゃんと戻すんだし。せっかく買ってあげるんだから、一番似合う奴やつを選ばないと」

　葉桜はそう言って白夜の腕に上着を何着か載のせた。そのままコートと帽子を摑み彼女を試着室に連れて行く。後から巻き尺を持った店員が慌あわてて追いかけていった。

　学はぼりぼりと頭を搔かいた。

　考えてみれば、葉桜と服を見に来るのは初めてだった。彼女は〈十じゆう字じ架か〉から山ほど服を持ってきていたので新しく買う必要もなかったのだ。だが今日きようの入れ込み具合を見る限り、これは相当の買い物魔まと見るべきだった。千ち紗ささんとは「来週簡単なクリスマスパーティーでも開くか」と話していたが、下へ手たにクリスマスプレゼントなんて単語を出さない方がよいかもしれない。あいつのことだ。張り切った挙げ句、とんでもない額の品物を準備しかねない。

　まぁ──、あいつの場合は逆に何もらっても喜びそうだけどな。

　学まなぶは口元を歪ゆがめる。

　自分の年代で一般的なクリスマスプレゼント。なんだろう。アクセサリー、服、映画か何かのチケット。ぬいぐるみ──はダメだ。買いに行く自分が想像できない。

　どうもイメージが湧わかない。考えてみればこんなことで頭を悩ませた記憶がなかった。母や妹が生きていた時はプレゼント交換もやったが、あの時の自分は小学生だ。今とはプレゼントの金額も内容も違う。

　紅茶なんかはどうだろう。あいつの好物だし、乏とぼしい予算でもそれなりのものが買えそうに思える。せっかく買い物に来たのだし帰りに少し見に行くか。そう思って食品売り場に視線を走らせた時だった。

「どろぼー！」

　元気の良い声が背後で響ひびいた。

　ざわりと周囲の買い物客がこちらを見る。学は喉のどの奥から唸うなるような声を上げて背後を顧かえりみた。だからその呼び名はやめろ、そう言うつもりだった。だが後ろを振り向いた瞬しゆん間かん、彼はぽかんと口を開けた。

　人形かと思った。

　緑のカットソーに白のベスト、ベージュのニットキャスケットから豊かな金きん髪ぱつがこぼれ、小さな肩と背に流れ落ちている。白い頰ほおは林りん檎ごのように赤く染まり、大きく見開かれた二重ふたえの眼まなこがこちらを見上げていた。

　彼女は両手を広げ、学の前でくるりとターンしてみせた。

「にあう？」

　そう言って小首を傾かたむけた。

　学はごくりと唾つばを飲み込む。似合うどころではない。いっそ蠱こ惑わく的と言ってよいほどの愛らしさだった。

　言葉もなく立ち尽つくしていると、横から肩をつつかれた。気がつくとすぐ傍そばに葉は桜ざくらが立っている。彼女は眉まゆ根ねを寄せこちらを睨にらみつけていた。

「ちょっと、何か言ってあげてよ」

　そう耳元で囁ささやかれる。学は瞬まばたきを一つ、やや寄り目勝ちに視線を彷さ徨まよわせた後、もう一度白びやく夜やを見下ろした。彼女は期待に満ちた表情でこちらを見上げている。

「あー」と唸うなって頰ほおを搔かき、彼はわずかに目線を逸そらしながら言った。

「ま、悪くないんじゃないか」

「やったー！」
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　白びやく夜やは両手を挙げて軽くジャンプ、そのまま店員の所に走っていき「これください」と言い放った。「お支払いは？」と聞かれ、躊ちゆう躇ちよ無く学まなぶを指さす。

「待て！　先に値段見せろ！」

　慌あわてて駆かけ寄り値札を確認した。葉は桜ざくらの選んだ服だ。どれほど高額な品物か分かったものではない。だが、値札の金額は意外に常識の範囲内だった。安あん堵どのため息を一つ、靴や小物をいくつか追加して会計をすませる。

　三枚のスタンプシートは一いつ瞬しゆんで埋まった。




　一度休きゆう憩けいを挟はさみ、それから福引きをしに行こうと話し合った。一階のフードコートは満員だったので二階の休憩スペースに移動する。駐車場手前のエリアにベンチや子供向けの遊具が置かれていた。彼らはその一つに腰掛け買ってきたジュースに口をつけた。

　選んでもらった服が大層気に入ったのか、白びやく夜やは購入したものをそのまま身につけている。

「どろぼー、にあう？」

「ああ、似合う似合う」

　もう何度目かになるであろうやりとりを繰り返す。かなりおざなりな返事になっているが、それでも白夜は嬉うれしいらしい。学まなぶの言葉を聞く度にぴょんぴょんと跳はね回っている。

　そんな彼らを見て、葉桜がふっと口元を綻ほころばせた。

「そうしてると、なんか本当の親子みたいね」

「なにいってるんだ」

　眉まゆ根ねを寄せて睨にらみつける。葉は桜ざくらは肩をすくめた。

「ごめんなさい。でも、なんかちょっと懐なつかしい感じがしたから。自分が、母かあ様の共きよう棲せい相手に甘えてた時のこと思い出して」

「甘える？　おまえが？」

　真顔で問い返すと、葉桜はかっと顔を赤らめた。狼ろう狽ばいも露あらわに身体からだを乗り出す。

「こ、子供の時の話よ！　今じゃないわよ」

「わ、わかったから迫せまるな。ほら、ジュースこぼれる、ていうか、こぼれてる！」

　傾かたむいた缶からジュースがこぼれ彼女の鞄かばんに落ちていた。ベージュのキャンバス地に染みが広がっていく。葉桜は慌あわてて鞄を取り上げ、ハンカチで表面を叩たたいた。

「手に物持ったまま暴あばれるから──」

「うぅぅ」

「ほら、トイレ行って水で拭ふいてこいよ。今なら染みにならないだろ」

「え、ええ、でも」

　葉桜は躊躇ためらいがちな表情を浮かべた。ちらと横目で白びやく夜やを見つめる。彼女はブーツについたポンポンを引っ張って遊んでいた。

「こいつなら俺おれが見てるから。早く行ってこいって」

　葉桜はまだ迷った様子で学まなぶと白夜を見つめていたが、諦あきらめたように腰を浮かせた。「すぐ戻ってくるから」と告げトイレの方に歩いていく。

　ややあって白夜が顔を上げた。周囲を見渡した後、きょとんと学を見み据すえる。

「葉桜はー？」

「すぐ戻ってくるよ。しばらく俺と留守番」

「どろぼーとふたりきりかー」

「……嫌いやなのかよ」

　ふてくされ気味に言って、組んだ足の上で頰ほお杖づえを突く。だが彼女はにんまりと笑った。

「どろぼーのことはすきだよ」

　ぶっ、と口に含んだジュースを吹き出しそうになる。ちょっと待った。今、なんて言った？こいつ。咳せき込みながら顔を向けると、彼女は邪じや気きのない表情で続けた。

「知らないおばちゃんも好き、葉桜はもっと好き」

「……ああ、そう。そういうことね」

　嘆たん息そく混じりに言って視線を逸そらす。彼は残りのジュースを飲み干してベンチの上に置いた。

「おまえさ、好きならせめて名前くらい覚えてあげろよ。知らないおばちゃんはないだろ。あの人は千ち紗ささんだ」

「知らないおばちゃん！」

「で、俺おれは学まなぶ」

「どろぼー！」

　だめだ。

　うなだれる彼の横で、彼女はまた靴の飾り紐ひもに気を取られている。本当にこいつの記憶はどうなってるのだろう。多た景け島しまでの一件も覚えていないようだし、それ以降の記憶もいまいち頼りない。

　葉は桜ざくらのことだってそうだ。覚えているのは顔と名前のみ。過去の記憶──どういう経緯で知り合ったのか、どうやって名前を知ったのかもさっぱり分からない。葉桜は心配ないと言ったが、やはり何かの病気かもしれなかった。落ち着いたら、もう一度病院で調べてもらった方がよいかもしれない。

「まなぶ？　どうしたのー？」

「なんでもないよ。ちょっと色々考えてただけだ……って、え？」

　学は目をしばたたいた。いつの間に立ち上がったのか、白びやく夜やが彼の顔を覗のぞき込んでいる。二ふた重えの眼まなこに探さぐるような光があった。

「おまえ、今なんて言った？」

「んー？」

「俺のことだよ、今なんて呼んだ？」

　白夜はこくりと首を傾かしげ、唇くちびるの下を人差し指で押し上げた。

「まなぶ？」

「………」

　どう返してよいか分からず口ごもる。聞き間違いではないか、そう思ったが確かに彼女は彼の名を呼んだ。じわりと、驚きが胸を満たしていく。覚えてくれたのか、自分の名前を。

「そう、そうだ、学。じゃあ家にいるおばさんは？」

「知らないおばちゃん！」

　そっちはダメなのか……。自信満々に胸を張る彼女の前で学は肩を落とした。まぁいい。まずは一つ彼の名前を記憶に残せた。あとは徐じよ々じよに覚えさせていけばいい。千ち紗さの名前を教えて、茉まつ莉り花かさんのことを教えて、彼女の名前がどういう意味を持つのか知らせていけばいい。そうして初めて彼女は家族の一員になれるのだ。亡き母親の面おも影かげなど関係ない、ただの子供として。

（……って何を考えてるんだ俺は）

　学はぶんぶんと首を振った。

　葉桜の気が済んだらこいつは警察に引き渡す。そのはずだろう。家族の一員とか、そんな馬ば鹿かなこと。

　だが自分と葉桜の間に白夜がいる、一いつ緒しよに食事をして三人で買い物に出かける。そのイメージは奇き妙みようなほど鮮やかに彼の脳のう裏りを満たしていた。

　唇くちびるを歪ゆがめ、鼻から息を抜く。

　なんだろう、クリスマスの雰ふん囲い気きに浮かれているせいか、妙みようなことを考えてしまう。葉は桜ざくらと暮らすだけでも大変なのだ。この上、子供──しかもアポストリが増えるなどとても許容できそうにない。だというのに、自分は一体何を考えているのか。

　その時、カツカツと硬かたい靴音が近づいてきた。葉桜が戻ってきたのか。少し気持ちを切り替えねば、そう思い顔を上げて彼は目を見開いた。

「ああ、やっぱり君かぁ。遠くから見てそうじゃないかと思ったんだけど」

　細身の男性が立っていた。唇に薄うすい笑えみを浮かべ、こちらを見下ろしている。ギンガムチェックのシャツに明るい色のスーツ、磨き込まれた革かわ靴が鮮やかな光を放っていた。

「水み無な瀬せさん……？」

　学なまぶはきょとんとした表情で男の名を呼んだ。

　まだ居きよ留りゆう区くにいたのか。彼と出会ったのは先週の土曜日。駅の封ふう鎖さもとっくに解除されている。あれから一週間近く何をしていたのか。だが、水無瀬は彼の疑問を読み取ったように言葉を継いだ。

「出張の予定が伸びてね。どうせ居留区を出られないならって、新しい仕事押しつけられちゃったよ。いやだね、サラリーマンって。君は……買い物かい？」

「ええ……まぁ」

　わずかに身じろぎして白びやく夜やに視線を落とす。彼女は背中を彼に預け、靴のポンポンを弄いじっていた。この状態は一体端はたからどう見えるのだろう。案の定じよう、水無瀬は頓とん狂きような声を上げた。

「その子は娘さん？」

「違います」

「でも、君の共きよう棲せい相手と同じ金きん髪ぱつだし、年齢的にも──」

「違いますったら違います」

「まぁ、最初のうちは照れくさいもんだよね」

「怒りますよ」

　学は水無瀬を睨にらみつけて、小さく息を吐はいた。

「例の子ですよ。ほら、多た景け島しまで見つけて病院に運び込んだ。今、うちで預かってるんです」

「その子が……？　へぇ」

　水無瀬は興味を引かれたように言って、白夜の前にしゃがみこんだ。眦まなじりを弛ゆるめ、柔にゆう和わな表情で語りかける。

「初めまして。学君の知り合いで水無瀬と言います」

　白夜はちらりと水無瀬を一いち瞥べつし、すぐ顔を俯うつむかせた。それきり興味を失ったように靴紐ひもを弄もてあそんでいる。水無瀬は頭を搔かいた。

「人見知りなのかなぁ」

「そんなことないはずですけど……、ほら白びやく夜や、挨あい拶さつしろよ。挨拶」

　だが白夜は学まなぶに対する態度が噓うそのように素っ気ない表情をしている。ひょっとしたら本当に人見知りなのかも。そう思ってもう一度声をかけようとした時だった。

「その子から離れなさい！」

　切り裂さくような声が周囲に響ひびき渡った。辺りの人間がぎょっと顔を上げる。エスカレーターの脇わき、吹き抜けの傍かたわらに金きん髪ぱつの少女が立っていた。赤い瞳ひとみを吊つり上げ、厳しい表情でこちらを見み据すえている。その表情には一いつ片ぺんの余裕もなく、殺気に近い空気が周囲に渦うず巻まいていた。

「葉は桜ざくら……？」

　学はぽかんと口を開けた。一体、あいつは何をそんなに激げつ昂こうしているのか。周囲を見渡し理由に気づく。白夜の前にしゃがみこみ、彼女と顔を突き合わせている男──水み無な瀬せ。

「ああ葉桜、違うんだ。この人は水無瀬さんと言って俺おれの──」

「離れなさい！　聞こえなかったの!?」

　葉桜の視線は彼を通り越し、水無瀬ただ一人ひとりに向けられている。彼女は水無瀬が動かないのを見るや、つかつかと摑つかみかからんばかりの勢いで歩み寄ってきた。その迫力に押され、水無瀬が飛び退のく。両手を挙げ、敵意がないことを示すように掌てのひらを見せた。

「ごめん、なんか怒らせちゃったかな。変なことするつもりはなかったんだ。ただあんまり可愛かわいかったんで少し挨拶できればと思って──」

「消えなさい、今すぐ」

　葉桜の声は凍いてつくように冷たかった。水無瀬は助けを求めるように学を見て、彼が沈ちん黙もくしているのを見るや肩をすくめた。唇くちびるを引き結び、何度かうなずいてみせる。

「オーケー、分かった。学君、邪じや魔まして悪かったね。機会があったらまた食事でも行こう。じゃあ」

　そう言って、ジャケットの裾すそを翻ひるがえし人混みに消えていく。学はしばらく呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送っていた。ややあって我に返り葉桜に向き直る。

「おい、何考えてるんだ！　いきなりあんなこと言って。おまえ、あの人が誰か知ってるのか!?」

「知らないわ」

「だったら！」

　激げつ昂こうする学に、葉桜は刺すような視線を向けた。瞳ひとみの奥に冷えた光がある。彼女は抑おさえた口調で言った。

「聞いて学。私はあの男が誰か知らない。でも、つい最近良く似た雰ふん囲い気きの人間を見かけたことがあるの」

「良く似た……人間？」

　葉桜はうなずいた。

「ええ、今週の月曜日、病院でね」

「！」

　学まなぶは絶句した。今週の月曜日、それは白びやく夜やが家に来る前日のことだった。

「まさか、あの人が白夜を襲おそった相手だっていうのか!?」

「確証はないわ、あの時は顔もよく見えなかったし。でも、一週間に二回似たような人間を見かけて、それが両方とも白夜に接触してるのよ。関係ないと思う方がどうかしてるわ」

「それは……でも」

　学は口ごもった。確かに葉は桜ざくらの懸け念ねんは分かる。水み無な瀬せとの出会いが自然なものだったかと問われれば、それは自信がない。ただ、彼が葉桜との戦せん闘とうを切り抜けたとも思えなかった。あんなに茫ぼう洋ようとして線の細い人物が、果たして本気のアポストリとやりあえるものだろうか。

　………。

　まぁいい。とりあえず水無瀬はいなくなった。次に接触する時注意すればいいだけだ。それより葉桜だ。彼女はトイレに行く前と別人のように気を張り詰めていた。その様子は先週末、病院に通い詰めていた時の彼女にも似ていた。

　やはり……まだ引きずっているのか。

　九年前の事件、茉まつ莉り花かへの疑ぎ心しん。母親が生きていたのではという希望、そしてそれがまた失われるのではないかという不安。

「なぁ、葉桜」

　とりあえず落ち着かせようと声をかけた時だった。奇き妙みような違和感に襲われて学は眉まゆをひそめた。何かあるはずのものがない、存在するはずのものが欠けている。そんな違和感だった。

　しばらくして彼は気づいた。緑のカットソーに白のベスト、ベージュのニットキャスケットをかぶった金きん髪ぱつの女の子。彼のことを「まなぶ」と呼んだ少女がいない。

「おい」と学は硬かたい声を上げた。遅れて葉桜も気づいたのか、表情が先ほどにも増して強こわばっていく。

「白夜は──どこだ？」




　脳のう裏りを過よぎった最悪の事態は、彼女がさらわれたというものだった。

　水無瀬に気を取られている間、別の人間が白夜に近づき拉ら致ちした。悲鳴は聞こえなかったから麻ま酔すいのような物を使われたのかもしれない。

　葉桜の焦しよう燥そうは凄すさまじかった。人混みをかき分け、階段を飛び降り、血走った目で白夜を捜さがす。怪あやしそうな人間は容よう赦しやなく捕まえ、白夜の居場所を質ただした。しまいに警備員がやってきて彼らは押し止とどめられた。当然だろう、鬼き気き迫せまる表情で走り回るアポストリは周囲の買い物客を騒そう然ぜんとさせていた。

　事情を説明し、捜そう索さくを再開するまで十分と少しかかった。再開の条件として警備員が一いつ緒しよに捜さがすことを義務づけられた。一階に二人ふたり、二階に一人ひとり。学まなぶ達は二階の捜そう索さくに加わった。屋上駐車場に出て、停車した車の間を見て回る。

　どのくらい時間が経過しただろう。一いつ緒しよに捜していた警備員が「あっ」と声を上げた。駐車場の縁ふち、琵び琶わ湖を望む柵さくの向こうに小さな人影が立っていた。長い金きん髪ぱつが風に揺ゆれ、きらきらと光り輝いている。

　学達は全力で走って彼女のもとに行き着いた。

「白びやく夜や！」

　叫さけびながら周囲を見渡す。辺りに人影はない。彼女はただ一人ぼんやりと湖を見つめていた。

　柵さくを乗り越え彼女の横に降り立つ。膝ひざを突き視線を顔の高さに落として、外傷がないか確認した。怪け我がはない。着衣の乱れや汚れもない。彼女は先ほどベンチで一緒にいた時のまま、天使のような愛くるしい姿でたたずんでいた。

　彼はほうっと息を吐ついた。

「ったく、心配させるなよ。なんだってこんなところに来たんだ？」

　ため息混じりに言うと、白夜はゆっくり彼の方を見た。二ふた重えの目がぱちぱちと瞬またたき、細い首が不思議そうに傾かしげられる。

　そして彼女は言った。

「あなたは……だぁれ？」







　第四話







　四よん・一いち八はち末期のことについては、正直あまり思い出したくない。

　相次ぐ敗報と増ぞう援えん要よう請せい、戦線は各所で崩ほう壊かいし復ふく讐しゆうに燃える人間達が日々刻々と〈十じゆう字じ架か〉に迫せまっていた。

　その頃の茉まつ莉り花かはまだ成人前で、政治や軍事とは無縁の世界に暮らしていた。それでも周囲に立ちこめる陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きは肌感覚として確かに感じ取れた。捕ほ虜りよとなったアポストリに人間達が何をするか。恐ろしげな噂うわさがどこからともなく聞こえてきた。銀の槍やりで串くし刺しにされ、息絶えるまで放置されるとか。両手両足を千ち切ぎられ高温の炎で焼き尽つくされるとか。そのうちの半分は根も葉もない噂で、残りの半分は紛まごうことなき真実だったが、当時の茉莉花には両者の違いを判別する術すべもなかった。ただ彼女は自分達が戦いをしかけた相手が恐ろしく獰どう猛もうで、少々の技術レベルの優位など消し飛んでしまう程厖ぼう大だいな戦力差があることを知った。

　自分たちは死ぬのだろう。そうぼんやりと思った。この異い邦ほうの地で誰に看み取られることもなく、存在した痕こん跡せきが亡くなるほど徹底的に根絶され消しよう滅めつさせられるのだろう。実際にはこの時まさに南みなみ方がた恵けい吾ごとその共きよう棲せい者──鶺せき鴒れいによる必死の和平工作が動いていたのだが、それを彼女が知るのは随ずい分ぶん後のことになる。少なくとも何らかの破は滅めつが近づいているのは、彼女だけでなく当時〈十じゆう字じ架か〉にいるアポストリ達全員の共通感覚だった。

　だがそんな中ただ一人ひとり彼女の妹──白びやく夜やだけは、いつもと変わらぬ明るさを保っていた。外に出たいと言っては大人おとな達に止められ、たまに〈十字架〉を抜け出しては周囲を大騒さわぎさせていた。

　特に彼女が気に入っていたのは彦ひこ根ねの町だった。住人こそとうの昔に避難していたが、そこには人間社会の風物がほぼ無傷で残されていた。四よん・一いち八はち初期のアポストリによる猛もう攻こうで、ほとんど戦場になる暇いとまもなく自じ衛えい隊たいが引きあげてしまったこともある。商品が残ったままの店てん舗ぽ、整備された史し跡せき、人ひと気けのない駅、その全てが白夜の散歩場だった。

　なぜそんなことをしているのか。一度訊たずねたことがある。

　白夜は朗ほがらかに答えた。

『だって、戦争はいつか終わるでしょ。そうしたらこの星の人達と一いつ緒しよに暮らしていかなきゃいけないんだもの。彼らのことを早めに知っておいて損はないわ』

　衝しよう撃げきを受けた。戦争が終わった後──二つの種族が共存する未来を見み据すえている彼女に。勝利と敗北、その二つ以外の選択肢を示した彼女に。

　この子は自分より遙はるかに強い。そう思った。周囲に流されず、明確なビジョンを持ち、その実現に向けて行動している。それに比べて自分という姉のなんと情けないことか。しっかりしなければ、自分は無力な子供だが何もできないわけではない。学び、見て、準備を整え、やがて来たる終結に備えるのだ。大人達が倒れた後、次にこの世界を背負うのは自分達なのだから。

　実の姉に多大な影えい響きようを与えたと気づいた様子もなく、白夜はたまに〈十字架〉を抜け出しては死ぬほど怒られ、ほとぼりが冷めた頃また出かけることを繰り返していた。

　そんなある日、彼女が珍めずらしく神しん妙みような顔つきで茉まつ莉り花かのもとに現れた。例によって彦根の町から連れ戻されてきたところだった。さては謹きん慎しんでも申しつけられたか。そう思って慰なぐさめると彼女は首を振った。眉まゆ根ねに皺しわを刻み、ひどく思い悩んだ表情で問いかけてくる。

　それはとても奇き妙みようで、そして不可思議な質問だった。




「ねぇ姉ねえ様。私達、従姉妹いとこや姉妹しまいなんていないわよね？」




　──その十九年後、彼女は南みなみ方かた学まなぶという少年に同じ問いを受ける。

　彼女の姪めい──葉は桜ざくらに従妹や妹はいなかったのか、と。




　　　　＊




「千ち紗ささんコート取って。弁当はテーブルの上に置いといてもらえればいいから。ってうわ！　もうこんな時間!?　やばっ完全に遅刻だ」

　ネクタイを締しめながら学まなぶは慌あわてた口調でそう言った。

　月曜日の朝、登校前の食卓は慌ただしい空気に満ちている。運びかけた弁当を一いつ旦たんテーブルに置き、千ち紗さがコートを持ってきた。学に袖を通させながら心配そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「今日きようは休まれてもいいんじゃないですか？　昨日きのうも遅かったみたいですし」

「……そういうわけにもいかないよ。ただでさえ最近休みがちだったんだから」

　学は努めて淡たん々たんと言った。実際は疲労が泥のように溜たまっている。ここ二日間まともに眠っていなかった。原因は考えるまでもない、──白びやく夜やだ。

　ショッピングセンターから帰って以来、彼女は別人のように口数が少なくなっていた。千紗の顔も忘れ一時は家に入ることさえ嫌いやがっていた。唯ゆい一いつ葉は桜ざくらのことは覚えていたが、それも顔と名前を辛かろうじてという程度だ。ここ二日間、彼女は終始怯おびえた表情で葉桜にしがみついていた。

　なんとか記憶を取り戻せないか、そう思って声をかけ続けた。多た景け島しまでの出会い、病院への搬入、三人でショッピングセンターに行ったこと──。だが今のところ回復の兆きざしはない。白夜の記憶は、まるで消しゴムでもかけたように真っ白になっていた。

　葉桜の焦しよう燥そうは見ていていたたまれなくなるほどだった。おそらく一昨日おとといから一睡もしていないはずだ。しがみつく白夜に声をかけ、怯えないよう言い聞かせ、食事や入浴の世話をし続けている。本音を言えば今日きようは学校を休ませたかった。だが、このタイミングで外に出なければ葉桜はずっと白夜から離れないだろう。いくらアポストリがタフでも無限に気を張り続けることはできない。無理にでも連れ出し、気持ちを切り替えさせたかった。

　学は鞄かばんを持ち上げるとテーブルから弁当を取り上げた。一つは自分の、もう一つは葉桜の分だった。

「それじゃあ行ってくるよ。あいつの──白夜のこと頼むよ」

「はい」

　こくりと、不安そうな面おも持もちで千紗がうなずく。三日前の白夜ならともかく、今の彼女を世話するのはかなり骨が折れるはずだ。正直、半日くらいなら外で待機しているアポストリ達──警備スタッフに預けてよい気もする。だが葉桜の心情を考えるとそれも躊躇ためらわれた。

　弁当を鞄に入れ廊下に出る。階段下まで歩いて行き、二階に向かって叫さけんだ。

「おい、葉桜。何してるんだ、遅れるぞ」

　返事はない。学は眉根を寄せ二階に上っていった。葉桜の部屋に到着し、開いた扉の隙すき間まから中を覗のぞき込む。いつまで準備してるんだ、早くしろよ──そう言おうとして彼は凍こおりついた。

　カーテンは閉めきられ、室内は薄うすぼんやりした明かりに満たされていた。部屋の中心に葉桜が座っている。逆光のせいか、細いシルエットだけが朝陽ひに淡く浮き上がって見えた。その肩に何かがのしかかっている。真っ黒な影──幽ゆう鬼きを思わせる闇やみ色の塊かたまりが彼女の背後にあった。影の中央に浮かび上がるのは鬼おに火びのようなエメラルドグリーンの灯ともしび。それがじっと、こちらを睨ねめつけている。

　ぞくりとした。思わず後あと退じさりかけた瞬しゆん間かん、葉は桜ざくらがこちらを向いた。

「あ、学まなぶ」

　聞き慣れた声が耳じ朶だを打つ。学は我に返った。瞬まばたきを数回、改めて目をこらし葉桜の傍そばに白びやく夜やの姿を認める。金きん髪ぱつの少女は葉桜の肩に両手を絡からめ、暗い表情を学に向けていた。

「……学校、もう出ないと遅刻だぞ」

　動どう悸きを鎮しずめながら口に出す。葉桜は困ったように白夜を見た。

「……離してくれないのよ、さっきから何度も言い聞かせてるんだけど」

「どうするんだよ。いつまでもそうしてる訳にはいかないだろ」

　葉桜は苦悩も露あらわに眉まゆをひそめた。しばらく押し黙だまった後、抑おさえた声で囁ささやく。

「……もう少し言い聞かせて、それで駄だ目めなら千ち紗ささんに引き取ってもらうわ。学は先に行ってて。二人ふたりそろって遅刻するのもよくないし」

「今、引き取ってもらうんじゃ駄目なのか？」

　白夜の様子を見る限り、大人おとなしく言うことを聞くようにも思えない。なんだかんだで離れられず学校を休むのでは、そんな危き惧ぐが胸の奥に生まれる。だが葉桜はきゅっと唇くちびるを結んだ。

「ちゃんと、話をしておきたいの」

　強い意志を含んだ声が薄うす紅べに色の唇からこぼれる。学は諦あきらめた。ため息を漏もらしながら、弁当を床に置く。

「わかった。じゃあ学校には少し遅れるかもって言っとくから、後からちゃんと来るんだぞ。いいな」

　念を押して学は部屋を出た。出がけに一度だけ葉桜を振り返る。その背後に相変わらず白夜が影のように寄り添っていた。暗い瞳ひとみ、能面のように感情の無い顔、輝きを減げんじた髪が大きく床に広がっている。

　学は背筋に冷たい物を感じた。なぜだろう、見慣れた顔立ち、容よう姿しのはずなのにその少女はひどく得え体たいの知れない存在に思えた。学は視線を振り切るように足を速める。気のせいか、緑色の瞳がいつまでも彼の背中を追いかけているように思えた。




「あ、おはよう、南みなみ方かた君」

　学校に到着し、教室に入るなり声をかけられた。

　明るい色の髪をポニーテールにまとめた女子生徒が、教卓の横に立っている。やや小作りだがぱっちりした目鼻立ちの少女──委員長だった。

「ああ」

　学は軽く手を挙げて挨あい拶さつした。ここのところバタバタしていたせいで、まともに会話できていない。先々週、社会科見学に誘われたのがひどく遠い昔に思えた。

「あの、その……元気かな？」

「ん……、まぁそれなりにって感じかな」

　適当に答えながら学まなぶは自席に向かった。朝のホームルームを間近に控えた教室は、駆かけ込んでくる生徒達で騒そう然ぜんとしている。学は机の脇わきに鞄かばんを置くと中身を収納棚に移し替えた。気づくと、すぐ後ろに委員長がついてきていた。何か物言いたげな表情でこちらを見ている。

「どうした？」

「あ、あの……葉は桜ざくらさんは、今日きようは？」

　上目遣いに問いかけられる。

　学は一いつ瞬しゆんだけ考えて、委員長の言いたいことを理解した。心配しているのだろう。彼女が無理矢理社会科見学に誘ったせいで、葉桜と学の間に何かあったのではないかと。そういえばあれ以来葉桜は学校を休みがちになっている。気にするのも当然だった。

　学は言葉を選びながら答えた。

「あいつは遅れてくるよ、ちょっと今け朝さは家で用事があったから」

　用事──、なんとも空々しい言葉だ。

　実際のところ今の自分達にできることは何もない。白びやく夜やはショッピングセンターに行く前のことを全て忘れてしまっていた。学のこと、千ち紗さのこと、どういう経緯で彼の家に来たか。あのベンチで彼と最後に交かわした言葉が何だったか。

　一体何があったのか、どうしてこんなことになったのか、学はずっと考え続けている。あの時、葉桜が水み無な瀬せに食ってかかった時、白夜から目を離さなければよかったのか。彼女の手を摑つかんでいればよかったのか。

「あの……南みなみ方かた君？」

　心配そうに委員長が彼の顔を覗のぞき込んだ。瞳ひとみに探さぐるような色がある。

「もし私達のせいで何かあったなら話を聞かせてくれない？　聞いて何かできるものじゃないとは思うけど──」

「いや、だからそういうんじゃないんだ。見学会のことは関係ない。あれとは全然別の話だ」

「でも……」

「いいから気にするなよ。見学会はあいつ喜んでたよ。楽しかったみたいだし」

　少なくとも途中までは、という台詞せりふを学は飲み込んだ。委員長に咎とがはない。もし当初の予定通り見学会が行われていれば、こんなことにはならなかったはずだ。〈十じゆう字じ架か〉の港に上陸し、弁当を食べ、葉桜の得意げな蘊うん蓄ちくを聞いて引きあげる。そうすれば今だって見学会の思い出話で盛り上がれていたはずだ。そう、あの奇き妙みような封ふう鎖さのせいで多た景け島しまに上陸していなければ──。

　委員長はまだ納得していない様子だった。硬かたい表情のまま言葉を続けようとする。

　その時、教室の前方がわっとざわめいた。学と委員長は同時に顔を上げた。黒板の横、入り口の手前に眩まばゆいブロンドの輝きがある。頭身の高い細身の少女──葉は桜ざくらだった。

　あいつ、休まずに学校来たのか。安あん堵どする一方でクラスメイト達の反応を怪け訝げんに思う。今いま更さら何を驚いているのか。怪訝に思いつつ瞳ひとみを凝こらし、葉桜の横に小柄な影を認める。長い金きん髪ぱつを背中に垂たらした女の子、エメラルドグリーンの双そう眸ぼうを揺ゆらし、不安そうに葉桜のスカートを摑つかんでいる。

「白びやく夜や……？」

　学まなぶはぽかんと口を開けた。なぜあいつがここに？　というか葉桜が連れてきたのか？

　慌あわてて席を立ち、人混みを搔かき分けるようにして教室の前に出る。困惑気味の葉桜に近づき顔を寄せた。

「何考えてるんだよ。こんなとこまで連れてきて」

「連れてきたんじゃないわ、気がついたら付いてきてたのよ」

　葉桜は弱り切った口調で言った。ちらりと足あし下もとの白夜に視線を落とす。

「途中で千ち紗ささんに迎えに来てもらおうと思ったんだけど、電話をかけようとしたら暴れ出して。家に連れて帰ろうとしても言うこと聞かないし、しょうがないからここまで連れてきたのよ」

「そ、そんなこと言ったってどうするんだよ。授業は」

「………」

　葉桜はばつ悪そうに沈ちん黙もくしている。学としても彼女を責めたところで仕様がないことは分かっている。だが、このまま白夜を教室に留とめ置くわけにもいかない。いやそれ以前に、この状況を周囲の連中にどう説明すればいいのか。

　案の定じよう、甲かん高だかい嬌きよう声せいを上げ人垣から飛び出してきた女子生徒がいる。委員長だった。

「わ、わ、わ！　なにその子！　ちょっと、やば！　可愛かわいい！」

　そう言って、結んだ髪を揺ゆらし白夜の前にしゃがみ込む。瞳を輝かせながら、彼女の白い顔を覗のぞき込んだ。

「綺き麗れいな目、宝石みたい。髪もさらさらの金髪だし……って、え？　あれ？　金髪？」

　委員長はぱちぱちと瞬まばたきして葉は桜ざくらを見た。彼女の豪ごう奢しやなブロンドを眺ながめてから、もう一度白夜を凝視する。委員長は怯おびえた表情で学まなぶを振り返った。

「ちょっと……南みなみ方かた君、早すぎ」

「何がだ！　っておい、距離を取るな！　首を振りながら後あと退ずさっていくな！」

　必死の形ぎよう相そうで彼女を呼び止める。学は眉まゆ根ねに皺しわを刻み、唸うなるような声を上げた。

「委員長も知ってるだろ、あの多た景け島しまにいた子だよ。ちょっと事情があって今うちにいるんだ」

「事情……ねぇ」

　委員長はにやけ顔で学と葉桜を見ている。

「で、葉桜さんに懐なついてここまで付いて来ちゃったと、そういうわけ？」

「ええ……」

　葉は桜ざくらが申し訳なさそうに答えた。

「ごめんなさい、すぐ連れて帰るから。どうしても無理なら保健室に連れていくし。なんとか授業の邪じや魔まにならないようには──」

「いいんじゃない？　授業一いつ緒しよに受けちゃえば」

「……は？」

　学まなぶは耳を疑った。傍かたわらの葉桜もぽかんと口を開けている。

「だってその子が南みなみ方かた君の家にいるのって、病院に付き添ったのがきっかけでしょ。だったら、南方君と葉桜さん──二人ふたりだけにその子を押しつけちゃった私達の責任でもあるし。今からでもクラス全員で面倒見たっていいと思う」

「いや、でも先生が──」

「先生だって分かってくれるはずよ。その子を見つけた時、先生もそばにいたんだし」

　そばにいたかどうかは関係ないだろ。そう突っ込みたくなるが委員長は自信満々な様子だった。周囲のクラスメイトはどう思っているのか、あの見学会に参加していない生徒だっているはずだ。そう考えて見回すと、あろうことか彼らは一様にうんうんとうなずいていた。女子に至っては「可愛かわいいからいいんじゃない？」など、よく分からない相づちを打っている。

　呆ぼう然ぜんとする学に、すっと委員長が寄り添った。横目で葉桜を窺うかがいながら小さな声で囁ささやく。

「葉桜さんが学校休みがちだったのって、あの子のせい？」

「ん……？　ああまぁ、そうだな」

「そっかぁ……」

　委員長はほっとしたように息を吐ついた。彼の言葉をどう取ったのか、ふっと顔を明るくする。

「そういうことなら早く言ってくれればよかったのに。うちら全員、総力を挙げてバックアップするよ。ワーキングマザーって大変だよね」

「わ、ワーキングマザー？」

「あ、先生来た。大丈夫、説得は任せといて。こう見えても、教員相手のネゴシエーションは得意だから」

　そう言って止める間もなく走っていく。白びやく夜やを見て目を丸くする担任に、口を挟はさませることなく説明を始めた。

　ややあって彼女はＶサインを掲かかげた。学と葉桜は言葉もなく顔を見合わせた。




　不安は常に胸の奥にあった。

　今目の前にいる白夜が一昨日おとといまでの彼女と本当に同じ存在なのか。彼の名前を忘れ、快活さを失い、探さぐるような眼まな差ざしを向けてくる少女が本当に彼の知る白夜なのか。

　だが、きらきらと清流のように流れ落ちる金きん髪ぱつ、柔やわらかな頰ほお、吸い込まれそうな緑の瞳ひとみを見る度に、彼の記憶は一昨日おとといのショッピングセンターに引き戻される。

『まなぶ』

　そうあどけない声で彼女は彼の名を呼んだ。自分のことを好きだと言った。

　もう少し時間をおけばあの時の白びやく夜やに戻るのでは、元の生活が返ってくるのでは。そう思っていたから委員長の提案に抗あらがえなかった。葉は桜ざくらに連れて帰るよう言えなかった。

　後から考えれば、彼はこの時茉まつ莉り花かに連絡するべきだった。事態が変化したことを伝え、その指示を仰あおぐべきだった。

　異変は昼前からあった。

　最初は気き後おくれしているだけかと思っていた。クラスメイト達がどれだけ話しかけ頭を撫なでても、白夜は返事をしようとしなかった。ただ俯うつむき加減になって葉桜のスカートにしがみついている。

　ショッピングセンターで水み無な瀬せを前にした時と同じだ。自分の知人以外には、一切注意を向けようとしない。応答しようとしない。

　人見知りなのかなぁとクラスの誰かが言った。

　きっとそうなのだろうと誰かが応じた。

　だが注意すれば分かるはずだった。その時の白夜の視線は怯おびえというより警戒、気後れというより緊張に近いものを孕はらんでいた。彼女は不安だから葉桜の傍そばにいたのではない。確固たる意志と考えを持って彼女に付いてきたのだ。

　それが何か分かった時には、もう手遅れだった。

　きっかけは些さ細さいなことだった。

　昼休み中、鬱ふさぎ込みがちな葉桜を元気づけようとしたのか、一人ひとりの女子生徒が後ろから近づいていった。人差し指を口に当て周囲を沈ちん黙もくさせた後、両の手を広げる。おそらく背中を叩たたいて驚かせた後、「元気だしなさいよ」とでも言うつもりだったのだろう。

　だが彼女が手を差し伸べた瞬しゆん間かん、金色の閃せん光こうが空気を切り裂さいた。

「え……？」

　周囲から会話が消えた。誰もがぽかんと目の前の光景を見ていた。

　女子生徒と葉桜の間に小柄な影が立っている。長い金きん髪ぱつを揺ゆらし、エメラルドグリーンの瞳ひとみをきゅっとすぼめた少女──、白夜だった。その左手がまっすぐに伸ばされ女子生徒の腹部に突き刺さっている。左手……？　確かにそれは白夜の左肩から伸びていた。だが形状は右手と全く異なっている。細長い円えん錐すい形のシルエット、先端は鋭く研とぎ澄すまされ槍やりの穂先のように鈍にぶい輝きを放っている。それは女子生徒の背中を突き破り、真っ直すぐに中空を睨ねめつけていた。ぽたりと鮮血が落ちる。床に赤い染みが一滴、二滴、続けてぼたりぼたりとぬめりを帯びた血が落ちていく。女子生徒は呆ぼう然ぜんと自分の足あし下もとを見つめ、ついで顔を引きつらせた。

[image: ]

「きゃあああああ！」

　悲鳴が上がった。怒ど声せいと雷鳴のような靴音、遠ざかろうとする生徒と前に出ようとする者がぶつかりあい、何人かが床に転倒した。押し退のけられた机が椅い子すにぶつかり不協和音を奏かなでる。

　白びやく夜やは無言で左手を引き抜いた。女子生徒が驚きよう愕がくを顔に張りつけたまま崩れ落ちる。じわりと血だまりが板張りの床に広がっていった。緑りよく眼がんの少女は冷ややかな視線で周囲を睥へい睨げいした。

「葉は桜ざくらにちかよらないで」

　舌足らずな声が唇くちびるより漏もれる。聞き慣れた幼い声、だが抑おさえた口調には氷のような冷たさがあった。

「この子はわたしがまもる。だれにもきずつけさせない。だれにもこの子はわたさない」

「何を──」

　言っているのか。

　学まなぶは呻うめくような声を上げた。目の前の光景が理解できない。一体何が起きたのか、白夜は何を言っているのか。

　瞬しゆん間かん、葉桜が動いた。かっ、と床を蹴けり倒れた女子生徒に駆かけ寄ろうとする。だがその動きは背後から巻きついてきた何かによって妨さまたげられた。

「……っ!?」

　金色のロープが彼女に絡からみついている。長く伸びた──それは頭髪だった。白夜の美しい髪が生き物のように葉桜を縛しばりつけている。

「葉は桜ざくら！」

　駆かけ寄ろうとした学まなぶの鼻先に、ぐいと槍やりの穂先が突きつけられた。燃えるような翡ひ翠すい色の瞳ひとみがこちらを睨にらみつけている。両りよう眼がんの奥には明確な敵意と殺意があった。

「び、白びやく夜や……」

「ちかよらないでって言ったはず」

　彼女は二ふた重えの眼まなこをすっとすぼめた。金きん髪ぱつに力がかかり、葉桜の身体からだが引き寄せられる。白夜の右手がぐにゃりとその正体を無くした。急速に空気を注がれた風船のように、瘦やせぎすの腕が体積を増していく。

　ぶらりと投げ出されたそれは巨人の掌てのひらのようだった。大きさの割に厚みのない指が葉桜を包みこむ。葉桜はまだ何が起きているか分からない様子だった。呆ぼう然ぜんとした表情で白夜を見下ろす。

「白夜……」

「だいじょうぶ、葉桜はなんにも心配しなくていい。わたしがあなたをまもるから」

　そう言って白夜は口元を綻ほころばせた。母親が幼おさな子ごに向けるような、ひどく優しい笑えみだった。

　ぐっと葉桜を摑つかむ腕に力がこもる。そのまま彼女を抱かかえ上げるようにして白夜は床を蹴けった。机を跳はね飛ばし、人混みを押し退のけて一路窓に向かう。

　走りながら彼女は槍状の左腕を脇わきに構え、居合いの要領で一いつ閃せんした。

　衝しよう撃げき波とともに壁面の窓ガラスが全て砕くだけ散る。星くずのように煌きらめくガラス片へんの中に、白夜は身を投げ出した。ふぁさりと長い金髪が翼のようにはためき、小柄な姿が窓枠の下に消える。慌あわてて壁に近づくと、彼女は校庭の真ん中に降り立ち走り去っていくところだった。

「……っ！」

　弾はじかれたように窓辺から離れ、白夜を追つい跡せきしようとする。だが振り返った瞬しゆん間かん、彼は教室の惨さん状じように息を吞のんだ。砕けた柱材とガラス片が床に散乱している。破片を浴びた生徒が何人か頭から血を流してうずくまっていた。そして何よりも教室の後方──、赤い血だまりに浮かぶ瀕ひん死しの女子生徒。

　学は躊ちゆう躇ちよした。葉桜を追わなければという思いと、ここをこのままにはしておけないという気持ちがせめぎ合う。

　急がなければ葉桜を見失ってしまう。だが、救助を急ぐのはここの生徒達も同じだ。どうする、どうしたらいい。彼は強い力で下唇くちびるを嚙かみしめた。

「南みなみ方かた君」

　静かな声が背後で響ひびいた。

　肩越しに振り返る。すぐ後ろにポニーテールの少女──委員長が立っていた。

「ここは私に任せて。南方君は葉桜さんを追いかけてあげて」

「だ、だけど」

「みなみかたくん」

　有無を言わさぬ口調で言って彼女は学まなぶの言葉を封じた。

「議論してる時間はないよね？　大丈夫、こっちは私がなんとかするから。葉は桜ざくらさんのことはお願い」

「………」

　沈ちん黙もくする学の前で委員長はくしゃりと顔を歪ゆがめた。泣き笑いのような、奇き妙みような表情だった。

「正直私も頭ん中ぐちゃぐちゃだし。足とかガクガク震えて倒れちゃいそうだけど。今私達がパニックになったら、多分本当に手遅れになっちゃうよね？　今ならまだみんなを助けられる。怪け我がした人を病院に連れて行って葉桜さんを連れ戻して。そうしたらみんな元に戻れる。だから──、ね？」

　学はぎりと奥歯を食いしばった。絞しぼり出すような声で「わかった」とうなずく。そのまま彼女に背を向けて走り出した。瓦が礫れきを乗り越え、教室後部の扉から廊下に出る。駆かけつけてくる教員や警備員とすれ違い階下を目指した。

　先ほど上から見た限り、白びやく夜やは正門を目指していた。時刻は昼時で周囲の人通りも多い。仮に学校の敷地を出ても人目は避けられないはずだ。今から追いかければ十分追つい跡せきできる。

　その時、胸ポケットの携帯が音を立てて震えた。液晶画面を確認し眉まゆをひそめる。茉まつ莉り花かからだった。

「はい、学です」

『学さん、今どちらですか？』

　切せつ迫ぱくした声が耳元で響ひびいた。名乗りを上げることもなくいきなりの問いかけ。いつも冷静な彼女にしては珍めずらしい。嫌いやな予感がした。

「学校ですけど……ちょっと厄やつ介かいなことになってます」

『厄介？』

　学は言葉に詰まった。今のこの事態をどう説明すればいいのだろう。思い悩んだ後、起きていることだけを簡潔に説明する。

「葉桜が白夜にさらわれました。今、二人ふたりを追いかけてるところです」

　息を吞のむ気配、次いで喘あえぐような声が受話器から漏もれる。永遠にも思える沈ちん黙もくの後、茉莉花は口を開いた。こみ上げる焦しよう燥そうを無理矢理抑おさえ込むような、そんな声こわ音ねだった。

『手遅れでしたか……。朝から護ご衛えいの者達と連絡がつかなかったので、心配はしていたんですが』

「連絡がつかない？」

『排除されたのでしょう、その──白夜を名乗る存在に』

　排除。その言葉を聞いて、ざわりとうなじが粟あわ立つ。脳のう裏りに、腹部を貫つらぬかれた女子生徒の姿が浮かんだ。殺されたのか、腕に覚えのあるアポストリが何人も。

　学は携帯を強く握りしめ問いかけた。

「茉まつ莉り花かさん、あいつは一体何なんですか。ただのアポストリじゃないんですか？」

『あの子は……兵器です』

　兵器……？　学まなぶは耳を疑った。予期せぬ単語に頭が空白化する。耳元で茉莉花の声が淡たん々たんと響ひびいた。

『正式呼称は〈ラパーチェ〉、拠きよ点てん防ぼう衛えい・要よう人じん警けい護ご用に作られた自じ律りつ型がたの戦術兵器です。経緯は分かりませんが、おそらく今は葉は桜ざくらを警護対象に定めているのでしょう。ただ葉桜に危害を加えていないアポストリ──護ご衛えいの者達も排除していますし、なんらかの異常を来きたしているのは間違いありません。少なくとも、敵味方の識別は正常に出来なくなっていると思われます』

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。あいつが兵器──機械だっていうんですか？　そんなはずはないです。だって病院で検査して、あいつはアポストリだって」

　学は医師の説明を思い出す。遺い伝でん子し検査の結果は間違いなくアポストリ、そう言っていた。だが茉莉花は静かに言葉を返した。

『学さん、インセットを覚えていますか？』

「………？　覚えてますよ、梟ふくろうの会事件で岡おか町まちが使った奴やつですよね。すごく小さな機械で、他の機械をのっとるとかいう。確かナノ、ナノ……」

『ナノマシン』

「そうそれです。それがどうかしたんですか？」

『ラパーチェの基本技術はインセットと同じです。無数のナノマシンの集合体。それは護衛対象に擬ぎ態たいし、姿すがた形かたち、口調まで完全に模も倣ほうします。それこそ遺伝子のレベルまで』

「………！」

　学は絶句した。擬態、擬態だって？　顔から声、遺伝子に至るまで、全て借り物──コピーだったというのか。だから検査に引っかからなかった？　そんな馬ば鹿かな。いくらなんでも出で鱈たら目めすぎる。そこまで考えて、だが脳のう裏りに一つの疑問が浮かぶ。

「で、でも茉莉花さん、さっきあいつの護衛対象は葉桜だって言いましたよね？　だけど実際に擬態してるのは葉桜の母親、しかも写真とは全然違う、子供時代の白びやく夜やじゃないですか。これはどういうことです？」

『それは……まだ分かりません』

　茉莉花はやや自信なさげに答えた。

『この星に辿たどりついた時、私達の手元にあったラパーチェは全部で四体。その全てが四よん・一いち八はちで失われたはずでした。今の私達にあれを新しく作る力はありません。動作や構造、原理を解析しようとしても基礎となる技術・ノウハウが残っていないのです。だから彼女の正体をつかむのにも、これほど時間がかかってしまいました』

　ため息混じりの声。しばらく沈ちん黙もくした後、彼女は絞しぼり出すように続けた。

『あの子がなぜ白夜の姿をしているのか、なぜ葉桜に執しゆう着ちやくしているのかは分かりません。ですが一つだけ確かなことがあります。ラパーチェは護ご衛えい対象に近づく脅きよう威いを全て排除し、破は壊かいし、粉ふん砕さいします。もしラパーチェの敵味方識別機能が正常に動作せず、近づく者全てを敵とみなしていたら──』

　茉まつ莉り花かは一拍おいた。

『居きよ留りゆう区くは壊かい滅めつします。ほんの一時間もたたないうちに』

「な……」

　学まなぶは口を半開きにした。

　言葉が出てこない。あまりにも突とつ飛ぴな話に意識が追いついていかなかった。

『学さん』茉莉花の声が硬かたさを増す。

『そういう事情ですから学さんはしばらく学校で待機していてください。すぐ警察を向かわせて避難経路を確保します。区議会経由でも警報を流すつもりですが、事は一刻を争いますから』

「……葉は桜ざくらはどうするんですか」

『彼女も別の人間に追わせます。大丈夫、ラパーチェは護衛対象を傷つけませんから。今のところ他の誰よりも安全なはずです』

　そうだろうか、と学は思った。

　確かに正常なラパーチェであれば茉莉花の言うとおりだろう。だが白びやく夜やは壊こわれているのだ。「守る」という言葉の意味が彼女の中でねじ曲がっていないと、誰が保証できるだろう。いやそれだけではない。当の葉桜が守られることをよしとしなかったら？　白夜の拘こう束そくから逃れようとしたら？　その時白夜はどんな行動を取るのだろう。

　背筋に冷たいものが走る。腹部を貫つらぬかれた女子生徒の姿に葉桜が重なる。学は首を振った。

「茉莉花さん、すみません。俺おれもう学校を出てあいつらに追いつくところです。今いま更さら戻るとかちょっと無理そうです」

『学さん！』

「俺はあいつの共きよう棲せい者です。茉莉花さん言いましたよね？　共棲が何か、どういうものか分かっている人間はいないって。俺も同じです。あれから何回も考えてみたけど、あいつとの付き合い方をどうしたらいいか、やっぱりよく分かりませんでした。でも、こういう時に共棲相手を放って自分だけ逃げるのはおかしいと思います。あいつが──葉桜が俺の立場でも多分同じことを言うはずです」

『………』

「たとえ何年か先、赤の他人になるとしても今のあいつは俺にとって家族みたいなもんです。家族を見殺しにはできません。茉莉花さん、俺何か間違ったこと言ってますか？」

　沈ちん黙もくの帳とばりが落ちる。茉莉花はたっぷり数十秒押し黙だまった後、深いため息を漏もらした。

『……携帯のＧＰＳ機能をオンにしてください。こちらからもすぐ増ぞう援えんを向かわせます』

「茉莉花さん──」

『誤解しないでください。闇やみ雲くもにラパーチェを探すより、学まなぶさんに合流して追つい跡せきしたほうが早いというだけです。ただ約束してください。ラパーチェとの接触は警察にまかせ、けして危険なことはしないと。あなたに何かあったら私はお父とう様に会わせる顔がありません』

「わかりました」

　即答した瞬しゆん間かん、茉まつ莉り花かは苦く笑しようした。

『……学さんは噓うそつきですね。そういう時は、少しでいいから悩む振りをするものですよ』

「………、すみません」

　学の謝罪に、茉莉花は小さな笑い声を上げた。

「まぁいいでしょう。ただこれだけは理解しておいてください。たとえ葉は桜ざくらが助かっても、学さん、あなたに何かあったらあの子は悲しみますよ。あなたとあの子、二人ふたりとも無事に帰ってきて始めて全てが丸く収まったと言えるんです。それを忘れないように」

「はい」

　学の言葉に安あん堵どしたのか、茉莉花の口調が和やわらぐ。

「こちらは並行してラパーチェを止める手段がないか探さぐってみます。何か分かったらすぐ連絡しますから携帯はつながるようにしておいてください。学さんも状況が変わったら随ずい時じ連絡をお願いします」

「分かりました」

「ご武ぶ運うんを。学さん」

「茉莉花さんも」

　そう告げた瞬間、ぷつりと音を立てて電話が切れた。学はメニュー画面からＧＰＳ機能をオンにする。これで彼の居場所は警察に伝わるはずだった。

　いつの間にか校門を出ていた。京きよう橋ばし方面、裁判所前の道路で人混みができている。彼らは興奮した様子で居きよ留りゆう区く大に続く道路を指さしていた。

　あっちか──。

　学は表情を強こわばらせ、走る速度を上げた。




　一体何が起きているのだろう。

　剝むき出しの頰ほおと額ひたいに風を感じながら、葉桜はもう何度目かになる問いを繰り返した。

　昼休みの教室で唐とう突とつに響ひびき渡った悲鳴、クラスメイトの腹部に突き刺さる白びやく夜やの左腕。駆かけ寄ろうとした瞬間、何か得体のしれないものに身体からだを拘束され校外に連れ出されてしまった。

　周囲の景色が飛ぶように過ぎ去っていく。視線を左に向けると、そこには幼い少女の横顔があった。白はく桃とうのように滑なめらかな肌、こぶりだが形の良い鼻び梁りよう、エメラルドグリーンの瞳ひとみはすっとすぼめられ真っ直すぐに道の先を見み据すえている。

「白夜……」

　葉は桜ざくらは彼女の名を呼んだ。今はもういないはずの母親の名前、だがその言葉は吹きつける風に押し流され、誰の耳にも届くことはなかった。

　身をよじり白びやく夜やに向き合おうとするが、身体からだはぴくりとも動かない。ゴムのように弾だん力りよく性のある何かが彼女の身体を鷲わし摑づかみにしている。それは白く角張った形状で根ね本もとの部分が白夜の肩に連結していた。何度か力を込めて押し退のけようとするが、わずかに表面を凹へこませるだけですぐ元の形状に戻ってしまう。金属や植物とは違う、何か未知の材質でできているようだった。

　どのくらい走っただろう、唐とう突とつにその歩みが止まった。

　戒いましめが緩ゆるみ、葉桜は地面に崩れ落ちた。ひんやりとした石いし畳だたみの感触が衣服越しに伝わってくる。周囲には鎮ちん守じゆの森が広がり、参道の奥に小さな社しや殿でんが鎮ちん座ざしていた。振り向くと壕ほりの向こう、なだらかな丘の上に白壁の天てん守しゆが見える。どうやら彦ひこ根ね城周辺にある神社、その一つに連れてこられたらしい。

　周囲に人の姿はない。静まりかえった境けい内だいに白夜は超然とたたずんでいた。長い髪が地面に広がり、石畳の上できらきらと光り輝いている。彼女は細い顎あごを持ち上げ、中空に視線を据すえた。その様子はあたかも天敵の襲しゆう来らいに耳をそばだてる野の兎うさぎのようだった。

「び、白夜……」

　葉桜の呼びかけに白夜はゆっくりと顔を戻した。ズリと重い音が周囲に轟とどろく。何かが石畳を削けずる、硬かたく重苦しい音。

　葉桜は視線を落とした。白夜の左腕──、槍やりのように尖とがった穂先が石畳の表面をえぐっている。鈍にび色いろの表面には所々赤錆さびのような物が付着し、それがぽたり、ぽたりと糸を引きながら地面に落ちていた。

　葉桜は顔を引きつらせた。

「あ、あなた一体何者なの」

　絞しぼり出した声は震えていた。自分は一体何と暮らしていたのか、何をこの居きよ留りゆう区くに連れ込んでしまったのか。

　少女は葉桜に向き直ると、ふっと薄うすい唇くちびるを碇ほころばせた。

「わたしは──白夜」

「噓うそよ！」

　葉桜は怒ど鳴なった。柳りゆう眉びを逆立て、母親の面おも影かげを残した少女を睨にらみつける。

「母かあ様はこんなことしない。何もしていない人を傷つけたりしない。あなたは誰？　何者なの？　その顔で、その声で、その口調で。母様の名前を呼ばないで！　母様を名乗らないで！」

　すっと白夜の目がすぼまった。人形のような足が一歩葉桜の方に踏ふみ出される。長大な左腕が音もなく先端をもたげた。

「……っ！」

　葉桜は身構えた。背筋に冷たいものが走る。過去に経験したことのない恐怖が身体を満たした。相手が同族や人間なら、どれだけ実力差があろうと戦い方をイメージできる。だが目の前の相手は、そもそも物理的な攻こう撃げきが効きくのかさえ分からない。どう対応すればよいのか想像もつかなかった。

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめ、恐怖を押し殺す。悩むな。迷うな。後ご手てに回れば不利になるだけだ。あの巨大な手に、生き物のような髪に捕まれば手も足も出なくなる。先手を取って急所と思われる所を攻撃する。どこだろう、頭か、腹か、それとも心臓か。

　躊ちゆう躇ちよは一いつ瞬しゆん、次のタイミングにはもう葉は桜ざくらは走り出している。腰を落とし、ヒールの底で大地を蹴けり、上体を捻ひねりながら拳こぶしを繰り出した。目標は胴体の中心、鳩みぞ尾おち部分。顔は見ない。見れば攻撃できなくなる。とにかく体重全てを拳にのせ、白びやく夜やの細い身体からだを貫つらぬくことだけ考えた。

　白夜は身じろぎ一つしなかった。両手をだらんとぶらさげたまま、静かにこちらを見ている。

　着ちやく弾だん。

　ぐにゃりと、奇き妙みような感触が拳に伝わってきた。真綿を殴なぐりつけたように手応えのない感覚。見れば彼女の手は根ね本もとまでめり込んでいた。白夜の腹は不自然に凹へこみ、拳の衝しよう撃げきを吸収している。そうしているうち、周囲の皮ひ膚ふが生き物のように脈打ち彼女の腕を飲み込んでいった。

「なっ……!?」

　慌あわてて引き抜こうとするが間に合わない。姿勢を崩され、身体からだごとずるずると白夜に引き寄せられていく。葉桜は奥歯を食いしばり自由な方の手で白夜を突き放そうとした。だが振り上げた腕はぴくりとも動かない。手首と肘ひじ、それと肩口に金色の糸が巻きついていた。

　白夜の豊かな髪が荒れた水面のように波打っている。それは複雑に蠢うごめきながら蛇へびのように葉桜に絡からみついてきた。

「や……やだっ」

　彼女は悲鳴のような声を上げた。ふっと頭上に影が落ちる。顔を上げると、巨大な右手が覆い被さるように迫せまっていた。

　押し潰つぶすつもりか──、彼女は総毛だった。全身に力を込めなんとか白夜から離れようとする。だが、拘束された身体は思うように動いてくれない。彼女は両目を閉じた。来るべき衝しよう撃げきに備え身体を強こわばらせる。

「怯おびえてるのね、葉桜」

　唐とう突とつに、柔やわらかな声をかけられた。

　背中に何か大きなものが触ふれる。ごつごつした感触が壊こわれ物を扱うように優しく彼女の背を撫なでた。彼女はゆっくりと目を開けた。瞬まばたきを数回、唇くちびるをわななかせながら顔を上げる。

　エメラルドグリーンの瞳ひとみが彼女を見下ろしていた。口元には困ったような微び笑しよう。むずがる赤子を前にした母親のように、白夜は優しい表情でたたずんでいた。

「ごめんなさい、怖がらせるつもりはなかったの。私はただ本当にあなたを守りたかっただけ。今の私には葉桜──もうあなたしかいないから」

「……かあ、さま？」

　思わずそう口にしていた。そのくらい白びやく夜やの声は母親に酷こく似じしていた。口調にも、元の舌足らずな響ひびきはない。幼い表情に不釣り合いな、大人おとなびた声こわ音ねがその唇くちびるから紡つむがれていた。

　白夜は口元の笑えみを大きくした。

「久しぶりね、葉は桜ざくら。元気そうで嬉うれしいわ」

「………！」

　葉桜は喘あえいだ。母親の声を聞いた驚きと、そんなことはありえないという思いがぶつかりあう。彼女は乱暴に首を振った。

「そんな……噓うそ、噓よ！　だって母かあ様は死んだんだもの。もう帰ってこないって言われたんだもの。だから、だから私は……！」

　ぎゅっと背中を抱く手に力が加わる。白夜は暴あばれる彼女を引き寄せ額ひたいに口づけした。呆ぼう然ぜんとする彼女に、ふっと優しく笑いかける。

「あなたが泣いてる時、よくこうしてあげたわよね。覚えてない？」

「あ……」

　子供時代の記憶が蘇よみがえる。嫌いやなことがあって眠れない時、悪夢に襲おそわれて泣いている時、母親は必ず近くに来て葉桜の額にキスしてくれた。たったそれだけで彼女は穏やかな眠りにつくことができた。

　その事実を、彼女は他の誰にも話したことがない。学まなぶはもちろん、茉まつ莉り花かや他のアポストリにも。

「かあ……さま……」

　つぶやき声はかすれていた。するりと戒いましめが解け金色の髪が地面に広がる。気づけば腹部にめり込んだ拳こぶしも自由に動かせるようになっていた。だが葉桜は動けない。立ち尽つくしたまま呆然と白夜を見つめ返している。

「本当に……本当に母様なの？」

　恐る恐る手を伸ばし、白夜の顔に触ふれようとする。

　その時だった。

「葉桜から離れろ！」

　鋭するどい声が周囲の空気を切り裂さいた。葉桜ははっと身体からだを強こわばらせた。身体の正面を白夜に向けたまま、顔だけを声のした方に向ける。そこに細身の少年が立っていた。鼻筋の通ったやや冷たい容よう貌ぼう。息を切らし、きつい視線でこちらを睨にらみつけている。

　葉桜は息を吞のんだ。

「学……？」




　目の前で二つの人影が向かい合っている。

　一人ひとりは見慣れたアポストリの少女。ウェーブのかかった見事な金きん髪ぱつと燃えるように赤い瞳ひとみを持つ彼の共きよう棲せい者。そして、もう一人はエメラルドグリーンの瞳ひとみも鮮やかな小学生くらいの少女。長い髪を石いし畳だたみに落とし、両腕には巨大な矛ほこと盾たてを携たずさえている。いや、携えているのではなく腕自体がそうなっているのか。根ね本もとの部分が不自然にすぼまり細い肩に連結している。

　異い形ぎようだった。人間でもない。アポストリでもない。指示された対象を守しゆ護ごし、それ以外のものを全て排除するために生み出された存在。

　ラパーチェ。

「葉は桜ざくらから離れろ、白びやく夜や」

　学まなぶはもう一度、押し殺した声で言った。

　周囲に人影はない。警察はまだ到着していない様子だった。茉まつ莉り花かとの約束を守るなら、ここは一いつ旦たん増ぞう援えんを待つべきだろう。だがその間に二人ふたりが移動を再開したら今度こそ見失ってしまうかもしれない。白夜がいつ葉桜に牙きばを剝むくか分からない以上、黙だまって見ていることはできなかった。

「………」

　白夜はじっと冷めた目で彼を眺ながめている。その顔に一昨日おとといまでの無む邪じや気きさはない。まるで路ろ傍ぼうの石でも見るような乾いた表情だった。

「……っ」

　学はぎりと奥歯を食いしばり歩ほを進めた。いざとなれば力ずくで葉桜の逃げる時間を稼かせぐつもりだった。

　足がすくむ。全身の毛穴が開いたような感覚。脳のう裏りに蘇よみがえる血まみれの女子生徒。廃はい墟きよのようになった教室。茉莉花が言っていた、ラパーチェは『居きよ留りゆう区くを一時間で壊かい滅めつさせる』と。そんな存在を相手に自分が何をできるのか。だが血だまりに沈む葉桜を思う度、焦しよう燥そうが死の恐怖を圧倒していく。彼は異形の存在と化した少女を睨にらみつけた。ともすればパニックに陥おちいりそうな意識を鎮しずめ、懸命に活路を探さぐる。

　槍やりのような左腕は恐ろしげだが、あれだけ巨大な得え物ものでは小回りもきくまい。一気に距離を詰め葉桜の手を引いて逃走する。隙すきを突けば相手もすぐには追つい随ずいできないだろう、そう考えて間合いを詰めた時だった。

　ざっと金色の風が吹きつけた。白夜の前にほっそりしたシルエットが立ち塞ふさがっている。両手を広げ泣きそうな目でこちらを見る少女──葉桜だった。

「待って……おねがい、少し待って、学」

「葉桜……!?」

　学は目を剝むいた。こんな状況でまだ白夜をかばうつもりなのか。目の前の少女が母親どころかアポストリでもないのは外観を見ても明らかだ。なのに、まだ彼女は白夜に味方しようというのか。

「何考えてるんだ葉は桜ざくら！　どけよ。そいつはおまえの母親なんかじゃない、ただの兵器だ。いいか、そいつはラパーチェといって──」

　だが葉桜は学まなぶの言葉を聞き終えることなく、首を振った。

「兵器なんかじゃない！　だってこの子は知ってるんだもの。昔のことを──私と母かあ様しか知らないことを！」

　学は眉まゆをひそめた。昔のこと？　何を言ってるんだ、こいつは。

「なんだかよくわからないけど……、そいつは人を殺そうとしたんだぞ。おまえの母さんは何もしてない相手にいきなり襲おそいかかったりするのか？　そんな化け物みたいな形なりをしてたのかよ？」

「で、でも……」

　葉桜は混乱した表情で白びやく夜やと学を見ている。学は歯嚙がみした。彼女は明らかに平静を失っていた。下へ手たに刺激すれば逆効果になる。どうするべきか、一いつ旦たん落ち着かせて白夜と距離を取らせるか。そう思い声をかけようとした時だった。

　背後で悲鳴のような音が響ひびいた。タイヤがアスファルトと擦こすれあう甲かん高だかいブレーキ音。それが重なり合うように連続して響き渡る。次いで乱暴に扉が開け放たれ、重い足音がこちらに向かってきた。

「居きよ留りゆう区く警察だ！　動くな！」

　叫さけび声とともに何かを構える鈍にぶい金属音が響いた。振り向くと、すぐ後ろに制服姿の警官が立っていた。人間が四人にアポストリが三人、いずれも大型の拳けん銃じゆうを構え白夜に狙ねらいをつけている。背後には神社の参道を塞ふさぐ二台のパトカー。見ているうち、さらに一台がつんのめるように停車して残った退路を塞いだ。

「南みなみ方かた学さんですか？」

　警官の一人ひとり──アポストリと思おぼしき女性が白夜を見据すえたまま言った。学はうなずいた。

「上から連絡を受けています。あれが──ラパーチェですか？」

「はい──」

　ためらいつつそう答える。警官は力強くうなずいてみせた。

「了解しました。ここは我々にまかせて退避してください。すぐに〈十じゆう字じ架か〉から軍も到着します」

「で、でも葉桜の奴やつがまだ」

　葉桜は唇くちびるを結んだまま白夜の前に立ち塞がっている。警官はすっと目をすぼめた。

「彼女の安全もこちらで確保します。ですから南方さんは心配せず下がっていてください」

「………」

　学は沈ちん黙もくした。

　警官の張り詰めた表情を見る限り、学がいなくなればすぐ戦せん闘とうを開始するつもりだろう。安全を確保しながらと言っても相手は常識の埒らち外がいにいる存在だ。手加減しつつ戦えるとも思えない。葉は桜ざくらが巻き込まれない保証はなかった。

「葉桜！」

　学まなぶは大声で叫さけんだ。

「いいから早くこっちに来い！　説明は後でいくらでもしてやる。だから今はとにかくそいつから離れろ！」

「………」

「葉桜っ！」

「南みなみ方かたさん」

　肩を摑つかまれた。先ほどの警官がきつい表情で睨にらみつけている。彼女は眉まゆ根ねに深い皺しわを刻み頭を振った。

「時間がないんです。これ以上手間をかけさせるようなら力ずくで退避してもらいますよ」

　学は歯嚙がみした。喘あえぐような声を漏もらし、なんとかもう少し時間をもらえないか頼み込もうとした時だった。

　ざわりと空気が蠢うごめいた。

　首筋を撫なでられたように嫌いやな感覚が身体からだを駆かけ抜ける。はっとなって振り返り彼は異様な光景を目にした。

　白びやく夜やの髪──長く広がったブロンドが宙ちゆうに浮かんでいる。あたかも周囲から重力が消え失うせたように金色の房がふわふわと漂っていた。その中程がぐいと折れ曲り、針のような先端がこちらを睨ねめつける。瞬しゆん間かん、学の脳のう裏りに激しいアラートが鳴り響ひびいた。

「危ない、避けろ！」

　叫びながら警官の頭をつかみ伏ふせさせる。直後、金こん色じきの雨が横殴なぐりに頭上を吹き抜けた。身も凍こおるような悲鳴。振り向くと、黄こ金がね色に輝く無数の槍やりが警官達を貫つらぬいていた。一人ひとり当たり全身に十数本。おそらく何が起きたのかさえ分からなかっただろう。彼らはだらりと身体の力を抜き、驚きに目を見開いたまま絶命していた。髪の毛の一部はパトカーのドアまで突き破っている。

　学はぞっとした。あんなものに当たったら一いつ瞬しゆんで蜂はちの巣になっているところだった。パトカーの外板を貫いているところから見て、白夜の髪は鋼こう鉄てつ並みの強度を持っているのだろう。しかもあれだけの数、とても捌さばききれるものではない。

　兵器──なのだ。今いま更さらながら学はその事実を再確認する。

「……っ!!」

　銃じゆう声せいが響き渡った。傍かたわらの警官が身を起こし、片膝ひざをついた姿勢で射しや撃げきしていた。白夜の胸にぽつぽつと黒い穴が空く。だがそれだけだった。破れた服の下でテープの逆回しのように白い肌が再生していく。

「ちっ」と舌打ちして警官が空からの弾だん倉そうを交換する。止める間もなく今度は白びやく夜やの顔、目の辺りに照準をつけた。発砲、だが白夜は右腕を盾たてのようにかざし銃じゆう弾だんを受け止めた。同時にその左腕が形状を変え始める。槍やりの穂先が鞭むちのようにしなり葉桜に巻きついた。警官の死体から引き抜かれた髪がマントのように大きく翻ひるがえる。それは元の長さの数倍にも膨ふくれあがり、彼らの頭上を覆い尽つくさんばかりに広がった。

「な……」

　絶句する学まなぶの前で、白夜の髪が翼のようにはためいた。突とつ風ぷうが砂さ塵じんを巻き上げこちらに吹きつける。学は思わず顔の前に腕をかざした。

「はざく……！」

　叫さけび声は風の音に搔かき消された。ぐわりと白夜の身体からだが浮き上がる。左腕に葉は桜ざくらを抱かかえたまま高度を増し、身を翻すようにして水平飛行に移った。

　小柄なシルエットが社しや殿でんの向こうに消える。後には呻うめき声とパトカーのエンジン音だけが残された。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす学を後しり目めに、警官はパトカーに駆かけ寄り無線機のマイクを引きずり出した。

「池いけ州す02より本部。目標は琵び琶わ湖方面に逃走中。こちらは負傷者多数、残存メンバーにて追つい跡せきを続行します。以上」

　そう言ってパトカーに乗り込もうとする。学は慌あわててその背中に追いすがった。

「ま、待ってください！」

「……なんですか？」

　警官は殺気だった目で彼を見た。学はごくりと唾つばを飲み込み言葉を続けた。

「俺おれも連れてってください」

「………」

　警官は一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けて眉まゆを吊つり上げた。

「ふざけないでください。子供の遊びじゃないんですよ。あれを見たでしょう？　あの化け物みたいな戦せん闘とう力を。丸腰のあなたが付いてきて何ができるって言うんですか？」

「俺は学校で一回、ここで一回あいつの戦い方を見てます。今度あいつと遭そう遇ぐうした時も何か助言できると思いますよ。そう──、丁度さっきみたいに」

　暗に、先ほど彼女を助けたことについて示し唆さしたつもりだった。案の定じよう、警官の顔がかっと紅こう潮ちようする。やり方は汚いが、このままいけば間違いなく置いていかれる。葉桜を追跡できなくなる。手段を選んでいる余裕はなかった。

「あ、あれについては礼を言います。ですが、それとこれとは話が別です。あなたにもしものことがあったら茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちように──」

　その時、背後で低い男の声が上がった。

「──いいじゃないか、連れてってあげようよ」

　聞き覚えのある声こわ音ねに学まなぶは眉まゆをひそめた。

　ゆっくりと振り返る。停車したパトカーの向こうに一人ひとりの男が立っていた。七三に分けた長い前髪、眠たげな眼まな差ざし、口元を覆う薄うすい髭ひげ。仕立ての良いスーツをラフに着こなし、落ち着いた物腰でこちらを見つめている。

「水み無な瀬せさん……？」

　学は目をしばたたいた。なぜこの男がここに。出張で居きよ留りゆう区くを訪れたビジネスマン、居留区駅の封ふう鎖さで帰る時期を逃し、壁の内側に留とどまっていた人物──水無瀬王おう寺じ。彼がどうしてここにいるのか、いやそれ以前になぜ警察と行動しているのか。

　だが、学が質問するより早く警官は水無瀬に詰め寄った。

「余計な口出しはやめてください！　ここでの行動は全て我々の指示に従う、そういう約束だったはずですよ。水無瀬調査官」

　水無瀬は肩をすくめた。

「分かってるさ。でも彼の安全を確保するのと同じくらい、葉は桜ざくらさんを無事に連れて帰るのも重要だろう。今の状況じゃ彼女を連れ戻せそうなのは学君くらいだ。ねぇ、そうだろう？」

　そう言って学に顔を向ける。学はわけの分からないままうなずいていた。水無瀬は口元に薄い笑えみをたたえ、「ほら、彼もこう言っている」と告げた。

「で、でも、追跡には危険が伴ともないますし──」

「それに関しては僕らの方で協力する。学君には傷一つつけさせないし、君達に迷惑をかけるつもりもない。それなら構わないだろう？」

　警官はしばらく剣けん吞のんな表情で水無瀬を睨にらみつけていたが、やがて苛いら立だち混じりの舌打ちを漏もらした。パトカーの扉を開け身を滑すべり込ませる。

「好きにしてください。そのかわり、我々は一切関知しませんから。何かあっても責任は持てませんよ」

「だとさ……学君。どうする？」

「それで構いません」

　警官は大きく息を吐はくと乱暴に扉を閉めた。運転席の同僚に指示して車を出させる。パトカーは狭せまい車道を器用に切り返し、中なか濠ぼり東とう西ざい通どおりに向かっていった。続いてもう一台の車両が後を追う。その様子を学はしばらく呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　ぽんと肩に手が置かれる。水無瀬がすぐ傍そばで彼を見下ろしていた。初めて会った時と同じ茫ぼう洋ようとした表情を浮かべている。

「さぁ、それじゃあドライブといこうか。残念ながら観光──ってわけにはいかなさそうだけどね」

　そう言って水無瀬は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた。




　車内から見る景色は、いつもと変わりなかった。

　心なしパトカーの往来が多い気はするが、それもクリスマスの浮ついた空気に埋うもれ目立った感じではない。道行く人々は寒さに身体からだを縮こまらせつつ、のんびりした表情で歩いている。

　車は彦ひこ根ね港に向かっていた。白びやく夜やは葉は桜ざくらを連れたまま琵び琶わ湖上空を西に向かったらしい。状況にもよるがおそらく船で追いかけることになるのだろう。

「………」

　学まなぶはちらと運転席の水み無な瀬せを見る。水無瀬は相変わらず感情の読み取れない面おも持もちで前方を見つめていた。長い指が絡からみつくようにハンドルを握っている。座席に浅く腰掛け、くつろいだ様子で運転する姿はいかにも遊び好きな若社長といった感じで、先ほど警官と対等に渡り合った人物には見えない。

「……警察の人なんですか」

　耐えきれなくなって訊たずねる。水無瀬は一いつ瞬しゆんだけ学に視線を向けた。

「そう見えるかな？」

「見えません」

　水無瀬は吹き出した。頰ほおの筋肉を歪ゆがめ、くつくつと含むような笑い声を上げる。

「君は正直だね。好ましい、と言ったらまた怒られるのかな。でも回りくどい言葉より、そういうすぱっとした物言いの方が僕は好きだね」

「………」

「質問に答えようか。君の目は正しいよ、僕は警察じゃない」

「なら──」

「でもそれに近い立場とは言えるかな。僕の所属は公こう安あん調ちよう査さ庁ちよう。その中でもアポストリ関連の事案を扱うセクション、調査第三部の人間だ」

　公安──！

　学は息を吞のんだ。

　法ほう務む省しようの外がい局きよくで、安全保障問題に関する情報収集を行う組織。国外から国内、果ては居きよ留りゆう区くに至るまで広範な情報網を持つ、日本でも有数の諜ちよう報ほう機関。

「つまり──スパイってことですか」

　押し殺した声で言うと、水無瀬は肩をすくめた。

「そう言われると身も蓋ふたもないけどね。確かにその手の仕事も多いよ。出張中のビジネスマンを装って居留区に潜せん入にゆうしたりね。居留区警察にばれちゃったから、もうこの手は使えないけど」

「……じゃあ、最初船で俺おれと会ったのも──」

「ああ違う、あれは偶然。〈十じゆう字じ架か〉の警備状況を視察するつもりでね。まさか同じ船に南みなみ方かた学──在彦ひこ根ね居留区大たい使しのご子息が乗っているとは思わなかった」

　学は大きなため息を吐ついた。やはり自分が誰か知っていたのか。道理で妙みような絡み方をしてくると思った。

「病院で白びやく夜やを襲おそったのは？　あれも水み無な瀬せさんですか」

「襲ったなんて人聞き悪いな。様子を見に行っただけさ。おかげで葉は桜ざくらさんには八やつ裂ざきにされかけたけど」

「言葉の定義はどっちでもいいです。なんでそんなことをしたんですか」

「それはなぜ病院に行ったのかって質問かい？　なら話は簡単だ。僕はあの白夜という子がラパーチェと疑っていた。だから手遅れにならないうちに彼女の正体を見み極きわめようとした、それだけだ」

「………！」

　学まなぶは啞あ然ぜんと水無瀬を見た。

　白夜がラパーチェだと分かっていた？　茉まつ莉り花かでさえ情報を摑つかんでいなかったというのに？

　一体なぜ、どうやって彼女の正体を知ったのか。いや、それ以前に──

「なんで……なんでもっと早く手を打たなかったんですか」

　怒ど気きを孕はらんだ声でつぶやく。もっと早く手を打っていれば、こんな事態にならなかったかもしれない。少なくとも白夜があれほど危険な存在と分かっていれば、学校に近づけたりしなかった。水無瀬は無言でハンドルから片手を離し髪を搔かき上げた。

「水無瀬さん……！」

「僕らが表だって手を打てなかった理由。それは僕らの上──つまり公こう安あんの幹部クラスが〈十じゆう字じ架か〉政府を完全に信用しきれなかったからだ」

「………？　どういうことですか？」

　水無瀬は迷うように視線を彷さ徨まよわせた。唇くちびるを引き結び表情を強こわばらせる。

「順を追って話そうか。今回の仕事の発ほつ端たんは、そもそも琵び琶わ湖の西岸──安あ曇ずみ川の河口に流れ着いた漂流者だった」

「漂流者？」

「不法サルベージ船の船員でね。小金に目がくらんで、〈十字架〉の警戒水域を侵しん犯ぱんした馬ば鹿かな連中さ。最初は黙もく秘ひしてたんだが、クライアントに大陸の連中が絡からんでるらしいということで公安こちらに話が回ってきた。まぁ当のクライアントがとっとと姿をくらましてたんで、それ自体は空振りだったんだけど。問題は彼らの乗っていたサルベージ船、その沈ちん没ぼつ原因だった」

「原因──」

「正体不明の巨大な怪かい物ぶつに一いち撃げきで沈められた。彼らはそう言っていた」

　学は耳を疑った。正体不明の……怪物？

「なんですか、それ……」

　学の質問に答えることなく、水無瀬は唐とう突とつに話題を切り替えた。

「学君は、草くさ津つ協定の条文を読んだことあるかい？」

「いえ……部分的にしか」

「四よん・一いち八はちの終戦協定、居きよ留りゆう区く創設の法的な根こん拠きよになってるものだけどね。その中に、所持禁止兵器の決め事があった」

「所持禁止兵器？」

「まぁ一種の武ぶ装そう解かい除じよ条項さ。人類に対して特に危険度が高いと思われる兵器を選択し、アポストリ側の装備・研究を禁止する。表向きは軍縮条約だったけどね。人類側は〈銀〉も他の対アポストリ兵器も一切廃棄しなかったから、まぁ本当に一方的な条項だよ。アポストリ側もよく吞のんだと思うね。いや吞まざるを得ない状況だったのか」

「………」

「とにかく凍結の対象になった兵器は三つある。〈十じゆう字じ架か〉の大型艦かん載さい砲ほう、インセット、それにラパーチェだ」

「ラパーチェ──」

「インセットに比べれば交戦記録が少ないからね。あまり有名じゃないけど、これがひどく厄やつ介かいな代しろ物ものだった。姿すがた形かたちを自由に変え、少々の損傷ならインセットと同様自己増ぞう殖しよくで修復してしまう。あの白びやく夜やという子は子供の姿だけど、実際にはもっと巨大な個体も確認されている。考えてもみなよ。下へ手たな高層ビルと同じサイズで、あの戦せん闘とう能力だ。手がつけられないよ。しかも自律行動まで可能ときてる。政府にしてみれば意地でも廃棄対象に含めたかっただろうね。さて、ここで問題だ。存在しないはずの兵器に船せん舶ぱくが撃げき沈ちんされた。政治家達はどう取ると思う？」

　学まなぶは息を吞のんだ。

　廃棄されたはずの兵器が目もく撃げきされた。見間違いでなければ、アポストリの上層部が意図的に隠し持っていたと考えるべきだろう。だとすれば表だって問い合わせるわけにもいかない。

「協定違反の証拠をそろえて、それを元に今後の対応を考える。そのために水み無な瀬せさんが送り込まれたってことですか」

　水無瀬はうなずいた。

「そう、だけど実際には〈十字架〉も居留区警察もラパーチェの存在を把は握あくしていなかった。把握していたらこんなことになるわけない。居留区内の異常な警備も、不審船の残ざん骸がいが発見されたせいだったしね。だから僕は正体を明かして居留区警察に協力を申し出た。彼らも最初は疑っていたけどね、本庁に照会してなんとか信用してもらえた。まぁ、彼らとしても余計な誤解を避けるために事態の推移を日本政府と共有しておきたかっただろうからね」

　学は混乱した頭を懸けん命めいに整理した。水無瀬がここにいる理由は分かった。なぜ居留区に入り込み自分につきまとっていたのかも。だが、まだ分からないことがある。

「……一つ、訊きいてもいいですか？」

「僕に答えられる範囲なら」

「ラパーチェは存在した。それは〈十字架〉政府の知るところでなかった。水無瀬さん的には、これが分かっただけで十分じゃないですか？　なんで居きよ留りゆう区く警察に協力してるんです。どうして、俺おれと一いつ緒しよにラパーチェを追いかけてくれるんですか」

　水み無な瀬せは口元を弛ゆるめた。

「いい質問だ。君は頭がいいね。どうだい？　高校を卒業したら公う安ちを進路に選んでみるのは」

「遠えん慮りよします。人ん家ちの軒のき先さきを嗅かぎ回る趣味はないんで。それより質問に答えてください。なんで俺に協力してくれたんですか？　知り合いのよしみとか言わないでくださいよ」

　水無瀬はおかしそうに喉のどを鳴らし、顎あごを引いた。

「理由は二つある。まず一つは、この件が本当に〈十じゆう字じ架か〉政府の与あずかり知らぬところか確認する必要があること。今の状態ではまだ偽ぎ装そう工作の可能性もある。万が一とは思うけど、居きよ留りゆう区く警察を捨て駒にして評ひよう議ぎ会かいがラパーチェ隠いん匿とくを企たくらんでることだってありうる。だからその疑いが無くなるまでは事態の推移を見届けたい。これが一つ」

「もう一つは？」

「こっちの方が切実だね。日本政府、特に防ぼう衛えい省しようはアポストリの動向にかなりピリピリしている。少しでも怪あやしげな動きがあれば、すぐ対抗措そ置ちをとらんばかりの勢いだ。実際、今いま津づや八や尾おの部隊はもういつでも出動可能な状態らしい。誰かが居留区の中で『大丈夫だ』『心配ない』って言い続けてないと、いつ暴発してもおかしくない」

「………」

「僕はね学まなぶ君、小しよう心しん者ものなんだ。自じ衛えい隊たいとアポストリが戦せん闘とう状態になった挙げ句、その中で情報収集をやらされるなんてまっぴらだ。それくらいなら今少し危険を冒してでもこのゴタゴタを収めたい。そのためには葉は桜ざくらさんを連れ戻し、こちらの攻こう撃げきに彼女を巻き込まないようにしてアポストリ達自身の手でラパーチェを始末させる必要がある。これが僕のここにいる理由、そして君を連れてきたわけだ。納得してもらえるかな？」

「……俺の役割は葉桜を連れ戻すこと、そういうことですか？」

「その通り」

　水無瀬の言葉に学はため息を吐ついた。偽装工作の確認？　自衛隊暴発の防波堤？　まったく、大変なことに巻き込んでくれたものだ。

　だが、だからこそ学は必要とされたのだろう。葉桜を連れ戻せる唯一の人間として。彼女に言葉を届けられるただ一人ひとりの存在として。

　しばらく考えた後、学は心を決めた。

「分かりました、信用します。俺は俺のできる範囲で水無瀬さんに協力します。いや──協力させてください。お願いします」

　改まって頭を下げると、水無瀬はふっと表情を綻ほころばせた。口元に魅力的な笑えみが浮かぶ。

「こちらこそよろしく頼むよ。他のことはともかく、葉桜さんを無事に連れ戻せるかどうかは君次第なんだからね」

　学まなぶはこくりとうなずいて正面に向き直った。前方左手、湖こ岸がん沿いに植うわった並木の切れ間に何台もパトカーが止まっている。黒と白──ツートンに塗装された車列は赤せき色しよく灯とうを瞬またたかせながら、その先の駐車場に進入しようとしていた。

　青地に白抜きの標識が視界を過よぎる。

　彦ひこ根ね港、アルミのプレートにはそう書かれていた。




　唐とう突とつに高度が落ちた。

　耳鳴りとともに、胃が浮き上がるような感覚を覚える。

　葉は桜ざくらは唇くちびるを半開きにして喘あえぐような声を漏もらした。上下の感覚が混乱している、自分が今空を向いているのか、うつぶせになっているのかさえ分からない。

　目を閉じて目め眩まいをこらえていると、不意に降下が止まった。身体からだを包む何かが弛ゆるみ地面に転がされる。彼女はふらつきながら周囲を見渡した。

　急な下り階段の向こうに広い空が見えた。薄うすい雲が陽ひの光を遮さえぎり、視界を灰色に染めている。その下には鉛なまり色の水面が洋々と広がっていた。

「ここ……」

　周囲を見渡して息を吞のむ。鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった木々の向こうに、黒い巨大な構造物が屹きつ立りつしている。天てん蓋がいを貫つらぬく支柱のような形状、左右に伸びた腕が大きく空に広がっている。

〈十じゆう字じ架か〉だった。なぜ、こんな近くに。

　はっとなって振り向くと見覚えのあるお堂が見えた。ひしゃげた瓦かわら屋根と汚れた外壁、賽さい銭せん箱の前に設けられた立ち入り禁止のフェンス。

（まさか、ここ、見学会の──）

　見ている内、疑問が確信に変わる。〈十字架〉着水で破損した史し跡せき群。間違いない、ここは多た景け島しまだ。一週間前クラスメイト達と一いつ緒しよに訪れた場所、白びやく夜やと名乗る少女に出会った島。

　すっと彼女の身体に影が落ちた。傍かたわらに小柄な少女が立っている。彼女は優しい笑えみを浮かべ葉桜を見下ろしていた。

「待っててね、葉桜」

　少女は言った。二ふた重えの瞳ひとみをすぼめ、頰ほおに愛らしいえくぼを作りながら。

「すぐに終わらせて戻ってくるから。そうしたら二人ふたりで色々なところに行きましょう。あなたが見たことのない世界をいっぱいいっぱい見せてあげたいの。お話でしか聞かせてあげられなかった物を、人を、場所を」

　そう言って少女──白夜は身を翻ひるがえした。石段に向けて静かに歩き始める。吹き上げる風がスカートの裾すそを大きくはためかせた。

「な、何をする気なの……？」

　葉桜は恐る恐る訊たずねた。終わらせる、一体何を。

　学まなぶは彼女のことを兵器だと言った。事実、葉は桜ざくらの見ている前で彼女は何人もの警官を殺害した。相手が銃じゆうで威い嚇かくしたとはいえ、一方的に何の警告もなく。

　白びやく夜やは肩越しに振り返り微び笑しようした。蕾つぼみが開くように魅力的な笑え顔がおだった。

「言ったでしょう？　私達の出かける準備。誰にも邪じや魔まされないようにしないとね」

　そう言って彼女は石段から身を投げ出した。慌あわてて駆かけ寄った瞬しゆん間かん、白夜の髪が広がり翼のように翻ひるがえる。彼女は両腕を矛ほこと盾たてのような形状に変化させ、砂さ塵じんを巻き上げながら上昇していった。

　その向かう先、茫ぼう洋ようとした湖面に黒い点が見える。

　一つではない、二つ、三つ、四つ。

　長く航こう跡せきを引きながら走るそれは、横一列に展開し多た景け島しまを目指していた。凹おう凸とつの少ない流線型の船体、前甲かん板ぱんには防ぼう盾じゆんに覆われた銃じゆう座ざが確認できる。居きよ留りゆう区く警察の警備艇ていだった。

　白夜の接近に気づいたのか、警備艇の陣形に動きが生じる。彼女を挟はさみ込むように散開、長く伸びた砲ほう身しんが空を睨ねめつけた。

　戦せん闘とうが始まる。

　葉桜はぺたりと膝ひざを突いた。今の彼女にはもう何が正しいのかさえ分からなかった。







　第五話
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福ふく井い県敦つる賀が市






　その時、彼女は何者でもなかった。

　敵の猛もう攻こうは凄すさまじく、彼女が守るべき存在は次々に打ち倒されていった。意図せぬ暴走を防ぐため、護ご衛えい対象を失った彼女達は一度全ての記憶を消去され機能を喪そう失しつする。何十、何百、いや何千回、彼女の記憶素そ子しは書き換えられただろう。司令部は彼女の護衛対象が死ぬ度に、次の対象を選出し、戦せん闘とうを続行させた。

　気がつくと彼女は一人ひとり、無人の廃はい墟きよにたたずんでいた。

　周囲には護衛対象を含めた味方の死体が散乱し、虚うつろな視線で空を睨ねめつけていた。次の命令はない。無線は沈ちん黙もくし、ただ耳障ざわりなノイズだけを吐はき出していた。

　守るべき存在がないにもかかわらず、彼女の機能は停止しなかった。記憶は混こん濁だくし、自分の中でたくさんの人々が喋しやべっているように思えた。自分は一体何者なのか、なぜこんな所にいるのか。それさえ分からないまま彼女は廃はい墟きよを彷さ徨まよっていた。

　ふっと、背後で人の気配がした。

　彼女はぼんやりと振り向いた。そこに金きん髪ぱつの少女が立っている。二ふた重えの眼まなこ、鼻筋の通った端たん正せいな顔立ち。ルビーのような瞳ひとみが大きく見開かれ、彼女を見み据すえていた。活動的なパンツと明るい色合いのチュニック、大人おとなびた目鼻立ちに比して細く華きや奢しやな四し肢しが幼おさなさを感じさせる。年の頃は十三、四。まだ成人前のアポストリだった。

「ちょっと……大丈夫？」

　少女は眉まゆ根ねを寄せて、こちらに近づいてきた。彼女の肩を摑つかみ顔を覗のぞき込む。

「ひどい怪け我が……」

　喘あえぐような声が薄うす紅べに色の唇くちびるから漏もれた。

　怪我……？　そういえば先ほど砲ほう撃げきを受けた時、大分装そう甲こうを持っていかれてしまった。再生しなければと思い、ふっと思考が止まる。再生、一体どの姿に？　自分は誰の姿でいればいいのだろう？

　新しい護ご衛えい対象を見つけなければいけない。その事実だけが炎のように彼女の胸を焦こがした。見つけてその人物に擬ぎ態たいし、何かあれば身代わりとなる。それが彼女の存在意義であり、ここにいる理由だった。

　だから彼女は訊たずねた。目の前の少女に。

「あなたが次のマスターですか？」

「マスター？」

「作戦行動継続のために、私は暫ざん定てい的なマスターを選出する必要があります。これはプロトコル４０８９６Ａにより規定された要請です。要請を受じゆ諾だくし、ペアリングを承認しますか？」

「何を言っているのか、よく分からないけど……」

　少女は戸惑ったように首を傾かしげた。

「とにかく傷の手当てをしないと。一いつ旦たん安全な所まで行って話はそれからにしましょう」

　そう言って身を翻ひるがえそうとする少女の腕を彼女は摑んだ。半分崩れかけた顔を少女に向ける。

「ペアリングを実施することで損傷は修復されます。現状のまま行動する方が生存確率は低下します」

「………」

　少女は困惑顔でたたずんでいたが、ややあって諦あきらめたように向き直った。ふっと大きなため息を漏もらす。

「分かったわ。で、私はどうすればいいの？」

「額ひたいに触ふれてください」

「こう？」

「はい」

「何も起きないわよ？」

「ペアリングの開始を承認してください」

「どうやって？」

「『承認するアプロヴオ』と、口頭で宣言を」

　少女は狐きつねにつままれたような表情で彼女の言葉を繰り返した。瞬しゆん間かん、身体からだの奥でぞわりと何かが蠢うごめいた。額ひたいに触ふれた手から情報が、少女の記憶が濁だく流りゆうのように流れ込んでくる。身体がねじれ分解され、捏こね回されるような感覚。ナノマシン達が猛もう獣じゆうのように荒れ狂い彼女の身体を作り替えていく。

　少女はぽかんと口を開け目の前の光景に見入っていた。ややあって彼女──先ほどまで何者でもなかった存在は身を起こした。長い金きん髪ぱつがさぁっと背中にこぼれ落ちる。すっと二ふた重えの目を見開き、眼前の少女を見返した。驚く彼女に向け一歩歩み寄ろうとする。その時だった。

　がくりと視点が落ちた。

　膝ひざが折れ、その場に崩れ落ちる。

　あれ？　と思った。身体が思うように動かない。ふっと下を向くと予想より遙はるかに細く小さな四し肢しがあった。ぱちぱちと目を瞬またたき両の掌てのひらを見つめる。少女が慌あわてた様子で彼女の前に跪ひざまずいた。

「だ、大丈夫……？」

　そう言って彼女の顔を覗のぞき込む。瞬間、少女の表情が強こわばった。わずかに開いた唇くちびるから喘あえぐような声が漏もれる。

「そ、その顔……？　なんで……私の──」

　彼女はゆるゆると身体を起こした。まだ足あし下もとが覚おぼ束つかない。記憶も混乱している。何かがおかしい。何かがずれている。だが、それが何だか分からない。それでも任務は果たされねばならなかった。

　彼女は真っ直すぐに少女を見み据すえた。耳の奥で欠落した記憶素そ子しと暴走したプロセッサが悲鳴を上げている。だが今の彼女にそれを感知、修正する術すべはなかった。身体を襲おそう異常に気づかぬまま、彼女はにっこりと微笑ほほえんでみせた。

「はじめまして白夜。私はラパーチェ、あなたの守しゆ護ご者です」




　廃はい墟きよで出会った少女──白びやく夜やは最初こそ驚いていたものの、やがてすぐ彼女の存在を受け入れた。生せい来らい物もの怖おじしない性格だったのだろう。白夜は矢や継つぎ早ばやに質問を投げかけてきた。今、彼女は何をしたのか。なぜ自分の名前を知っているのか。そもそもラパーチェとは何なのか。

　そうした問いかけに対し、彼女はまともな答えを返すことができなかった。本来であればペアリングを実施した対象には状況と役割を説明し、その後の指示を仰あおがなければならない。だがこの時の彼女は、何を話せばいいのかまったく分からなかった。

　ややあって白びやく夜やは諦あきらめたのか、彼女の手を引き彦ひこ根ねに戻った。

「ここ、私の隠れ家なのよ」

　そう言って連れてこられたのは駅前のデパートだった。家具売り場の一角がカーテンで区切られ、こぢんまりした生活スペースになっている。精せい緻ちな装飾の施ほどこされた家具は白夜の趣味だろうか。棚には本屋より持ってきたと思おぼしき書物、テーブルにはティーカップとチョコレートが並べられている。整然とした店内の中、そこだけが生活感溢あふれる空間になっていた。

「しばらくここにいるといいわ」と、白夜は言った。

　ラパーチェは面食らった。

　自分は一刻も早く戦せん闘とうに復帰し損そん耗もうした戦力を補わなければならない。そう言うと、だが白夜は目を三角にして怒った。

「だめよ、何言ってるの？　戦闘に戻ったらまたさっきみたいな大怪け我がするかもしれないでしょ。あなたみたいに小さな子が戦う必要なんてないわ」

　自分は小さな子供でないし、先ほどの損傷は怪我でもなんでもない。そう告げたが彼女は聞く耳を持たなかった。

「いいからまかせといて、あなた一人ひとりくらいなら私が面倒を見られるから」

　面倒を見る──、ひどく馴な染じみのない言葉だった。彼女にとってアポストリとは、その命めいに服し時にその生命を守る存在でしかなかった。面倒を見られるといっても、具体的に何をすればいいのか。

　だが命令には服従しなければならない。彼女は白夜のなすがまま生活の準備を整えられながら、ただひたすらその言葉の意味を考え続けていた。

　彼女と白夜、二人ふたりの奇き妙みような生活はそれからしばらくの間続いた。

　白夜は二、三日ぶっ通しで傍そばにいるかと思えば、何日もの間ぷっつり来なくなることもあった。久しぶりに現れる彼女はちろりと舌を出して「やぁ、また抜け出したのばれちゃった」と言った。そういう時の彼女はひどく楽しそうで、ラパーチェには何が嬉うれしいのかよく理解できなかった。ただ長期間デパートを離れると、白夜は決まって何か土産みやげ物を持ってきた。〈十じゆう字じ架か〉の食べ物や音楽メディア、きらきらと不思議な光沢を放つアクセサリ。白夜は最初彼女を驚かそうとしたのか、持参した品を後ろ手に隠し、中身を当てるよう告げた。だが、ラパーチェはたやすくその内容を言い当ててしまった。二回目も三回目も。しまいに白夜は唇くちびるを尖とがらせた。「何かズルしてるんでしょう」そう言って彼女を睨にらみつけた。

　ズルではありません。

　彼女は答えた。

　自分はペアリングの実施により、定期的にあなたの身しん体たい情報と記憶を同期しています。同期はリモートで実施され、ペアリング対象との距離は影えい響きようしません。あなたがどこで何をしていても、私は情報を自分の記憶として蓄ちく積せきします。

「噓うそだぁ」

　噓ではありません。試しにここ数日のあなたの行動をお話しましょうか？

　そう前置きして彼女は白びやく夜やの行ぎよう状じようを語り始めた。

　白夜は最初疑わしげな顔をしていたが、昨日きのう彼女が厨ちゆう房ぼうでつまみぐいをしたこと、入浴前に体重計の数字と睨にらみ合っていたことを告げた瞬しゆん間かん、真っ赤かになって彼女を押し止とどめた。

「次にそんなこと言ったら、ほ、本気で怒るわよ！」

　そう眉まゆ尻じりを吊つり上げ怒るので、以降ラパーチェは聞かされていない内容を喋しやべらなくなった。

　その間、外の世界は激動していた。

　大おお山やま崎ざきの防ぼう衛えい線は破れ、京きよう都とから大おお津つのラインが奪だつ還かんされた。敦つる賀がには敵の増ぞう援えんが逆上陸をかけ〈十じゆう字じ架か〉は徐じよ々じよに包囲されつつあった。空気は重苦しさを増し、彦ひこ根ねの空にも敵の航空機が飛来するようになっていた。

　だがデパートの中の、その小さな空間だけはいつまでも平穏であり続けた。彼女達は、無人のフロアで従い姉と妹こか姉し妹まいのように睦むつままじく時間を過ごした。

　妹が出来たみたい、そう白夜は言った。自分は立派なお姉ねえちゃんがいるせいで、いつも子供扱いされている。だからここでは私がお姉ちゃん、そう鹿しか爪つめらしい顔をして告げたものだった。

　白夜はたまに美しい声で歌を披ひ露ろうしてくれた。憂うれいを含んだ寂さびしげな曲調。何の歌か訊たずねると、白夜ははにかみながら子守歌だと告げた。まだ幼い時、母親がよく歌ってくれたのだと。

　ラパーチェは彼女の歌が好きだった。同期された記憶の中に歌詞やメロディーは存在する。だがその通りに声を出しても、なかなか白夜と同じようには歌えなかった。いつもテンポを誤り音階を外してしまう。白夜はそれがおかしくてたまらないようだった。

「私のことなら何でも知ってるって言ったのに。こんな簡単な歌一つ真ま似ねできないんだ」

　ラパーチェは憤ふん然ぜんと抗議した。

　自分が同期可能な情報はあくまでデータとしての知識であり、このように身しん体たい機能と連携する物は扱いづらい。よって自分は正常であり、白夜の指摘は正確ではない。そもそも同期可能な情報は小脳の運動記憶ではなく、大脳の長期記憶で──

「わかったわかった」

　白夜は閉口して手を振った。この時になると、白夜もラパーチェが普通のアポストリでないことは理解している様子だった。彼女は瞳ひとみに笑えみを浮かべ、伸ばした人差し指で白夜の鼻はな頭がしらをつついた。

「つまり、歌詞は覚えたけどまだうまく歌えないってことよね？　だったら教えてあげる。ちゃんと歌えるようになって二人ふたりで一いつ緒しよに歌いましょう」

　そう言って彼女はまるで教師のように歌を教え始めた。

　夢のような一時だった。戦せん闘とうしか知らなかった自分が、まるで普通のアポストリのように暮らしている。いつまでもこんな時間が続けばいい、そうラパーチェは思った。

　だが、覚めない夢はない。

　七月十二日、そろそろ梅雨つゆも明け本格的な夏が到来しようとしていたその日。

　戦せん闘とうは終わった。〈協きよう定てい〉と呼ばれる終戦条約の締結とともに。




　その日、デパートに現れた白びやく夜やは青い顔をしていた。

　カーテンを引き千ち切ぎるように下ろし、散乱した荷物を乱暴に片づけ始めた。何をしているのか訊たずねる間もない。慌あわてた様子で生活の痕こん跡せきを消すと、白夜はラパーチェに向き直った。

「急いで、ここを出るわよ」

　言いながら彼女の腕を摑つかむ。止まったままのエスカレーターを駆かけ下り、無人の売り場を走り抜けた。

　どうしたのか、と彼女は訊ねた。なぜ自分たちはここを、この居い心ごこ地ち良い場所を出なければならないのか。

「戦争が終わったから、人間達と仲良くしなきゃいけないから、兵器を捨てないといけないんだって。協定に書いてあったの。あなた達を、ラパーチェを廃棄するって」

　何か問題でも？

「問題!?　あるに決まってるでしょ。散々いいように使っておいて、用がなくなったら廃棄だなんて。身勝手にも程があるわ」

　デパートのエントランスを飛び出す。

　人間達の進駐を控えた彦ひこ根ねは、物々しい空気に満ちていた。

　軍のアポストリが周囲を行き交かい、ぴりぴりした様子で周辺の警戒に当たっている。民間人の姿はない。白夜にしろラパーチェにしろ、見つかれば即座に呼び止められるだろう。

　ショッピングセンターの北、湖こ岸がんの茂しげみに船を止めてあると白夜は言った。〈十じゆう字じ架か〉なら匿かくまう場所はいくらでもある。この町はもうアポストリのものではない。だが〈十字架〉なら、一人ひとりくらい子供が増えようと怪あやしまれることはない。そういう話だった。

　だが船の周辺は既に警備のアポストリがいた。見慣れぬ船せん舶ぱくを怪しんだのか、彼女達は鋭するどい視線で周囲を警戒していた。

　仕方なく踵きびすを返し、うろうろと湖こ岸がんを歩き続けた。

　どのくらい時間が過ぎただろう。周囲は陽ひが落ちて暗くなり、コールタールのような波が砂浜を洗っていた。

　疲労の色も濃い白夜にラパーチェは言った。

　もういいです、もう十分です。もう終わりにしましょう。私をあの人達に引き渡してください。それで白夜は家に帰れます。

　白夜は抵抗した。怒いかり、泣き、喚わめき、子供のように駄だ々だをこねた。

　だが他に手がないのは明らかだった。ラパーチェがいる限り、残された道は彦根に留とどまり軍のアポストリに見つかるか、町を出て人間達に捕捉されるかしかない。

　泣き疲れて、それでも離れようとしない白びやく夜やにラパーチェは告げた。

　ではこうしましょう。自分は今から最低限の警戒機能を除く全ての身しん体たい活動を休眠させます。その状態でどこか──湖の底にでも沈めてもらえれば、簡単に見つかることはないでしょう。そして状況が変わったら、例えば協定の廃棄対象から私が外されるようなことがあったら、どうか私を迎えに来てください。そうしたらまた一いつ緒しよにいられます。

　それからまた長い時間議論を交かわした。あらゆる可能性を取り上げ、排除し、検討した後、ようやく白夜は納得した。

「また──会えるわよね？」

　ラパーチェはこくりとうなずいてみせた。それが白夜と直接交かわした最後の会話だった。




　そこから先の記憶は、夢のように曖あい昧まいとしている。

　夢の中で彼女は少女から大人おとなとなり、人間の男性と恋に落ち、そして子を為なした。

　娘の名前は葉は桜ざくら。直線的で気の強そうな眉まゆと、ウェーブのかかった豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを持つアポストリ。

　彼女──白夜は、その成長を我がことのように喜んでいた。葉桜が最初に言葉を発した時、何にもつかまらず立ち上がった時、よちよちと歩き始めた時。その全てが彼女にとって宝物のような記憶だった。

　破損した記憶素そ子しは、穴の空いたバケツに水をためるように、次々と昔の記憶を消失させていった。だがそんな中でも、ラパーチェは必死に同期される記憶を繫つなぎ止めようとした。いつかまた白夜が迎えに来た時、自分を起こしに来てくれた時、彼女の顔を忘れていないように。葉桜のことを覚えていられるように。

　そうして十年近くの歳月が過ぎ、ある日唐とう突とつに記憶の同期は停とまった。

　全ては闇やみに閉ざされる。

　夢さえ存在しない眠りの中、彼女はただひたすら再会の時を待ち続けた。一年、二年、四年──、時が過ぎ去る内、彼女は自分がどう呼ばれていたかさえ忘却した。

　覚えているのは白夜という名前、そして葉桜という少女のこと。

　彼女は待ち続ける。自分によく似た少女の声を、手を、言葉を。

　そして。




　　　　＊




　茫ぼう々ぼうとした湖面は、穏やかに凪ないでいる。

　抜けるような蒼あお空ぞらの中、白夜──ラパーチェは遙はるかな高みから水面を見下ろしていた。

　周囲を剝はく離りしたナノマシンが舞い、きらきらと薄うすい金色の霞かすみを生み出している。大きく広がったブロンドは翼のように翻ひるがえり、冷たい大気を叩たたいていた。

　背後には天を突く巨大な構造物、その傍かたわらに細長い小島が見える。ふっと視線を前に戻すと疾しつ走そうする黒い点が見えた。全部で四つ、白く鮮やかな航こう跡せきを引きながらこちらを目指している。多た景け島しま──彼女の守るべき存在がいる場所に向かって。

　あの子を、葉は桜ざくらを奪いに来たのか。

　白びやく夜やは頰ほおの筋肉を強こわばらせた。

　もう引き離されるわけにはいかない。やっと一いつ緒しよになれたのだ。長く長く待ち続けて、ようやく再会できたのだ。だから、だから──

　再会……？

　脳のう裏りに微び細さいなノイズが走る。

　再会、自分はいつ葉桜と出会っていたのだろう。あの島で目覚める前？　だとしたら、いつ、どんな経緯で葉桜と別れたのだろう。

　もやのかかった記憶を探さぐる。

　幼い彼女、こちらを見つめるきらきらとした眼まな差ざし。彼女は言った。お土産みやげは何が欲しいのかと問われて。

『海の水が欲しいの！』と。

　そう、そうだ。自分は仕事で彼女と別れ、海に赴おもむき、その水をすくおうとした。そこで──そこでどうしたのだろう。ぷっつりと記憶が途切れている。まるで視界が暗転したように、その先の光景が浮かんでこない。

　彼女は首を振った。

　余計なことはいい。今はただ葉桜を守ることだけ考えるべきだ。

　自分は白夜、彼女の母親なのだから。

　ぶわりと金きん髪ぱつがはためいた。彼女は眼下の敵を見み据すえ、猛もう禽きんのように急降下を開始した。




　警備艇ていリサッカの乗員は、傍かたわらを行く姉妹艦かんアルジネが真っ二つに切り裂さかれるのを見た。

　艦かん橋きようの数倍にも及ぶ水柱が立ち上り、その中で灰色の船体がぽっきりと折れた。大きく持ち上がった艦かん首しゆから乗員達がばらばらと落ちていく。特大の隕いん石せきでも衝しよう突とつしたようだった。全長五十メートル、排水量にして三百トン程度しかない船体は、舳へ先さきと艦かん尾びを空に向けたまま一いつ瞬しゆんで湖底に消えていった。

「三時方向に高速飛ひ翔しよう体！　距離二百！」

　ショックの冷めやらぬリサッカの艦橋に見張りの声が響ひびき渡る。弾はじかれたように艦橋スタッフが右う舷げんを見た瞬しゆん間かん、黄こ金がね色のシルエットが横一文字に宙を切り裂いた。それは併へい走そうしていた警備艇の前甲かん板ぱんに降り立ち、長大な左腕を振り下ろした。

　ぐしゃりと艦かん橋きようがへこみ窓ガラスが木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る。続いて小規模な爆発、吹き上がる煙が空をどす黒く染めていった。

「砲ほう撃げきしろ、砲撃！」

　怒ど声せいが響ひびき渡り前甲かん板ぱんの銃じゆう座ざが旋せん回かいする。束ねられた銃じゆう身しんが高速で回転し、轟ごう音おんとともに鉛なまり玉を吐はき出した。弾だん着ちやく確認のために混ぜられた曳えい航こう弾が軌き跡せきを描えがき、金きん髪ぱつの少女──ラパーチェのいる船上に吸い込まれていった。可能な限り同士討うちを避けるため、少女の頭上そのわずか下を狙ねらって射しや撃げきは行われている。何発かが彼女の華きや奢しやな体を貫き足あし下もとをよろめかせた。肩と胸、それに流れ落ちた金髪に大穴が空いている。千ち切ぎれた服の向こうに琵び琶わ湖の湖面が見えた。

「やったか……!?」

　次の瞬しゆん間かん少女が顔を上げ、かっと目を見開いた。日の光を受けてエメラルドグリーンの瞳ひとみが鈍にぶく輝く。ゆらりと、重力が立ち消えたように豊かな金髪が持ち上がった。それは無数の房ふさに分かれ、先端を錐きりのように尖とがらせながらこちらを睨ねめつけた。

　なんだ？　と誰かが言った。

　何をやってるんだ、あいつは。

　その答えはすぐにもたらされた。

　視界が一いつ瞬しゆん光に包まれたかと思うと、強化ガラスが紙切れのように切り裂さかれた。ブリッジの中を金こん色じきの刃やいばが縦じゆう横おう無む尽じんに荒れ狂う。血飛沫しぶきが舞い、艦橋スタッフの四し肢しが断片となって飛び散った。

　彼らが最後に見たのは、割れた壁の向こう、煙に包まれた僚りよう艦かんの船上で次の獲物に狙いを定める少女の姿だった。




　学まなぶを乗せたボートは、南から回り込むようにして多た景け島しまを目指していた。

　小さな船体が湖面を滑すべるように疾しつ駆くしていく。冷たい風が頰ほおを叩たたき、痛みにも似た感覚を訴えた。学は乱れた髪を押さえながら傍かたわらの水み無な瀬せを見る。彼は眉まゆ一つ動かさずハンドルとアクセル・レバーを操作していた。

　右う舷げんの方から断続的な爆発音が響ひびいてきている。湖面に漂うのは靄もや、いや煙だろうか。気のせいか、水面の一部が赤く染まって見えた。

「警察、大丈夫ですかね」

　学は、吹きつける風に負けないよう声を大きくした。

　自在に姿を変え、空を飛び、少々の破損なら自己修復してしまう。その強大な戦せん闘とう能力故ゆえに廃棄・凍結対象となっていた兵器──ラパーチェ。対人戦ならほぼ無敵だろう。警備艇ていはそれなりの装そう甲こうと武ぶ装そうを持っているようだったが所しよ詮せんは警察だ。まともにやりあうのは分ぶが悪い。

「厳しいだろうね」

　水無瀬はあっけなく彼の懸け念ねんを肯こう定ていした。

「四よん・一いち八はちでラパーチェが目撃されたのはわずか数回。だけど、その数少ない投入であれは陸りく自じ師し団だんの攻こう撃げきを何度も跳はね返し続けた。爆ばく撃げきから砲ほう撃げき、ありったけの攻撃をぶちこんで足止めし、その間にマスターのアポストリを殺してやっと沈ちん黙もくさせたんだ。機関砲程度じゃ、まず太た刀ち打うちできないだろうね」

「………」

　学まなぶは押し黙だまった。事前のブリーフィングでは警備艇ていで正面からラパーチェを牽けん制せいし、その隙すきに学達が葉は桜ざくらを取り戻す手て筈はずとなっていた。

　だが、そんな化け物相手ではいつまで引きつけておけるのか分からない。快速だけが取り柄えのボートはろくな武ぶ装そうもなく、白びやく夜やがこちらに気づけば瞬またたく間に沈められるだろう。

　彼の不安を見て取ったのか、水み無な瀬せはちらと視線を向けた。

「大丈夫だよ。時間を稼かせげば〈十じゆう字じ架か〉の軍も出てくるだろうし、あれを止める方法が分かるかもしれない。それより僕らは自分の仕事に集中しよう。いいね」

「……はい」

　学はこくりとうなずいた。

　程なく、全体を木々で覆われた島が見えてくる。南北に細長い軍ぐん艦かんのような形状──多た景け島しまだった。

　水無瀬の操あやつるボートは島の裏側から回り込むように着岸した。

　岩肌は切り立ったように垂直で壁のように高くそそり立っている。水無瀬は座席の後ろからロープを取り出すと、手近な木の幹にボートを繫つなぎとめた。

「表の船着き場だと、ラパーチェに発見される可能性が高い。だからここから上陸するしかないけど──、クライミングの経験は？」

「ありません。けど、手がかりも多そうだからなんとかなると思います」

　学は手近な岩の出っ張りを摑つかんだ。すぐ上に摑まれそうな木の枝が見えている。仮に落ちたところで下は湖だ。大した危険はない。

　水無瀬はこくりとうなずいた。

「僕はここで待機してるから危なそうならすぐ戻ってきて欲しい。本当はついて行きたいけど葉桜さんを説得するには、多分僕は邪じや魔まだろうしね」

「………」

「そんな顔しないでくれよ。いいさ、嫌われ役は慣れてる。それよりこれ持って行くといい」

　差し出された物を見て学は息を吞のんだ。

　黒々とした無ぶ骨こつな鉄の塊かたまり、鈍にぶい光を放つ角張ったシルエット──、拳けん銃じゆうだった。

「これ……」

　学は眉まゆをひそめて水無瀬を見返した。

「護身用だよ。ラパーチェ相手だと目くらましにしかならないだろうけど、ないよりマシのはずだ。ちなみに──弾たまは銀製の物を入れてある」

「！」

　学まなぶは息を吞のんだ。ぎりと奥歯を食いしばり水み無な瀬せを睨にらみつける。

「俺おれに葉は桜ざくらを撃てっていうんですか？　あいつがラパーチェのマスターになってるから？　その足を止めろと？」

「使い方はまかせるよ。最後の最後、力ずくで彼女を連れて帰ることになったら役立つかもしれない。もちろん、そうならないのが一番だけどね」

　ぐいと銃じゆうが差し出される。

　学は躊躇ためらった後、受け取った。ずっしりと重い感触が掌てのひらを圧あつ迫ぱくする。彼は顔をしかめて銃じゆう身しんをベルトにねじ込んだ。

「護身用として借りていきます。多分、使わずに返すと思いますけど」

　水無瀬は肩をすくめた。学はそれ以上言葉を返すことなく彼に背を向けた。岩肌の出っ張りに手をかけ足を船ふな縁べりにのせる。沈み込む足あし下もとに注意しながら、彼は断だん崖がいを上り始めた。




　茉まつ莉り花かは〈十じゆう字じ架か〉の執しつ務む室にいる。

　重厚な造りの室内は重苦しい空気に満ちていた。執務机の向こう、何もない空間に画像が数枚投影されている。黒煙を上げながら沈んでいく警備艇てい、投げ出された警官達。そして上空を我が物顔で飛び回る、金こん色じきの天使。

「話にならんな」

　壁際に腰掛けたアポストリが事務的な口調で告げる。高い鼻び梁りようと切れ長の目、身にまとう服は喪も服ふくのような黒。両手を白の手袋で包み長い足を優ゆう雅がに組んでいる。〈冬インヴエルノ〉氏し族ぞくの長ちよう老ろうだった。

「無む駄だな損害を出すだけだ。とっとと引きあげさせたらどうかね。戦争は警察の仕事でもなかろう」

　冷えた声が周囲に響ひびき渡る。室内には他にも何脚か椅い子すが用意され、互いに向き合うようにしてアポストリ達が座っている。執しつ政せい院いんの閣かく僚りよう、各氏族会の長老、いずれも〈十字架〉政府の中ちゆう枢すうメンバーだった。彼女達は一様に感情の読み取れない表情で互いを窺うかがっていた。

「下げられる物ならとっくに下げている。軍の準備が整わん以上、こちらで足止めするしかあるまい。まさか、このまま〈十字架〉に突っ込ませるわけにもいかん」

　憮ぶ然ぜんとした口調で言ったのは、居きよ留りゆう区く警察を管かん轄かつする内ない務む相しようだった。〈冬インヴエルノ〉の長老は鷹おう揚ように顎あごをしゃくった。

「軍は？　まだ出られないのか」

　全員の視線が扉の脇わきに集中する。

　そこにはガウン姿の女性が腰掛けていた。杖つえの上に両手を重ね、無言のまま石のようにたたずんでいる。印象的な銀色のソバージュヘア、右目には単たん眼がん鏡きようがはまり映像の灯あかりが映うつり込んでいた。軍に対して隠いん然ぜんたる影響力を持つ〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞく、その長ちよう老ろうだった。

　彼女への問いかけを遮さえぎるように、隣に座るアポストリが立ち上がった。参さん謀ぼう本部から随ずい伴はんしてきた上じよう級きゆう大たい将しようだった。

「現在、協きよう定ていにおける軍の出動条件を確認中です。現状我々が使用可能な装備でラパーチェを撃げき破はできるものはありませんから」

「装備がない？」

「はい。インセットを始めとした対ナノマシン装備、〈十じゆう字じ架か〉の艦かん載さい兵装、反物質兵器、いずれも協定により使用を禁じられています。現状では我々も居きよ留りゆう区く警察と大差ない装備であれに挑むしかありません」

　室内のあちこちから失しつ笑しようが漏もれた。〈冬インヴエルノ〉の長老は口の端はを歪ゆがめ、頰ほおに皺しわを寄せた。

「予よ備び役えきも含めれば八千近くの人員を抱かかえて、警察とできることが変わらんのか。なんとも贅ぜい沢たくな組織だな。来期の予算配分は随ずい分ぶんと楽しいことになりそうだ」

　上級大将はさっと顔を赤くした。そんな彼女に構わず、〈冬インヴエルノ〉の長老は首だけを茉まつ莉り花かに向けた。

「評ひよう議ぎ長ちよう、保守及び動作確認の目的に限定すれば、協定の禁止兵器条じよう項こうには解釈の余地があったと記憶している。緊急措そ置ちとして一時的に反物質兵器の使用制限を解くのはどうだろう。名目は耐たい用よう年数を過ぎた機器の動作確認。それなら人間達にも説明はつく」

　ざわめきが室内を満たした。予想外の光明に、わずかながら空気が浮き立つ。だが茉莉花は即座に提案を却下した。

「禁止兵器の使用は許可できません。事情はどうあれ、条項の網あみをかいくぐるような形で協定を破れば日本政府の不信を買うことになります。管理外のラパーチェが暴れている現状ではなおさらです」

「……では、このままラパーチェに好き勝手させておくと？」

「そうは言っていません。今専門のチームにラパーチェの停止方法を探さぐらせています。もう少しすればなんらかの結果が出るはずです」

　〈冬インヴエルノ〉氏族の長老は、すっと眼めを細めた。

「もう少し、もう少しか。その間に〈十字架〉が襲おそわれたら、あれが居留区の外に出たらどうするのだ？　我々は一層の窮きゆう地ちに追い込まれるぞ。それは分かっているのだろうな？　茉莉花評議長」

　沈ちん黙もくが周囲に満ちる。

　きゅっと唇くちびるを引き結ぶ茉莉花から〈冬インヴエルノ〉の長老は視線を逸そらした。背もたれに身体からだを預け、下腹の上で両手を組む。青白い頰がふっと弛ゆるんだ。

「まぁ──、ということであれば我々は今あるもので時間を稼かせぐしかない。対抗策があろうとなかろうと、軍にも出てもらう必要があるだろうな」

「ですが、現状では兵の安全が」

「誰も差し違えろとは言っていない。必要なのは時間を稼かせぐことだ。日頃の訓練の成果を活いかし見事な逃げっぷりをみせてくれたまえ。正面から戦うよりは簡単だろう。それとも何か？　同じアポストリでも、居きよ留りゆう区く警察の者なら死んでもよいと？」

「そんなことは……」

　上じよう級きゆう大たい将しようは表情を硬かたくし拳こぶしを握りしめた。追い詰められた小動物のような顔で茉まつ莉り花かを見る。

「それではせめて〈十じゆう字じ架か〉からの支援射しや撃げきを。反物質兵器に比べれば、禁止の優先度は低いはずです」

「許可できません」

「茉莉花評ひよう議ぎ長ちよう！」

　詰めよりかけた上級大将を、すっと杖つえが押し止とどめた。ガウン姿の女性──〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの長ちよう老ろうが顔を上げる。右目の単たん眼がん鏡きようが真っ直すぐに茉莉花を見み据すえた。

「〈夏エスターテ〉の」

　重々しい声が室内に響ひびき渡った。地の底から響くような低い抑おさえた声こわ音ねだった。

「氏族会の後ろ盾だてもないぬしがその席にいられるのは先代の意向あればこそ。人間どもとの約束を守るのも結構だが、これ以上事態がこじれるようであれば──分かっておろうの？」

「……肝きもに銘めいじます」

　元げん老ろう院いん経由で評議長解任の圧力をかけるつもりか、茉莉花は執しつ務む机の下で着物の膝ひざを摑つかんだ。

　単眼鏡の女性はすっと音もなく立ち上がった。硬い表情の上級大将を後しり目めに部屋を出ようとする。上級大将は慌あわてた様子でその背中に追いすがった。

「ご、御ご前ぜん」

「ぬしもごちゃごちゃぬかさんと、疾とく参さん謀ぼう本部の餓が鬼きどもを動かさんか。机の上でいくら議論しても戦いくさはできんわ。まず自分たちで戦場を見て、それから考えさせろ。わしからも話をする。案内せい」

　それだけ言って彼女は部屋を出ていった。続いて上級大将が扉の向こうに姿を消す。残された人々はしばし氷のように固まっていたが、やがて〈冬インヴエルノ〉氏族長老が周りの注意を促うながすように声を上げた。

「というわけだ、諸しよ君くん。とりあえず各自為なすべきことは決まったのでないかな。無む駄だにする時間はなさそうだ。一いつ旦たん解散し、一時間後にまた経過報告を実施するという形でどうかな」

　言いながら茉莉花の方を見る。茉莉花はこくりとうなずいた。

「それでかまいません。では皆さん一時間後にここで。よろしくお願いいたします」

　彼女の声を合図に室内の人々は慌あわただしく退出していく。

　全員がいなくなるのを待って、茉莉花は肩の力を抜いた。

　泥のような疲労が身体からだの底に溜たまっている。全てが後ご手てに回っていた。死んだ妹──白びやく夜やによく似た少女。自然の摂せつ理りに反した明らかに奇き妙みような存在。もう少し早く手を打っていれば今の事態は防げたかもしれない。そう思うと悔くやんでも悔やみきれなかった。〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくもとりあえず歩調を合わせてくれたが、いつまで協力してくれるか分からない。先ほど事態の説明を行った日本政府からも、まだ返事はなかった。

（こんな時におじさまがいれば──）

　ついそう考えてしまう。

　南みなみ方かた大たい使しがいれば、少なくとも日本政府との意志交換は円えん滑かつに行える。互いの真意を邪じや推すいし、疑ぎ心しん暗あん鬼きになることもない。

　彼一人ひとりがいないだけで、これほど壁の外と内の距離を感じるとは。茉まつ莉り花かは自分達を取り巻く環境の危あやうさに薄うすら寒い物を感じる。だがここで彼女が引くわけにはいかない。強きよう硬こう派の意見に流されても日本政府との意思疎そ通つうを放棄しても、そこには破局への道が口を開けている。感情に流されず、立ち位置をぶらさず、決して揺ゆるぐことなく冷静に判断し行動しなければならない。

　その時、卓上の空間に着信を示す画面が現れた。ラパーチェを止める方法が見つかったのか、急いで身体からだを乗り出し通話ボタンを押す。だが画面に現れたのは目の下に隈くまをたたえた瘦そう身しんのアポストリ──軍ぐん務む相しようだった。

『評ひよう議ぎ長ちよう、今よろしいでしょうか？』

「はい、どうしました？」

『日本政府──防ぼう衛えい省しようから連絡がありました。ラパーチェが居きよ留りゆう区く外に進出する危険を考こう慮りよし、自じ衛えい隊たいによる支援を行いたいと』

「支援……？　どういうことでしょう」

『明あけ野のの第５対戦車ヘリ隊を向かわせるということです。あと十分で〈十じゆう字じ架か〉警けい戒かい水域に到着するので、進入許可をもらいたいと』

　茉まつ莉り花かは呆あつ気けにとられた。

　何を考えているのだろう。事前の打診もない軍事力の派遣、完全に自じ治ち権けんの侵しん害がいではないか。しかもなぜこれほどタイミング良く部隊を向かわせられたのか。彼女が連絡を入れる前に、あらかじめ出しゆつ撃げき準備を整えていたとしか思えない。手際が良すぎる。ひどく嫌いやな感じがした。

　断るべきだ、そう思った。なし崩しの領りよう空くう侵しん犯ぱんを許せば茉莉花の立場はひどく苦しいものとなる。他のアポストリ達の反発も抑おさえ切れない。だがあと十分、果たしてそれだけの時間で〈十字架〉から防衛省、市いちヶが谷やから現地部隊への連絡が間に合うのか。下へ手たをすれば帰還連絡が出たにもかかわらず領空侵犯、警備隊による迎げい撃げきが行われかねない。

　普段の彼女ならそこまで伝達ミスを気にすることはない。だが今は何かひどく嫌な予感がした。どこかで偶発的なトラブルを望んでいる者がいる。この状況を好機と捉とらえる人々が存在する。何者か、それは分からない。だがつけこまれる隙すきは作りたくなかった。

　しばらく考えて彼女は心を決めた。

「分かりました、進入の許可を。それと、やりとりは全て記録に残してください。あくまで先方の要請を我々が自由意志で承認した、その形を崩さないように」

『了解しました』

　短く言って回線が切れる。だが頭をまとめようとする間もなく、すぐまた次の呼び出し音が鳴り響ひびいた。

　今度はなんだ──、さすがにうんざりしながら画面に手を伸ばした時だった。視線が発信元の文字を捉とらえる。

　高等研究開発局──、彼女がラパーチェの調査を依頼した部局だった。彼女は表情を強こわばらせ通話ボタンを押した。




　学まなぶは崖がけを登り切ると周囲を見回した。目の前には大きく傾かたむいた巨大な五角形の柱がある。表面には浮き彫りで何か文字が書かれていた。見学会の説明を思い出す。なんと言ったっけ、五ご箇か条じようの御ご誓せい文もんが彫られたた史し跡せき──そう「誓ちかいの御み柱はしら」だ。

　記憶の中の地図と周囲の景色を照合する。柱の周囲は確かお堂の裏手、島の中でも一段高くなったところだ。葉は桜ざくらの居場所は分からないが、とりあえず左手──鐘しよう楼ろうのあたりに下りれば島の南北どちらにも移動できる。居きよ留りゆう区く側の湖面も見渡せるはずだから、白びやく夜やの動向が摑つかめるかもしれない。

　湿った地面を踏ふみしめ石段を下りていく。崩れかけた石せき塔とうや祠ほこらの間を抜けて、学は三さん叉さ路ろに辿たどりついた。右手を確認する。きらきらと光る金色のウェーブヘア。お堂の前、船着き場から伸びる石段の上で細身の少女がぺたりと膝ひざを落とし湖を見つめている。

「葉桜！」

　学は叫さけびながら彼女のもとに走り寄った。肩を摑み揺ゆさぶる。彼女は呆ほうけたような表情でこちらを見た。

「あ、……学？」

「あ、学じゃないだろ。何してるんだ、逃げるぞ」

　言いながら周囲を見渡して彼は息を吞のんだ。

　琵び琶わ湖の湖面は地獄と化していた。

　そこかしこで黒煙が立ち上り炎がちろちろと空を舐なめていた。灰色の警備艇ていが、あるものは横に傾き、あるものは天を突くようにして沈んでいる。周囲に散らばる黒点は破片か、それとも人か。紅ぐ蓮れんに染まった湖面の上を黄おう金ごんの翼が翻ひるがえり残った獲物を探し回っている。

「なんだよ……これ」

　学は喉のどの奥から呻うめくような声を上げた。一体何人死んだのか、何人殺されたのか。あいつの、あの白夜を装った怪かい物ぶつの手で。

「私、行けない」

　かすれた声が上がった。学まなぶは眉まゆ尻じりを持ち上げて声の主を見る。葉は桜ざくらは子供のようにいやいやをしていた。

「なんだって？」

「行けない、あの子を──母かあ様を置いていけないわ」

　学は呆あつ気けにとられた。

「おまえ！　まだ、そんなこと！」

　肩を摑つかみ引き寄せる。細い身体からだが力なく倒れ込んできた。彼は湖面に向けて指を突き出した。

「あれを見ろ！　あんな化け物がおまえの母親か？　おまえの知っている白びやく夜やか？　目を覚ませ馬ば鹿か！」

　葉桜は辛つらそうに顔を伏ふせた。長い睫まつ毛げが瞳ひとみに影を落とす。

「わかってる……わかってるわよ。母様が生きてるわけない、生き返るわけない。でもね、あの子は──白夜は昔のことを知ってるの。母様の記憶を持ってるのよ！」

「………」

「ずっと話したかった。会いたかった。この九年間、一度だって母様のことを忘れた時はない。何度も夢で見たわ。母様が帰ってきて私を抱きしめて『心配かけてごめんね』って言うのを。何度も、何十回も、何年も。あの子は私に『久しぶり』って言ってくれた。母様の顔で、声でそう言ってくれたの。だからお願い、私もう離れたくない。失いたくないの母様を、もう二度と──」

　学はぎりと奥歯を食いしばった。今いま更さらながら葉桜の抱かかえていた悲しみ、苦しみの深さに愕がく然ぜんとなる。毅き然ぜんとしていた彼女、いつも正論しか言わなかった彼女、その心の奥底にどれほどの痛みがあったのか。自分はまったく分かっていなかった。

　辛つらい経験があったのは自分も同じだ。そう考えて理解したつもりでいた。だが葉桜にとって母親喪そう失しつの苦しみは一度たりとも終わっていなかったのだ。彼女はただ心の痛みを繕つくろい装う術すべを身につけただけだ。それが弾はじけた。後に残ったのは、肉親の愛情を求める一人ひとりのどこにでもいる少女にすぎなかった。

　葉桜は俯うつむいたまま肩を震わせている。その身体がひどく壊こわれやすい物に思えて学は腕を引いた。瞬しゆん間かん、肘ひじが硬かたく冷たい物に触ふれる。

　黒い鉄の塊かたまり。銀の弾だん丸がんが装そう塡てんされた凶器。

「……っ」

　誘惑が脳のう裏りを過よぎる。これを使って葉桜に付いてくるよう言えば、そう考えてすぐ首を振る。

　彼女が大人おとなしく付いてくればいい。だが、もし拒否されたらどうなるのか、脅おどしがきかなければ次は実力行使しかない。威い嚇かく射しや撃げき？　それとも生命に支障のないところに当てる？　だめだ、だめだ駄だ目めだ。仮にうまくいっても、そんなことをすれば何かが壊こわれてしまう。失われてしまう。たとえどんな大義名分があろうと自分は、自分だけは彼女を傷つけてはならない。

　だがそれならどうすればいいのか。このままでは葉は桜ざくらは絶対に動かないだろう。早くしなければ白びやく夜やが戻ってくる。葉桜を取り戻しにやってくる。そうなればもう彼女を連れ戻す機会はない。

　ぐいと下唇くちびるを嚙かみしめ語るべき言葉を探す。その時だった。

　唐とう突とつに頭上で爆音が轟とどろいた。無数の太たい鼓こを打ち鳴らしたような大音おん響きよう、風が周囲の木々をなぎ払い、茂しげみの向こうから真っ黒な影が姿を現す。それは怪かい鳥ちようのようなシルエットを誇こ示じしながら彼らの頭上を飛び去っていた。

「な、なんだ？」

　吹き飛ばされないよう足を踏ふん張り空を見上げる。

　巨大なローターが空を切り裂さいていた。角張った形状の胴体に長く伸びた尾部、左右に展開された翼には山のような武装がぶら下げられている。側面には赤く大きな日の丸のマーキング。陸りく自じの攻こう撃げきヘリだった。

「自じ衛えい隊たい……!?」

　なんでこんなところに。そう思ってる間にも一機、また一機と頭上をヘリが通過していく。編隊は巨大な図ずう体たいに似合わぬ素早い機動で展開しながら、白夜に向かっていった。

　次元の違う脅きよう威いに気づいたのか、白夜がこちらを向く。今まさにとどめをさそうとした警備艇ていから離れ、金こん色じきの翼をはためかせた。

　猛もうスピードで上昇し左腕のランスを振り回す。天をなぐ切っ先は、だが寸前でかわされた。ヘリは横転寸前の姿勢で旋せん回かいしながら機首のガトリングガンを白夜に向ける。

　轟ごう音おん、横なぎの鉛玉が白夜の脇わき腹ばらをごっそりとえぐった。続いて反対側からも機き銃じゆう斉せい射しや、金きん髪ぱつごと背中を撃ち抜かれ少女の姿勢が明らかに崩れる。

　あとはまるで射しや撃げき訓練のようだった。ヘリ編隊は白夜を取り巻きながら間断なく銃じゆう弾だんを撃うち込んでいく。銃弾が命中する度に、金色の粉が舞い少女の形状が崩れていった。

「いやっ、やめて……やめて！」

　悲鳴を上げて葉桜が飛び出そうとする。それを学まなぶは懸けん命めいに押さえつけた。

　普ふ段だんの彼女なら、おそらくすぐに学は弾はじき飛ばされていただろう。だが今の彼女は力の使い方がてんで目茶苦茶だった。片膝ひざを突いたまま、腕だけを前に伸ばそうとする。当たり前のように姿勢を崩し学の身体からだに体重がかかる。だがそれでも彼女は彼の腕の中でもがき続けた。

「お願い……うたないで、うたないで」

　うわごとのように紡つむがれる言葉。

　だがヘリ編隊にその願いが届くはずもなかった。高度の落ち始めた白夜からヘリが一いつ斉せいに離れる。螺ら旋せん状に旋せん回かいしながら機首下げ。虫の複眼を彷ほう彿ふつさせるコクピットが白夜を見み据すえた。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、ヘリの翼よく下かから白煙が迸ほとばしる。それは鮮やかなオレンジ色の炎を引きながら落ちていく少女に命中した。

　爆音とともに黒ずんだ火球が出現する。続けて二発、三発。炎はグロテスクに膨ふくれあがり湖面の水を煮えたぎらせた。黒煙と猛もう火かに包まれ、中がどうなっているかは窺うかがい知れない。一いつ瞬しゆん何か黒ずんだ物がばらばらと崩れ、湖に落ちていくのが見えた。

「………！」

　声にならない叫さけびが響ひびく。

　葉は桜ざくらの身体からだからくたりと力が抜けた。真しん紅くの瞳ひとみが呆ぼう然ぜんと見開かれる。半開きになった唇くちびるから「噓うそ」と呻うめくような声が漏もれた。

　ヘリは白びやく夜やの墜落地点を取り巻くように飛び続けていた。撃げき墜つい確認を行うつもりなのか、上空で旋せん回かいしながら煙が晴れるのを待っている。

　終わったのか──、学まなぶは肩の力を抜いて先程までの戦場を見つめていた。警察相手なら無敵に近かったラパーチェも相応の戦力をもって当たれば呆あつ気けないものだった。最初からこうしていればよかったのだ。警察ではなく、軍なり自じ衛えい隊たいなりが出てきていれば無む駄だに人が死ぬこともなかった。──もっとも、なぜ今このタイミングで居きよ留りゆう区くに自衛隊が現れたのかは分からないが。

「葉桜」

　崩れ落ちそうになる彼女の肩を摑つかむ。とりあえずこれで無理矢理連れて帰る必要はなくなった。気の済むまでここにいさせてやればいい。いずれ落ち着くだろう。そう思った時だった。




　ごぼりと、何かの弾はじける音がした。




　背筋に冷たい物を感じて振り返る。薄うすく煙った空の向こう、立ちこめる黒煙の奥で何かが蠢うごめいていた。大きい。手前にいる警備艇ていの数倍はあるだろう。それは表面を小刻みに震わせながら徐じよ々じよに大きさを増していた。

（なん……だ？）

　学は眉まゆ根ねを寄せて、もう一度目をこらした。見間違いかと思う。だが確かにそれは存在していた。なだらかな裾すそ野のを持った小山のようなシルエット、丸みを帯びた頭頂部がぐっと持ち上がり周囲を見渡す。その中央に輝く二つの光──エメラルドグリーンの光彩が、頭上のヘリを捉とらえた。

　ぶんと空気が震えた。巨大な何かが煙を突き破り、ヘリのテールブームに絡からみつく。白く角張ったフォーク型の形状、先が五本に分かれたそれは「手」の形をしていた。

　どれほどの力がかかっているのだろう。暴れるヘリの機首が上下に激しく震える。だが白い手はぴくりとも動かない。みしりと嫌いやな音をたてて、ブームの付け根部分にひびが入った。

　腕は捉えたヘリを力一杯湖面に叩たたきつけた。轟ごう音おん。水柱が立ち上り砕くだけたローターが跳はねるように水面を転がっていく。その衝しよう撃げきで、周囲に滞とどこおっていた煙がゆっくりと晴れていった。

　現れた存在を見て学まなぶは目を見張った。

　それは喩たとえるならばハロウィンのお化けのような姿だった。白いシーツを頭からかぶった、のっぺりとした外観。両の手は不釣り合いに大きく、だらりと前にぶらさげられている。顔の真ん中には眼がん窩かを思わせる二つの窪くぼみ。それ以外の凹おう凸とつはなく、ただ純白の外装だけが長く尾を引いている。
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　でかい。

　一見してそう思った。

　下へ手たな高層ビルほどはある。周囲を行き交かう警備艇ていやヘリがミニチュアのように見えた。異い形ぎよう、異種、異質。現実にはありえないはずの存在。だが眼窩の奥に灯ともる緑の光には見覚えがあった。

「白びやく夜や……？」

　学は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。確かに、あの吸い込まれそうな瞳ひとみの色──美しい光彩は白夜のものだ。ではあれがラパーチェの本体なのか。

　左手を前に出し、這はうように白夜が動き始める。掌てのひらが叩たたきつけられる度、湖面が爆発したように爆はぜた。その動きに急せかされたように周囲のヘリが機動を再開する。散開しながらミサイルを発射、今度は同時にいくつもの火球が白夜を包んだ。命中した箇所から黒煙が立ち上り、ばらばらと細かい破片が湖面に落ちる。

　唐とう突とつに白びやく夜やの歩みが止まった。うずくまるように頭こうべを垂たれ背中を丸める。攻こう撃げきが効きいているのか、勢いづいたヘリがミサイルを撃ちまくる。距離を詰めながら機き銃じゆう掃そう射しや。ロケット弾だんと思おぼしき火か箭せんが白夜の背中を焼く。と、不意に背中の表皮が盛り上がった。内側から針で突かれたように何カ所も、何十箇所も。

　学まなぶは首筋にちりちりとした疼うずきを覚えた。

　なんだろう、ひどく嫌いやな感じがする。あれはやばい、危険だ。近づくなと心の中で何かが告げる。だが上空からは上う手まく視認できないのかヘリは無防備に包囲を縮めていく。先程人間大の白夜を攻撃した時と同じように、円陣を組みながらじわじわと。

　瞬しゆん間かん、白夜の身体からだが爆発したように膨ふくらんだ。

　いや、爆発ではない。表皮から伸びた無数の棘とげが空を埋うめ尽つくしていた。長さは一キロ近くあるだろうか。一いち分ぶの隙すき間まもなく展開されたそれは、外敵を前にしたハリネズミのようだった。

　当然周囲を飛んでいたヘリもただではすまない。オリーブドラブの機体が針地獄に落とされた罪人のように貫つらぬかれていた。一いつ瞬しゆん遅れてそこかしこで爆発が生じる。どす黒い炎が空に弾はじけ、湖を血のような赤に染めていった。その中を、小山のようなシルエットを誇こ示じしながら白夜が進んでいく。

　するすると魔ま法ほうのように棘が収納されていった。残ざん骸がいと化したヘリが音をたてて水面に落ちる。うち一機が沈みかけの警備艇ていに命中し、一ひと塊かたまりとなって湖底に吸い込まれていった。

「なんだよ……あれ」

　頭が麻ま痺ひしている。目の前で何が起きているのかよく理解できない。そして、その混乱が致命的だった。ラパーチェの健在が確認され、自じ衛えい隊たいの足止めが失敗した時点で彼は葉は桜ざくらを連れて撤てつ退たいするべきだったのだ。そうせずにただ呆ぼう然ぜんと、湖から視認できる場所にたたずんでいた。明らかな失態、その報むくいはすぐにもたらされた。

　周囲を見渡した白夜の視線、それが学の上で留とまる。虚うつろに開いた眼がん窩かの奥に明確な敵意を認めて彼は慄りつ然ぜんとした。

　波飛沫しぶきを立てて白夜が動き出す。地震のように湖面が震え、遠雷にも似た音が押し寄せてくる。泳ぐというよりは立ちはだかる水を破は砕さいする勢いだった。巨大な山が、急激に大きさを増しながら多た景け島しまに接近してくる。

「……っ！」

　学は総毛だった。慌あわてて葉は桜ざくらの手を摑つかみ引き起こす。見つかった。逃げなければ。島の裏手、水み無な瀬せが待つボートに。

　それで逃げ切れるのか？　という不安が脳のう裏りを過よぎる。一いつ瞬しゆんで半径一キロ四方の敵をなぎ払った戦せん闘とう能力、小型の船せん舶ぱく程度で果たして追つい撃げきを振り切れるのか。だが躊躇ためらっている余裕はなかった。この島は狭せまい。どこに逃げようと、あの巨体が相手ではすぐ捕捉されてしまう。

「走れ、葉は桜ざくら！」

　大声で叫さけんだ瞬しゆん間かん、地面がドンと持ち上がった。船着き場を白い掌てのひらが押し潰つぶしている。もう一方の掌てのひらが先程まで彼らのいた場所──石段の上を摑つかんでいた。脆もろくなっていたお堂がガラガラと崩れ落ちる。白い顔がぬっと彼らを見み据すえた。

「くそっ」

　もう一度震動、長く伸びた手が彼らの背後を叩たたく。生おい茂しげる木々が倒れ、飛び散った枝葉が周囲に散乱した。三さん叉さ路ろまで辿たどりつき舌打ちする。倒れた幹が重なり合い上り階段を塞ふさいでいた。乗り越えている余裕はない。他に水無瀬の所まで戻る道、迂う回かい路ろ──

（こんなことなら、もう少ししおりの地図見とけばよかったな）

　毒づきながら踵きびすを返す。左右が崖がけになった隘あい路ろを抜け、ごつごつした岩場を上った。石造りの鳥とり居いをくぐり岩山の麓ふもとに至る。瞬間、彼は凍こおりついた。道が途切れている。岩と崖に挟はさまれた道はすぐ前方で途切れ、その向こうに広い空が見えた。

　振り向くと、すぐ傍そばまで白びやく夜やが近づいていた。崖を崩し、手すりを押し潰つぶしながらこちらに迫せまってくる。逃げ場はない。長く伸びた手が学を摑もうと迫せまってくる。あれに捕まったらどうなるのか。引き裂さかれ、押し潰され、ぼろ切れのようになって湖に投げ捨てられるのか。学まなぶは肌が粟あわ立つのを感じた。

　その時、唐とう突とつにラパーチェの背後で爆発が起った。二回、三回。続けざまにオレンジ色の炎が弾はじける。

「弾だん着ちやく確認！　いいぞ、そのまま撃て、撃ち続けろ！」

　聞き慣れた男の声、肩越しに振り返ると背後の断だん崖がいにスーツ姿の男が立っていた。右手で岩を摑み、前髪を風に揺ゆらしながら空を睨にらみつけている。その左手には小型の無線機があった。

「水み無な瀬せさん……!?」

　学は目を丸くした。なぜここに。下で待っているという話ではなかったのか。水無瀬はちらとこちらに顔を向け口元を歪ゆがめた。

「あんまり騒そう々ぞうしいんで様子を見に来ちゃったよ。ボートはこの下に回してある。とっとと引きあげて居きよ留りゆう区くに戻ろう」

　引きあげる──、簡単に言ってくれるではないか。すぐ傍そばまでラパーチェに詰め寄られ、背後は断崖絶ぜつ壁ぺき。先程上陸した場所に比べ、このあたりはより急きゆう峻しゆんな崖がけになっている。虚きよ脱だつ状態の葉は桜ざくらを抱かかえて無事ボートまで辿りつけるのか。

　だが行くしかない。そんな彼の覚悟を後押しするように、水無瀬は無線機に向かい怒鳴った。

「こっちには構うな。続けてどんどんやれ！」

　叫さけび声に答えて、また爆音が響ひびき渡る。

　紅ぐ蓮れんの花がいくつも宙ちゆうに咲き、白夜の巨体が震えた。白い顔がうるさそうに背後を振り返る。太陽の光を背に怪かい鳥ちようが空を舞っていた。巨大なローターと兵装のぶらさげられたスタブウィング、それが逆さか落おとしに急降下してくる。

　翼よく下かから迸ほとばしる火か箭せんを、白びやく夜やは腕を上げて塞ふさいだ。そのまま蠅はえでも払うように手を振り回す。だがヘリは寸前のところでその攻こう撃げきをかわした。機首を白夜に向けたまま、尾部を滑すべらせるようにして旋せん回かい。ガトリングガンを撃ち続ける。

「今のうちだ、早くこっちに！」

　水み無な瀬せの呼び声に応こたえて学まなぶは崖がけの方に走る。その時、背後で鉄のぶつかる嫌いやな音がした。振り向いた彼の目にコクピットを握りつぶされるヘリの姿が映った。白夜は指先を機体にめり込ませながら、手に持ったそれを無造作に投げつけてきた。

「……っ！」

　葉は桜ざくらの肩を抱き身体からだを伏ふせる。震動と轟ごう音おん、突とつ風ぷうが一体となり襲おそいかかってきた。顔を上げると前方にヘリの残ざん骸がいが見えた。先程までそこにいた水無瀬は影も形も見えない。

「な──」

　学は声を無くした。ひしゃげたローター、岩にめり込む鉄の塊かたまり。その下で人間が生きていられるわけもない。崖がけ下したに落ちてしまったのか、あるいは──

　瞬しゆん間かん、もう一度爆音が轟とどろいた。

　白夜の棘とげにエンジンを貫つらぬかれたヘリが、オレンジ色の炎を吹きながら墜落していく。

　だめだ、太た刀ち打うちできない。空にはまだ何機かヘリが残っているものの、このまま攻撃を繰り返しても同じことになるだけだろう。学は絶望的な気分になった。

　その時だった。

「もう、いいから──」

　腕の中でか細い声が響ひびいた。ゆっくりと、だが強い力で胸を押される。葉桜は彼に視線を据すえたまま、一歩二歩と後退した。

「いいってなんだよ」

「私があの子と一いつ緒しよに行けば、それで全部収まる」

「はぁ……？」

　学は裏返った声を上げた。何を言ってるんだ、そう訊たずねようとする前に、だが葉桜は首を振った。

「私がいるからあの子は追いかけてくる。私の周りに誰かいる限りあの子は戦い続ける。だったら私さえ一緒に行けば、あの子と二人ふたりでどこかに消えれば、この騒さわぎは収まるはず。これ以上誰も死なずに済む」

　それに──、と彼女は言葉を継いだ。

「私やっぱりあの子を──母かあ様を放っていけない」

　瞬間、彼の中で何かが弾はじけた。我慢の限界だった。

「……いい加減にしろよ」

　押し殺した声でつぶやいた。腹の底でマグマのような怒いかりがたぎっている。一体誰のために自分達が動いてきたと思っているのか。水み無な瀬せや自分、居きよ留りゆう区く警察がこの島に来たのは他でもない彼女を救うためだ。その手をはねのけ、こいつは一人ひとり母親の記憶と心中するつもりなのか。

　ふざけるな、と思った。

「あいつと一いつ緒しよにいるって──、それでおまえはどこに行くつもりだよ。あんな化け物、居留区や琵び琶わ湖──いや日本のどこにだって居場所がないぞ。あいつがいる限り他の人間は誰もおまえに近づけない。おまえだって、人がいる所はどこにも寄りつけない。そんな状態でどうやって生きていくつもりだよ？」

「……それは」

「それともなんだ、おまえあいつと心中する気なのか。誰もいない場所に行って二人ふたりで仲良くくたばるつもりなのか。え、どうなんだ？」

　学まなぶの問いに葉は桜ざくらは俯うつむいた。切れ切れの声で、だがはっきりと答える。

「あの子が──それを望むなら」

「………！」

　怒りのあまり目の前が真っ暗になった。嚙かみ砕くだかんばかりの強さで歯を食いしばる。

「なんだよそれ」

　唇くちびるから漏もれる言葉は火のように熱かった。その熱でこいつの迷いを、馬ば鹿かげた考えを焼き尽つくせればいいのにとさえ思う。

「なんなんだそれ。じゃあつまりこういうことか。おまえはあの白い化け物のためなら、ここでの生活も、これからのことも全部捨てていくって言うのか。おまえが言ってた人間との相互理解や共きよう棲せいの義務は放っておいていいってことか。その程度のものだったのか？　おまえが今まで喋しやべってた台詞せりふは、言葉は！」

「……学には分からないわ」

「ああ分からない、分からないさ。だけどな、これだけは言っておくぞ。俺おれが過去に囚とらわれてた時、そんなことを不毛だと言い切ったのは葉桜、おまえだぞ。過去に囚われず未来を見ろってな。そのおまえが自分から過去に逃げるのか、現実を捨てるのか」

「過去なんかじゃない！」

　葉桜は声を荒げた。

「あの子は今ここにいる。母かあ様の声で、言葉で喋ってくれる！　私にとってはそれが現実なの、逃げてるわけじゃない！」

「………」

　葉桜は肩で息を吐つきながら一歩後退した。学に視線を据すえたまま半身になる。瞬しゆん間かん、遠くで遠雷のように爆発音が轟とどろいた。

「もういいでしょ。早くしないと犠牲が増えるだけよ。学は早く逃げて。あなたが離れる間くらいはあの子を抑おさえておくから」

　そう言って身を翻ひるがえす。ブロンドを揺ゆらし、振り向くことなく来た道を戻ろうとした。

　学まなぶはぎりと歯をくいしばった。行ってしまう。彼女が自分のもとから去ってしまう。

　いつかはこんな時が来るかもと思っていた。人間とアポストリ、友人でも恋人でもない不自然な関係。共きよう棲せい期間が終われば彼女は学の家を出て〈十じゆう字じ架か〉に戻る。そうすればもう彼女と自分を繫つなぐ糸は存在しない。仕事で関かかわるのでもない限り、二人ふたりの人生が交わることはないはずだった。事実上の別離、そういう未来が来ることを彼は半ば予感している。だがそれは何年も先の話、こんな今すぐの出来事ではない。

　そこまで考えて、彼はああと思った。分かった、分かってしまった。自分が葉は桜ざくらのことをどう思っているのか、どんな関係でいたかったのか。

　馬ば鹿かか俺おれは。こいつはアポストリだぞ、人間じゃない。おまけに口うるさくて融通がきかなくて、俺のことを説教の対象くらいにしか思っていない。そんな奴やつを俺は──？　馬鹿だな、本当に大馬鹿だ。

　がちゃりと、硬かたい鉄の音が周囲に響ひびき渡る。

　気づけば銃じゆうを構えていた。黒光りする銃じゆう口こうが葉桜の背を睨ねめつけている。葉桜の動きが止まった。ふっと肩越しに振り返り目を細める。

「……なんのつもり？」

　葉桜の声は氷のように冷たかった。学は眦まなじりに力を込めた。

「おまえを──行かせるわけにはいかない」

「だから力ずくで止める？　私に銃がきかないことくらい、学は知ってるでしょ」

「ああ、普通の銃ならな。だけど、こいつに入ってるのはどうも銀の弾だん丸がんらしい」

「………！」

　葉桜の息を吞のむ気配が感じられた。彼女は大きく目を見開いた後、ぐっと唇くちびるを引き結んだ。双そう眸ぼうにぎらついた光が宿る。

「もし引き金を引こうとしたら」

　底冷えのする声が学の耳じ朶だを打つ。抑おさえた声が逆に恐ろしかった。

「私はあなたの手を砕くだく。このくらいの距離なら私の近づく方が早いわ。一いつ瞬しゆんで懐ふところに入って銃を叩たたき落とす。あなたが銀を持っている以上、手加減はできないわよ」

「……だろうな」

　学は唇を歪ゆがめた。

　葉桜の言葉は噓うそでもはったりでもない。正面からの勝負になれば、彼女は一瞬で彼を打ち倒すだろう。だからこれは脅おどしにもならない。ただの悪あがきだ。

「だから──、俺おれはこうする」

　彼は銃じゆう身しんを動かした。怪け訝げんそうな彼女の前でこめかみに銃口を当てる。セーフティが外れていることを確認し、引き金に指をかけた。
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「な……！」

　葉は桜ざくらがぽかんと口を開けた。眉み間けんに皺しわが寄り睨にらむような表情になる。

「ふざけてるの……!?」

「ふざけてなんかいないさ。おまえがそれより向こうに行ったら俺おれは引き金を引く。人間相手に銀の弾たまを撃った奴やつがいるかは知らないけど、まぁ一発でおだぶつだろうな。おまえを撃つのと違って標的が避ける心配もない」

「わ、わけが分からないわ。それと私を止めることがどうつながるのよ!?」

「おまえは今ここの生活を捨てていこうとしてる。それがどういうことか分かりやすく教えてやろうって言うんだ。白びやく夜やと一いつ緒しよに行けば俺達はもう二度と会えない。つまりおまえの人生から俺はいなくなるってわけだ。なら今俺が死んでも大して違わないだろう」

「違うにきまってるでしょ！　私と別れたって学まなぶは死なないわ。普通に生きて居きよ留りゆう区くで暮らしていける。私に会う前と同じように。アポストリなんて傍そばにいなかった頃の生活に戻れ──」

「戻れるわけあるか！」

　学は吠ほえた。目め尻じりを吊つり上げ腹の底から声を張り上げる。

「よくもそんな台詞せりふが言えたもんだな。勝手に人の生活に入り込んで、好きなように引っかき回しておいて。おまえのせいで俺の毎日は無茶苦茶だ。千ち紗ささんは娘が増えたって大喜びしてるしクラスの連中はやかましくつきまとってくるし、挙げ句に大人おとな達は対アポストリ友好の象徴とか言い出すし。──いいか、俺おれの生活はな、半年前と全く別物になってるんだよ。それも全部おまえのせい、おまえが俺の家に来たせいだ。それを勝手にそっちの都合で打ち切るなんて認められるか。どうしても出ていきたければ、おまえが変えてきたものを全部元に戻してから行け！」

「そ、そんなことできるわけないでしょ！」

　学まなぶは唇くちびるを歪ゆがめた。

「じゃあ話は二つに一つだ。おまえがここに留とどまるか、それとも俺がいなくなるかだ。さぁ選べよ。行きたければ行け。でも、その時は──」

　トリガーを引く指に力を込める。銃じゆう口こうの触ふれた場所がちりちりと痒かゆみにも似た感覚を訴えた。葉は桜ざくらは狼ろう狽ばいも露あらわに顔を逸そらした。

「つ、付き合ってられないわ。そんなはったり私が信じるわけないでしょ」

「はったり？」

「そうよ、学が私なんかのために自分を傷つけるはずないわ。学にとって、私はそれほど価値のある存在じゃないもの」

「そう思うのか？」

「ええ、ええ思うわ」

　葉桜は断ち切るように言って背中を向けた。そのまま島の南に向かって歩き出す。

　学は目を閉じた。唇を結び鼻から息を抜く。

　そして──躊躇ためらうことなくトリガーを引いた。

　銃じゆう声せい。鼓こ膜まくを弄ろうするような轟ごう音おん、頭が揺ゆれ、鼻び腔こうを硝しよう煙えんの匂いが満たす。

　だが、予想された激痛はいつまでたっても訪れなかった。気がつけば耳鳴りは止やみ、反動を受けた手首が思い出したように痛み始めている。学は目を開いた。

　すぐ前に葉桜がいた。肩で息を吐つき伸ばした手で彼の手首を持ち上げている。その先には白煙をたなびかせる拳けん銃じゆうがあった。

「な、何考えてるのよ……一体。ほ、本当に撃つなんて」

　学はぴくりと眉まゆを持ち上げた。

「言っただろう。おまえがいなくなるなら引き金を引くって」

「だからって！」

　彼女は学を睨にらみつけた。負けじと学もまっすぐな視線で彼女を見下ろす。どのくらいの時間が過ぎただろう。先に根負けしたのは葉桜だった。喉のどの奥から唸うなるような声を上げ顔を逸らす。

　学はそんな彼女にもう何度目かになるであろう言葉を投げかけた。

「あれは──おまえの母親じゃない」

「………」

「おまえの母親は、おまえのことを本当に大切に思ってたんだろう？　あいつが本物なら、周りにいる連中を皆殺しにして娘を独どく占せんしようなんて思わないはずだ。どんなに昔の記憶を持っていても、どれだけ同じような言葉を使っても、あいつの愛情はまがい物だ。歪ゆがんでる、壊こわれてるんだ」

「こわ……れて」

　学まなぶはうなずいた。そっと、自由な方の手を葉は桜ざくらの肩に置く。

「もう二度と失いたくない、おまえはさっきそう言ったよな。だけどそれは間違いだ。おまえは何も取り戻しちゃいない。おまえの母親は九年前に死んだんだ。だから、おまえが今しがみつこうとしているそれは幻まぼろしだ。誰も、失われた過去を取り戻すなんてできない。おまえも、それに俺おれも──」

「学……」

　葉桜は呆ぼう然ぜんと彼の名前を呼んだ。ややあって彼女は視線を逸そらした。憑つき物が落ちたように顔から険けわしさが引いている。双そう眸ぼうに知性の光が戻っていた。彼女は気恥ずかしそうに口元を歪ゆがめ顔を伏ふせた。気のせいか、白い頰ほおがわずかに上気している。

「……ゅう」

「あ？」

「銃じゆう……、もう撃たない？」

「おまえが行かないならな」

　学の答えを聞いて、葉桜はすっと彼の手首を離した。顎あごを引いたまま、やや上目遣いに彼を睨にらみつける。

「学は──卑ひ怯きようだと思う」

「卑怯って……」

「自分の命を人質にするなんて、生き物として最悪の行為よ。最低、馬ば鹿か、卑ひ劣れつ漢かん、大嫌い」

「………」

　えらい言われようだった。葉桜は心底疲れ果てたようにため息を漏もらした。

「……で？　そこまで言うなら何か考えてるんでしょうね。この場を切り抜ける、何か良い方法を」

「いや」

「そう、なら安心……って、ええ!?」

　葉桜は目を剝むいて叫さけんだ。学はうるさそうに顔をしかめ、首を傾かたむけた。

「ボートへの道は塞ふさがれてるし前にはあの化け物だ。正直、どこにも逃げ場はない。打つ手なしってやつだ」

「あ、あなたね……」

　葉桜は目め眩まいを覚えたように後あと退じさった。唇くちびるを震わせ天を仰あおぐ。

「信じられない、それでよくそんな自信満々にしてられるわね」

「後先考えて動けなくなるよりマシだろ。おまえのことはおまえのこと、ここから逃げる方法は今から考える」

「考えるって……」

　瞬しゆん間かん、突き上げられたように地面が震えた。視線を上げると、こちらを見下ろす白びやく夜やと目が合った。周囲のヘリをあらかた駆く逐ちくし終わったのか、妨さまたげる物もなく距離を詰めてくる。

　ぐいと巨大な手が学まなぶに伸びた。空が落ちてくるような気分、学は慌あわてて葉は桜ざくらの手を引きその場を逃れた。間かん一いつ髪ぱつ、土煙を上げて背後の地面が押し潰つぶされる。

「……っ！」

　心臓が口から飛び出しそうになる。大地は瘧おこりのように震え、湖面は沸わき立ち、周囲を砕くだけた土ど砂しやが乱れ飛んでいた。悪夢のような光景、だが手の中には葉桜の温もりがある。彼女が一いつ緒しよについてきている。それだけで、なんとでもなりそうな気がした。

「学！　右！」

　葉桜の声に顔を上げると、右の空から白い掌てのひらが襲おそいかかってくるところだった。

　学は腰を落とし、力一杯地面を蹴けった。岩山の裏側に回り込む。間一髪、巨大な指先が岩肌にめり込み破片をまき散らした。

　学達を視界に捉とらえようと白夜が移動を開始する。葉桜が一緒のせいか、岩山ごと砕くつもりはないらしい。あくまで学のみを排除するつもりなのだろう。ということは二人ふたりで動く限りラパーチェの攻こう撃げき力はある程度制限される。絶望的な状況下で、それだけは明るい材料だった。

「……といってもな」

　いつまでも岩山の周囲を回っているわけにもいかない。ただでさえ足場が悪いのだ。少しでも足あし下もとを誤れば眼下の湖面に墜落しかねない。

　どうするべきか、走りながら眉まゆ根ねを寄せた時だった。

「学」

　耳元で葉桜が囁ささやいた。

「私が囮おとりになってあの子を引き離すわ。学はその間に……ボート？　を確保してきて」

「……それで、おまえはどうするんだよ」

「逃げ回ってみる。大丈夫、私一人ひとりならなんとでもなるわ。それで学がボートを回してきてくれたら私も合流する」

「………」

　学は黙もつ考こうする。確かに、彼と一緒にいるより葉桜一人の方が動きやすいだろう。学の姿がなくなることで白夜の追つい跡せきが止やむことも考えられる。だが──

「だめだ」

　学は首を振った。

「な、なんでよ！」

「あいつの動きを見ろ、とにかくおまえを周りの連中から遠ざけようとしてる。もしおまえを捕まえたら、今度こそ俺おれ達の手が届かないようにするはずだ。そうしたらさっきの話の繰り返しだ。どこに連れて行かれるか分かったもんじゃない」

「それは──学まなぶがいたって同じでしょ」

「いいや、俺がいればあいつの注意はまずこっちに向く。俺を排除しない限りおまえを捕まえようとしない。でも周りに誰もいなくなった瞬しゆん間かん、あいつはおまえを確保することに全力を注ぐはずだ。そばに置いて二度と離れようとしない、それこそ、おまえが死ぬまでな」

　なぜだかそう確信できた。目を閉じれば思い出せる。今け朝さ、暗い表情で葉は桜ざくらにしがみついていた少女の姿。あの狂気に満ちた眼まな差ざし、虚うつろな瞳ひとみの奥に覗のぞく妄もう執しゆう。間違いない、彼女は葉桜を愛している。だがその愛は決定的に壊こわれ歪ゆがんでいる。

「……じゃあ、どうするのよ」

　葉桜は訊たずね返した。

「逆で行こう」

「逆？」

「ボートはおまえが探せ。囮おとりは俺がやる」

「……は」

　葉桜は間の抜けた表情になった。一いつ瞬しゆん遅れて、整った顔が怒ど気きに歪む。

「ふ、ふざけないで！　そんなことできるわけないでしょ！」

「なんでだ？」

「共きよう棲せい相手を危険に晒さらして自分だけ逃げるなんて。そんな恥知らずな真ま似ねできるわけないでしょ！　馬ば鹿かにしないで！」

「……おまえ、さっきと言ってること全然違うぞ」

「とにかく行くのは私、学はさっさとボートを探してきて」

「シカトすんな！　いいから、ここは俺にまかせろ。おまえみたいに頭に血が上りやすい奴やつよりは俺の方が冷静に動ける」

「はぁ？　自分の頭を撃ち抜こうとした人が冷静？　おもしろい冗談ね。笑えないわよ」

「なんだと、こら！」

「なによ！」

　状況も忘れて睨にらみ合う。その時、甲かん高だかい着信音が周囲に響ひびき渡った。眉まゆをひそめて胸元に視線を落とす。胸ポケットの携帯が唸うなりを上げて震えていた。こんな時に一体誰だ。そう思って携帯を取り出す。

　液晶画面に記された番号は茉まつ莉り花かのものだった。

「………！」

　息せき切って通話ボタンを押す。スピーカーから切せつ迫ぱくした声が流れ出してきた。絹きぬのように柔やわらかな、だがいつもよりわずかに硬かたさを増した声。

『茉まつ莉り花かです。学まなぶさん、ご無事ですか？』

　学はぐっと携帯を握りしめた。

「はい、無事です。葉は桜ざくらも一いつ緒しよです」

　電話向こうの空気が弛し緩かんした。甘い、安あん堵どの吐と息いきが学の耳じ朶だをくすぐる。

『そうですか。では聞いてください。ラパーチェを止める方法が分かりました』

「………！　本当ですか」

『はい、サンプルのナノマシンがかなり変質していたので解かい析せきに手間取りましたが、先程調査結果が出ました』

「どうすればいいんですか」

『ペアリングを強制解除します』

　ペアリング……？　耳慣れぬ言葉に学は眉まゆをひそめた。茉莉花は彼の返事を待つことなく説明を続けた。

『ラパーチェは護ご衛えい対象を認識するためにペアリングという作業を必要とします。これは対象の遺い伝でん子し情報、脳のう波はパターンを学習し自分と相手を一対のペアとして登録する行為です。一いつ旦たん登録が行われれば、ラパーチェは以降対象の脳波パターンを受信し、その記憶・外見情報を同期し続けます。おそらくですが、白びやく夜や──葉桜の母親はなんらかの形であのラパーチェとペアリングしたのでしょう。その結果、あれは白夜として振る舞うようになった』

　学は必死で情報を整理する。茉莉花はなるべく簡潔に嚙かみ砕くだいて喋しやべっているのだろうが、専門知識のない学はついていくだけで精一杯だった。とりあえず頭に浮かんだ疑問を一つ投げかける。

「ちょっと待ってください。その話だと、ラパーチェの護衛対象は葉桜の母親ですよね。葉桜じゃない。でも、あいつは葉桜を守ろうとしている。なぜですか？」

『あのラパーチェは──壊こわれているのです』

　茉莉花の声はどこかもの悲しげだった。

『サンプルの解析で分かりました。記憶素そ子しに障害があり、プログラムの基本コードが破損しています。本来なら暴走を防ぐはずのいくつかの仕組み──護衛対象の死亡後は休眠状態に入る──などが機能しなくなっていました。だから、あの子は死亡したマスターを補完するために次のマスターを選出した。自分の記憶の中でもっとも強く残っていたイメージ、消失するメモリーの中に唯一残されていたアポストリを』

「それが……葉桜ですか」

　茉莉花は肯こう定ていした。

『はい。ですから白夜とあのラパーチェが交かわしたペアリングを解除すれば、葉桜に関する記憶は消去され、ラパーチェの行動理由はなくなります。そして今度記憶のフラッシュが行われれば、おそらくそこであれは限界を迎えるはずです』

「限界……？」

『記憶素そ子しの限界です。既に耐たい用よう限度を超えた素子は、もうメモリの消去・書き込みに耐えられなくなっています。学まなぶさんは言っていましたよね？　あの子の記憶が混乱しているって。つまりはそういうことです。古い記憶が次々と上書きされ蓄えられる情報も少なくなっていく。そんな時にもう一度大規模なメモリのフラッシュが行われればどうなるか。記憶素子は崩ほう壊かいし、あの形態を保つための情報も失われます。ラパーチェは消しよう滅めつします。跡あと形かたも残さずに』

　消滅、ずしりとその言葉が腹の底にたまる。消えてしまうというのか、白びやく夜や──母親の記憶が全て。

「他に手はないんですか」

　もう少し穏おん当とうな手段はないのか。あいつの暴走を止め、正気を取り戻させるような手は。

『残念ですが他に方法はありません。何通りものパターンを検討しましたが、現状可能性があるのはペアリングの解除だけです』

　学まなぶはぐっと下唇くちびるを嚙かんで葉は桜ざくらを見た。彼女は不安そうな表情でこちらを見ている。彼は胸中の迷いを振り払うように視線を逸そらした。

「わかりました。それで、どうすればいいんですか。そっちから何か操作できたりするんですか」

『遠隔からのコマンドは全て無効化されています。今取れる手段はマスターによる直接指示のみです』

「直接……指示？」

『マスターがラパーチェに接触し、管理用インタフェースから直接コマンドを投入します。操作自体は特殊なものではありませんから、そちらでも実施可能なはずです』

「待ってください。マスターって葉桜のことですよね。あいつに白夜を始末させようっていうんですか!?」

『他に手はありません』

「だからって……！」

　残ざん酷こくすぎる。葉桜は先程まであのラパーチェと心中する素振りさえ見せていたのだ。それが一転して抹まつ殺さつ命令。いくらなんでもひどすぎる、あんまりだと思った。

　その時、白く長い手がすっと後ろから伸びた。携帯を奪い、自分の耳に近づける。

「葉桜!?」

　学は愕がく然ぜんと振り返る。葉桜は凪ないだ湖面のように静かな表情をしていた。

「伯お母ば様ですか。私です、葉桜です」

　葉桜は淡たん々たんと名乗った。感情の読み取れない口調で言葉を続ける。

「色々迷惑をおかけしてすみませんでした。この責任は何らかの形で取らせていただきます。ですが今はあのラパーチェを止めることが先です。どうしたらいいか教えていただけますか？」

　あのラパーチェ、葉は桜ざくらは確かにそう言った。白びやく夜やではなく、兵器の名前を呼んだ。

　それが一体どういう心境の変化によるものか、今の学まなぶには分からない。だが彼女の中で何らかの決意が芽め生ばえたことは確かだった。

「はい──、はい、分かりました。それだけでいいんですね。──え？　ええ、大丈夫です。やれます。全部終わったら──はい、分かってます。責任は全て私にありますから。ではまた〈十じゆう字じ架か〉で。失礼します」

　すっと手を下ろし電話を切る。学は彼女に詰め寄った。

「おい、どうするつもりだよ」

「どうって」

「いいのかよ、おまえの手で──あいつを」

　学の問いかけに葉桜は頰ほおを弛ゆるめた。

「いいのよ、私やっと分かったから」

「？　分かったって何が？」

「私、過去より現在いま、昨日きのうより明日あしたの方が大事みたい」

　学は顔をしかめた。いきなり何を言い出したのか。葉桜ははにかんだように肩をすくめ面おもてを伏ふせた。

「私ずっと昔に帰りたいと思ってた。母かあ様がいた頃に、何も知らずに暮らしていられた子供の頃にね。もし奇き跡せきが起きて時間を遡さかのぼれたら、絶対あの頃に帰るんだって考えてた。でもさっき学に『選べ』って言われた時、私怖くなったの。もし母様との思い出を選んだらここでの未来がなくなってしまう、あなたとの時間をなくしてしまうんだって。そう気づいたら──自然に身体からだが動いてあなたを止めていた」

「………」

「だから私、終わらせてくるわ、自分の過去を、母様との時間を。思い出は心の中にあればいい。現実にまで現れていいものじゃないから」

　そう言う葉桜の声はひどく凛り々りしく毅き然ぜんとしていた。

　わずかに考えた後、学は葉桜に近づき携帯を摑つかみ取った。葉桜が戸惑ったように彼を見上げる。夕陽を塗り込めたように赤い瞳ひとみが彼を見み据すえた。

「その、指示用インタフェースってのはどこにあるんだ」

　葉桜は眉まゆ根ねを寄せた。

「頭……額ひたいの部分って話だけど」

「あのデカブツの頭にどうやって触さわるつもりだ？　暴れまくってる象の頭に乗るようなもんだぞ」

「それは……」

　葉は桜ざくらの表情が曇くもる。学まなぶはため息を吐ついた。やっぱり何も考えていなかったのか。本当にまったく、どうしてこいつはこう考え無しに動こうとするのか。

　学は携帯を胸ポケットにしまいながら言った。

「俺おれも行く。おまえがそれだけの覚悟を持ってるなら一つ考えがある」

　葉桜はぱちぱちと目を瞬またたいた。一いつ瞬しゆん抗議の形に唇くちびるが開き、だがすぐに閉じられる。彼女の眦まなじりに力がこもった。

「二人ふたりとも無事に帰れる方法でしょうね？」

　学はうなずいた。

「当たり前だ。俺を誰だと思ってる。この程度の状況、東京での騒さわぎに比べたらどうってことはない」

　葉桜は不満そうな顔で彼を見ていたが、やがてこくりとうなずいた。学は表情を引き締めると自分の考えを話し始めた。




　ぱぁんと乾いた音が周囲に響ひびき渡る。

　頭上を覆う枝葉の向こうで白い巨体がこちらに向き直った。学は空に向けた拳けん銃じゆうをもう一度撃ち放ち岩陰から走り出した。一度だけ周囲を見渡し、葉桜が別方向に向かったことを確認する。ラパーチェの視界に彼女は入っていない。学はぐっと唇を引き結んだ。よし、とりあえずはこっちに引きつけられた。

　地面を揺ゆらしながら巨体が追いかけてくる。

　山が倒れかかってくるようだった。片手で岸がん壁ぺきを摑つかみ、島にのしかかるようにしてもう片方の手を伸ばしてくる。指先がすぐ傍そばの祠ほこらをえぐった。千ち切ぎれた木片が凶器となって顔をかすめる。つっと鈍にぶい痛みが頰ほおに走った。

　学は身を翻ひるがえし岩場の間に逃げ込んだ。ラパーチェは腰をかがめて迫せまってくる。島の外周を回り込めばそこまで無理な姿勢になることもないはずだが、今のラパーチェにそうした知性は見えない。ただ目に付いた物をまっすぐに追い続ける、原始的本能とでも言うべき物が彼女を突き動かしているようだった。

　だが単純なだけに、その動きは容よう赦しやない。岩肌に足を取られていると、すぐに指先が迫ってくる。右から、左から、上から、それは巨象の群れが疾しつ走そうするように彼の周囲を耕たがやし続けた。

　どのくらい走り続けただろう。

　事前に決めた道を走り抜けようとして彼は息を吞のんだ。島の南北を結ぶ連絡道、崖がけ上うえの隘あい路ろが跡あと形かたもなく崩ほう落らくしていた。切り立った岸壁からぼろぼろと砂じや利りが落ちていっている。対岸は五メートル以上向こう、わずかに残った岩場が湖面から牙きばのように突き出していた。

「……っ！」

　振り向くと、すぐ後ろにラパーチェが迫せまっていた。長い胴体はくの字に折れ曲がり半ばを島の上に横たえている。エメラルドグリーンの双そう眸ぼうが間近で彼を見下ろしていた。

　背筋に冷たい物が走る。

　周囲は切り立った崖がけでどこにも逃げ場はない。だが、ここでじっとしていたらあと数秒も立たないうちに押し潰つぶされてしまうだろう。

　周囲を見渡して取るべき行動を確認。わずかに考えた後、ごくりと唾つばを飲み込む。だよな、やっぱりそうするしかないか。

　彼はすっと息を吸い込んで顔を前に戻した。腰を少し落とし前傾姿勢になる。助走距離はわずか、反対にその向こうの空間は何十メートルもあるように見える。落ちたら痛いだろうな。ていうか俺おれ、体育の記録いくつだっけ。

　こんなことならきちんと計っておくんだった、舌打ち混じりに思いつつ走り出した。背後でラパーチェの突進が生み出す風を感じる。学まなぶは足を大きく動かし前へと向かった。冷たい空気が顔に吹きつけ、見る間に崖が迫る。

　地面が無くなる寸前、思いきり大地を踏ふみ込んだ。前にではなく、斜めにでもなく、直上をイメージ。ジャケットの裾すそが大きくまくれ上がり、ふわりと身体からだが重力より自由になった。眼がん下かをコバルトグリーンの水面が満たす。胃が浮き上がるような感覚、永遠にも思える飛ひ翔しようの末、不意に突き上げるような衝しよう撃げきが身体を襲おそった。

　気づくと彼は対岸にいた。足あし下もとには地面、背後には崩れ落ちた崖。彼は汗ばむ拳こぶしをぐっと握りしめた。

　飛んだ、飛びきったのだ。あの距離を、あの高さを。

　息つく暇ひまも無く衝撃が大地を揺ゆらす。背後でラパーチェが上体を起こしていた。直線距離での追跡を諦あきらめたのか、島の外周を迂う回かいするように追いすがってくる。

　学は荒い呼吸を整えながら震える足腰を叱しつ咤たした。あと少し、あと少しだけもってくれ。祈るようにつぶやいて石段を駆かけ上る。道を塞ふさぐ枝葉を押し退のけ、崩れた石いし灯どう籠ろうを乗り越えた。お堂の裏手、小高い丘の上を走り抜ける。頂上にそそり立つ巨大な金属製の柱──誓ちかいの御み柱はしらにちらりと視線を走らせ、台座脇わきの下り階段に駆かけ込んだ。

　ごぉと右手から風が吹きつけた。重なり合った木々の向こうに白い巨体が見える。それはエメラルドグリーンの瞳ひとみを爛らん々らんと光らせながら、彼のすぐ傍そばを疾しつ駆くしていた。

　ラパーチェの上体がねじれる。学は本能的に危険を感じて走るスピードを上げた。間かん一いつ髪ぱつ、すぐ後ろの樹木が爆発したように弾はじけ飛ぶ。風圧が背中を叩たたき姿勢を崩しそうになった。巨大な拳こぶしで殴なぐりつけられたのだ。彼は下唇くちびるを嚙かみしめると体勢を整え、残りの道を駆かけ抜けた。

　視界が開けた。

　白い空を背景に狭きよう隘あいな岩場が湖に突き出している。岬みさきだった。九日前、級友達から逃げるように彼の辿たどりついた場所。そして、透すき通るような声で歌う少女を見つけた場所。

　突とつ端たんに辿たどりつき彼は背後を振り返った。樹木を乱暴に払いのけながら、白いのっぺりした頭が姿を現す。虚うつろに開いた双そう眸ぼうが彼を見み据すえた。その幻想的なエメラルドグリーンの瞳ひとみに感情らしきものは認められない。数時間まで白びやく夜やと名乗っていた存在は、ただプログラムの命じるまま彼を排除しようとしていた。

　学まなぶは顔を歪ゆがめた。一いつ瞬しゆんだけ、彼女と過ごした日々が脳のう裏りに蘇よみがえる。彼の足にしがみつき必死の形ぎよう相そうで嚙かみついてきた彼女、ショッピングセンターで買ってもらった服を嬉うれしそうに見せびらかしていた彼女。

『どろぼー』

　耳の奥に残る、舌足らずな幼い声。

　彼はぐっと拳こぶしを握りしめた。胸中の迷いを押し潰つぶすように、掌てのひらに爪つめを立てる。

　もう──本当に手遅れなのか？

　茉まつ莉り花かはああ言ったが、実はまだ何か方法があるのではないか。ラパーチェの暴走を止め、元の白びやく夜やに戻す方法が。

　いや──。

　学は頭を振った。分かってる、もう手遅れだ。茉莉花の言葉を聞かなくても、ラパーチェが異常をきたしているのは明らかだった。教室での暴発、記憶の混乱、味方であるはずのアポストリに対する攻こう撃げき。たとえここでの暴走が収まっても、もう元の生活には戻れない。遠からず彼女は葉は桜ざくらのことを忘ぼう却きやくし、自らの存在意義さえ失って消しよう滅めつしていくのだろう。それくらいなら、そんな悲ひ惨さんな末路を迎えさせるくらいなら──

「……おまえ、俺おれのことを好きとか言ってたよな」

　迫せまりつつあるラパーチェに彼は呼びかけた。倒れた木の幹や瓦が礫れきが琵び琶わ湖に落ちていく。ラパーチェは彼にのしかかるように距離を詰めていた。背後は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、ここから先逃れる場所はない。

　学は苦く笑しようした。

　好き、好きか。なんて気軽にその言葉を口に出せるんだろう。もし自分に、いや自分と葉桜に彼女の半分の素直さでもあったなら、こんなことにならなかったのだろうか。

「俺も──おまえのこと嫌いじゃなかったよ」

　それは別れの言葉だった。その言葉を発することで、彼は自らの内に残る白夜との感情に決別した。

　学はふっと息を吸い込み真っ直すぐに彼女を見上げた。

　小山のようなラパーチェの背後に、今下ってきた丘の頂いただきを認める。その上にそびえる金属製の柱、黒ずんだ表面が日の光を浴びて鈍にぶく輝いている。

　学はつぶやくように言った。

「そろそろ眠らせてやろう、葉桜」




　葉は桜ざくらは走り続けている。

　崩れた隘あい路ろを飛び越え、石段を登り、学まなぶとラパーチェの後を追うように疾しつ駆くしている。

　学の『指示』は相も変わらず無茶苦茶だった。

　危険なことはしない、二人ふたりとも無事帰れるようにする。そう自信満々に言い切ったのはどこの誰だろう。現実の彼は今まさに追い詰められ断だん崖がいに立ち尽つくしている。わずかでも彼女が遅れれば、彼は呆あつ気けなくラパーチェの餌え食じきとなるだろう。なのにあの余裕に満ちた態度はどうだ。揺ゆるぐことなく、動じることなく、真っ直すぐに前を見つめている。

　まったくもって頭に来る。

　彼は、彼女が指示通りに動くことを毛ほども疑っていない。全ぜん幅ぷくの信頼と傲ごう慢まんなまでの信用を置いて葉桜の行動に全てを預けている。それがどれほど過か酷こくで彼女の心を削けずる行為か、彼はまったく理解していない。分かっていないから、あんな顔をしていられるのだ。あんな涼しげな──一いつ片ぺんの不安さえない表情で。

　さらに腹立たしいのは、事態が全て彼の言葉通りに推移していることだ。岬みさきの突とつ端たんに立つ学、彼を覗のぞき込むように迫せまるラパーチェ。そしてその後ろから丘を駆かけ上っていく彼女。

　まるで人形遣いに操あやつられたマリオネットのように、彼ら三人は所定の位置に移動していく。それが学の命を賭とした逃走の成果であることに葉桜は苛いら立だった。自らの安全を顧かえりみない学に腹を立て、それ以外の方法を思いつけない自分に憤いきどおった。

　だが今は言う通りにするしかない。彼の無む謀ぼうさを罵ののしるのは全てが終わった後でもできる。

　葉桜は石段を登り切り丘の頂上に辿たどりついた。

　ラパーチェの全高は水面より上、見えている部分だけで五、六十メートルはある。対して多た景け島しまの標高は平均して二～三十メートル。この丘はもう少し高さもあるが、それでもラパーチェの頭部には到底届きそうにない。だが──

　葉桜は大地を蹴ける。岬への迂う回かい路ではなく丘の中心、天に向かってそびえる金属製の柱に駆かけていく。

　誓ちかいの御み柱はしら──、〈十じゆう字じ架か〉着水の衝しよう撃げきで大きく傾かたむいたそれは、まるでロケットの発射台のように真っ直すぐ岬を指し示していた。葉桜は見学会のしおりの記述を思い出す。その高さ──きっかり二十メートル。

　ぎりっと奥歯を食いしばり台座に足をかけた。そのまま重力を振り切らんばかりの勢いで柱を駆け上っていく。瞬またたく間に視界が開け、広い空と湖面一杯に広がった。眼下にはラパーチェののっぺりとした巨体、その向こうで静かにたたずむ彼女の共きよう棲せい者が見える。

　柱が途切れた。彼女は一切の躊ちゆう躇ちよなく、歩みを止めることなく。

　白い空に向かって。

　飛んだ。




　視界の端はしで金きん色いろの光が煌きらめく。

　波打つブロンドをなびかせながら葉は桜ざくらが空より落ちてきた。派手にスカートを翻ひるがえし、ストッキングに包まれた太ふと股ももを半ばまで露あらわにしてラパーチェの後頭部に着地する。衝しよう撃げきでラパーチェの頭がわずかに沈み込んだように見えた。

　彼女は体勢を立て直し巨大な頭部を駆かけ上がっていく。額ひたいの上に辿たどりつくと、片かた膝ひざを突きラパーチェの外装を鷲わし摑づかみにした。頭上の異物に気づいたのか、ラパーチェが上体を揺ゆらし腕を振り回す。だが葉桜は怯ひるむことなく、自由な方の手をラパーチェの額に叩たたきつけた。

「管理インタフェース起動！　メンテナンスユーザを特権モードに移行。ユーザ名葉桜、承認！」

　茉まつ莉り花かに教えられた言葉、管理コマンドを叫さけんだ瞬しゆん間かん、ラパーチェの額がぼうと淡い光を放つ。

　ラパーチェの頭部には管理インタフェースが存在する。そう告げたのは茉莉花だった。ラパーチェのマスターはその額に触ふれて音声で各種操作を行う。ペアリングの実施、対象の変更、そして解除。

　だがラパーチェも大人おとなしく停止させられるつもりはないようだった。葉桜を引き離そうと片手を頭上に伸ばす。間かん一いつ髪ぱつ、葉桜は上体を反そらして指先をかわした。目標を見失った手が岩肌を叩き、砕くだけた石が彼女の額を打った。つっ、と赤い血が一筋流れる。

「葉桜！」

　学まなぶの叫び声を彼女は無言で受け止めた。片膝を突いたまま、まっすぐ掌てのひらを押しつけている。彼女はぎりっと奥歯を食いしばった。

「聞きなさい、ラパーチェ」

　つぶやくような声。

「あなたの役目は終わったの。もう戦争もないし、私を襲おそう敵もいない。あなたが守ってくれなくても私は生きていける。母かあ様のかわりに傍そばにいてくれる人もいる」

　巨体が震える。ラパーチェの動きが一いつ瞬しゆんだけ鈍にぶった。葉桜はふっと寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「嬉うれしかったわ、母様の声を聞けて、母様の顔を見れて。でもね、それはもう私には必要ないものなの。寂さびしくないと言ったら噓うそになるけど、でも、いつまでも一いつ緒しよに夢を見ているわけにはいかない。夢はいつか覚めるから、だから──」

　葉桜は表情を強こわばらせた。きっと眦まなじりに力を込め、まっすぐにラパーチェを見下ろす。

「承認解除レヴオーカ！　オブジェクト〈白びやく夜や〉とのペアリングを失効！」

　どくりと、大地が脈打ったような気がした。

　葉桜が触れた場所から幾筋もの光がラパーチェの身体からだに走る。それは何百、何千もの光の軌き跡せきとなり巨体を包み込んでいった。

　明めい滅めつ、発光、閃せん光こう。光が乱舞するのにあわせてラパーチェの身体からだが膨ふくれあがっていく。光が質量を持ち、内側からラパーチェを引き裂さこうとしているようだった。

　圧あつ迫ぱくされた岩肌が、木々が弾はじけ飛ぶ。さすがに踏ふみ止とどまることができず葉は桜ざくらはラパーチェの頭から落下した。学まなぶは慌あわてて崖がけの際に駆かけ寄り、落下する彼女を受け止めた。

　間かん一いつ髪ぱつ、膨れあがった頭部がバラバラに四し散さんする。それが契機となったようにラパーチェの身体が次々に誘爆していった。

　学は葉桜の身体を抑おさえてしゃがみこみ、押し寄せる爆風を耐え続けた。

　だから、それは気のせいだったのかもしれない。

　突とつ風ぷうに混じって、舌足らずな甘い声が聞こえたように思えた。

　少し寂さびしそうな、だが優しく穏やかな声こわ音ね。

『葉桜のことをよろしくね、どろぼう……ううん、まなぶ』

　学ははっと顔を上げた。

　風が収まる。

　彼の目に映ったのは金こん色じきの霧きりだった。荒れ果てた島の上を、きらきらと光の粒が舞っている。それは夕陽に照らされ、あたかも晴れた日に降る雪のように、眩まばゆく輝きながら湖面に降り注ぎ続けていた。




　　　　＊




　もう大丈夫だから。

　そう葉桜は言った。

　多た景け島しまから戻る警備艇ていの甲かん板ぱんで、彼女は夕陽を見ながら彼に謝罪した。

　ごめんなさいね、学にも心配かけちゃって。私、どうかしてたわ。一人ひとりで抱かかえ込んで一人で突っ走って。馬ば鹿かみたい。学の言うとおり最初から伯お母ば様に相談していればよかった。そうしたらこんなことにならなかったかも。本当馬鹿みたい。

　そう言う彼女の背中は毅き然ぜんとしており、多景島で見せた弱々しさは欠かけ片らも感じ取れなかった。

　だが彼は見逃さなかった。手すりを摑つかむ彼女の手が小刻みに震えているのを。一度だけ彼女が目元を拭ぬぐったのを。

『あの子は学さんが思っているほど強い子ではありませんよ』

　茉まつ莉り花かの台詞せりふが蘇よみがえる。

　感情を律りつし、私情を廃し、使命感に燃えいつも真っ直すぐに前を向いている。そう見えるのは葉桜が強いからではなく、ただそうあろうと努力してきたからだと。

　彼女は弱く脆もろい。今の学はそのことを十分に理解している。目の前にいるアポストリは超人でも化け物でもなく、肉親の愛を求める一人ひとりの十七歳の少女だった。

　だが彼女は再び強くあろうとしている。悲しみを押し殺し、痛みを抑おさえつけ、歯を食いしばって前に進もうとしている。

　だったら自分はその思いを尊重しよう。哀あわれむことなく、慰なぐさめの言葉をかけることもなく彼女が一人で立つのを待とう。

　おそらく、彼女に対する処分はかなり重い物になるはずだ。遺失兵器の隠いん匿とく、自じ衛えい隊たい・居きよ留りゆう区く警察に与えた厖ぼう大だいな被害。その全てが彼女のせいではないにしろ、何らかの罰を受けることは間違いない。だが自分は、自分だけは彼女の味方で居続ける。それが共きよう棲せい者である自分の義務、あの時彼女を過去から引き戻した者の責任だ。

　共棲というシステムがいつまで自分達を一いつ緒しよにいさせてくれるのかは分からない。だが今は、今だけは誓ちかおう。

　俺おれは──こいつのそばに居続けると。







　エピローグ








二日後

彦ひこ根ね居留区駅






　果たして自分は本当に卒業できるのだろうか。

　学まなぶは居留区駅のコンコースに立ちつくしながら、深いため息を吐ついた。

　結局、ラパーチェの事件以降ほとんど学校に行けなかった。警察の事情聴取に軍からの聞き取り。その後は大たい使し館かんに監禁され何十回となく事件の概要を説明させられた。結果、彼は十二月の授業を殆ほとんどすっぽかして今日きようの終業式を迎えている。まともに考えれば出席不足で留年となるところだ。これまでも公務やイベントの時は便べん宜ぎを図ってもらったが、さすがに今回は限界かもしれない。

　まぁ──そんなこと今いま更さら悩んでもどうしようもないか。

　学は鼻の頭を搔かきながら、午前中の終業式を思い出す。

　久しぶりに会うクラスメイト達は意外に明るい顔をしていた。重傷を負った女子生徒も一命を取り留めたらしい。彼らは独自の嗅きゆう覚かくと情報網で葉は桜ざくらに咎とがは無いと判断したらしく、あっけらかんと「三学期にまた会おうね！」と告げてきた。まったく、なんというお人好しどもだろう。あんな連中が来年には共きよう棲せいを始めアポストリ達と共同生活を営んでいくのか。あれだけ適当、大ざっぱな性格、言動で──

（……意外にうまくいくかもしれないな）

　少なくとも自分と葉桜よりは早く馴な染じめそうに思う。彼らには種族の違いも過去の歴史もどうでもいいのだろう。綺き麗れいな、お人形のような少女達が自分の家にやって来る。その事実が待ち遠しくてならないのだ。

　ある意味心強い。壁の外に暮らす人々の無理解、恐怖、ラパーチェや東京地下のシェルター──四よん・一いち八はちの残ざん滓しを目まの当たりにしてきた彼には、そのお気楽さが救いだった。

　そしてもう一人ひとり、彼らの味方になりえるかもしれない人物。

「やぁ、学まなぶ君。それに葉桜さんも。見送りありがとう」

　スーツケースを引いた男がこちらに気づいて手を上げた。

　ベージュのスーツにピンク色のシャツ、ともすればちぐはぐになりそうな組み合わせを無難に着こなしている。長く伸びた前髪の下で眠たげな目が柔にゆう和わに細められていた。

　──水み無な瀬せだった。

　水無瀬は片腕を包帯で吊つり額ひたいにガーゼを当てている。あの日、多た景け島しまでヘリの墜つい落らくに巻き込まれかけ危あやういところで湖に逃れたらしい。ただ、命こそ助かったものの右手に亀き裂れつ骨折、額に裂傷、全身に打撲ということで一時はかなりの重傷だったという。

「もう大丈夫なんですか？　水無瀬さん」

　学は窺うかがうような口調で問いかけた。

　水無瀬が東京に帰る──その話を聞いたのは今け朝さのことだった。退院の許可が出たから居きよ留りゆう区くを出しゆつ立たつするのだと。

　電車の時間を訊たずね、終業式が終わってすぐ駅に向かった。嫌いやがる葉桜を連れてきたのはショッピングセンターの件があったからだ。過程はどうあれ、水無瀬のおかげで葉桜を助けることができた。別れる前にきちんと礼を言いたかったし、葉桜にはあの日のことを謝らせたかった。

　水無瀬は鷹おう揚ようにうなずいた。

「ああもう平気平気。参っちゃうよね、医者も大げさでさ。全治一ヶ月とか言うんだよ、この程度の怪け我がで。その間東京からはガンガン電話かかってくるし。早く帰ってこいってうるさいのなんの」

　軽口混じりに腕を振り回して不意にその表情が引きつる。どうやら傷に響ひびいたらしい。……阿あ呆ほうだ。

「とにかく今回の件は色々ありがとうございました。水無瀬さんがいなかったら俺おれあの島に行けませんでしたし、それに最後ラパーチェに捕まりそうになった時も──」

「あ、やめてやめて。そういうのさ。水くさいじゃない」

「でも……」

「いいんだよ、お互い様だ。君のおかげで最悪の事態は免まぬがれた。ラパーチェは居きよ留りゆう区く内でアポストリの手によって処理された。望みうる最高の結果だよ。日本政府と〈十じゆう字じ架か〉評ひよう議ぎ会かいの関係にも特に悪影えい響きようは出ないだろう」

「そのことなんですけど──」

　学まなぶはため息を吐ついた。あの日以来、ずっと気になっていたことを口にする。

「あの時、なんで多た景け島しまに陸りく自じのヘリが現れたんですか？　普通なら居留区に自じ衛えい隊たいは入ってこられないはずですよね」

　水み無な瀬せは表情を引き締めた。周囲を窺うかがうように視線を走らせた後、声を潜ひそめる。

「その件は──僕も分からない」

「分からない？」

「学君と別れてから僕の無線に連絡が入ったんだ。対戦車ヘリで援えん護ごするから攻こう撃げき目標を指示しろってね。まぁこちらの無線は標準的な警察無線だし、周波数が伝わっていてもおかしくないけど、にしてもね……なんで僕があそこにいるって分かったのか。ちょっと──妙みような感じがする」

「………」

「一応東京にも確認してみたんだけどね、その件は機密の一点張りで教えてもらえなかった。まぁ直接会って訊きけばまた何か情報が出てくるかもしれないけど」

　なんだそれは。

　自衛隊による居留区での戦せん闘とう行動が機密？　あれだけ大っぴらに戦って、少なくない犠牲を払いながら全てを秘密にしようというのか。

　なんだろう、ひどく嫌いやな感じがする。似たような感覚を彼は二ヶ月前にも味わっていた。東京で一人ひとりのアポストリを巡る騒そう動どうに巻き込まれた時、彼らに襲おそいかかってきた不可解な連中。

　よほど深刻な顔をしていたのか、水無瀬がぽんと彼の肩に手を置いた。垂たれ気味の目が優しく彼を見下ろす。

「心配ないよ、学君の気にしてるようなことを起こさないために我々がいるんだからね。防ぼう衛えい省しようの裏側でどれだけ悪巧みをしている連中がいても、僕が全員叩たたき潰つぶしてやるさ。だから大船に乗ったつもりで、ね」

「不安です」

「うわ！　はっきり言ったね君！　僕は深く傷ついたよ。いたいけな大人おとなを虐いじめて何が楽しいのかな、最近の若者は」

　学は苦く笑しようして葉は桜ざくらの手を引いた。彼女はさっきから仏ぶつ頂ちよう面づらで視線を逸そらしていた。

「ほら葉桜、水無瀬さんに挨あい拶さつ」

　葉は桜ざくらはちらと顔を上げた。唇くちびるをへの字に歪ゆがめ、窺うかがうような表情でこちらを見る。

「だめだ、そんな顔しても」

「うぅ……」と呻うめき声を上げて彼女は視線を戻した。鼻から大きく息を吸い込み、眉まゆ根ねに深い皺しわを刻んで水み無な瀬せを見上げる。

「………」

「………」

「………」

「………」

　いつまでお見合いしてるんだ。

　学まなぶは葉桜の後頭部を小こ突づいた。彼女はぎろりとこちらを睨にらみ返し、それでも諦あきらめたように水無瀬と向き合った。口元を引き結び、やや澄すました表情になる。

「色々とご迷惑をおかけしました。心からの謝意を表すとともに、あの島でのご厚こう意いに深しん甚じんなる敬意と感謝を申し上げます」

「……何語だよ、それ」

　呆あきれたように言って、学は水無瀬に頭を下げた。まぁ、こいつにしてみれば不意打ちと言え一度はスタンガンで打ち倒された相手だ。素直になれないのも当然だろう。

　水無瀬は肩をすくめた。

「まぁいいよ。こちらも色々内ない緒しよにしてたしね。怪あやしまれても当然さ。だから仲良くするならこれからだね。とりあえずお互い今までのことは水に流す、貸し借りなしというのはどうかな」

　こくりと葉桜がうなずく。水無瀬は相そう好ごうを弛ゆるめて手を差し出した。葉桜は戸惑いながら彼の手を握った。まだ不満そうだが、それでもわずかに険けんの消えた表情で水無瀬を見返す。ややあって水無瀬は葉桜から離れた。

「さて、そろそろ時間だ。次の電車を逃すと米まい原ばらの乗り換えに間に合わなくなる。名な残ごり惜おしいがここでお別れだ」

「もう、居きよ留りゆう区くに来ることはないんですか？」

　水無瀬は小首を傾かしげた。

「さぁねぇ、僕らの業務は基本隠おん密みつ行動だから、ここまで面が割れちゃうとね。まぁ次は観光ででもくるさ。そうしたら食事くらい付き合ってくれよ。そっちの、葉桜さんも是ぜ非ひ」

「高い店探しておきます」

　水無瀬は甲かん高だかい笑い声を上げ身を翻ひるがえした。重そうなスーツケースを引きずりながら片手を上げてみせる。

　その挨あい拶さつに手を振って応えながら、学はふっと妙みような視線に気づいた。

　傍かたわらの葉桜が探さぐるような目でこちらを見ている。不安そうな、見知らぬ人間でも見るような、そんな目つきだった。

「どうした？」

　片かた眉まゆを持ち上げて訊たずねる。葉は桜ざくらは煩はん悶もんも露あらわな表情で口ごもり、それから意を決したように彼を見た。

「学まなぶとあの人──どういう関係なの？」

「……は？」

　予想外の質問、彼はぱちぱちと目をしばたたいた。

「なんだか親しげだし、学もいつになく素直だし、──友人ってわけじゃないわよね。どういうこと？　私がいない時に何があったの？」

「何もない！　だからそんな目でこっちを見るな！　じりじりと迫せまってくるな！」

「あやしい……」

「あやしくない！」

　年の瀬で混雑した駅構内に、彼らの声が響ひびき渡る。

　例え壁の外で何が動いているにしろ、今この時居きよ留りゆう区くは平和だった。彼らは周囲の怪け訝げんな視線をよそに、いつもと同じ、とりとめもない言い合いを続けていた。




　　　　＊




　水み無な瀬せ王おう寺じは米まい原ばら新都心駅のホームに降り立つと、駅舎への階段を上っていった。

　今日きようから冬休みのためか、駅は帰省客と思おぼしき人々で混雑している。駅舎の南北に設けられたガラス窓から周囲に林立する高層ビル群が見えた。

　時計を確認する。新幹線の発車にはまだ十分ほど時間があった。丁度良い、今の内に買い物でも済ましておくか。そう思い売店に歩きだした時だった。

　唐とう突とつに、背中に硬かたい物が押しつけられた。

　背後に大柄な人の気配。一人ひとりではない、二人ふたり。いつの間に接近されていたのか、左右から挟はさみ込むようにして退路を塞ふさいでいる。

「……っ」

　水無瀬は舌打ちした。

　油断した。居留区から出たことで気が弛ゆるんでいたのか。いや、だが尾行の確認を怠おこたった記憶はない。こいつらはプロだ。間違いなく、かなり訓練された。

　突きつけられた物が、ぐいと背中の肉を押し上げる。

　そちらに行けということなのか、水無瀬は無言で指示に従った。

　傍かたわらを、歓声を上げながら子供が走り抜けていく。その向こうで談笑するカップル、疲れた顔立ちのサラリーマン。

　彼らは全員目の前で起きていることを知らないのだろう。平和に、何もない年末の一ひと時ときを過ごしている。もし自分が強引に逃げ出したらどうなるか。背後の連中は騒さわぎを恐れて追つい跡せきを諦あきらめるのか。それとも──

　判断に迷っているうちに彼は駅の東口、バスやタクシーの並ぶロータリーに連れてこられていた。クリスマスの電飾がきらびやかに輝く中、一台の中型バスが視界に入ってくる。車体にけばけばしい広告の施ほどこされた窓のないラッピングカー。

　その側面ドアがすっと音もなく開いた。抗あらがう間もなく、後ろからバスの中に押し込まれる。

　中は異様な光景だった。乗客用の座席は撤去され、左右の壁にモニタや通信機が所狭せましと設置されている。機器の前には簡素な椅い子すが設置され、制服姿の男女が緊迫した面おも持もちで腰掛けていた。

　彼らは水み無な瀬せの姿を見ると表情を強こわばらせた。ばたりと背後の扉が閉まる。その瞬しゆん間かん、車内の人間が一いつ斉せいに立ち上がり敬礼した。

「ご無事でなによりでした！　水み無な瀬せ一佐殿！」

　水無瀬は肩をすくめ、ひどく面倒そうな顔になった。手近な椅子に腰掛けぞんざいに足を組む。

「ったく、放っておいても一人ひとりで東京に帰るって言うのに。なんだってこんな真ま似ねをするかね。君達は」

「あなたが連絡も寄こさずにいなくなるからですよ。水無瀬一いつ佐さ」

　そう唇くちびるを尖とがらせたのは細身の女性だった。カットソーに立ち襟えりのジャケット、ブーツカットのパンツをはいている。手には丸めた雑誌、先程彼の背に突きつけていたのはあれだろう。水無瀬は片かた眉まゆを持ち上げた。

「小道具にはもう少しこだわった方がいいな、八や幡わた三さん尉い。それ、僕が駅のホームで逃げてたらどうするつもりだったの？」

「その時は遠えん慮りよ無く羽は交がい締めにして連行します。だいたい水無瀬一佐は自分の立場について自覚が足りなさすぎです。たった一人で状況視察なんて、しかもアポストリ達のいる居きよ留りゆう区くに、何かあったらどうするつもりですか」

「なにかあるかもしれないから僕が出たのさ。将しようは率先して先陣を切ること。水無瀬家代々の家訓でね」

「それを言った先祖の名前を教えてください、今すぐ墓を焼き払いに行きます」

　怒ど気きのこもった声で言われて水無瀬は流石さすがに軽口を慎つつしんだ。居住まいを正し、眠たげな目で女性を見上げる。

「まぁそう怒るなよ。色々収穫はあっただろう？　こちらで情報を流し続けたから、明あけ野のの部隊も早期に動かせた。居留区内での実戦も試せたし、ラパーチェが〈十じゆう字じ架か〉に回収されるのも防げた。いいことずくめじゃないか」

「それはまぁ……そうですが」

「ついでにあれだ、〈十じゆう字じ架か〉周辺の警戒状況も探さぐれただろう？　僕の言うとおり、支し援えん部隊に観測ヘリ混ぜといた？」

　女性は不服そうにうなずいた。

「ご指示の通り、ＯＨ─２、二機を警戒水域に進入させました。警備艇てい配備状況、〈十字架〉周辺、居きよ留りゆう区くの地形に至るまで撮影済みです。ご覧になりますか？」

「いや、いい。多分それを必要とするのは運用部の連中だろうからね。あとで恩着せがましく渡してやるさ」

　言いながら水み無な瀬せは腕の包帯をほどいた。額ひたいのガーゼを剝はがしゴミ箱に放り込む。ガーゼの下から現れた肌には傷一つ無かった。

「それにしても、なかなか面白かったよ、あそこは。やっぱり実際に見てみるもんだね。資料で見ているのとは全然違う」

「想定より厄やつ介かいそうでしたか？」

「いや、逆だよ逆。連中は──アポストリは甘すぎる。律りち儀ぎに協定を守り、そのためなら身内が死ぬのもいとわない。防ぼう諜ちようはなってないし、戦力の投入も場当たり的だ。まったく、あれが我ら人類の宿敵とは信じられないね。四よん・一いち八はちの頃とはまったくの別物だ」

「……それは、喜ぶべきことなのでしょうか」

「喜ぶ？　喜ぶね。うーん」

　水無瀬は考える表情になった。しばらく視線を彷さ徨まよわせた後、ふっと口元を歪ゆがめる。

「彼らは改心し、人類の友好的な隣人となった──そう思いたいところだけど、残念ながら誤りだな。彼らは危険すぎる。あれほど甘い種族が、政治と軍事のなんたるかも知らない連中が強大な力を内に隠し持っている。彼らの暴発を防ぐのは、ただ名ばかりの協定と共きよう棲せい者の人間だけ。リスクは相変わらず高いと考えるべきだろうね。早期の対処が必要になるよ。邪じや魔まが入らないうち、可か及きゆう的速すみやかにだ」

「それでは？」

　女性は少し緊張した表情で彼を見つめた。他の人々も固かた唾ずを吞のんで彼の言動を見守っている。

　水無瀬は微び笑しようを浮かべた。整った顔に魅力的な笑えみを浮かべて周囲を見渡す。

「我々は行動を開始する。この国に暮らす全ての人々のために。四・一八の悪夢に悩まされる全ての同胞のために」

　軍靴が床を叩たたく硬かたい音が車内に響ひびき渡る。

　制服姿の男女達は一様に高こう揚ようした表情で、彼の言葉に応えた。

「〈親方マイスター〉水無瀬に敬礼！　我々〈水すい車しや小ご屋や〉メンバーは総力を上げて閣かつ下かの理想達成に邁まい進しんいたします！」

〈親方マイスター〉──防衛省情報本部主任分析官にして〈水車小屋〉リーダー、水無瀬王おう寺じは小さく手を上げて彼らの呼びかけに応えた。







　あとがき




　本作に登場する無人島──多た景け島しまは一時期、僕にとって幻まぼろしの島でした。

　最初に彼かの島を訪れようとしたのは、関西の某ぼう所に在住していた頃。当時片思いだった女の子に「春になったら琵び琶わ湖の遊覧船に乗りに行こう」と言われた時でした。僕は指折り数えて春の到来を待ち、ようやく新年度が始まろうとしたある日、その子は「ごめんなさい、行けなくなりました」のメールを残し、どことも知れぬ遠方の町に転居していきました。

　二度目は僕が東京に戻ってきた後、とある用事で彦ひこ根ねに出かけた時のことです。同行した知人が「せっかくだから、琵琶湖の遊覧船でも」と言い出しました。では、と彦根港を訪れてみたところ、まだ三時台にもかかわらず多景島行きの船便は全て終了していました。

　その後も機会がある度彦根港に足を運ぶのですが、なぜか僕が行く時に限って豪雨、積雪、強風。琵琶湖の湖面は冬の日本海のように荒れ狂っているのです。

　しまいに僕も意地になりました。天気予報を調べ、少々遅れてもいいよう朝一番の電車に乗りこみました。天気は快晴、風もほとんどなく絶好の行楽日び和よりでした。僕は彦根駅でレンタサイクルを借り、意気揚よう々ようと彦根港に乗り込みました。

　今でも覚えています。照明が落とされ、ぴったり閉められたのりばのドアには『臨時運休』の文字が吊つるされていました。

　さすがに気力が尽つき、船着き場のベンチに座り込みました。自販機で炭酸飲料を買い、足を投げ出し、片肘ひじをベンチの背もたれに預け、乾いた喉に炭酸を流し込みました。

　誰もいない船着き場は驚くくらい静かで、柵さくの向こうには琵琶湖の湖面がきらきらと輝いていました。当時の僕はリストラされたサラリーマンもかくやと言う勢いでやさぐれていましたが、なぜかその情景だけはひどく印象的なものとして心に残っています。

　本作の執筆にあたり、もう一度彦根を訪れましたが、昔の苦労がなんだったのか、呆あつ気けなく件くだんの島を訪問できました。当時なぜあれほど遊覧船に乗ることができなかったのか。不思議に思いつつ、もし最初の一回で訪問できていたらこれほどあの島のことが心に残らなかったのではと思います。その場合、本作に多景島が登場することはなかったのかもと考えると、なんとも奇縁な感じがします。




　以下、謝辞です。

　前回に引き続き原稿の完成に尽じん力りよくいただいた編集の湯ゆ浅あさ様、イラストの森もり井いしづき様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧げたいと思います。ありがとうございました。


二〇〇八年十二月　夏なつ海み公こう司じ









夏なつ海み公こう司じ

１９７４年近畿地方某所で生誕。以来度重なる転居の末、現在は東京都在住。放浪癖があり、ふとした拍子で小旅行に出かけるものの方向感覚に乏しいためか頻繁に遭難。厳冬期の青森で凍死しかけた経験あり。とかく新しい物に目移りし勝ち。知人曰く、青い鳥症候群。
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森もり井いしづき

赤い食べ物好きです。
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葉は桜ざくらが来きた夏なつ３




白びゃく夜やのオーバード











夏なつ海み公こう司じ








二〇十三年五月九日　配信
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